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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序　新たな年の再確認









　深く雪が降り積もった日には、シーモア・ロードはいつも深呼吸をする。

　いや、その表現は正確には逆である。

　雪が降らない季節には、シーモア・ロードはいつもどこか張り詰めた浅い呼吸をしてばかりいる。そう表す方が正しい。

　何故なぜならば、息が詰まってしまうから。

　春には雪解けによって生まれた無数のぬかるみと、活発になった人々が行き交うための膨大な排気ガスが。夏にはあぶられたアスファルトの酸すっぱい臭いと、熱に浮かされた人々から揮発する汗や香水が。秋には街路樹から剝がれ落ちて側溝を埋める腐葉土と、あらゆる場所で人々がむさぼる食べ物の匂いが。

　そういったものたちがいつだって呼吸を詰まらせてくる。

　だからこの街で本当に呼吸ができるのは、冬の日だけだ。無慈悲で平等な白色がビルにも道路にも車にも土にも人にも等しく蓋をして、初めて深く息を吸い込むことができる。

　今年の終わりであるその日は、まさしくそんな日だった。

　日の出から日の入りまで絶え間なく降り続けた雪が、踏めば膝まで埋まるような絨じゆう毯たんとなっていた。通りを歩けば数分でぐしょ濡ぬれになり、もう数分でその水分も氷へと変わる。ブーツに包まれた足の指先から感覚が消えてから既に久しく、路肩に停とめた車へと寄りかかるその腰は寒さのせいで車のボディと貼りついていそうだ。

　こんな日には想念すらもが寒さの余りに固まってしまい、日々頭を悩ませる事柄の殆ほとんどはコロコロと頭の中から転がり落ちていく。

　煙草たばこの煙と白い息をまとめて吐き出すシーモアに、今ある困りごとは二つだけだった。

　一つにはこうして立っている間に、ポケットのマッチがすっかり湿気ってしまったこと。咥くわえた煙草はもう随分と短くなってしまったが、これでは次の一本に火を点つけることができない。視界に入らないほどに焼け落ちた煙草を未練がましく唇で支え続ける。

　二つには────、

「ぎゃぁあああああ!?」

　というような悲鳴と、同時にガラスの割れる音が響いた。

　シーモアの視界の外。ずっと上方から人間の身体からだが降ってくる。数メートル離れた位置へと落ちたそれを見て、顔を顰しかめた。これほど分厚い雪でもクッションの代わりとはなってくれないらしい。嫌な音ともに地面に赤色が広がり、それに溶かされた雪が蒸気となって立ち上る。

　騒々しくはあったが、その騒音は気になりはしなかった。

　何故なぜならば、とうに辺りは似たような音で満ち満ちていたからだ。

「撃て、撃て！　殺せ！」「馬鹿野郎！　突っ込むな！」「ダグ！　ダグラス！　返事しやがれ！」「クソが！　生かしちゃ帰さねぇ！」「犬の餌にしてやれ！」「痛ぇええええあ!?」

　シーモアが車を停とめた通りの反対側。三階建ての巨大な邸宅の内側は、今は戦場と化していた。無数の怒号、悲鳴。それらに倍するほどの銃声。どれほどの人数がいてどれだけの死体が積み上げられているのかは想像するしかないが、その内側にいるマフィア組織が二つであることは間違いがない。

　そしてまさしくその邸宅こそが、シーモアの今日の配達先であった。

　彼が車を停とめた時にはもう、そこではマフィア同士の抗争が起きていたのだ。今落ちてきた男もそうした人員の一人だったのだろう。落下の衝撃とは別に男の死体は銃弾で穴だらけであり、地面に触れるまで男の息があったかどうかも怪しい。

　配達です、といってそっと歩いていったら皆通してくれないだろうか。そんな益体もないことを考える。もちろんそんなわけはない。銃弾の前に言葉は無意味だ。

　シーモア・ロードは依頼を違えないことをモットーとする運び屋として知られている。

　そう知られるようにこれまでシーモアは努力を続けてきた。

　だから、配達先が戦場であったところで、本来シーモアは敢然とその内側に足を進めなければいけないのだ。死してなおその骸が荷物を抱え、依頼人が指定した部屋へと駆け込むことを誉れとしなければならない。

　だが、今日はそうする必要はなさそうだった。

　不意にガラスの砕ける澄んだ音が聞こえる。

　シーモアは無言のまま、ついに限界を迎え唇を焦がそうとした煙草を吐き捨て、それから視線を持ち上げた。見み遣やったのは邸宅の三階。

　そこに一人の少女が立っていた。

　雪よりもなお白い髪の毛と、眼がん窩かに月をはめ込んだような金色の目。耳を聾ろうする銃声のさざめきの中にあってすら、その美貌には髪一筋の揺らぎも現あらわれない。表情は周囲の喧けん噪そうを無言のうちに圧するようにも、単に銃声と交響曲の差がわかっていないだけのようにも見えた。

　たった今ガラスを砕いた少女が、その先へと一歩を踏み出す。

　つまりは何もない空中へと。

　飛ひ翔しようと呼ぶには緩慢で、落下と呼ぶには悠然とした一歩。それが少女を足場のない三階分の高さに放り出し、しかし重力が彼女の身体からだを捕らえることはなかった。

　地面から、雪から、建物から、音もなく湧き出した霧が────影そのもののように暗く沈んだ霧が、少女の足下に階段を作り上げたからだ。少女が今まさに踏んでいる一段と、次に踏むべき一段。少女が足を運ぶ度にその二つが交互に霧の結集によって現あらわれ、そして少女が足を離したものから消えていく。

　小さな戦争を背負ってのものとはとても思えない、静寂に浸された足取り。

　それを眺めながらシーモアは考える。

　自分一人で依頼を受けてこの場にいたらどうしていただろうか、と。自分と自分の車、そして建物の中のある一室へと届ける荷物だけがここにあったとしたら、どう対処していただろうか。車ごと建物に突っ込んだか、身一つで震え隠れながら建物を進んでいたか。

　その手段を見つけ出そうとしても、頭はどこかぼうとして一向に考えは進まなかった。それくらいに少女の存在はシーモアにとって当たり前のものとなっていた。

　ついに少女の足が地面を踏む。

　彼女の姿はいつでもどこか現実味に薄くて、だからその足が半ばまで雪に埋もれたことに安あん堵どにも似た気持ちを抱いた。少なくとも目の前のそれには、形と重さが伴っている。

　膠こう着ちやくする戦況に痺しびれを切らしたのか爆発音すら聞こえ始めた邸宅の傍そばでも、少女の囁ささやくような声は滑らかに耳に届く。

「ただいま」

　そういった彼女こそが、ルーミー・スパイク。

　時代に産み落とされた人ならざる怪物にして、シーモア・ロードの運び屋としての相棒。銃弾飛び交う邸宅の中へ荷物を届けてきた、月夜の似合う吸血鬼の少女だった。

「おかえり」

　シーモアはいいながら左手を伸ばし、車のドアを開ける。

　そうして腕を上げた拍子に袖が吊つり上あがって、それに気づいた。待ち時間の間に手首に巻き付けた腕時計。その二本の針が頂点で重なり合っている。

　扉を開けながらシーモアはルーミーに笑いかけた。

「ハッピーニューイヤー」

　ルーミーはこちらへと歩いてきながら少し目を見開いて、それから笑みを浮かべる。

　シーモアの脇を通りざまに彼女は何か小さなものを投げつけてきた。その白い姿が車の中に収まってから、手の中に収まったそれを見る。

　邸宅の中から取ってきたらしい、乾いたマッチ箱だった。

「ハッピーニューイヤー」

　車の中からルーミーの声が聞こえる。

　シーモアは笑い声を漏らして、マッチを擦って煙草に火を点つけた。

　ドアを開け、運転席へと身を滑り込ませる。

　一つの仕事が終わり、一年が終わる。

　そして新たな一年が始まり、また新たな仕事がやってくるのだろう。
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一　終わった物語の再定義









　眠りが重さによって失われて、シーモアは目ま蓋ぶたを閉じたままに小さく口元を笑ませた。

　年を表す数字が一つ増えてから十数時間。その区切りにどれだけ意味があるものか、案外、人の生活というものは変わらないようだった。

　そう思ってから、今度は声に出して笑いを漏らす。

　むしろ、変わってしまったその果てが今だというのに。

　身体からだの上で重みがぐだぐだと動き回り、それがやがて蹴りによるがしがしという衝撃になってから、シーモアはようやくハンダで固められたような目ま蓋ぶたを持ち上げることに成功した。

「おはよう」

　ベッド代わりにしている車の運転席。長身を折り畳むようにして眠っていたシーモアは、今はその頰を窓ガラスに押しつけていた。

　反対側、助手席からルーミーが押し入ってきたからである。

　ルームミラーをいい位置から覗のぞくために、真っ白な少女がシーモアのことを足蹴にしている。行儀悪く脇腹に押しつけられた足の裏越しに、少女の体重が感じられる。

　痛みと圧迫感の境目。それがシーモアの目覚まし時計の代わりだった。

「おはようございます」

　シーモアの目が開いたことを確認したのか、鏡越しにルーミーの目がこちらを向いた。うちから光を放つようなその金色に、寝起きの眼球がまぶしさを覚える。

「寝ながら笑っていると、怪しいですよ」

　ぼそぼそと開くその口くちの端はからは、微かすかに長い犬歯が見えた。

「幸せを嚙かみ締しめていたんだよ」

「女の子に踏まれることが幸せですか？」

　それそのものが幸せというよりは。

　血の巡っていない脳がぐるぐると言葉を紡つむぐ。

　シーモアが自宅代わりに使用しているガレージには幾つもの鏡や、鏡として使える金属面が転がっている。それでもここ三週間ばかり、ルーミーは起き出す度に必ずエセックスへと潜り込んできて、シーモアの身体からだを邪魔そうに退けながら車内のルームミラーを使っていた。

　そんな無駄と手間がきっと幸せと呼べるようなものなのだが、長々と語るには寝起きの喉は些いささか渇いていたので、シンプルに頷うなずく。

「そうだね」

「…………うわぁ」

　というルーミーの声は普段よりもずっと低くて、思わず笑ってしまう。それでもやはりエセックスの車内に留まってくれることがやっぱり幸せなんだと、そんなことをいったら声はもっと低くなるだろうか。それとも高くなるのだろうか。

　益体もない想像を巡らせながら、エセックスを降りて伸びをした。

　そう、『ここ三週間ばかり』だ。

　あの日の夜から。ルーミーが殺されかけ、シーモアが死にかけ、彼女に愛の告白をしてから。忙せわしないこの街でも、三週間という期間は決して短いといいきれるものではない。

　そしてその期間は、思ってもいなかったほどの平穏に満ちていた。起きて、仕事をして、眠り、その隙間でルーミーと言葉を交わす。ただそれだけの日々。

　こんな時間があってよかったと思うと同時に、これでいいのかなとも思ってしまう。

「…………着替えよ」

　思考を振り払って、寝間着代わりの古いシャツを脱ぎ捨てる。ガレージの金属壁を越えて入ってくる冷気は殆ほとんど外と変わりなく、露あらわになった素肌には痛みに近い寒さが走る。

　それが特に鋭敏な箇所が、一つ。

　シーモアの胸の中央。そこには歪いびつな傷痕…………いや、傷痕ですらない何かがあった。

　それは白い、掌てのひらほどの大きさの引ひき攣つれである。三週間ほど前に、シーモアの胸はルーミーによって貫かれた。心臓を細い指が撫なでるその感触は、未いまだにまざまざと蘇よみがえってくる。本来は致命であったはずのそれは、しかし気がついた時には消え、残されていたのがこれだ。

「…………」

　何なんだろうな、と思う。

　治るはずのない傷が埋められたのだから、これはきっと傷痕とすら呼べない。

　だがそんな疑問も三週間も経たてば風化し、今更持ち出して聞くのも気まずいばかりだ。

　シーモアは疑問を脇へと押しやって、さしあたって胸のそれよりも重要な問題である寒さをどうにかするために、着替えへと袖を通した。

　全身を仕事用の服で包んだ頃には、ルーミーも車から出てきていた。身だしなみを整えるうちに寝起きの不機嫌さも取れてきたらしい。目もきちんと開き、心なしかその金色がまとう光も先程よりもずっと増えている。

「シーモアさん、朝ご飯の準備をしますよ」

　朝といったところで、シーモアもルーミーも夜の住人。採光窓からでは外の様子を窺うかがい知ることは難しいが、時計の指し示している時刻はそろそろ日が地平に沈む頃合いである。

　コンロの方へと向かいながらのルーミーの呼びかけに、大仰に顔を顰しかめてみせる。

「えぇー」

「『えぇー』じゃないですよ。ほら、ご飯は作りますから。ココアを作っておいてください」

「ココアなら仕方ないな」

「本当にお好きですねぇ、ココア」

　ぽんぽんと投げられたマグカップをキャッチする。いや、寝起きの指先は手袋でもしたかのように鈍感で、一発でキャッチできずにお手玉する。

　寝起きの機嫌の悪さでいえばシーモアよりもルーミーの方が酷ひどいのに、脳が本調子になるまでの時間もまたルーミーの方が早い。それが吸血鬼の種族的な特性であるのか、ルーミーの個人的な資質であるのかを考えようとして、意味がないことに思い至る。

　ルーミー・スパイクはこの世界に一匹きりの吸血鬼であるのだから、種族的な特性も個人的な資質も、その全てがルーミー・スパイクという存在にしか還元されない。

　そんなことを考えながらシーモアは牛乳でココアパウダーを練る。視線はコンロに向かうルーミーの後ろ姿を捉えていた。服が汚れることを厭いとってルーミーはエプロンを身につけていて、その紐ひもが細すぎるほど細い腰を強調している。

　微かすかな鼻歌が聞こえる。

　最近の流行歌。ベタベタとしたラブソングを好んで彼女が聞くとも思えないので、街で聞くともなしに聞いたものなのだろう。先程から頻しきりに同じメロディが繰り返されていた。

　電波に乗って耳に入ってきたその歌詞を、シーモアは思い出す。確か、そう、『彼はいつか私達のために小さな家を建ててくれるでしょう』というような甘ったるい言葉だったはずで、

「…………嫌みか？」

　小さいという言葉では足りないほどに手狭なガレージを見回し、シーモアは首を傾かしげる。

「何かいわれました？」

「今日も可愛かわいい子が僕のためにご飯作ってくれていて最高っていったの」

「絶対そんな長いこと、いってなかったですよ」

　くすくすと潜めた笑い声が聞こえる。

　手早く具材をパンへと挟み、フライパンをコンロの上へ。今日はホットサンドを作るらしい。

　とはいえホットサンド用の器具などこのガレージにあるはずもない。片面ずつ焼いていくのかと思えば、しかしルーミーはその手にどこかから拾ってきたらしい板金を持った。

　素手で摑つかまれた板金が、おもむろにフライパンへと押しつけられる。

「…………っ！」

　一瞬、ぎょっとした。

　パンを上から押さえつけているだけとはいえ、フライパンに接するその板金は相当な熱を持つだろう。当然ながらその熱は生身の手にも伝わる。

　だがシーモアが想像したような、嫌な音も臭いも全くしてこない。

　よく見ればルーミーの右手の先は黒い霧へと変わり、それを間に置いて板金を押していた。生身だとどうなのかはわからないが、その霧は熱にも耐性があるらしい。

　両面がこんがり焼かれたホットサンドを持ったルーミーがこちらへとやってくる。シーモアに一つを渡してから、ルーミーは彼の細められた視線に気づいた。訝いぶかしげに首が傾かしげられる。

「ホットサンド、お嫌いじゃなかったですよね？」

「あー、いや、なんていうか、ほら。手作りって感じだなって」

「何いってるんですか」

　シーモアの言葉の意図が伝わったのかどうか、ルーミーは呆あきれたように短く笑う。

　まぁ、いいか。こういうことにも少しずつ慣れていけばいいだけのことなのだから。

「そういえば、ほら、前にお会いした車屋さん。あの人から伝言ありましたよ。ワイヤーホイールのいい掘り出し物があったって。シーモアさん、欲しがってましたよね？」

「確かに欲しいけど、なんで君に伝言があるかなぁ」

「たまたま私しかいなかったから、らしいですけど」

「…………そういってあの車屋が君に伝言をするの、何回目だっけ？」

「これで四回目ですね」

「なるほど。偶然って重なるもんだね！」

「素直ですか！」

　咀そ嚼しやくし、会話し、口を動かす。ゆっくりと血が巡り始め、脳のう味み噌そが稼か働どうを始める。胃がじんわりと温まってきた頃には、どうにか仕事に行けそうな気分にはなってきていた。

「じゃ、行こうか」

　鍵はどこへやったっけとポケットを叩たたけば、ルーミーが溜ため息いきを零こぼした。彼女の髪の先端が霧になって流れ、室内のどこかに転がっていたらしい鍵を引っかけて持ち上げる。

「ありがと」

「こんなことでお礼をいわれていては、一日中私にお礼をいうことになりますよ」

「それもそうか」

　錆さびついたシャッターを持ち上げ、日が既に落ちきっていることを確認する。シーモアは運転席へ。ルーミーは後部座席へ。

　窓ガラスへと頭をもたせかけながら膝を抱いて座るのがルーミーの最近のお気に入りのようだ。が、運転する側からいわせてもらうならばスカートの丈が危ういのでとてもやめて欲しい。運転中に視線がルームミラーに吸い寄せられてしまったらどうするのだ。

「気をつけてくださいね」

　エンジンをかけたところでそういわれ、首を傾かしげる。

　金色の目が笑みの形に曲がっていた。

「車両における死亡事故の半分は、発車時に頭をぶつけてなんですよね？」

　その言葉をルーミーがジョークで口にしているのか、それとも未いまだに真に受けているのか。少しの間真剣に悩んでから、どっちにしろ面白いことに気づいて笑う。

「そのネタはもう一度やったよ、ルーミー」

「一度やったネタはダメですか」

「ダメだね。そういうのでぐだぐだ話すの、二度目って寒いだろ？」

　そうして点灯されたヘッドライトの光が暗闇を切り裂いて、

「──────おう」

　暗闇に潜むように立っていた男の姿を照らし出した。

「う、わ!?」

　そこには一人の男が立っている。暴力をスーツの中に押し込んだような凶暴な気配。髪の毛は撫なでつけられ、無表情であるのに牙を剝むいているような顔貌がこちらを見つめていた。

　名前も知らない、だが殺し屋の組織──殺人株式会社マーダー・インクに所属していることは知っている男。

「何が────」

　数週間ぶりに見るその顔に、戸惑いが浮かぶ。だがシーモアが何をいうよりも早く、別な声が背後から聞こえてきた。

　ルーミーのものではない声が、車内から。

「わはは。おはよう」

「────ッ!?」

　飛び上がるようにして振り返る。

　けれど身体からだの動きほどに、心が動いたわけではなかった。

　いつかはこうなるというような気もしていたし、それ以前にこうして彼女に会うのは二度目のことだからだ。何にだって慣れはあって、それはこんなことですら例外ではない。

　ほんの一秒前までそこにいなかったはずの女が、そこにいた。うげ、と露骨に嫌そうに顔を顰しかめるルーミーの隣。

　左半身に火傷やけどの痕を残す、隻腕隻脚の女が。

「やあやあ、どうも。お久しぶりだね。シーモア・ロード。それにルーミー・スパイク。マーダー・インク社長の、クラウディア・ホーロックスだよ」




「さて、その後の話、終わってしまった話の続きの話を始めようか」

　エセックスの後部座席で、クラウディア・ホーロックスはそう口を開いた。

　…………のではあるが、まずは何よりも、シーモアは一つ指摘をする必要があった。

「誰か、譲ろうっていう気持ちはないんですか？」

　後部座席には四つの荷物が載っていた。

　一つは今日もともと運ぶ予定だった人間ほどの大きさの一つの包み。角張ったシルエットが見えているので中身は家具か何かだろう。これが左側のドアに接する位置へと置かれている。

　そのすぐ隣に狼おおかみめいた男。彼は頰ほお杖づえを突きながら視線を助手席へとやり、鼻で笑う。

「男の助手席に座る趣味はない」

　シーモアは視線を少しずらして、その更に隣へ。

「じゃあ、クラウディアさんは…………」

「わはは。私は社長だよ？」

　クラウディアが何も入っていない左袖をひらひらと揺らすが、それは答えにはなっていない。

　シーモアは視線を更に隣へ。そこで右側のドアへと丁度ぶつかり、そこにルーミーがいる。

「ルーミー…………」

「シーモアさん、私よりもこの人たちを優先するんですか？」

　そういわれてしまうと、ちょっと返事がしづらいけれど。

　つまるところ、都合三人と一つの荷物が二人用の後部座席へと押し込められているのだ。荷物は窓ガラスへと押しつけられ、狼おおかみめいた男はその巨体で必死に肩をすぼめ、クラウディアは半ばその身体からだを男の腿ももへと乗せ、ルーミーは膝を抱えた姿勢で不自然に身体からだを斜めにしている。

　暑苦しい。誰か譲れよ。何の意地の張り合いなんだそれは。

「僕の助手席、人気ないなぁ…………。じゃあ、行きまーす…………」

　クラッチから足を離し、車を出す。

　以前クラウディアを車に乗せた時には家までの配達を頼まれた。今日は後部座席の荷物を届けるまで同道させろと頼まれた。そしてシーモアは仕事の依頼を基本的に断らない。

「じゃあ、さて、改めて。今日ここにきたのは、後始末のお話をするためさ」

「後始末、ねぇ」

　シーモアは視線を一瞬だけルーミーに向ける。

　かつてマーダー・インクに所属し、殺し屋だった少女。

　その果てにマーダー・インクに処分されかけ、最終的にそこから脱した吸血鬼。

　そしてその過程にはシーモアも大きく関わっており、後始末という言葉は他人ひと事ごとではない。

「君達が知っているかは知らないけれど、私たちマーダー・インクは一応規律が存在していてね。逃亡者には死を、はまさしくその最後に記載されているものさ」

　そのルーミーの目が細まる。剣けん吞のんな光を帯びる。

「…………死にたいんですか？」

　その視線を受けて、狼おおかみめいた男が懐ふところへと手を伸ばす。微かすかな金属音が耳へと届く。

「…………やってみろよ」

　びりびりと痺しびれるような緊張感。

　瞬間、シーモアは強烈にハンドルを切った。

「おわっ」

「きゃあ!?」

　がくん、と後部座席が振られ、声が同時に聞こえる。

　後方へと視線をやり、折り重なるように倒れた三人を見て溜ため息いきを零こぼす。

「僕の車の中で、やめてくださいよ」

「これ、私はとばっちりなんじゃないかな」

　同じくひっくり返ったクラウディアが、男の手を借りて起き上がる。狼おおかみめいた男は不快そうにこちらを睨にらみつけてきた。ハンドルを握っているためか、恐怖は薄い。

「それにしても、『死にたいんですか』！　わはは、これは傑作だ」

「ご不満なら、もっと酷ひどい言葉に変えますけど」

「いや、いーや。だが、わはは。随分と優しくなったじゃないか、ルーミー・スパイク」

　ルーミーは眉を顰しかめる。言葉の意味が彼女にはよく理解できなかったからだろう。

　だがシーモアからすれば、不覚にも頷うなずきたくなるような内容であった。

　戦争とそこで流された血。人々の願いと絶望。それらが縒より合わさって生み出された一匹限りの怪物であるルーミーは、本来ならば『死にたいんですか』などと殺気立つことはない。

　なぜならば彼女は人の命を命とも思わない超常の存在であり、ゆえに人を殺そうなどとは思わないままに、ただ在るがままに人の命を奪うことができたからだ。

　しかしその特性も、彼女がそうと自覚しないままに日々が押し流してしまった。

「これでまだしばらくは笑っていられそうだが、そうもいっていられない。そして後始末の最初だけどね。はっきりいっておかなければならないよ」

　クラウディアが、その長く量の多い髪の毛を搔かき上あげる。

「私たちマーダー・インクに、君たちを殺すつもりはない」

　これは本当、とつけ加える言葉が聞こえた。

「…………」

「…………」

　それぞれに僅かに色の異なる沈黙をシーモアとルーミーは浮かべる。

　シーモアは猜さい疑ぎの入り混じったそれを。ルーミーは納得を下敷きにしたそれを。だが結果として沈黙したのは二人同じであり、再び口を開いたのはクラウディアだった。

「そもそもとして私のマーダー・インクは、マフィアの抗争を調停することを目的とした組織だよ。元々マフィアじゃなく、既に社員ですらなくなったルーミーを殺す意味は薄い。どんな殺しにだってコストはかかるし、最近じゃ節制は献身にすら勝る美徳だもの」

　それに、とクラウディアは苦笑いする。

「吸血鬼を殺す手段はもうないしね」

「…………あの銃弾」

　シーモアは短い言葉で指摘する。銀でできた輝く弾丸。かつてルーミーを殺そうとしたもの。

「ああ、あれ！　やめてよね。あの三発で一体幾らしたと思ってるのさ。あの弾丸は『創設以来一度としてその敷しき地ちで血の流されていない教会に、六十年以上掲げられた十字架の銀を用いて』で始まる長い長いレシピの産物なんだよ？」

　そんなに高価なものだったのか、とシーモアは今更のように思う。あの時はそうするしかなかったが、川底に投げ込んでしまったのはもったいなかったかも知れない。

　とか思っているのが見透かされたのだろう。後部座席で狭そうに身体からだを曲げてるルーミーが、その身体からだくらいに顔を顰しかめるのが見えた。

「これが一つ目。争いを調停するための組織である私たちは、私たちの行う殺人を極めて厳密に運用しなければならない。その範はん疇ちゆうに、君たちは含まれていないよ」

「だから見逃せとでも？　ここであなたたちを殺しておいた方が後腐れがないのに？」

「もちろん、私たちじゃ君には勝てない。ルーミー・スパイク。でも、君に殺される前にそっちのシーモアくんを殺すくらいの準備は、当然してきているよ」

「…………」

　ルーミーの目がじろりと動き、こちらを見つめてくる。

　慌てて首を横に振る。

「やめてよ、ルーミー。僕の貧弱さを舐なめないで欲しい。どんな準備をしてきてるかわからないけど、僕は確実に殺される自信があるよ」

「シーモアさんはどっちの味方なんですか…………」

　嘆息が聞こえ、ルーミーがその身体からだを微かすかに緩めるのが見えた。

「わはは、それに君は、私たちを殺せやしないだろう？」

「…………？」

　首を捻ひねったルーミーに、クラウディアは笑って告げる。

「二つ目。君はあちこちで人を殺したけれど、影響は小さく収まったよ。少なくとも、君が犯した殺人によってこの街に抗争が起こることはもうない」

「…………！」

　その反応は彼女にとって不本意だったに違いない。

　つまり、ルーミーはその身体からだを小さく跳ねさせ、それから浅く息を吸い込んだのだ。食べ物を喉に詰まらせたようなその動きは、彼女がその情報を望んでいたことを示してしまった。

　それを見て、クラウディアが喉をぐるぐると鳴らす。

　普段の噓うそくさい笑いと違い、それこそが彼女の本当の喜びの表現であるように聞こえた。

「私たちがそうした。ほら、君はもう私たちを殺せやしない。そうだろ？」

　浮かべるべき表情と言葉を、布地の隙間から探すみたいに、ルーミーの指が服を擦る。

「まー、とにかく」

　そんなルーミーの様子が見ていられなくて、シーモアは車を道路脇に停とめた。

「用件は以上なんですよね？　じゃあ、運送もここまででいいですか？」

「わはは。まぁ、見たいものは見れたしね。あ、それと、シーモアくん。君があの時轢ひいた人たちも皆無事だから、安心してくれ」

　ルーミーを助けたその時。エセックスで下敷きにした何人もの人間のことを思い出す。

　まぁ、無事も何もその内の一人は今、後部座席で眉間に皺しわを寄せているわけだが。

「そですか」

　シーモアの返事は淡泊だった。

　あの後、車に乗る時に数度くらい思い出しはしたが、彼にとってその事実の重みはその程度だ。むしろ今の言葉で僅かに肩の力を抜いたのは、彼ではなく後ろの少女だった。

　もう一度クラウディアは視線をルーミーの顔へとやる。ルーミーは膝頭へと顔を押しつけて、それを避ける。クラウディアの喉がぐるぐると鳴る音が再び聞こえた。

　狼おおかみめいた男が扉を開け、クラウディアは慣れた様子で男に抱き上げられる。

「それじゃあ、ルーミー・スパイク。シーモア・ロード。マフィアなんかに関わることなく、これからも健全に生きたまえよ」

　それが最後の言葉だった。狼おおかみめいた男は扉を蹴って閉めようとし、

「あぁ、待て」

　しかし閉めきることなくその動きを止めた。

「運び屋、お前、ヨハン・ヨアヒム・ウルブリヒトという男を知っているか？」

　仰々しい名前に、シーモアは首を傾かしげる。

「多分、初耳だと思いますけど。一度聞いたらそうそう忘れられなそうな名前ですし」

「そうか。なら覚えておけ。そしてどこかで見かけたら教えろ」

「…………。僕は運び屋であって、情報屋ではないんですけどね。煙草も売ってないですし」

「知るか。その情報を俺に運ぶと思え。それか、その男自体を俺のところに運んできてもいい」

　わかったな、といったきり返事も待たずにドアが蹴って閉められた。

「はぁー…………」

　訪れる静寂。肩が凝る。

　マーダー・インクの動向に、狼おおかみめいた男からの怪しげな依頼。こういう話をするのは嫌いだし、だからマフィアだの殺し屋だの、血ち腥なまぐさい肩書きの人たちに深入りしたくないのだ。

　ぎしりと座席を軋きしませて伸びをし、そのまま逆さまに首を傾ける。

「抗争、起きなかったってさ。よかったね」

　そんなにも軽い口調でいうべきではないからこそ、シーモアは強いて適当な口調を作った。

　自身の膝小僧を見つめていたルーミーは、長い長い沈黙の後に、短い返事だけを寄越した。

「………………うん」




「あの女、色々いってはみせてましたけど、単にマフィアが嫌いすぎるだけなんですよ」

　大きな荷物を、その中身も知らないままに受取人へと引き渡したその後。宛先であったアパートからの道を歩きながら、ルーミーがふてくされた顔をしていた。

　その細い足が蹴り散らす雪も、普段に比べてずっと乱雑だ。

「平和とか均衡とか大仰な理屈なんて全部噓うそで、私がどれだけこの街の治安を乱す存在だったとしても、私がマフィアじゃないというだけの理由であの女は私を殺さないんですよ」

　ツンケンとした口調はルーミーにしては珍しいもので、シーモアはそんな話題ではないと理解しながら密ひそかに笑いを漏らす。そうしたことがバレたら矛先が自分の方に向いてしまいそうなので、返事をする時にはしかつめらしい顔を作った。

「というか、こんな大通りであの会社の話していいの？」

「どうせ誰も、街で擦れ違う話なんて聞いてません」

「それもそうか。都会の事なかれ主義万歳、って感じで。しかし思った以上にあの社長は変わった人だね。それだけ恨みが深い、って見るべきかも知れないけど」

「一貫していて、ある意味人間らしいとは思いますけど！」

「まぁ、まぁ。とにかくもう終わった話でしょ？　そんなに怒ったっていいことないよ」

「…………そうではあるんですけど」

「そんなことで顔に皺しわを作るくらいなら、これから一年の抱負でも考えてみたらどう？」

　シーモアがそういうと、ルーミーは思いも寄らない言葉だったのかきゅっと眉を寄せた。

「これから先、どういう人にんげ……あー、存在になりたいか。真剣に考えておいて損はないよ」

「そういうシーモアさんの抱負は何か決まってるんですか？」

「朝は起こされる前に起きる。ちゃんとご飯を食べる」

「子供ですか！」

　いった本人が全然真面目に考えていない、とルーミーはむくれる。

　それを見て笑いながら、シーモアは思った。

　もう終わった話。本当だろうか？

　その思考を先に進めるよりも、エセックスに到着する方が先だった。運転席へと入るためにシーモアは道路へと足を踏み入れて、

「────おっと」

　サイドミラーに引っかけられそうになるほどの距離を一台の車が駆け抜けていった。

「危ない運転するなぁ、全く」

　車──緑のフィアットの後ろ姿を見送って、シーモアは眉間に皺しわを寄せる。

「いい車なのに。あんな乗り方じゃもったいない」

　フィアットはそれなりに混雑した道路を、不安定に蛇行しながら進み、すぐに見えなくなった。街を歩く人々が一瞬だけざわめき、すぐに静まる。

　運転席へと改めて滑り込み、シーモアはハンドルを指で叩たたいた。

「新しい年だし、どっかでいいものでも食べにいく？　今日くらいは奮発しちゃうけど」

「というか、大半の店は閉まってるんじゃないですか？　ニューイヤーズデイですよ？」

「…………そういえば、そうかも」

「私はちゃんと食料も買い込んであるので、家で何か作りますよ」

　澄まし顔でそういってみせるルーミーに、苦笑。

「ああ、じゃあ、そうしてもらお──────」

　どがん、と強烈な音とともにそれが車の中に入ってきたのはその瞬間だった。

「──────ッ!?」

　最初、それは巨大なネコ科の動物のように見えた。大きく前傾した何かの影が、四つ足で同時に着地するようにして車内に滑り込んできたからだ。

　だが、一瞬の動揺を挟み、それが人であると理解する。

　それにしても、大きな女だった。

　ルーミーを半ば座席に押し倒すような姿勢でいるが、その頭は天井に届かんばかり。車内に突っ込まれた上半身から推察するに、身長は男としても長身のシーモアを超しているだろう。

　服装は襟のない簡素なシャツと肩かた紐ひもが通されていないオーバーオール。胸元の生地だけが張り詰めるほどメリハリのある体型と、肉体労働者めいた服装はどうにもアンバランスだった。

　肩口で切きり揃そろえられた髪。

　前髪だけが無闇に長く目元の見えない顔。

　それが巡って、シーモアを向き、いった。

「うー」

　シーモアは瞬またたきを一つ。

「………………『うー』？」

「ああもう、邪魔ですっ」

　女に押し潰されていたルーミーが唸うなる。

　下側からぐいと女を押しやり、潰された状態から抜け出す。僅かに涙の浮かんだ目が細められ、きっと闖ちん入にゆう者しやの女を睨にらみつける。

「いきなりなんなんですか！」

　至近距離でルーミーに叫ばれながら、しかし女はそちらを一いち瞥べつもしなかった。

　一目見てそうとわかるほどに動転した仕草で女はシーモアを見て、そして指をフロントガラス、あるいはそのもっと先へと向ける。もう一度、女がその体格に見合う低い声でいう。

「うー…………！」

「んー？」

「うー、う、あー…………！　あー、あー…………！」

　女の発声は不明瞭で、単純な音によってのみ構成されている。彼女は頻しきりに自分と、前方と、そしてシーモアのことを指してきていた。

　一ひと際きわ強く腕を振り上げた時に、不意に女の前髪が持ち上がる。

「…………うー」

　宝石でもはめ込んだような、ギラギラとした赤色の瞳だった。

　僅かに見えた素顔にシーモアは小さく驚く。その顔が体格から予想したものに反して、とてもあどけないものだったからだ。丸く大きく開いた目も、潤った薄い唇も、まるっきり子供のようであった。女というよりは、女の子とでも呼ぶべき年齢なのかも知れない。

　それに加えて、尋常ではあり得ない虹こう彩さいの色。

　だがそれについて何かを考える暇などない。

「何いってるかわからないですし、無視ですか。そうですか」

　後部座席から聞こえるルーミーの声の温度が下がり、同時にシーモアは背筋に冷たいものを覚える。ルーミーが怒るのは、不味まずい。

　慌てて彼は身体からだを捻ひねってルーミーに掌てのひらを向けた。

「ま、ま。待った。何か事情がありそうだし、いきなりそんな怒らないでも」

「でも、この感じじゃこの子が何をいってるかなんて、わかりっこないですよ」

「いやいや、わかる。僕にはわかるよ。女の子のことだし、多分、きっと。えーと…………」

　ルーミーの冷めた視線を浴びながら、シーモアは目を女の子の方へ。

　赤い目をした女の子はその長い腕を振り回すようにバタバタと下方向、自分、ルーミーを指し、最後に大きく前へと突き出す。

「うー、あー！」

「えーと、ここ、場所。違う。僕ら。違う。じゃあ、エセックス。車？　車か」

「うー」

「自分…………だけじゃないね。ルーミー？　女の子。女の子が？」

「ううー」

「前。道路、道？　どっか行き先が…………あ、そっちも車？　車ですかね？」

「うー！」

　仕草と、単純な発音から見える反応。それにこの車へと飛び込んできた時の女の子の慌てた仕草。シーモアは顎に手をやって少し考え、そして結びついた想像をぽつりと口にした。

「…………車で誰か女の子が攫さらわれた？」

「うあー！」

　そうだ、といわんばかりに女の子が大きく頷うなずく。

　その額には焦あせりから浮かぶ汗が。

　直後、シーモアは慌てて振り返り、キーを回した。

「もっと早くいってくださいよ！」

「ううー！」

「ごめんなさいね！　いってましたね！　扉閉めて閉めて！」

　加速していく車。女の子はその長い身体からだを折り畳んで後部座席へと収まり、扉を引っ張る。女の子に押される形でドアへと押しつけられたルーミーが、露骨に顔を険しくしていた。

　というか、とシーモアは前方を睨にらみつけながら。

　女の子が走ってきた方向と、それまで眺めていた道路を思い出す。同時に、明らかに不審な様子で走り抜けていった一台の車も。

「もしかして追っている車ってフィアットですか？」

「うー？」

「…………えー、緑のやつ！」

「うー！」

「あいつか！　あいつっぽいですね！」

　頭の中で地図と交通量、そして通りすがりに見た緑のフィアットの様子を思い出す。

「とりあえずあの車のつもりで追うんで、君は窓の外を見ててください！」

「うー！」

　ポケットに手を突っ込み、手袋を引き出す。左手でハンドルを握ったまま、シーモアは口を使って右手に手袋を嵌はめた。その逆の手順も繰り返し、手を閉じて、開く。

　道路に目を走らせるシーモアたちに対して、ルーミーは背中をだらりと座席に預けている。

「さっきの車、追うんですか？」

「見たのは数分前だけど追うことはできるよ！」

　土地勘がある地域であるのが幸いした。地域ごとの貧富の差はおおまかに通りを走る車の種別をわけるし、警察の見回りなども含めて犯罪者が選びやすい道は限られている。

　が、ルーミーはシーモアの返事を聞いて、緩やかに首を振った。

「そうじゃなくて」

「うん？」

「依頼でもないのに、追うんですか？」

　走行音の中でもルーミーの声はよく通った。

「…………」

　だからこそ聞かなかった振りもできず、シーモアはしばし黙り込む。女の子の視線が後頭部に突き刺さっているのがわかる。

　二つ呼吸を。そうして緩い顔を作ってから、

「…………ま、後でちゃんと仕事として請求しますよ」

「…………そ」

　淡泊な返事からは、どんな感情も読み取ることができなかった。

　交通法規を幾つか破りながら、取り得る最大の速度で道路を走る。時間がかかればかかるほどに緑のフィアットの行方を想像することは難しくなる。道路から道路へ、地域ごとの性質とそこを通って行ける先を想定しながら、おおまかに絞り込んでいく。

　そうして何個目かの交差点へと差し掛かって、

「えー、次は正面…………右…………正面か？」

「あー、うー」

　突っ切ろうとした瞬間に、後ろから手が伸びてきた。少女の大きな手がシーモアの頭を挟み込み──冗談じゃなく頭が潰されるような気分を味わった──ぐいと右に曲げてくる。

「う、わ!?」

　頭の動きに従って反射的にハンドルを切る。不格好に揺れた車体がどうにか右折する。

　緑のフィアットの後ろ姿が視界に入ってきたのは、それから数秒後のことだった。

「うー！」

「なるほど、どうもね」

　いいながら内心でシーモアは首を捻ひねった。あのまま正面に走っていたらフィアットを見失っていた可能性もあっただろう。

　だがしかし、あの交差点からでは先行するフィアットは全く見えなかったはずである。

　では今、この少女は何を根拠にしてシーモアの首を右に曲げたのだろうか。そんな疑問が頭を過ぎって、すぐに走行速度によって路上に置き去りにされる。

　とにかく、動かなければならない。見えているのはフィアットのリアバンパーだけではない。リアガラスと、その内側で振り回されている少女の腕もまた、見えている。

「とりあえ、ず！」

　激しく執しつ拗ようにクラクションを鳴らす。

　周囲の車は何事かと思っただろうし、そしてそれは同時にフィアットにも聞こえたらしい。泡を食った緑の車が、そのバンパーを近くの車にぶつけながら加速する。

　騒動があることは周囲に伝わったし、追っ手がいることは犯人に伝わった。周囲の車が自分たちから距離を取ろうとしているのがわかる。巻き込まれるのを厭いとって車列には隙間が開き、そこにエセックスの鼻はな面づらを突っ込んで距離を詰める。都会の事なかれ主義万歳、である。

　フィアットの運転手はそれほど腕がよくないらしい。加えて、想定外の追っ手があったことで動揺している。だから徐々に追いついていくのはそれほど難しいことではないが、

「…………微妙に詰め切れないな」

　奥歯を嚙かみ締しめる。

　フィアットの方が車が新しいし、交通量が追跡の邪魔をする。下手に時間をかければ何が起きるかわからないが、無理に動けば事故になりかねない。

　膠こう着ちやくしかけた事態を打開する力があるとすれば。

「…………ルーミー、あのさ」

「嫌です」

　返事はにべもなかった。

　窓ガラスに寄りかかったルーミーはこちらをちらりとも見ない。

「いや、あのー」

「シーモアさんは、私よりもその子たちを優先するんですか？」

「…………」

　拗すねていらっしゃる、と内心で呟つぶやいた。

　多分マーダー・インクの人たちが来た時に明確にルーミーを庇かばわなかったことか、今少女を乗せて走っていることか、あるいはその両方が気に食わなかったのだろう。

　ルーミーがどこを見ているのかはわからないが、唇が薄く尖とがっているのはよくわかった。

「別に助ける義理なんて、私にはないですし」

「いやまぁ、そうといえばそうなんだけどさ、それでもほら…………わっ!?」

　シーモアの言葉が途切れたのは、扉を開け放つ音が聞こえたからだった。

「うー」

　音もなく動いた少女が、走行中のエセックスのドアを開けていた。吹き込んだ風がその前髪を搔かき上あげ、大きな赤い瞳がぎゅっと細められる。

「いやいや何してんですか！　危ないから！　とりあえずドアを閉めて────」

　シーモアの言葉に頓着せず、少女はオーバーオールの内側へ手を突っ込み、何かを取り出す。

　五〇センチほどに切り詰められた、鉄パイプを。

　そしてドアの縁へと手をかけるなり、逆上がりめいた動きでひょいと飛び上がった。その巨体からは想像もつかない滑らかさと静かさ。ご、と微かすかに天井から聞こえた音で少女がエセックスの屋根へと着地したことを知る。

「無茶苦茶するなぁ！」

　驚くべき身体能力と度胸である。着地以降、天井からは何の音も聞こえない。それはつまり走行中の車両の上で全く姿勢を崩すことなく保つ、少女の異常な膂りよ力りよくを示している。

　ごん、と今度は意図的に天井が鳴らされる。

「うー」

　それだけで少女が何をしようとしているのかを理解した。なんとなく理解できてしまった。

「まーじーでー？」

　間延びする言葉。

　すぐに顔を引き締め、ルーミーを見み遣やった。

「しっかり摑つかまっておいてくださいね？」

「シーモアさん、いつもそれをいいますよね」

　ルーミーは呆あきれ顔がおだが、先程見えた冷たさと剣けん吞のんさは消えているのでよしとしよう。

　クラッチを操作しアクセルを強く踏み込む。事故を起こしかねない無謀な速度で、真後ろから緑のフィアットとの距離を詰める。フロントガラスの中でフィアットの後ろ姿が大きくなる。

　その距離、車体二つほど。

　フィアットがシーモアの加速に気づいて自身も加速するまでの一刹那。

　車体の屋根を軋きしませ少女が跳んだ。
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「うーわ、マジでやったッ！」

　緑のフィアットの屋根に着地する少女の姿をシーモアは幻視した。

　が、少女の跳躍にはフィアットの側でも気づいたらしい。

　その足が屋根に届くよりも前に、交差点へ突入したフィアットは勢いよく左へと曲がった。

「あ」

　とシーモアが声を漏らす。

　着地地点の喪失。同時にそれはフィアットを取り逃がしてしまうことを意味している。

　しかし、その予想を少女が再度覆くつがえした。

「うー──────」

　彼女はフィアットのターンに気づいた瞬間、空中で姿勢を制御。その長い身体からだをきりきりと弓のごとく引き絞ったかと思えば、その手に握った鉄パイプを投げたのだ。

「──────あー！」

　結果は、同時に現あらわれた。

　即すなわち少女の着地。車体の移動と自身の脚力を足し合わせた速度でアスファルトへと投げ出された赤い目の少女は、しかしその両足でしなやかに着地し、そのままごろごろと転がっていく。

　そして鉄パイプによって後輪を貫かれ、派手にスピンしたフィアットである。

「わわ、あっぶな！」

　街灯にぶつかるフィアットを見ながら、シーモアは慌てて車を路肩に寄せる。道行く人々の悲鳴と、折り重なるクラクション。一部の車は騒動を起こしたシーモアたちを避けて走り去り、一部の車はシーモアと同様に一旦路肩で止まることを選んだ。

　車から降りれば、着地の衝撃から既に立ち直ったらしい赤い目の少女が車へと駆け寄るところだった。転がった拍子に擦り切れた衣服も、乱れたままの髪も気にならないらしい。

　少女が停とまったフィアットのドアを摑つかんでバキリと外し──余りにも自然にやるものだから一瞬その異常さに気づけなかった──内側から誰かを引っ張り出す。

　目を閉じ、ぐったりと動かないその姿。

　赤い目の少女がその腕の中に搔かき抱いだいたのは、真っ赤な髪の毛をした別な少女だった。




「…………くあ」

　ルーミー・スパイクは欠伸あくびを零こぼす。

　シーモアにつられて車から降りてしまったが、彼女の騒動に対する興味は極めて薄かった。

　だから彼女はエセックスからふらりと出て、そのままシーモアや見知らぬ少女が行ったようにフィアットの方に駆け寄ることはしなかった。

「…………？」

　ただその場でぼんやりとしていたルーミーの方へと、走ってくる影がある。

　その人影がきたのは、フィアットの方向からだった。

「はぁ、はぁ…………クソ！　何だってんだよ！」

　茶色の髪をした中年男性。ぎょろりとした目が特徴的。淡々とルーミーは男の顔を見る。

　加えて知覚したのは、血の臭い。

　男が出血をしているのではない。

　皮に包まれていてすらなお、吸血鬼の鼻はその内側に詰まった赤い液体の臭気を捉えるのだ。

　長年の不摂生が積み上げた澱よどんだ血の臭気。シーモアの車に乗っている間、緑のフィアットから漂っていたもののうちの一つである。

　即すなわち、この男が誘拐犯なのだろう。

「あんな化物みたいな女が追ってくるなんて！　ふざけんな！」

　どうやら事故を起こしてすぐに逃げ出してきたらしい。血の臭いからして運転手も別にいたはずだが、と僅かに鼻に集中すれば、その運転手も別方向に走り去っているのがわかった。

「って、あ！」

　誘拐犯が大声を上げて、すぐ傍そばで立ち止まる。

「…………？」

　茫ぼう洋ようと視線を動かせば、誘拐犯は酷ひどく顔を紅潮させていた。

　考えてみれば彼らも追ってきたのはエセックスであると認識しているわけで、そしてそのすぐ近くにルーミーはいる。

　気色ばんだ誘拐犯が詰め寄ってきたのは、自然な流れではあった。

「クソ、こうなったらもう、お前でいいから…………！」

　懐ふところから銃を取り出した。

　少なくとも、誘拐犯はそう思っただろう。取り出そうと思い、懐ふところに手を入れ、金属製品を摑つかみ、目の前の女へと向けたのだ。

　だが取り出した時には既に、その銃はただの金属塊へと変わっていた。

「────うわぁッ!?」

　どれほどの圧力をかければそうなるのか。銃身が横方向に圧縮され、グリップの幅とほぼ同じ長さになっている。銃が一本の棒のように潰れている姿は、異様の一言に過ぎた。

　そしてそれを指先一つも動かさずに成し遂げたルーミーは、淡々と首を傾かしげる。

「困ります」

　ルーミーとしては平素と変わらない声音でそういったつもりではあった。

　だが、異常事態に瀕ひんした誘拐犯は引ひき攣つった声を上げる。

「ひっ」

「こんな人混みで、そんなものを出したら危ないと思いますよ」

「う、ぅわぁあああああっ!?　もう、何なんだよ畜生っ!?」

　悲鳴とともに誘拐犯が走り去っていき、ルーミーは無言でその背中を見送った。

　追うほどの気概はなく、誰かに今の話を伝えるような義理もない。シーモアたちも今の短い騒動には誰も気づかなかった様子だ。

　まぁ、聞かれたら教えればいいか。

　ルーミーはそんな風に結論づけて、すぐに忘れ去った。

「おーい、ルーミー！　ちょっとこの子運ぶの手伝ってくれない？」

　暢のん気きに呼んでくるシーモアの声が聞こえて、ルーミーは返事の代わりにひらりと手を振った。

　歩き出そうとしてから立ち止まる。

「………………」

　むに、と両の頰を掌てのひらで挟んで、揉もんだ。

　先程の自分は、あの誘拐犯には恐ろしいものに見えていたらしい。

　どうにも自分にはそういうところがある。

　ある、ということを最近わかり始めている。

　今だって別に怒ってもいないのに誘拐犯には怖がられてしまった。そういえばいつかにも、単に本の感想をいっただけでシーモアが青ざめていたことがあった。

　何が違うのかわからないし、何を直せばいいのかもわからない。そもそもそれが直せることなのかも、直すべきことなのかもわからない。

　けれど今の顔のままで会いに行ったら、認知できない笑顔の差異によって、もしかしたらシーモアに怯おびえられてしまうかも知れないということだけはわかって、

「…………んー」

　ルーミーはシーモアの下へと歩み寄りながら、自分の頰を揉もみ続けたのだった。




　赤い髪の少女が目を覚ましたのは、そろそろ夜も明けようかという頃合いだった。

「…………んぅ」

　ベッドに転がる少女の目が薄く開く。その色が赤色ではないことをシーモアが見て取った瞬間には、少女は跳びはねるようにして起きていた。

「────ッ!!」

　懐なつかしい反応だ。

　そんなことを思うシーモアの前で、赤い髪の少女は素早く周囲を見回し、そこに背の高い、彼女にとっての何かであろう少女の存在を見て取った。

　赤い目の少女が破顔する。

「うー！」

「リン！」

　起きた少女が、起きていた少女を庇かばうようにシーモアたちから距離を取る。

　改めて見れば赤い目の少女──今リンと呼ばれたその子と違い、今起きた少女の方は──この表現もどうかとシーモアは感じるが──普通の少女だった。

　十歳は超えているが、十五歳にはならないくらいか。顔立ちはリンという少女と似通っているが、身長は見た目の年齢より少し低く感じられるくらいである。リンとシーモアたちの間に毅き然ぜんと立ち塞がろうとしているらしいが、その体たい軀くではリンの身体からだを半分も隠せていない。

　服装はレースがあしらわれたやや露出過多なワンピース。余程長い間着ているのか、あちこちが汚れ、擦り切れている。裾から伸びる肉付きの薄い足もこの季節には寒々しいばかり。

　総じて、見目は整っているが普通の少女に見えた。

　そんな中で二つにわけて結ばれた、目に痛いほどの赤の髪ばかりが際きわ立だっている。背中の中程まで垂れたそれは、寝転がっていた影響か折れ曲がった癖ができてしまっていた。

　とにかく挨拶をとシーモアは口を開く。

「おはようございます。よく寝ていましたね。君の名前は？」

　返されたのはにべもない言葉だった。

「…………。アンタにいうべきことなんて、何もないわ」

　暗い地味な色をした目が、ぴりぴりとした警戒を湛たたえて細められている。

「………………」

　やはりそれは、どこか懐なつかしい。

　シーモアがまだ車だけを住処すみかとして生活していた頃。彼の周りにはこの手の目つきをしている友人が結構いた。多分自分も幾らかは似た目をしていた、なんて下らない共感は表情にすら滲にじませるべきではないが。推察するに家出か、勘当か、あるいは一家離散か。どういった経緯にせよまともな家を持たず、世界を敵視している類いの人間が浮かべる目つきだ。

　小さな少女に庇かばわれているリンは、対照的に困ったような顔で曖昧に口を開いたり閉じたりしていた。積極的に事態へと関与するつもりがない静観の構え。するつもりがないのか、あるいは喋しやべれないという問題からできないのかは判断がつかない。

　どうしたものか、と少しだけ考えてから、運び屋として仕事をしている時にいつも浮かべる種類の笑顔をシーモアは作った。

「偉いですね。この街で迂う闊かつに名前を名乗らないのは、とてもいいマナーです」

「…………」

「あ、因ちなみに僕はシーモア・ロード。初めまして、というには会ってからちょっと時間が過ぎちゃいましたけど。あっちの眠そうな女の子はルーミー・スパイク。同居人です」

「…………」

「ねえ、ルーミー。お茶を人数分用意してもらっていいかな。眠たいところ悪いけどさ」

「…………」

「それで赤い髪の君。寝間着とか持ってたりしますか？　そのベッドはルーミーのだから、寝場所は床か車の中になっちゃいますけど」

「ちょッ、と、アンタなんの話を…………！」

　マイペースに口を動かし続けていたシーモアにつられるように、赤い髪の少女が何か反はん駁ばくの言葉をいいかける。

　それを聞いてシーモアは笑った。

「お、喋しやべったね」

「ッ」

　辺り一面を敵視しているものだから、肩に力が入り過ぎているのだ。敵意に対して過剰に身構えているから、それ以外のものを押しつけられるとあっさりと体勢を崩してしまう。

　そしてこういった人種にとって、自分を制御できないことは何よりの敗北である。

　かあ、とその頰を染めた少女に向かって、軽く手を一つ打ってみせた。

「そっちの子はリンでしたっけ。じゃあ、君は？」

　赤い髪の少女は長い長い溜ため息いきを零こぼしてから、首を振った。

「…………ニベルコル。ニベルコル・バーズアイ」




　赤い髪をした、小柄なニベルコル。

　赤い目をした、大柄なリン。

　その二人とシーモアはガレージで向かい合っていた。ニベルコルは車のドアを開け放って座席に腰掛け、その隣でリンは立っている。シーモアはその向かい、作業寝台の上であぐら。

　四人分のお茶を配ったルーミーは、そんなシーモアたちからやや離れた位置。壁に寄りかかるようにしていて、視線はどこを見るでもなく彷徨さまよっている。

　ここへと運ばれたおおよその経緯は、気絶していたニベルコルも既に理解しているらしい。

「私が車に乗せられて、リンが追って、アンタたちがそれを手伝った。大体そういうこと？」

「そ。意外と覚えてるね。話が早くて助かるよ」

「あー、うー」

「うん？」

　話に割り込んできた少女にシーモアが首を傾かしげると、リンはその胸に手を当てて、

「あぃ、あ、おー」

「…………んー、『ありがとう』かな？　どういたしまして」

「うー！」

　当たったらしい。ぱっとリンが笑顔を浮かべる。本来ならば生きていくうちに擦り切れていく、子供だけが持ちうる何らかの純粋さがそのまま残った笑顔。

　その笑顔に対して顔を顰しかめたのは、ニベルコルの方だった。

「ちょっと、こんなことでお礼をいうのはやめておきなさいよ」

　外見にそぐわないお節介な口振りに、思わず実家のことを思い出しながらお茶を啜すする。

「まるでその子のお母さんみたいなことをいうね」

「お母さんじゃないわ。姉よ」

　一度、瞬またたき。

　少女たちに何らかの関係性があるのはわかっていた。が、シーモアの半分ほどにしか見えないニベルコルが、シーモアを超える身長を持つリンの姉と自称するその奇妙さは、流石さすがに少しだけ予想の範囲を超えていた。

「…………へえ」

「何よ」

　おっと、多分失言だった。詮索や興味が滲にじんだ沈黙を挟んでしまったのは、悪手だ。

　シーモアは僅かに視線を逸そらしてから、

「妹さん、あなた思いなんですね。あなたを助けるために凄すごい頑張ってましたよ。後で暇な時にでもちゃんと聞いてあげてください」

　こっちは多分正解だった。

　ニベルコルの目元に滲にじんだ険は朝あさ靄もやのように溶けて、リンと顔を見合わせたからだ。極めて消極的に、それでも褒めて欲しそうにするという器用な表情をリンは浮かべていた。

　苦笑したニベルコルがその手を伸ばせば、リンは頭を姉に合わせた高さに下ろした。

「うー」

　姉の指が、妹の髪の毛にくしゃりと分け入る。

「それで────」

　空になったカップを指先にぶら下げたルーミーが、静かな声を差し込んでくる。

「それで、結局あなたたちはどなたなんですか？」

「ルーミー、いいことを聞いてくれた」

「シーモアさんに任せていると無限に脱線していくんですもん…………」

　もしかしたら、今というタイミングでなければルーミーの質問へのニベルコルの答えはこのガレージから去ることだったかも知れない。だがたった今、彼女は今妹の頭を撫なでていて、妹は姉とは反対にすっかりシーモアたちに馴なれてしまっている。

　ニベルコルはしばらく黙り込んでから、やがて返事を言葉で紡つむぐことを選んだ。

「………………誰といわれても、誰でもないわよ」

　シーモアたちに聞かせるというよりは、まるで自分に言い聞かせるような声音だった。

「単なる、よくいる双子よ。どっかの家で生まれて、家がなくなって街に出て、道の上で暮らしている。そこら中に、こういう子供、いるでしょ？」

　いることはいるのだろう。いるということをシーモアはよく知っている。

　だがそれを、個々の人間が抱えている事情をひとくくりにして『よくいる』だなんて頷うなずくのは何かが間違っているような気がして、お茶を啜すすることを返事に代えた。

　続く言葉をニベルコルは口にしようとした。少なくとも彼女は一度はその唇を震わせた。

　しかし、その答えが吐き出されたのはティーカップの中だった。

　仕方がない、とは思う。

　どんな事情にせよ、彼女はどこかで世界を敵だと見定めたのだ。怪しげな男に攫さらわれるような苦境に遭ってすら、誰かに助けを求めることなんてできないのは、仕方がないことだ。

「…………」

　むしろそういう意味だと、この沈黙の原因はシーモア自身にある。

　ニベルコルはそれを選んだ。リンは姉に従うことを選んだ。ルーミーは直接的な関わりがない。だからここで口を開くべきは、シーモアなのだ。

　本来ならば、下すべき決断は決まっていた。

　運び屋は警察や探偵といった三文小説の中に現あらわれるヒーローではない。たとえ身近に窮地に立たされていることが明らかな少女がいたところで、差し伸べるべき手など持っていない。

　かつてのシーモア・ロードならば、そうだった。

「……………………」

　しかし、彼の傍そばには今、ルーミー・スパイクがいた。

「ねぇ、一ついいことを教えてあげましょうか」

　シーモアがそう言葉を紡つむいだ理由はそれが全てだ。

「………………何よ」

「僕は運び屋で…………ってこれは多分ご存じですよね。何せリンが僕に助けを求めてきたわけですし。僕は運び屋で、引き受けた仕事は何でも成し遂げることを売りにしています」

　ニベルコルのすべすべとした眉間には皺しわが寄っている。だがそこに驚きの色は見えないので、やはり彼女は以前からシーモア・ロードという運び屋のことをどこかで聞いていたのだろう。

　こんな可愛かわいい子に仕事を頼まれていたら絶対に忘れないので、会うの自体は初めてだが。

「リン、君は覚えていますか？　実のところ、僕は既に依頼を引き受けました」

「…………うー？」

　それはリンが車に乗り込んできた直後のこと。

『…………ま、後でちゃんと仕事として請求しますよ』

　シーモアは確かにそういった。

　それはシーモアが、リンから持ち込まれたそれを仕事として受け止めるという宣言であり、そして同時にそれは絶対に達成するという宣言でもある。

「そして困ったことに、僕は依頼を引き受けたのに、その内容を聞いていなかったわけです」

　ニベルコルは返事をしない。

　だがその瞳には理解の色があり、年の割には冴さえた子供だとシーモアは内心で呟つぶやく。

「僕は迂う闊かつにも、中身の書かれていない契約書にサインをしたんです。その契約書の内容を、ニベルコル、君は今決めることができる」

「…………」

「助けを求めるとか、優しさに縋すがるとか、情けを乞うとか、そういうのではなく。純粋に契約と信条の階層レイヤーで、君は今、僕に何かを求めることができる。何でもといってもいいです」

「…………」

「さあ、どうします？」

　矢継ぎ早なシーモアの言葉への答えは、長い沈黙だった。リンはその長い腕をニベルコルの身体からだへと回し、彼女を守っているようにも、彼女に縋すがっているようにも見えた。

　次にニベルコルが喋しやべったのは、音のない空間を埋めるように、シーモアがマッチを擦ったその瞬間のことだった。

「…………。口がうまいわね」

「そうですかね？」

「そうですよ。ニベルコルさんと、リンさん。あなたたちも気をつけて。その人の口車に乗せられると、ほら、気がついたらこんな風にこのガレージで暮らすことになるんですから」

　くすくすと笑いながら、ルーミーが両手を広げてみせる。

　ただののんびりとしたお嬢様のように見えるその姿に、ニベルコルは溜ため息いき。そうしてから、彼女は自分に回されたリンの手をしっかりと握った。

「…………。私たちを、逃がして」

　まずは煙草たばこに火を点つける。

　ゆっくりと肺に煙を行き渡らせて、緩く吐き出す。

「何からです？」

「わからないわ」

　ニベルコルの声は微かすかに震えていた。こんなことを話せば、今すぐにでもシーモアたちが自分たちのことをその追っ手へと売り渡すのではないかと、そんな想像に怯おびえるように。

「理由もわからないけど、私たちを誰かが狙っているの。マフィアが。どこかの、誰かもわからないマフィアが。私たちに何をさせたいのか、何をさせるつもりなのか、知らないけど」

　いや、『ように』ではなく、実際に彼女はそういった事態すらも考えているのだろう。

　それでもなお口を開かなければいけないほどに、追い詰められているのだ。向けられる瞳の強い光は、かえってその内側の恐怖の暗さを際きわ立だたせていた。

「気がついたら街を歩いていると誰かが私たちをつけ回していて、車とか建物に連れ込まれそうになるのも何度もあって、逃げて、逃げてきたけど、今日は逃げ切れなくて…………」

　引ひき攣つった息を、ニベルコルが吸い込むのが聞こえる。

「だから…………だから、私たちを。それがダメでも、せめてリンだけでも。助けてください。逃がしてください。どうか、安全なところまで──────」

　ニベルコルが、瞬またたきを一つ。

「──────って、なんでアンタは胸を押さえてんの？」

「いやー……、そのー……、トラウマって奴やつですかねー……」

　シーモアが自身の胸に手を当てて、脂汗を流しながら前まえ屈かがみになる。

「マフィアに追われる女の子。追われる原因が不明。安全なところまで逃がしてという依頼…………くっ、古傷が痛む…………ッ！」

「いや、何いってんのよアンタ。バカなの？」

「いやいや古傷は本当ですよ。どっかで聞いたような話かと思うと、こう、過去の手痛い失敗が蘇よみがえって、胸をぶち抜かれるような痛みがですね。ねぇ、ルーミー？」

「はて。何のお話かわらかないですね」

「この野郎」

「うー？」

　首を傾かしげたリンに笑ってみせてから、シーモアは胸からぱっと手を離す。

　ひらひらと両手をニベルコルに向かって振りながら、

「いいですよ。受けました。というか、もう受けた話ということではあるんですけど」

「…………ほんとに大丈夫かしら、こいつ」

　猜さい疑ぎ的てきに呟つぶやくニベルコルに、こればかりは声音を真剣なものに戻して、シーモアはいった。

「もちろん。僕は依頼を違えたことがないんですから」




　吸血鬼であるルーミーと過ごすようになって、シーモアもまたすっかり夜の住人だ。

「ぐわー、まぶしい」

　今年二回目の朝日に目を細める。太陽の熱が積もった雪の表面を溶かし、真っ白な歩道を踏めばそこはぐじゅぐじゅとした感触を伝えてくる。日のある時間に外を歩くのも随分と久しぶりのことで、温かな光は両肩にのしかかる重さのように感じられた。

「うるさいわね。さっさと歩きなさいよ」

　そしてその隣にニベルコルがいた。

　ニベルコルとリン。双子の少女の保護を決めたはいいが、真っ先に必要になるのは彼女たちが生活できるような準備だ。

　世界は朝へと染まり、ルーミーは活動時間外。夜のうちに大立ち回りをしたリンも体力が限界を迎えたのかすとんと眠りにつき、必然的に今はシーモアとニベルコルの二人だけである。

「歩くも何も、僕の足はガレージに置いてきてしまいましたし…………」

　珍しいことにシーモアは車を利用せず、歩いてのみガレージから移動していた。

　そのことが彼の望みでないことを証明するように、二本の足を交互に動かして進むことの効率の悪さに辟へき易えきとし、溜ため息いきが口から止まらない。

「このくらいの距離で音を上げるなんて、運動不足なんじゃないの？」

「体力の問題じゃないんですよ。気分の問題です」

「そんなこといって。車乗ってばっかりだから弱っちいんでしょ、アンタ」

　もう一度溜ため息いきをして、返事に代えた。

　こうして歩いているのは、ニベルコルがシーモアの車に乗ることを拒否したからだ。

　その内心もよくわかる。車というのは動く密室で、しかも運転手にのみ制御されている。

　誰かの運転する車の後部座席に乗るというのは、そこに信頼関係が築かれていなければなりたたない行為なのだ。眠っている間に一回運ばれているとはいえ、ニベルコルがシーモアの運転する車に乗りたがらないのは、よくわかる。

　それはそれとして歩くのが面倒臭いという気持ちは、隠しようもなかったが。

　そうして一時間以上も街を行き、ようやく辿たどり着ついたのは一つの路地だった。ビルたちによって押し潰されるような隙間へと、ニベルコルは身体からだを滑り込ませる。

　入れば肩を詰まらせてしまいそうなシーモアは、路地の入り口から首だけで覗のぞき込こむ。

「ちょっと、じろじろ見ないでよ」

　足下の泥と雪、そこに混ざった様々なゴミをニベルコルは足で蹴ってどかす。ゴミ箱も足先で押してから、彼女はスカートの裾が地面につかないように抱えながらしゃがみ込んだ。

　その後ろ姿を見ながら、そういえばストリートチルドレンといっていた割には綺き麗れいだよな、とシーモアは思う。

　服は細かなほつれや汚れこそ目立つが、ボロボロと呼ぶほどではない。身体からだから拭えなくなった垢あかや汗の饐すえた臭においがしていることもない。家がないという言葉が噓うそとも思わないが、彼女たちが何らかの収入を得て、身辺に最低限気を遣えるだけの金銭を持っているのは確かだ。

「………………なんかでお金を稼いで、稼ぎすぎてマフィアに目をつけられた、とか？」

　適当な予想を立ててみるが、しっくりはこない。

　ニベルコルは建物の一番下、壁が割れて基礎が露出した場所へと腕を突っ込んでいる。その隙間からずるりと取り出されたのは、一つの小さな袋だった。

「それが取りにきた荷物ですか？」

「そ。何があっても大丈夫なように、隠してたの」

　確かに路上生活で多くの金銭を持ち運ぶのはリスキーである。か弱い少女ならば特に。

　ニベルコルが袋へと手を突っ込み、内側からお菓子の包みを取り出す。その包装へと鼻を当てて、匂いを嗅いでから、彼女は首を傾かしげてそれを開けた。チョコレートキャンディーをかじりながらニベルコルが路地から出てくる。

　そんな彼女へと、シーモアは手を伸ばした。

「…………何？」

「かっこいい男の条件は荷物を持つことって習いまして。僕にかっこつけさせてくれると嬉うれしいんですけど」

「…………」

「家にリンもいる状態で、そういう警戒は今更じゃないです？」

「ま、そうね。仕方がないから荷物を持たせてあげる。感謝しなさい」

「はいはい。どうもです」

　ニベルコルの手から袋を取り上げ、担かつぐ。ニベルコルが先行して歩き出す。

　見た目よりは少し重たい。中から聞こえた金属音は硬貨だろうか。料理人が魚の小骨を抜くような慎重な仕草で、小銭の一つもなくさないように貯ためる生活。そんなものを想像する。

　そして同時に、あっさり渡したなとも思う。

　ニベルコルの性格的にもう少し揉もめるのを覚悟した上での申し出だったのに。

　もぎゅ、とチョコを嚙かみ締しめるそのつむじを見下ろしてから、次いで納得した。

「それで、これから幾つこういう袋を取りに行くんですか？」

　ニベルコルの眉間に深い皺しわが刻まれる。

「アンタのそういうところ、ほんと嫌い」

　シーモアの言葉がこうした袋が幾つも隠されていることを前提としたものだったからだ。

　それを否定しなかったニベルコルは荒っぽくチョコを嚙かみきって、

「今日はそれだけで大丈夫よ」

「そうですか。じゃあ、もう今日は帰りましょうか。僕も寝たいですしねー」

　日が昇ったばかりの街は早くも活動を始め、通りには人が増え始めている。足下から微かすかに伝わってきた振動は地下鉄の走行音だろう。

　自分一人で自分から夜に浸っていた時には、朝のことなんて見向きもしなかった。だが今吸血鬼とともに暮らすようになり、普通にいる限りは朝など見れなくなっていることに気づけば、途端に朝というものに感慨が湧いてくるのだから不思議なものだ。

　ニベルコルがぱたと足を止めたのは、そのチョコが残り一ひと欠片かけらとなった辺りでだった。

「………………トイレ」

「はい？」

「トイレ行ってくるから、ちょっとこれ持ってて」

　そういって彼女はチョコをシーモアへと押しつけて、

「あ、食べないでよ」

「食べませんよ。しかし、トイレですか。この時間だと開いてる店も少ないですし、その辺でするしか…………」

「するわけないでしょ！　最っ低！　その開いてる店まで行ってくるっていってんの！」

「人前で食べることは厭いとわないのに、出す時はこそこそ隠れてなんて人間というのは実に不思議で面倒な生き物ですよね。そう思いませんか、ニベルコルさん？」

「アンタのそのうさんくさい口調、ほんと嫌い！　それ、絶対食べないでよ！」

　だから食べません、という返事を待たず、ニベルコルは肩を怒らせて道を進んでいった。近くのビルの壁へと寄りかかり、足下へと袋を下ろす。

　ぼんやりとするのは嫌いじゃない。

　退屈を味わうのは、金がかからない一番の娯楽だ。今ほど仕事に追われていない時には、よく車を眺めのいいところまで走らせ、その屋根に座って景色を眺めて過ごしたものだった。

　あぁ、その眺めるような景色も、今となっては夜景しかあり得ないのか。

　シーモアが吸血鬼と暮らすようになって失ったもののうちの一つ。

　そんなことに思いを馳はせていたからだろう。数名の男が自分の目の前に立っているとシーモアが気がついたのは、彼らが声をかけてきたその瞬間のことだった。

「おい」

「…………はい？」

　頭を一度振って、視界をはっきりとさせる。

　目の前には二人の男。片方は壮年のスーツ姿。もう片方はラフなジャケットを着た老人。どちらも日の当たる世界で生きてきた気配がする、と彼らを見てシーモアは直感する。

「どうかなさいました？　あ、お仕事のご依頼ですか？」

「仕事？　いや、俺らが用があんのはお前じゃなくてあの女だよ。それに、その荷物」

　スーツ姿の男の方が答えてくる。

　同時に一瞬、老人が背後へと気を逸そらした。その仕草を見て、シーモアはどこかに目の前の二人以上の彼ら…………なんだかわからないがこの集団の人員がいることを悟る。

「あの、女？」

「兄ちゃんもうまいこと騙だまされたんだとは思うがよ。あの女はやめておいた方がいいぜ？」

　そういってスーツ姿の男は、ニベルコルが去っていった方に視線をやる。肩を竦すくめてみせたが、それは男をタフに見せるというよりは、タフに見られたがる子供のように見せていた。

「俺も前にあの売女ばいたに誘われたんだよ。路地裏にこないかなってな具合にな。そんでついて行ったら、後頭部をガツン！　だ」

「あの尻軽女め。あちこちでそんなことを繰り返しているらしい。私だってその被害者の一人だよ。殴られて倒れて、気がついた時には財布がすっからかんだったんだ！」

　あぁ、と理解する。

　つまるところ、これがニベルコル・バーズアイとリン・バーズアイの収入源なのだろう。

　目の前の男たちの財布が。

　ニベルコルが男を路地裏へと呼び込む。そこをリンが鉄パイプで殴り、財布の中身を抜くのだ。ニベルコルにはそれができる可愛かわいらしさがあり、リンにはそれができる力強さがある。

　彼女たちの事業は、さぞかしうまくいっていたに違いない。

「あなたたちは、僕にその経験からくる忠告をしにきてくださったわけですか」

「ああ。だが、それだけじゃねぇよ。その袋だ、袋」

　足下にある、ニベルコルが隠し場所から取り出した荷物が指し示される。

「あのクソ女がこの辺りによくいることは前からわかってたんだが、いつもはあのデカ女が一緒だし、全然金を持ち歩いてる様子がねぇ。それじゃ、金を取り返せねぇだろ？」

「だが、ほら、アンタは今日、どういうわけかその袋を渡されてる。どうだい、その袋を私らに渡してくれないか？」

　シーモアは無言で目を細める。

　その沈黙をどう受け取ったのか、スーツ姿の男は慌てた様子で言葉を継ぎ足した。

「おいおい、その袋の中にある金は、もとは俺らの財布の中身だったんだぜ？」

「それにあの女は、一度痛い目を見るべきだとは思わんかね。私らみたいな可哀かわい想そうな被害者をもう出さないためにも」

「…………。まぁ、一理はありますね」

　事実だろうか、と疑う気にはならなかった。

　ニベルコルの誘惑に乗った彼らも彼ら──あのまだ幼さすらある少女と淫行に及ぼうとしたわけだし──だが、それは別に鉄パイプで殴って財布の中身を抜いていい理由にはならない。

　それに、とシーモアは視線を走らせる。

　今は冷静に話ができているが男たちの行動力は異常だ。

　シーモアたちが街を歩いているのが目撃され、そこから慌てて集まってきたのだろうが、こんな時間だというのに見える範囲だけで既に三人はいる。

　つまりそれだけ彼らの恨みは深く、彼らのこの提案を蹴れば、次に相手側がどう動くかは読めない。最悪、朝の街に銃声をお届けすることになってしまうことすらあり得る。

「なら俺らにそれを渡せよ。あの女がどこに行ったのか教えてくれたら、もっといい」

　そういった男の目の血走りに気づいて、見えない程度に小さく首を振る。

　子供に一杯食わされたのが、そんなにも気に食わないのだろうか。あるいは財布の中身を抜かれたせいで、そんな風な売買行為をしていたことが周囲にバレてしまったのだろうか。

「………………。まぁなんにせよ、答えは決まってますね」

　シーモアはポケットから煙草を取り出して咥くわえた。マッチを擦りながら、一瞬だけ視線を背中にしている壁のすぐ傍そば。路地の方へと走らせる。

　スーツ姿の男がにまりと笑う。

「おう、じゃあ────」

　シーモアは一つ息を吸い込んで、

「────お断りします」

　直後、マッチを男の顔面へと投げた。

「うわぁッ!?」

　マッチの小さな火など触れたところで大した火傷やけどもするまいが、かといってそれが顔に飛んできて全くの平静を保てる人間もいない。

　男たちの注意が離れた瞬間、シーモアは袋を摑つかんで身を翻ひるがえす。

「さ、逃げますよ」

　路地へと飛び込み、そちらをまともに見もしないままに手を伸ばした。

　シーモアよりもずっと低い位置にある、ずっと華きや奢しやな手を握る。

「きゃあっ!?」

　そこに潜んでいたニベルコルが、悲鳴を上げた。

　いるとなんとなく気づいていた。たたらを踏んだ彼女を、引ひき摺ずるようにして加速する。

「な、何を…………!?　離して！」

「離せるところまで行ったら離しますよ。今はまず走りましょうか」

　背後で連続して上がる罵声と、駆け出す男たちの足音。間違いなく先程のスーツ姿の男もそれ以外の男たちも、続いて路地へと飛び込んできたことだろう。

　シーモアは足にぐっと力を込めてから、ふと思い出して目を繫つながれた手へとやった。

「あ、ところで、トイレの後に手はちゃんと洗いました？」




「いやぁ、怒り心頭怒髪天って感じですね」

　さっさと逃げ込んだ手近なアパートの二階廊下。窓から眼下を見れば、そこには変わらずにうろついている男たちの姿が見える。

　追っ手である男たちもこの辺りにシーモア──というかニベルコルがいることはわかっているようで、数名の男たちがこの近くの数本の通りを巡回し続けているのである。

「まぁ、でもこれは君を攫さらった男たちとは別枠の人ですね。マフィアって感じじゃないですし」

　それにこれまで彼らがニベルコルを襲ったことがないのは、彼らの言葉が裏付けてくれた。

「それにしても全く。恨まれてますね。それともモテてるっていった方がいいんですかね？」

　走りすぎたせいか、廊下の壁に寄りかかって膝を抱えていたニベルコルが、視線を持ち上げる。睨にらみつけたつもりだったのかも知れないが、ただの少女のそれに恐ろしさはなかった。

「…………同情しないでくれる？」

「はい？」

「私は可愛かわいいだけの子供で、家もなくお金を稼ごうと思ったら、やれることなんて限られてるわ。肌を見せて、笑って、媚こびを売って。それで路地裏に誘い込んで。それしかないから」

　ニベルコルの手に、その肌が白くなるほど力が込められているのが見えた。シーモアに握られたその感触を、痛みと痺しびれによって拭い去ろうとするような、そんな動きに感じられた。

「仕方がなかったから、同情もいらない。むしろ同情されるのは不快なくらいよ」

「…………」

「それに私には、妹がいたから。実際に身体からだを売る必要なんてなかったし。バカを騙だますくらいなんともないもの」

　膝に額を押し当てくぐもった声を上げることが『なんともない』とは、変わった表現を使う子だと、シーモアは内心で思う。

　それから、鼻で笑った。

「自意識過剰ですね。別に、同情なんてしてないですよ」

　本心からの言葉であることが伝わるようにありったけの無感動を詰め込んだ声だったが、それでも持ち上がったニベルコルの視線は猜さい疑ぎ的てきだった。

「噓うそつき。私を庇かばったくせに。あのバカたちが怒ってるのは、理由があってのことよ」

「そうですね。子供を買おうとしたアホを鉄パイプで殴っていい、って法律はありませんし」

「じゃあ、やっぱりアンタは私に同情しているんだわ。上から目線って、とってもムカつく」

「それは違います。僕が君を連れて逃げたのも、袋をあいつらに渡さなかったのも、結局のところたった一つの理由によってですよ」

　煙草を足下に落として、それを踏みにじった。

「仕事だからです。ものを確実に、安全に運ぶのが僕の仕事ですから」

「仕事。お金を稼ぐくらいのことを、よくもまぁ、そんなに偉そうに表現できるわね」

「仕事がお金を稼ぐだけのことに見えているなんて、まだまだ子供ですね」

　本当にそれだけならば、生きていくというのはもっと楽であるのに。

「あぁ、そういえば、同情とは別ですが一つだけあなたにいっておくべきことがあります」

「何よ」

　靴底の泥と煙草の葉が混じり合って作られた、汚らしい塗料を眺める。

「僕なら『仕方がない』という言葉の範囲に、実際に身体からだを売っている人も含めますよ。なぜなら、世の中の皆が可愛かわいらしい妹を持っているわけじゃないんですから」

　それだけははっきりさせておかなければならないことだった。運び屋としての領分は超えているが、そのスタンスを明かさないままにニベルコルの味方をするわけにはいかなかった。

　ニベルコルが下唇を嚙かみ締しめたのはわかったが、シーモアは彼女の返事を待たないままに袋を持ち上げて肩に担かつぐ。

「さ、逃げますよ」

「…………逃げるって、どこに。今外に出たら誰かに見つかるわ」

「でもここにいても、逃げ切れるかは怪しいところです」

　追っ手が建物内も探し始めこのアパートに入ってくる可能性は、おおよそ半々くらいだろうか。仮にここに入ってこられたら、もう逃げ場はない。

「というわけでここから走って逃げて、電車に飛び乗ります。タイミングをうまく合わせれば、まぁ追っ手の連中を置いてきぼりにすることもできるでしょう」

「……………………いうのは簡単だけど、そんなことできるの？」

　ニベルコルの目が細まり、外を見み遣やった。

　そこから見えるのは幾つかの建物の外壁だけで、地下鉄の駅も線路も視界には収まらない。

「まさか運び屋っていうのは電車のスケジュールまで全部頭に入ってるわけ？　気持ち悪」

「それこそまさかですよ。でも今まで僕がただぼんやり外を見てたというのも、まさかです」

　右手で外の通りを指し、左手で床を──あるいはそのもっと下にある地下を指し示す。

「必要なのは、電車のタイミングを摑つかむ。それだけです。それは窓の外を見ればわかります」

「人通りを見ればわかる、ってわけ？　わかりそうもないけど」

「そりゃあ、人を見てもわかりません。見るのは車ですよ」

　この街の地下鉄は時折地上区間が設けられており、地上区間には当然踏ふみ切きりもある。

　踏ふみ切きりが降りている間は車の流れが滞る。踏ふみ切きりが上がっている間は車の流れがスムーズになる。その兆候は、このアパートの窓から見下ろせる範囲の道路をよく見れば摑つかめるものだ。

「ここから見える車の数が疎まばらになってから、おおよそ二分後。電車が来ます。つまり兆候を摑つかんでから二分以内に駅まで駆け抜ければ、電車に飛び乗ることができます」

「二分って…………ここから駅までどれくらいあると思ってんのよ」

「頑張って走ればなんとかなりますよ。というか、なんとかします」

　窓の外を見つめる。

　車の密度を摑つかむ。

　それが下がった、と理解した直後にシーモアはニベルコルの身体からだを、ひょいと引っ張り上げた。持っていた袋とまとめて、懐ふところに抱き込む。

「ちょ、この…………アンタ、何すんのよ！」

「あでッ」

　真下から振り上げられた膝がシーモアの顎を捉えた。

　威力はないが、勇ましいことだ。口の中に血の味が滲にじむのを感じながら、返事をすることなく駆け出す。コンパスの差から考えて、明らかに運動に慣れていないニベルコルと一緒に走るくらいならば、彼女をシーモアが抱えて走った方がまだ幾らかマシというものだ。

　階段を降り、通りへと飛び出す。

　案の定、外に一歩踏み出した瞬間に男たちの一人の捉えられた。

「見つけたぞ！」

「はいはい、見つかりましたっと」

　男の声に腕の中でニベルコルが身体からだを固まらせるのがわかった。何か優しいことをいってみようかと思ったが、走りながらではちょっと肺活量が厳しい。

　追っ手の一人が駆け寄ってくるのを見ながらシーモアは足に力を込めた。車も疎まばらな道路を横断し、別な路地へと。頭の中で地図を思い描き、最短ルートを辿たどる。身体からだはそこそこに鍛えてはいるが、それは少女とはいえ人間一人を抱えて無限に走れるようなものではない。

　幸いにしてシーモアを最初に見つけた男は運動不足だった。彼は即座に置き去りにされたし、仮に彼が仲間を呼び寄せたところでシーモアに後ろから追いつくのは厳しいだろう。

　やはりこれならなんとか、

「………………ッ」

　などと思ったから、きっとバチが当たったのだ。

　シーモアは地面を踏みしめて急制動をかけ、同時に小さく息を漏らす。

「うわッ!?」

　前方。今まさに駆け抜けようとした通りでそう声を上げたのは、スーツ姿の男だった。

　まさか意図的にシーモアの逃走ルートを先回りできたはずがない。このブロック周辺を徘はい徊かいしていたその男が、たまたまシーモアの進行する道上に立っていたのだ。シーモアと同じくらい、男にとってもこの遭遇が予想外だったことを示すように、男の目は見開かれていた。

　が、すぐにその目も剣けん吞のんに細められる。

「テメェ、逃がさねぇぞ！」

　男の手がスーツの内側に伸びたのを見て、シーモアは即座に身を翻ひるがえした。

「きゃッ!?」

　キツく力を込められ、ニベルコルが声を上げるのがわかったが無視。スーツの内側に何があったかはわからないが、碌ろくなものではないのは間違いない。

　とにかくスーツの男を撒まかねば危険であることは間違いなく、そのために道を曲がる。

　つまり、最短ルートを逃した。

「こんなことならもっとマッチョマンになっておくんだっ、うぇほ、げはっ！」

「適当なことをいおうとして咽むせるのやめてくれる!?」

「げっほ、うご、ぐふっ」

　むせかえり、背中をびくびくと痙けい攣れんさせながらも足を止めるわけにはいかない。

　飛び込むべき地下鉄は今この瞬間も駅に接近し続けてきており、ニベルコルの身柄を狙う男もまたそうであるからだ。
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「……………………」

　だが、同時に頭の冷静な部分はこうも考えていた。

　即すなわち、無理である。

　自身の身体からだを一つの機械に置き換えるようにして、淡々と冷徹な評価を下す。自分の身体能力ではここからのリカバリーは不可能であり、目指した電車には間違いなく間に合わない。

　考えるべきは損切りの段階に入っている。

　つまり必要なのは別案だ。再び身を隠すなり…………あるいは、もっと別な方法であったり。

　例えば、ここでニベルコル・バーズアイを差し出してしまうとか。

　仕事として受けた保護は、彼女を狙うマフィアから逃がすという範囲に限ってのことだ。

　運び屋の信念だけを見るならば、別にニベルコルを男たちに差し出したところで問題はない。

　そうではある。

　そうではあるのだが、

「でも、なぁ」

　既にシーモアは、それだけを理由に動く存在にはなれなかった。

　もうそろそろ体力が限界であることを感じながら、それでもシーモアはもう一歩を踏み出す。

　酸素不足の肺は破裂しそうなくらいで、意識は白くくらくらとし始め、それでも。

　それでも。

「────────お？」

　ぐん、と不意に身体からだが加速した。

　それはまるで知らずのうちに背負っていた重しが消えたかのような、奇妙な感覚だった。

　あるいはこういってもいい。

　シーモアは極めて厳密に自身の身体能力を見積もっていたはずなのに、疲労感は想定よりもずっと少なく、彼の足は未いまだに軽かった。

「あれ？」

　予想していたように失速することすらなく、駆け続ける。

　前に伸ばされ続ける足はシーモアをあっさりと駅へと運び届け、改札を華麗に飛び越えさせ、そのまま地下鉄の中へと飛び込ませた。

　追っ手である男たちの顔がようやく見えたのは、既に扉も閉まった地下鉄が動き始めてからのことだった。何かを叫んでいる追っ手たちが、すぐに後方へと置き去りにされ見えなくなる。

「………………下ろしなさいよ」

「ん？　あぁ、ごめんなさい」

　ニベルコルがシーモアの腕から抜けて、着地する。その顔が紅潮しているのは抱えられ、揺すられ続けたせいではなく、かっこいい自分に密着していたからだろうとシーモアは想像する。

「逃げ切ったわね。思ったよりもやるじゃない」

「なんか釈然としませんが……でしょう？　僕はやる時はやる男と定評がありますからね」

　立ち止まった途端に全身から汗が噴き出してきて、扉へと寄りかかりながらへらへらと笑う。

　それから視線を持ち上げて、普段は使わない路線図へと目を走らせる。

「えーと、うちに帰るなら駅はここから、二つ先かな…………」

「いいえ、降りるのは四つ先の駅よ」

「はい？」

　最寄り駅とは全然異なる駅を指定され、瞬またたきをする。

　ニベルコルは片手で袋を摑つかんだまま、むっつりとした調子で路線図を見上げていた。その口がへの字に曲げられ、彼女は口早に付け足す。

「もう一つ、荷物を取りに行こうと思うの」

「…………」

　隠していた荷物を、シーモアがいる状態で取りに行く。

　その意味がわからないニベルコルではないし、だからこそ彼女は当初、もう手元にある一つ分の荷物しか回収しないつもりだったはずだ。

　こちらを向かないニベルコルの頰に、赤みが差しているのがわかった。

「…………何よ、文句あるの」

　シーモアの返事は決まっていた。

「まさか！　行きましょう！」







「寒くないですか？」

　すぐに返事があった。

「うー」

　多分、大丈夫ということだろう。

　ニベルコルとともに荷物を回収し、短い眠りを挟んだその日の夜──夜を生きるシーモアたちにとっては『翌日』とでもいうべき、そんな時間帯。

　シーモアと、双子の妹の方──リン・バーズアイの姿は街の路上にあった。

　ニベルコルは誘拐に続いて荷物の回収までして、ガレージに着いて以降眠り続けている。となれば彼女を家に一人で置いておくわけにもいかず、ルーミーもまた留守番である。

　いや、そんな理由がなくとも、今日ばかりはルーミーは置いてきただろうが。

　シーモアは車に背中を預けるようにして立ったそのすぐ隣、並んで立っているリンを見み遣やる。彼女の背筋は僅かに丸まっていて──これは寒さのせいではなくどうも彼女の元からの立ち姿らしい──それでもなおシーモアよりも目線が高い。

　ぷかり、とリング状の煙を吐き出せば、その頭が煙の円運動を追うように微かすかに揺れた。

「楽しいですか？」

　今度も返事はすぐにあった。

「うー」

　多分、楽しいということだろう。少なくともその長い前髪の隙間から覗のぞく、宝石をはめ込んだような赤色の瞳はきらきらと輝いている。

　赤い瞳、とシーモアは僅かに咥くわえた煙草への圧力を強める。

『ルーミー、一つ聞いていい？』

　と彼が潜めた声で問いかけたのは、ガレージを出る直前のことだった。

　洗い物をしようとしていたルーミーは、手の上に皿を積み上げたまま首を傾かしげた。

『どうかしましたか？』

『リンについて、どう思う？』

『可愛かわいらしくて、それに素直な子です。きっとあの子は見た目以上に賢いですよ』

『そうじゃなくて。というか、わかってるだろ』

　リンと初めて遭遇した時、シーモアは確かに目撃している。

『…………あの異常な身体能力。あの子、吸血鬼じゃないのか？』

　そう連想するのは当然のことであるはずなのに、人外の少女は呆あきれたように首を振った。

『いつかにもいったように、私はこの世界に生み出された最初で唯一の吸血鬼です。産み落とされた私が何よりもそう知っています。それ以外の吸血鬼なんて、いないですよ』

『でも、あのパワーは人間を超えてるだろ…………？』

『超えてますね。そして答えはやっぱりシンプルです』

　ルーミーはその犬歯を見せるように笑った。

『理不尽が願われたのは私が最初じゃなかった。それだけなんじゃないですか？』

　出がけのその短い会話を思い出しながら、シーモアはリンの顔を密ひそかに眺める。

　その横顔が際きわ立だって高い位置にあることを除けば、それは普通の少女の横顔だ。無茶苦茶を望む祈りが世界に満ちて、それが結実した怪物にはとても見えない。

「…………まぁ、いいか」

「うー？」

「気にしないでください」

　無用な詮索をしない。

　それが運び屋の基本的なルールだ。最近の自分は迂う闊かつに破りそうになってばかりのルールだが、それでもルールはルールである。

　幸いにして、それ以上に会話をすることも沈黙が満ちることもなく、待ち人は来た。

「お、お前が、運び屋…………か…………」

　歩いてきた欧州系の、中年の男──本日の依頼人の言葉は曖昧に途切れる。

　なにせただでさえ長身で目立つシーモアと、そのシーモアを超える異常な身長を持つリンが並んで立っているのである。周囲との対比が狂ったように感じるのも仕方がないだろう。

　男の無遠慮な視線にリンが居心地悪そうに身じろぎをするのを見て、シーモアは口を開く。

「どこまで行きます？　それと、いつまでに行きます？」

「あ、あぁ…………」

　まだぼんやりとしている男は、それでも明確に仕事の条件をいってきた。

　難しい仕事でもない。渡されたのは薄い円盤状の容器。映画のフィルムか何か。取り扱い上の注意と目的地、時間が手早く告げられたが、特筆すべきことはない。

　速やかに言葉を交わしてシーモアは荷物を受け取ろうとし、しかしその動きは遮られた。

　疑うたぐり深ぶかい視線が、幾分か下の位置から投げかけられる。

「…………俺の聞いた話だと、シーモア・ロードってやつは、いけすかない男と美人の組み合わせって話だったんだがな？」

　条件に合わない運び屋だから、目の前の男はシーモア・ロードではない。そんな推測をしたのだろう。想像してからシーモアはぐるりと一度目を回し、

「ええ、だから美人を連れているでしょう？」

　ひょいとリンの腰を抱き寄せた。

　柔らかい体つきだが、それは獣の柔らかさだ。布と皮膚を通して感じられるのは脂肪ではなく、分厚くしなやかな筋肉である。

「あうあぁ!?」

　リンが顔を真っ赤に染めて、ぶんぶんと横に振る。

　それを見てシーモアがくつくつと笑うと、気が抜けてしまったらしい。依頼人の男も今度はすんなりと荷物を渡してきた。

「…………わかったよ。ほら、荷物だ。仕事、しっかりやってくれよ」

「任せてください。僕はいつでもそうしてきましたから」

　男がどこかに向けて歩き去っていくのを見送ってから、シーモアは肩を竦すくめた。

　リンの腰に回していた手を外す。

「すみませんね。疑うたぐり深ぶかい人というものはどこにでもいるもので」

「うあー…………」

　聞いているのかいないのか、周囲の雪を溶かしそうな顔色をしたリンは、その両頰を押さえていた。もうちょっと虐いじめたくなる反応だが、それは今度としようか。

　車のドアを開け、後部座席でたたまれたコートの上へとフィルムらしき荷物を置く。

　ちらりと腕時計を見て、シーモアはリンへといった。

「ところで、もう一カ所寄り道をしてもいいですか？」




「お兄ちゃん、また新しい女の人を連れてるんですね」

　店先に並んだシーモアとリンを、首が痛くなりそうな確度で見上げながらそういったのは、フランシーナ・ホーンズビー────あるいは短くフランだった。

　ホーンズビー・シガーストアの店番にして、街の混乱と騒動を何よりも好む情報屋。ニコチンとアルコールを吸い込み、虚実ない交ぜの情報を望むままに吐き出す器官。

　それがこの小さな黒髪の少女だ。

「僕がまるで女の子をとっかえひっかえしているみたいな言い方はやめて欲しいなぁ」

「そうですよね。お兄ちゃんはどちらかというと、とっかえひっかえされる側ですもんね」

　悪びれないフランの笑顔に、嘆息。

　女の子と関係性が生まれる時、最初に声をかけるのは大抵シーモアからで、最後の別れを告げるのは大抵女の子からだ。これまでの人生でずっとそうだった。

　だがその辺りの事情をフランに詳つまびらかに語って聞かせたことは一度としてない。

　今の言葉が裏付けに基づくのか、あるいはシーモアの人となりからくる単なる予想なのか、どちらなのかを問おうとしてから、その質問の無意味さに我ながら呆あきれてしまい、やめた。

「煙草、よろしく。一番安い奴やつ────よりも一つだけ高い奴やつを」

「はいはい。それにしても、今日もルーミー・スパイクさんは連れてきてないんですか？」

　フランから向けられた真っ黒く澱よどんだ瞳に、シーモアは沈黙で返す。

　彼女は淡々とした仕草で煙草を積み上げながら、

「それは残念です。あの人が本当に吸血鬼だったなんて。知り合えたらきっととても面白いことができそうなのに」

　フランの口元には、その幼い容姿にはとても相応ふさわしくない、酷ひどく下卑た笑みが浮かんでいた。

「…………」

　これがまさしく、今日ルーミーが同行せず、ここに来たがらなかった理由である。

　先日の騒動によって、ルーミー・スパイクという吸血鬼の存在は一部の界かい隈わいでは知れ渡った。

　マーダー・インクが行った作戦の顚てん末まつと失敗、そしてその原因となった何か──吸血鬼の存在は、密ひそかにではあれど確かに人の口に乗るようになった。

　それはまだ情報屋の少女が辛かろうじて知っている程度の範囲に収まっているが、しかし既に吸血鬼という存在が絶対的に架空のものとして扱われていた時代は、過ぎ去ってしまったのだ。

　その原因の一端は間違いなく、ルーミーを生き延びさせたシーモアにある。

『お兄ちゃんにしては、この前はジョークのセンスがよすぎると思ったんですよ』

　といっていた先日のフランを思い出しながら、シーモアは何も咥くわえていない唇を引き結ぶ。

「まぁ、仕方がないよ。同じ男が好きな女の子同士としては、仲良くしづらいでしょ？」

「私が？　お兄ちゃんを？　好き？　あはっ」

「『あは』じゃないよ、『あは』じゃ。噓うそでも妹なら兄のことは好きでいてくれないと困るよ」

「お兄ちゃんがそういうなら、それでもいいですけど」

　べたり、とフランが店のカウンターに伏せる。

　澱よどんだ瞳がじっとシーモアを見つめてくる。

「私はそれでもいいですけど、じゃあ、ルーミーさんはどうなんです？」

「…………」

　やはり、こいつは嫌な奴やつだと再確認する。

　わかってはいたことだが。

「ルーミーさんは、お兄ちゃんのこと、好きなんですかね？」

「…………」

「うー？　あー？」

　二人の間に流れる険悪な空気を察したように、リンが首を突っ込んできた。きょとんとした顔で交互に見つめられ、フランは少し顔を顰しかめ、シーモアは肩から力を抜いた。

「ま、そういうことで。また煙草が欲しくなったらくるよ」

　そういいながらシーモアは踵きびすを返かえした。リンにもついてくるよう、指の動きで示す。

　同時に内心で、首を傾かしげていた。

　想像と少し違っていたからだ。

　街で夜間に放たれる銃弾の数と新聞に載る訃報の数は、フランの気分に相関している。この街にきな臭さが漂い始めているのならば、彼女の機嫌はもっといいはずだ。

　そして、そうであるとシーモアは予想していた。

　この街に何らかの抗争の火種が生まれ、それに関連する情報や物品を、通り魔的な犯行を繰り返していたバーズアイ姉妹が偶然知った。ゆえに彼女たちはマフィアに狙われることになっている────というのが比較的想像しやすい今回の背景だったからである。

　だが、フランの落ち着きはそれを否定している。現状の街に彼女が喜ぶような不穏さはない。

「あ、そうだ、お兄ちゃん」

　ならばバーズアイ姉妹が追われる理由とは、考え始めたところで背後から声がかかった。

「ん？」

　カウンターに頰ほお杖づえをついたフランが、その口くちの端はで細い葉巻をくゆらす。

「お兄ちゃん、ヨハン・ヨアヒム・ウルブリヒトっていう人を知っていますか？」

　知っている。知っていない。

　その二つともの答えを平行して思い浮かべ、シーモアは黙った。

『運び屋、お前、ヨハン・ヨアヒム・ウルブリヒトという男を知っているか？』

　マーダー・インクの狼おおかみめいた男からされた質問を思い出す。

　浮かべた沈黙をどう受け取ったのか、フランがにまりと笑う。

「見かけたら教えてください。今その人がどこにいるのか、私とても知りたいです」

「そりゃまた、なんで？」

「それ聞きますか？　高いですよ」

「じゃあいいや」

　マーダー・インクのあの男も、情報屋であるフランも。

　その双方があるならば情報を寄越せと伝えてくる『ヨハン・ヨアヒム・ウルブリヒト』。その正体へと思いを馳はせ、答えの出ない問いだとすぐに首を振る。

「まぁ、行きましょうか、リンさん」

「うー」

　歩き始めれば、リンが手を伸ばしてシーモアの抱えていた荷物をひょいと取り上げた。

　きっと姉妹で買い物をする時にはいつもそうするのだろう、という馴なれた仕草だった。シーモアは一瞬だけ視線をリンに向けて、すぐに前に戻した。

「ありがとうございます」

「うー！」




　その日の夕食──この語はルーミーとの生活においては明け方近くに食べる食事を指す──を馴な染じみのホリデイで取らないことにしたのは、四人という人数がウナギの寝床のようなあのダイナーには些いささかばかり多すぎたためである。

　代わりに訪れた、噴水のある広場に面した小さなレストランは、終夜営業をしながらも美味おいしい食事を出してくれるささやかな穴場だ。料金の基準がシーモアのような綱渡りめいた生活を送っている人間向けではないことばかりが悔やまれるが。

「………………はぁ」

　とニベルコルが溜ため息いきを吐いたのは、全員がそれなりに食事を進めてからのことだった。

「どうかしましたか？」

「考えているのが、馬鹿らしくなってきたって思って」

　手元のパスタをくるくると回しながら──その手付きは慣れたものでやはりどこかまともな家庭で育ってきたことが感じられる──、ニベルコルが首を振る。

「アンタ、どうして私たちをこの店に連れてきたの？」

「どうしてって、同じ屋根の下で暮らしてますし。食べないわけにもいかないでしょう？」

「じゃあその分のお金はどうするつもりなの？」

「大丈夫ですよ。これだって仕事の範はん疇ちゆうです」

　かり、とニベルコルのフォークの先が皿を引ひっ搔かいた。

「今回の仕事の報酬が幾らなのか、話もしてないのに？」

「…………」

「経費をどうするかも、報酬が幾らなのかも、話すらする素振りがないのに。お金は大丈夫だなんて、そんなことをいえるほどお金持ちなのかしら、アンタ」

「う、うー？」

「大丈夫よ、リン。別に怒ってないから。単に、本当に、悩むのも馬鹿らしいってだけで」

　シーモアは返事をしない。

　自分でも疑問に思って、敢あえて無視していたことを指摘されても、いえることなど何もない。煙草を吸う時と同じ手付きで、アサリの身を口に詰め込む。

「あ、ビスマルクを一枚お願いします」

　手早く自分の食事を食べ終えたらしいルーミーが、追加の注文をしている。そうしながらも彼女の視線はじっとシーモアに注がれていた。彼がどんな答えを返すのか、あるいは何もいわないのか、それを推し量るように。

　それにしても、ルーミーがおかわりだなんて珍しい。そんな風に思考が逃避する。

「アンタ、『人は助け合うべき』なんて素敵なことを考えるタイプの人間じゃないじゃない」

「手厳しいですね。頭の中に素敵なことだけ詰められればとは、いつも思ってますよ」

「てっきり、ね。報酬は別口で受け取るつもりなのかと考えていたのよ。最初は」

　その細い指先の長く伸びた爪で、ニベルコルが自身を指してみせる。

「例えばほら、私の身体からだとか」

　まるで動物の死体を捌さばいて、その肉質を自慢でもするみたいな冷めた口調だった。

　だからシーモアも、何の他意も持たないままに頷うなずいた。

「そうだね。というか、実際僕はそう考えてるかも知れませんよ。今こうやってご飯を奢おごっているのも、この後そうするからかも」

「…………うー」

　リンに威嚇めいた唸うなり声を上げられ、少し肝を冷やす。

「どうせ噓うそだから怒らなくていいわよ、リン」

「おや、短い間に随分信用してくれたんですね」

「信用も何も」

　ニベルコルがちらりと見たのは、すぐにきたピザを黙々と折り畳むルーミーだった。

　執しつ拗ように折り畳まれたピザを口に放り込み、油でテカった指先を舐なめる。たったそれだけの動作がまるで映画の一幕のように見えるほど、彼女は世界に馴な染じまない美しさをしている。

「こんな人と同居してるんじゃ、私の身体からだなんてね。手を出す気にならなくて当然よね」

「…………。そんなに卑下することないと思いますけど。ニベルコルさんだって美人ですよ」

「私は美人だから身の程をわきまえてるって話。別に卑下じゃないわ」

　だから、とニベルコルは言葉を継いだ。

「疑問なのよ。悩みたくもないけど。どう見たってアンタはただ人を助けられるような人間じゃないわ。なのにアンタは、実際に人を今、こうして助けている」

「まだ助けられてないですけどね。あなたが追われた原因も、対策もわからないままです」

「ねぇ、なんで？」

　混ぜっ返しの言葉に反応することもなく、疑問は直球で投げつけられた。じゃり、と貝の中に残っていた砂を嚙かんだ、気がした。

　多分、こんな風に疑問を投げてきたのは、本当に考えるのが面倒になったからなのだろう。シーモアがどういう理由で助けていようと、恐らくニベルコル自身にはそれほど興味はない。

　だからシーモアは適当な言葉を口にしようとして、

「そうだな、なんていうかそれはですね────」

「────私、手を出されてないですけど」

　淡々とした声が急に飛び込んできた。

「えっ？」

「手を出すか出さないかというお話なら、私はシーモアさんに手を出されたことはないです。そこは指摘しておくべきかなって思ったんですけど…………」

　あからさまな表現に顔を赤らめるリン。

　啞あ然ぜんと口を開いているニベルコル。

　そしてがっくりと肩を落としたシーモアを見て、ルーミーはのんびりと首を傾かしげる。

「…………あれ、これはいわない方がよかったですか？」

　そうだね、とは声にならなかった。

「え、えぇー…………？　そうなの？　噓うそでしょ？　あの狭い家に一緒に住んでるのに？」

「住んでいるのに、です」

「どうして？　てっきり私、アンタたちは恋人か何かなんだと思ってたんだけど」

「どうしてっていわれても」

　金色の瞳は、するりとシーモアの方へと滑ってきた。

「どうしてです？」

「…………………………」

　その質問は何の答えを期待しているんだ。

　三者三様三色の瞳に見つめられて、背筋にじっとりとした汗を感じる。わかる。わかりはするのだ。男女が二人で暮らしているのだから、そういう関係性を想定するのはわかる。

　が、実際そういう関係にはなっていないのである。

「あー…………」

　それにしても、と思う。

　本来のシーモアならばとっくにルーミーに手を出していただろう。シーモア・ロードという人間は女好きで軽けい佻ちよう浮ふ薄はくで後先を考えていない、そういう人間だ。

　そういう人間だった。

「そのー、ほら。ルーミーって見た目以上に力が強くて、多分リンさんよりもよっぽど破壊力があるので…………」

　そういった諸々を脇に置いて、シーモアは視線をルーミーに向ける。

　感情の読めない顔でぼんやりとこちらを見ているルーミーのその目ではなく、もっと下側。腹の辺りを曖昧に見つめながら、口が紡つむぐままに適当な答えを口にする。

「あのー、手を出すというか、入れると、僕のアレが潰されてしまいそうで…………」

　直後、ぶっ飛んだ。

　激しく紅潮したルーミーの顔と、椅子を蹴って立ち上がるガタンという音。それらが知覚できたその瞬間には強烈な加重が背中から感じられ、シーモアは逆さまに宙にあった。ルーミーが、シーモアの座る椅子の背を摑つかみ、それごと猛烈な勢いで放り投げたのだ。

　解放とか、自由とか。

　そんな想念が頭を過ぎる暇すらなかった。

　気がついた時には十メートルほども宙を舞い、広場の噴水へと落下していた。水面へと叩たたき付つけられ、気管を生臭い水が逆流してくる。身体からだの下で椅子が粉砕されるのがわかる。

「ごッ、は──────ッ!?」

　ぷかり、と水死体のごとくシーモアの身体からだは浮いた。

「うー、あー!?」

「今の返事はマジで死ぬほど最低だけど、うそ、めっちゃ吹っ飛んだわね!?　えぇえええ!?」

　突然生身で飛行を試みたシーモアに、広場で夜通し過ごしていた人々がざわついているのがわかる。ついでに席を立ち上がったニベルコルとリンが騒いでいるのも。

　幸いにして、さほど全身に痛みはない。

　まぁ、それも含めて気を遣ってもらった気はしないでもないが。

　ざばりと全身から水を滴したたらせながらシーモアは立ち上がり、噴水から抜け出す。広場を横切って店へと戻った。

　騒ぎとは対照的にのんびりと背もたれに背中を預けていたルーミーが、薄く笑う。

「ああいうの、教育に悪いのでダメですよ」

「まぁ、そうだな。悪い」

「…………いや、もう何なのよアンタら」

　くしゃみを一つすれば、ルーミーが近くの店員を呼んでくれた。

「椅子、壊しちゃってすみませんね。後、なるべく熱いエスプレッソもください」

　ぽかんとしながら頷うなずいた店員に、加えてルーミーがいう。

「ついでにピザをもう一枚ください」

「しょ、承知しました…………」

　店員の背を見送りながら、シーモアは少しだけ首を傾かしげた。

　これで三枚目のピザである。

　ルーミーは見た目の印象ほど食が細いわけでもないが、特に大食いな方というわけでもない。一回の食事で三枚ものピザをぺろりと食べてしまうのは、彼女の普段からは大きく外れている。

「今日はよく食べますね。どうかしたんですか？」

「……………………っ！」

　そのありふれた問いかけに、何故なぜかルーミーはその肩をびくりと跳ねさせた。

「な、何でもないですっ」

「そうですか？」

「お手洗いに行ってきますね！」

　シーモアの言葉を避けるように、ルーミーは席を立ってしまう。珍しいことに、その銀色の髪が翻ひるがえるほどに慌てた仕草だった。

「………………」

　服の裾を絞りながら溜ため息いきを零こぼしたシーモアに、ニベルコルが首を傾かしげる。

「どうかしたの？　そんなにお腹なかが空いていたのかしら？」

　お腹なかが空いている。

　その言葉を内心で嚙かみ締しめる。

　ルーミー・スパイク。

　彼女は彼女に持ちうる最大限の優しさを持っていて、過去に犯した罪に押し潰されそうになり、それでも生きていこうと決めた存在だ。

　もう誰も殺さないように、誰も傷つけないように。

　かつて交わしたその約束を疑ったことはない。一度としてない。

「………………」

　だが彼女が吸血鬼であるということも紛れもない事実である。

　吸血鬼は人を襲う。人の血を吸う。

　吸血鬼は人を傷つけなければ生きていけない。

　気がつけば三週間以上が過ぎ去って、新しい年がやってきた。それだけの月日があっさりと積み上がってしまった。

　そう、だから。

「………………お腹なかは、うん、空いているんでしょうね」

　それもまた、目を逸そらしようもない事実だった。








二　こなれた真相の再展開









　ライカーズ、と呼ばれる刑務所がある。

　街を横断して流れる河川のうちの一つ。そこに浮かぶ島に設けられた刑務所のことだ。ライカーズというのは本来その島の名であったが、今となっては同じ固有名詞で事足りていた。

　この国において最大の規模を誇る刑務所は陸地とたった一本の橋によって結ばれており、その内部には数千にも及ぶ受刑者が囚とらわれている。

　今、まさに橋を渡ろうとする貨物自動車。その幌ほろで覆われた荷台に載せられた男もまた、そうした囚人にこれから連なろうとする一人だった。

「…………はぁ」

　据わりの悪い椅子に腰掛け、両手を手錠で繫つながれた男が嘆息する。

「ついてねぇ。皆逃げて、俺だけ捕まっちまうなんて。あぁ、俺の人生そんなことばっかだ」

　無ぶ聊りようを慰めるように独り言を紡つむぐ。指先がしきりに手錠の鎖に触れる。

「あーあ、刑務所暮らし、楽しいといいなぁ。身長が高くて胸とケツのでかい女とかいねーかなー。ぜってー無理だけど────」

　男がそう呟つぶやいたその瞬間だった。

　その幌ほろの内側に、一人の女が現あらわれた。

　一瞬のうちに誰かが現実に女の姿を描き加えたかのような、どこからどう現あらわれたのかもわからない、奇怪な出現であった。

「────え？」

　男にきちんと見定める暇があっただろうか。

　その輝かんばかりの銀色の髪と、隙間から覗のぞく吊つり上あがった金色の目を。帯となって差し込む日差しを避けるように、隅に寄った立ち姿を。

　だが見えようと見えまいと、次の瞬間には意識を失っていた男には関係のない話だった。

　その女の名がルーミー・スパイクであることも、同じ家に住む人々の視線を避けるために本来ならば眠る昼間に出かけていることも、日光を避けるためにここまで地下の様々な通路や管を辿たどってきたことも、流水を渡るために棺かん桶おけ代わりの車の中に忍び込んできたことも。

　そして彼女が正真正銘の吸血鬼であることも、もう男には関係がなかった。

「これなら川も渡れる」

　一いち瞥べつのみで男を昏こん倒とうさせたルーミーは、温度のない口調で呟つぶやく。

「刑務所。ライカーズ。沢山の人の匂いがする」

　その口振りは普段の彼女のそれから大きく離れていたが、ある意味ではこちらの方がより正しいルーミー・スパイクであった。

　つまり、人という異種に出会うことを意識していない彼女だ。

　車中で振動に揺られながら、大量の血の接近を意識する。数多に連なるのはその精神の濁りが臭いとなって現あらわれたような犯罪者たちのそれ。あるいはそこには看守たちのものも混ざっているのかも知れないが、少なくともそれらの差異は臭いの中には感じられなかった。

　くう、とルーミーの腹が鳴る。

「…………」

　平へい坦たんな腹をぺたりと一度撫なで、車が止まった瞬間にルーミーはその姿を影へと変じさせた。平面のうちに溶け込んだ彼女は、誰に気づかれることもなく刑務所へと侵入する。

　幾つもの堅けん牢ろうな建築物が連なった刑務所を、ルーミー・スパイクは進んでいく。

　日の光を避け、何度となく影や霧、コウモリなどに姿を変えながらどこかへ。通路から通路に、窓から窓に、階から階に。時折その姿を囚人などに目撃されたが、ルーミーは頓着しなかった。目撃されて誰がどんなことをいおうが、気にする神経を彼女は持たないからである。

　この日を境にライカーズでは彷徨さまよい歩く女の幽霊についてまことしやかに囁ささやかれるようになるが、やはりそれも関係のない話だ。

　はたとルーミーがその歩みを止めたのは、幾つかの建物を見て回った後でのことだった。

「…………？」

　地下深くから誰かの血の臭いがする。

　それは奇妙な臭いだった。まず、ある場所が極めて深い。島の全域を捉える吸血鬼の鼻をもっても──地面に遮られていることもあるが──その臭いはギリギリ知覚に含まれる程度だ。

　加えて、その臭いは独立して存在していた。

　この島の中ではどの臭いも同じ建物の中に押し込まれ、混じり合って存在している。なのにその臭いだけは誰も存在しない広大な虚無に囲まれ、ぽつりとだけ浮かび上がっていた。

　そして何より、臭いそのものが奇怪であった。

「変だ」

　長い年月を経て、飴あめ色いろになった木材を連想する。その血の臭いは全体として一つでありながら、明らかに無数の別な臭いが染しみ込こんでいた。多数であり一つでもある臭い。

　くう、とルーミーの腹が鳴る。

「行こ」

　決断は速やかだった。

　人ならざるルーミーにとって、通常人ならば気にする障害は大抵思考の片隅にも引っかからない。その地下までの道には異常なほどに厳重な警備と、数えるのも嫌になるほどの数の頑丈な扉、一筋縄には辿たどり着つけない迷めい宮きゆう染じみた通路が立ちはだかっていたが、そのどれもルーミーが吸血鬼であるというだけの理由で意味をなくしてしまった。

　程なくして、ルーミーは目的の地下室へと辿たどり着つく。

　施せ錠じようされた扉も霧と化した少女の前では虚むなしいばかりである。

「けほ」

　扉の先に踏み入って人の形を取り戻し、ルーミーは小さく咳せきをした。

　そこは独房であった。

　恐らく、と内心でつけ加える。

　そんな風に思ったのはそこが独房とただ表現してしまうには些いささか変わっていたからだ。驚くべきことに、吸血鬼の目から見てすぐにそうとわかるほどに、変わっていた。

　まず、広い。

　鉄てつ格ごう子しではなく壁に囲まれた部屋は、シーモアのガレージほども広さがある。

　その壁から一メートルほどを挟んだ内側にネットが張られている。船でも留とどめるような太い綱で編まれたネットが、天井から床までを繫つなげている。まるで、とルーミーは想像する。ここのうちにいる何者かがコンクリートと鉄の囲いを破ることを恐れるみたいだ、と。

　プライバシーに配慮された特別なこしらえの独房と、同時に感じられる過剰なまでの怯おびえ。混じり合わない二つの液体を詰めたような部屋の主である、何者か。

　その何者かは、そこにいた。

　ボルトで固定されたベッドの上。大の字になって寝転がっていた誰かが身を起こす。

「…………んがっ。おや？」

　それはまだ年若い一人の女だった。

　垂れた涎よだれで頰に貼り付いた髪の色は金。向けられた瞳の色は緑。突如として現あらわれたルーミーに対して驚いているはずなのに、その垂れ気味の目つきには眠そうな様子が残っていた。

　その女を見て、ルーミーは一度瞬まばたきをする。

　顔立ちは整っているはずなのに、どこか印象が曖昧だ。ルーミーが吸血鬼であるからという理由でもなく、明らかに他の人間と遭遇した時とは受ける感覚がズレている。

　形容できないズレに僅かな戸惑いを覚えたルーミーの前で、女はのんびりと立ち上がった。

「君は」

　女がいって、首元までで切きり揃そろえられた髪を払う。

　着ている服は他の囚人と変わらない簡素なシャツとズボン姿だが、身長に対して体つきが細すぎるらしい。酷ひどく余った袖口で女は口元の涎よだれを拭う。

　そのまま自然な仕草で、女はテーブルの上に置かれていたスプーンを握る。

　そこで、女の目が一度瞬まばたきをした。

「あれ？」

　女はまじまじとルーミーのことを見つめ、首を傾かしげ、そしていう。

「君、もしかして人間ではないね？」

　なぜ指摘されたのだろうか、と疑問に思う。

　これまでルーミーの正体が人間ではないと気づいた人は何人かいた。だが、それは長い時間と多くの会話を経てのことで、初めて会った瞬間にそうと悟った人は誰としていなかった。

　ルーミーは血の臭いを嗅ぐ。

　やはりそれは折り重なった変わった臭いだが、間違いなく人間のそれだ。最近ガレージで寝起きするようになった、あの大きい方の類いのそれではない。

　ルーミーの表情から何を読み取ったのか、女がスプーンをぽいと投げた。

「あぁ、やっぱり。ぼく、人ならざる怪物に会ったのって初めてだなぁ」

　少しだけ考えて、すぐにやめた。なぜ気づかれたのかはわからないが、それはルーミーの目的からすればどうだっていいことだ。

「お腹なかが空いた」

　くう、とルーミーの腹が鳴る。

「はい？」

「お腹なかが空いた。私は人を傷つけないし、殺さないと決めた。約束した。でも私は人を傷つけて、殺す生き物だから」

　胃いの腑ふがぐるぐると渦を巻く感覚。

　シーモア・ロードと約束を交わしたその日から、ずっとつきまとっていたものだ。それがつきまとってくることを、ルーミーは約束したその瞬間から理解していた。

　何故なぜならば、彼女は吸血鬼なのだから。

　人間の食事など飢えの訪れをほんの僅かに遅らせる程度の効果しか持っていない。血を吸う鬼と書いて吸血鬼なのだから、吸血鬼として存在を形作られたルーミーは、人の血でその喉を潤わせない限りは飢え続け、いつか限界を迎えるのだ。

　そして限界は、もうその息遣いが聞こえそうなほどの距離にあった。

「だから、食べても怒られない人を探してここにきた」

　罰せられるべき人が集う島に。

　その島の最下層に収容された女の下もとに。

「なるほど。君は怪物で、誰かを食べたくて、ぼくのところにきた。なるほど」

　女は行儀よく頷うなずいてみせる。

「確かに君は、正しい場所にきたね。この街でぼくよりも殺されるべき存在なんていないよ」

「そうなの？」

「ええ、何せぼくは────」

　そこでもったいつけるように、女は一つ呼吸を置いてみせた。

「────あの、『ボーデン家の死神』なんだから」

「………………」

「………………」

「………………。だれ？」

「えぇぇっ!?」

　今の名乗りに思い当たる節が何もないことを確かめてから、ルーミーは首を傾かしげる。

　女──ボーデン家の死神はベッドから転がり落ちそうなほどの驚きよう愕がくを示した。

「君、君！　まさか知らないの？　新聞とかお読みにならない？」

「物語以外はそんなに読まない」

「現代っ子！」

　もしゃもしゃと死神は髪の毛を搔かき回まわし、

「詳しいことは今度図書館ででも調べてもらうとして。ぼくに与えられている肩書きはこうだね。『戦後最大の悪夢』。『虐殺の体現者』。『触れられざるものにすら触れられざるものアンタツチヤブル・ザン・アンタツチヤブル』。『街一つを燃やした殺さつ戮りく』────までいくとちょっと誇大広告だけど」

「つまり、沢山人を殺した？」

「だね。殺しすぎて逃げすぎて、ぼくを捕まえるために街の区画一つを焼き払う必要があったくらいに。本来なら十回は死刑になっていないとおかしいくらいに」

　殺したよ、と死神が笑う。
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　その言葉の重みを見失ってしまいそうなほど、気負いも見み栄えもない自然な態度だった。

　だがそれが噓うそではないことを、吸血鬼は知っている。

　奇怪な臭いの正体はそれであると、ここで理解したからだ。一つの人間の中に折り重なった複数の血の臭気。それは間違いなく、目の前の死神が無数に繰り返してきた殺人の成果だった。その身体からだから永遠に拭い去れないほど彼女の存在には死と血が染しみついている。

　理解しながらも、どうということでもない。嫌けん悪おも同情もなく、ただ合理的な思考が、刑務所にきた甲か斐いがあったという感想を導き出していた。

　ルーミーはさらりと髪を揺らす。

「でも生きてる」

「そうだね。生きてる。まぁ、色んなしがらみがあってね。血筋とか、家柄とか。ぼくは結局摑つかまっちゃったけど、彼らもぼくを殺すわけにはいかなかったみたいで、結局、こうだよ」

　快適な監獄を死神は両腕を広げて示してみせる。

「だからぼくは本来はとうに殺されているはずの身で、君が誰かを食べるというのなら、ぼくを超える人材は────」

「────あ」

　死神の言葉を途中で遮るように、ルーミーは首を上に向けた。

「『あ』？」

「帰らなきゃ」

「えぇぇっ!?」

「車がくるから帰る。じゃあ、お話の続きはまた今度」

　ライカーズから出るためには、吸血鬼であるルーミーは車に忍び込む必要がある。そして刑務所と外部を結ぶ車の通行は限られているため、ルーミーの帰宅時間は外的に定められている。

　ということを一切説明せずに、ルーミーはその場で影に溶け込んだ。仮にも人間である『死神』の視線を気にする様子もない、自然な変異だった。

　そしてそれを目撃した死神も、ほのぼのとした笑みを浮かべる。

「マイペースな子だなぁ。じゃあね。ぼくも久しぶりに人と話せて楽しかったよ。…………人じゃないんだっけ？」

「次きた時に食べるから、それまで元気でね」

　その言葉が響いた時にはすでにルーミーの姿も気配も室内になく、死神はしばらくの間部屋の中をうろついてから、またベッドへと戻った。







　ニベルコル・バーズアイは夢を見ている。

　それは誘拐された時の夢だ。

　狭苦しい車内の、狭苦しい後部座席。突如として連れ込まれ、上から男にのしかかれた。

　口元を押さえる分厚い掌てのひら。荒い息遣い。血走った目。

　男からの要求はシンプルだった。言葉は唾とともに降ってきた。

「抵抗するな。従え」

　言葉でも態度でも、男はそれしか伝えてこなかった。

「抵抗するな。従え」

　状況に恐怖は確かにあったが、その要求には不思議とニベルコルは納得感を覚えていた。

　何故なぜならば、その要求は常に彼女の人生とともにあったからだ。

　────抵抗するな。従え。

　言葉として眼前に突きつけられたことも、無言のうちに静かに圧せられたこともある。どちらにせよニベルコルの人生というのはそういうもので、理不尽はその理不尽性を失うほどに、物心ついてからずっと傍そばにあった。

　だからよく理解していた。

　こういう時には誰も助けてくれない。

　助かろうと思うのならば自ら行動しなければならない。

　妹を連れて家を出た時にも、初めて誰かを路地裏に誘い込んだ時にも、初めて妹に人を殴らせた時にも、初めて誰かの財布からお金を抜いた時にも。

　それにニベルコル・バーズアイという名を選んだ時にも、やはりそうだった。

　だから誰も助けにきてくれないことは誰よりもニベルコル自身がわかっていて、車の中に漂う機械臭が酷ひどく不快なばかりだった。

「抵抗するな。従え。哀れな子供よ。お前には────」

　男が身体からだをすり寄せてくる。生臭い息が顔にかかり、硬く膨らんだ股間が太ふと腿ももに触れる。

　どうしようもないと理解しているはずなのに、それでも震えてしまう心と体は何なのだろうか。走る車とその車体で稼か働どうするエンジン。背中の下にその脈動を感じながら、そんな無機質なものになれればいいのにと夢想する。

　そうしてニベルコルは目を閉じて、唇をキツく引き結び、

「………………」

　それでも、ほんの僅かに誰かと願って──────




　がこん、と音がしてシーモアは顔を上げた。

　見開かれた彼の目線の先でエセックスの扉が開く。そこはなし崩し的に同居することになったバーズアイ姉妹が、シーモアを追い出して寝床にしている場所のはずだ。

「………………」

　無言のまま、ずるりと身体からだを引ひき摺ずるようにして現あらわれたのはニベルコルだった。

　時刻はまだ昼間。不意に目覚めてしまっただけだろうか。しかし、それにしては様子がおかしかった。ニベルコルは浅い呼吸を頻しきりに繰り返し、その顔を汗によって湿らせている。

　どこかで見たことがある、と思ってからそれが妹であるサニーがまだ幼い頃、悪夢によって目が覚めてしまった時の姿であることに思い至る。

「おはようございます。夜はまだ遠いですよ」

　ニベルコルはびくりと肩を跳ねさせた。結ばれていない髪の毛がばさりと広がる。作業寝台の上であぐらをかいていた彼の姿は彼女の視界には収まっていなかったのだろう。

　怯おびえた反応はシーモアに声をかけられたからではなく、誰が相手でもそうなるに違いない。自分に声をかけられたからその反応なのだとしたら割と悲しいので、そう思うことにした。

　短く浅い呼吸があって、ニベルコルがこちらを睨にらみつけてくる。

「気持ち悪い。その口調やめてくれる？」

「僕、仕事中は敬語って決めてるんですよ」

「アンタが何を決めてるとか関係ないの。私が気持ち悪いからやめろっていってんの」

　この前の街での騒動を経て少しくらいは仲良くなれたような気もしていたが、ニベルコルの態度は結局相変わらずなままだ。今はそれに、寝覚めの悪さも重なっているらしい。

　シーモアは苦笑し、火を点つける前の煙草たばこを咥くわえてから、

「そうだね。じゃあ、これで」

「…………それでも気持ち悪いわね、アンタ」

「酷ひどいなぁ。ところでニベルコルはどうしたの？　悪い夢でも見た？」

「…………。起きてるってことはアンタも見たんでしょ。悪い夢」

　ずばりとしたニベルコルの言葉に、躊躇ためらいなく頷うなずく。

「うん。悩み事が多くてね」

　たまにこんな日がある。

　理由もわからない切迫感に駆られて、眠れなくなってしまうような日が。

　あるいは、その理由はもうわかっているのかも知れない。

　例えばそれは、ルーミー・スパイクの飢えだとか。

「呆あきれた。ダッサ。すぐに認めるとかプライドとかないわけ？」

「仕事人のたまに見せる弱みとか、ぐっとこない？」

「………………キモ」

　割と本心から飛び出していそうな罵倒はちょっとだけ胸に堪えた。

「まぁ、悪い夢くらい見るよね、こんな状況じゃ。誰かに追われてるってのはそれだけでもちょっとした悪夢だよ。しかも男に！　落ち着くようにココアでも淹いれようか？」

　返事を待たずにシーモアは立ち上がった。

　棚に置かれたココアパウダーを取ろうと手を伸ばしたところで、後ろから声がかかる。

「私、ココア嫌い」

「えー、じゃあ、紅茶でいいかな？」

「ココアよりはマシ」

「そこは素直に好きっていっておこうよ」

　シーモアはココアパウダーを棚へと戻し、紅茶を淹いれようとする。

　しかし問題は、彼は自分で紅茶を淹いれたことなど一度もないということだった。

　あっちの棚を開き、こっちの箱を漁あさり。ようやく茶葉を見つけ出したところで淹いれ方も碌ろくに知らないのである。できることはカップと茶葉の箱を前にして腕組みをすることくらいだ。

　お湯をぶちこんでおけば何とかなるだろうと決意をしたところで、溜ため息いきが聞こえた。

「できないなら、最初からそういって。邪魔」

　いつの間にか近寄ってきていたニベルコルが、シーモアの手から茶葉を取り上げる。思った以上に慣れた手付きで、彼女は食器をかちゃかちゃと鳴らし始めた。

「へぇー、うまいもんだね。紅茶ってそうやって淹いれるものなのか」

「落ち着かないからじろじろ見ないで」

「うーん、紅茶くらい作れるようにはなりたいんだよね。その方がかっこよくない？」

「そんなことしなくても、アンタには紅茶でもコーヒーでもココアでも、作ってくれる相手なんていくらでもいるでしょ」

　確かにそうではある。だからこれまでまともに料理もしないまま生きてこられたわけだし。

　そう考えてから、シーモアは顔を上に向けた。ロフトで今も眠っているはずのルーミーの気配を探る。起きている感じはしないので大丈夫だろう。

　ニベルコルを背後から覗のぞき込こむような姿勢のまま、シーモアは一つ息を吸って、

「────僕、かっこよくなりたいんだよね」

「はぁ？」

「というか、ならなくちゃいけない。あの子が今もいてくれるのは、生きててくれるのは、僕がかっこいいからなんだよ」

　また与太話かとしかめられていたニベルコルの顔が、訝いぶかしげに傾くのがわかった。

「僕が傍そばにいる。ただそれだけが生きていく理由になるくらいに、僕はかっこよくなくちゃいけない。細かいことは割愛しちゃうけど、まぁ、そういう感じ。ダッサい僕がそう約束したから、今の僕はそうする努力を始めたところなわけ」

　それが何に対する返事であるのか、ニベルコルはすぐに正確に読み取った。

「…………だから、私たちを助けてるの？」

「そ。君がいうとおりね。僕はそういう質じゃないし、そういう人じゃないけど。けどそうならないといけないんだよ」

「呆あきれた。つまりアイツにいいカッコしたいから、私たちをそのだしにしてるんだ」

「そういわれちゃうと、ほんと身も蓋もないけど」

　女の子を見捨てるやつよりは、女の子を助けるやつの方がかっこいい。

　ましてやそれが生まれの不幸な、窮地の子ならば尚なお更さらである。

　そこまで考えて、シーモアは苦笑した。

　つまるところ自分は、バーズアイ姉妹を利用して気持ちよくなりたいのだ。何をどう利用するかに違いがあるだけで、自分の本質はニベルコルを買おうとした客と変わらない。

「っていうか、そんな下らない動機なら隠さずにさっさと…………」

「しっ」

　いいかけたニベルコルの言葉を遮る。

　ニベルコルの顔の前へと手を回し、指先でちょいちょいとロフトの方を示してみせた。

「やめてよね。こんなことで悩んでるなんてバレたら、かっこ悪いじゃん」

　それがこの前は答えなかった理由であり、今は潜めた声で語った理由でもあることを、やはりニベルコルは正確に読み取った。

「………………あっきれたー」

　心底ウザそうにいわれてしまうけれど、許して欲しい。

　なにせかっこよくなろうと決意してからそれほど経たっていないのだ。三週間という期間は、人がかっこよくなるにはちょっと短かったらしい。

　紅茶の準備が一通り終わったらしい。ニベルコルがポットから手を離して、くるりと振り返る。じゃあ飲めるのかと手を伸ばしたら、ぱしりと叩たたかれた。

「まだ我慢」

「えー」

「えーじゃないの」

　後ろから覗のぞき込こんでいるくらいならよかったが、振り返られると少しばかり近すぎたようだ。ほのかに浮かぶニベルコルの瞳の怯おびえが消えるまで、数歩の距離を慎重に下がった。

「後、ついでに。君に一つ頼み事をしてもいいかな？」

「何よ。聞くだけなら聞いてあげてもいいわよ」

「報酬をね、決めて欲しいんだよ。今回の件に関する、かっこいい報酬を」

　かっこいい、をスタッカート交じりにシーモアは発音した。

「今回の騒ぎは一応僕にとっては仕事だからさ、報酬はもらわなきゃいけない。けど、ほら、女の子からお金をかっぱらうとかかっこ悪いじゃない？」

「もらわないって選択肢はないのね」

「困ったことに。僕はこれで結構、こだわりがある仕事人ってことになってるから」

　────どこまで行きます？　それと、いつまでに行きます？

　そういう単純な言葉で定義できる動きをするのが、シーモア・ロードという人間だ。

「『君のために節を曲げて女の子を助けた』なんて恩着せがましいことはいいたくない。かっこ悪い。大事なのは、主体だよ」

「難しいこといえば相手をごまかせると思ってない？」

「まさか。僕は仕事人だから主体を外に置いておく必要がある。『僕が』と動くこと自体が僕らしくないわけだ。だから主体を外に置いたスタンスを変えていない証あかしとして、報酬はいる」

「かっこいい報酬が？」

「そう。かっこいい報酬が。こう、あるじゃん。小説とか映画とかで見るでしょ？　事件を解決したら探偵は依頼人の女の子にキスの報酬が与えられるし、窮地を脱した軍人には現地の女の子からキスの報酬が与えられる感じのやつ」

　大事なのは納得感だ。

　仕事人として問題なく振る舞っていながらも、金銭を要求しないで納得感があるもの。クライマックスと同時にキスがあれば、大抵の人はそれで納得してくれる。

「そういう報酬が何かないか考えてはいたんだけど、意外と思いつかなくて。君も考えて、思いついたら教えて欲しいな」

「つまり、私にキスされたいってこと？」

「えぇ……キスぅ……？」

「なんで嫌そうなのよ。私だってお断りよ」

　ぶん、と振られたニベルコルの爪先をシーモアは躱かわす。

　ニベルコルは不満そうに更に二度三度爪先を振ってから、べったりとした目を向けてくる。

「というか、それ普通、当の本人に頼む？　頼んでる時点でかっこ悪くない？」

「あはは」

　それもやっぱり許して欲しい。

　所詮は『かっこいい』初心者の身である。

「というかやっぱりルーミーって人も、事情があるのね。見るからにヤバそうな人だもんね」

「それ、いってあげないでよ。本人は割と世間に馴な染じめてるつもりなんだから」

「別にいいけど。アンタもアンタ。結構モテそうなのに、変な女に引っかかっちゃって。アンタがそんなに頭を悩ませるような価値が、あの人にあるの？」

　そのニベルコルの言葉は単なる混ぜっ返しだったのだろう。何せルーミーの価値は──その本質がそこにはなくとも──彼女の見た目が明らかに証明している。

　そんなことに思い至ったのは、間髪入れずに返事をしてからのことだった。

「うん。あるよ」

　ぽかん、とニベルコルの口が開く。

　それからゆっくりと彼女の頰が紅潮していった。視線が逸そらされ、身体からだごとカップへと向き直られてしまう。

「まぁ、いいわ。わかったわかった。何か考えておくから。適当な報酬、ね」

「それと、かっこいいやつだよ」

「わかってるわよ。かっこよくて、キス以外のやつ」

「そう、キス以外のやつ」

　こぽ、と液体の音がしてカップに紅茶が注がれるのがわかった。

「丁度、お茶もできたわ。これを飲んで、夜まで寝直すとしましょ」







「マデラ！　今日の景気はどうです？」

　いつもの席でそう声を上げると、隅のテーブルを占領する老女はいつもの答えを寄越した。

「まあまあだね」

　その視線は変わらずクロスワードパズルに注がれている。

「そうですか！　ありがとうございます！」

　少し久しぶりにも感じるダイナー『ホリデイ』の席でのことである。

　あれこれと忙しくはあるが、たまに確認しにこないと電話経由での依頼を取り落としてしまう可能性がある。ルーミーたちをまとめてガレージにおいて、今日はシーモア一人できていた。

　相変わらずにやけ面の店員が、既にコーヒーを手にしながら問いかけてくる。

「注文は？」

「コーヒー。なるべく熱いので」

「あいよ」

　即座に渡されたそれを受け取り、それからシーモアは手元の鞄かばんから新聞紙の包みを取り出した。がさがさと開かれたその内側から出てきたのは、やや冷めたホットドッグである。そして丸のままのトマトが二つ。ここにくるまでに寄った店で購入したものだ。

「あ、おい。マナー違反だぞ」

「あなたのところのしなびたパンはホットドッグとは呼ばないんですよ」

「違うっての。俺の分も買ってこいってことだよ」

　いいながら店員が手を伸ばしてきて、トマトを一つ奪われた。

「店員すら賄いを食べるのを嫌がるって、もう飲食店としてどうなんですか…………」

　大きくパンとソーセージを嚙かみちぎり、不味まずいコーヒーで流し込む。

　そうするシーモアの前で店員は面倒そうな手付きでメモを辿たどっていた。シーモアのように、ホリデイの電話番号を借りている連中への言こと伝づてがそこにまとめられているのだろう。

「そういえば知ってるか？　なんていったか、極東の島国。そこまで無着陸で飛んだら何万ドルってもらえるらしいぞ。お前も運転手なら、そういうデッカい話を目指してみたらどうだ？」

「野球選手なら全員ピッチャーになれるし、バッターでホームランを連発できるみたいな話ですね。無理ですよ、専門が違いますから」

「ベーブ・ルースはピッチャーでもバッターでも記録を出してるぞ？」

「いいことを教えてあげますが、世の中の大半の人間はベーブ・ルースじゃないんです」

　頭を働かせずに店員と会話をしながらホットドッグを咀そ嚼しやくし、腹を満たす。

　飢えを満たす。

「………………」

　思い浮かんだのは、今もガレージにいる吸血鬼の少女だった。

　彼女は飢えている。間違いない。吸血鬼というのがどれだけ血を吸わずにいられるのかは知らないが、永遠に吸わないでいられるはずがないのだから。

　ここ三週間は平気だった。昨日も平気で、今日もきっと平気だろう。

　では明日は？　来週は？　来月は？

　ルーミー・スパイクはいつかは人を傷つける。その血を吸わねば彼女の飢えは満たされず、彼女の忍耐か、身体からだか、何かが限界を迎えることだろう。

「………………はぁ」

　問題は、『人を傷つけない』という約束をしたのがまさに自分であるということだが。

「なんだよ、ベーブ・ルースじゃなきゃ夢を見ちゃいけないってのか？」

「そりゃあそうでしょう。誰だって一度は夢を見ますよ。自分がストライクをバンバン出すピッチャーになって、同時にバッターとしてホームランをバカスカ打ちまくるところを」

　実際問題、それをできる人が殆ほとんどいないからこそベーブ・ルースは讃たたえられているのだ。

「でも野球選手は大体どちらかしか強くないし、大半の人は野球選手にすらなれないんです」

「かー、つまんない話だな。そんなこといってて気が滅め入いらないのか？」

「むしろこれ楽しい話だと思うんですけどね」

　妥協で生きていける世の中は、何一つとして妥協がない世の中よりはきっと救われている。

　そういおうかと思ったが面倒になった。

　また溜ため息いきを零こぼし、パンの最後の一ひと欠片かけらを口に押し込む。メモを漁あさっていた店員が目的のものを見つけ出したのは丁度その時だった。

「おら、お前に荷物がきてるぞ」

「『荷物がきてる』？　それまさか、ここに荷物を置いていって、『何日後にどこそこまで』みたいな依頼を残していった感じだったりします？」

「まさしく。五日後にこの荷物を、このメモの建物まで届けて欲しいらしいぜ」

　渡されたのは薄い板状の荷物。

　書類とおぼしきそれを受け取って、仕事中にしては珍しくシーモアは露骨に顔を顰しかめた。

「うわ。最悪。厄ネタですね」

「そうなのか？」

「中身とか知りませんが、こういうのは大体面倒な案件なんですよ。『何日後にここに届けるまで預かっていて欲しい』系の、僕を倉庫代わりに使いたがるタイプの依頼は」

　シーモアに荷物を渡し、何日か後を届け日として指定すれば、シーモア・ロードという存在は擬似的な倉庫として使うことができる。いざとなったら自分で逃げ回る倉庫だ。

　そしてそんな倉庫に預けようと思う荷物は、おおよそにおいて碌ろくなものではない。

「じゃあ受けるのやめるか？」

「いや、受けますけどね。そんな理由で仕事は断れません」

「お前も難儀なやつだなぁ…………」

　荷物を片手に席に着こうとするシーモアに、しかし店員が片手を向けてくる。

「あぁ、待て待て。後だな」

「まだ依頼がありましたか？」

「そうじゃないが、お前、今日は顔色が悪いぞ？」

　その言葉を聞いて、シーモアの顔は引ひき攣つった。

「もう帰って寝た方がいいんじゃないか？」

「………………マジです？」

「マジです。結構悪い。帰れ帰れ。飲食店で風邪を流行はやらすな」

　シーモアは深く溜ため息いき。

　ポケットから小銭を出してカウンターに叩たたき付つけるように置くと、すぐに席から離れた。荷物を抱え、食べ損ねたトマトをかじりながら扉を開ける。

「またこいよー」

「はいはい。コーヒー、準備しておいてくださいね」

　手を振りながら、しかし頭の中は店員にいわれた言葉で一杯だった。

『今日は顔色が悪いぞ？』

　あの店員が客に対してこういうことをいってくるパターンは限られている。あれは本来、体調が悪い客がいたらすかさずそいつに風邪薬を売ろうとしてくる輩やからだ。

　つまりあの言葉はシーモアの体調不良ではなく、尾行者の存在を示している。

　カウンターから街を眺め続ける彼が、客の誰かに尾行などがついていて店がトラブルに巻き込まれそうだと気付いた時、先んじて退店を促すための言葉があれだ。

「あー…………クソ。人が飯を食ってるっていうのに」

　トマトを口に詰め込み、ヘタを吐き出す。手を濡ぬらす果汁を舐なめ取って、荷物を握り直す。

　視線を走らせれば、確かにそれらしい気配がある。

「一、バーズアイ姉妹絡がらみ。二、この荷物絡がらみ。三、それとは関係のない仕事の因縁。四、ルーミーとかの関係。五、僕が昔付き合ってた女の子とかその彼氏とか。六、咄とつ嗟さに思い浮かばない因縁。七、マジで全く関係ない通り魔的なの。………………心当たりが多すぎるぞ、おい」

　額を押さえて溜ため息いき。

　可能性を絞り込むことすら面倒臭いし、したくない。そういうことをせずに済み、しないことが美徳になるのが運び屋ではなかったのかと嘆きたくなる。その感情は女々しいだろうか。

　誰かの近づいてくる気配を感じる。

　シーモアが選んだ対処は極めて明快で、そしてそこには一片の躊ちゆう躇ちよもなかった。

　つまり、エセックスへと飛び込んでキーを捻ひねったのである。

「逃げよ」

　あらゆるものを速度で置き去りにする。背後から何か声が聞こえた気もしたが、無視した。

「はー、とりあえず尾行は確実に撒まくようにして、それから帰るか」

　頭が揺れるほどの急旋回をすると、少しだけすっきりした。




　その日の明け方にシーモアがそうすると決めたのは、つまり昼の間のことが理由にあった。

　余りにも問題が多すぎる。

　事情もわからない混乱が撒まき散ちらされ、解決のめども立たない。肺の中に煙が満ち続けているような気持ち。どれでもいいから少しでも先に進まなければ、心が窒息してしまう。

　その焦燥に押されるようにして、シーモアは簡潔な解決策を選ぶことにした。

　静かな足取りでエセックスの横を通り、音を立てないようにハシゴを登りロフトへ。そこには作業机と小さなベッドがあり、その上では更に小さく丸まったルーミーが眠っている。

　その表情は僅かに険しい。

　眉間に寄った浅い皺しわを見てシーモアは考える。この険しさの原因はなんだろうか、と。シーモアとの生活なのか、バーズアイ姉妹なのか、シーモアも知らない事情なのか。

　あるいは彼女を苛さいなんでいるのだろう飢えか。

　それとも、それを生み出している約束か。

「いやでも、元々こんな寝顔だったかもなぁ…………」

　辿たどるべき記憶すらない空白を頭の中でなぞりながら、シーモアはベッドの端に腰掛ける。最近自分で使った覚えのないベッドは、二人分の体重で小さく軋きしんだ。

　死線を一緒に越えようが、ともに一つ屋根の下で暮らそうが、幾つもの思い出を積み重ねてこようが、所詮はその程度だ。

　人間とか怪物とかそういうことを考えるまでもなく、不理解という深い溝が横たわっている。

　その溝は日々を積み重ねていけばいずれ埋まるものなのかも知れないし、互いが互いとして存在している限りは永遠にあり続けるものなのかも知れない。

　今シーモアにわかるのは、問題が極めて差し迫ったものであり、その解決もまた速やかに行われなければいけないということだけだった。

「ちょっと失礼」

　指を伸ばして、ルーミーの頰にかかっていた髪の毛を払う。触れた頰の滑らかさと髪の細さに胸がざわめくが、今はそういう時間じゃないと心を落ち着ける。

　眠るルーミーの胸は殆ほとんど上下しておらず、ふと呼吸をしているのかどうか心配になってしまう。掌てのひらを彼女の口元に伸ばせば、そこにはきちんと空気の流れがあって、それで安心する。たとえ酸素がなくても吸血鬼は生きていけるとしても、彼女はわざわざ肺を動かして空気を吸ったり吐いたりしてくれているのだ。

　そしてそのまま手を動かして、シーモアはルーミーの顎先を押した。

「………………」

　無言のまま、ルーミーの口が薄く開く。

　血色の悪い唇と、その隙間から覗のぞく長い犬歯。かかった圧力を厭いとうように口がムニャムニャと動いて、結局諦めたのか開きっぱなしなった。

　シーモアはルーミーから手を離して、ポケットに突っ込む。

　取り出されたのは小さな金属の刃。折りたたみ式のナイフだった。

「………………血を吸うから、吸血鬼なんだよね」

　ルーミーが自分の飢えている理由を説明してくれたことはなく、どころか彼女は自分の食欲を押し隠してすらいるが、その原因はよくわかる。

　誰も殺さない。

　誰も傷つけない。

　それがかつて交わした約束であるからだ。そうするならば自分が傍そばにいると誓った。死ぬに値する過去の罪を、ルーミーはその約束によって許すことができた。

　だが、その約束を厳密に守れば、血を吸うことはできない。

　誰も傷つけることができないならば、誰の血液も手に入ることはない。

　その極めて強いこだわりについて、本当はもっと時間をかけて彼女と話し合うべきなのかも知れない。けれど世界は彼らに無関心で、そんな会話をする暇もなく問題を積み上げてくる。こだわりなんて柔らかで穏やかなものは、この街の歯車に磨すり潰つぶされていく運命だ。

　だから、手早く解決をしてしまおう。

「僕が君に血をあげるよ」

　いうなり、シーモアはナイフで自分の指先を切った。

「…………っ」

　痛みが走り、それを追うように傷口から血の珠たまが膨れる。

　つうと指を流れ落ちる赤い液体。熱と痛みによってしかシーモアには知覚できないそれを、吸血鬼は別な感覚で捉えられるのだろうか。

　ルーミーの口が更に開いた。その口こう腔こうの内側が、ぬるりとした唾液と、てらてらと光る舌が見えるようになる。僅かな蠢うごめきは、砂漠で彷徨さまよう旅人のそれのように思えた。

　その口へとシーモアは指を突っ込む。

　指先を包み込む粘性の温かさ。舌が傷口へと絡からみつき、口全体で吸われるのがわかる。背筋が粟あわ立だつような気味の悪さと気持ちよさ。
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　吸血鬼がどれくらい血液を必要とするのかわからないが、ともかくこれで当座は、

「────────ッ!?」

　それが起きたのは、シーモアがそんなことを考えた瞬間だった。

　例えるならばそれは、車がスリップを起こす寸前に背筋を駆け抜ける悪お寒かん。迂う闊かつに受けた仕事で罠わなにかけられたと理解する直前にある虫の知らせ。鼓動し続ける心臓に触れる指。

　そんなものに似ていた。

　致命的な感覚。

　何だかわからないが、死ぬ。

　その確信が沸き上がる。胸中に莫ばく大だいな虚無が広がっていき、猛烈な寒さを知覚した。形も知らない魂の輪郭がなぞりあげられ、そこに死に至る傷が刻まれていくのがわかる。

　指先から何かが吸い上げられている。

　シーモア・ロードという存在を根こそぎに刈り取る、暴力的で壊滅的で絶対的な流出。

「か、────────」

　シーモアが意識を、あるいは命を手放そうとするのと、

「…………………………ッ!!」

　ルーミー・スパイクが目を覚ますのは同時だった。

　普段のそれとは異なる瞬発的な覚醒。金色の目を大きく見開いた彼女は起き上がるなりシーモアのことを弾はじき飛とばす。

　そして、右腕を振るった。

　その腕が抉えぐり飛ばしたのは、彼女自身の顎だ。目にも留まらぬ速度の腕が下顎から喉元にかけてをまとめて粉みじんにし、一瞬だけその内側の肉と血が露あらわになる。

　恐らくそれは口の中に入ってきた血液を完全に消し去るための処置だったのだろう。傷口は見る間に修復され、再び作り出された唇が一度唾を吐き捨ててから、言葉を紡つむぐ。

「────何を、しているんですか」

　背筋が凍りつくような感覚が走ったのは、彼女が吸血鬼だからではない。

　その声にはち切れそうな怒りが満ちていたからだ。

「いや、その、えーと、君がお腹なか空いてそうだから、その」

「だから、血を吸わせようとしたわけですか」

「……………………そう、だね。うん」

　返事はなかった。

　直後にルーミーの姿は無数のコウモリへと変わっていたからだ。雲うん霞かのごとく飛び立ったコウモリたちが、シーモアを取り巻き、数度爪などを立ててから窓を押し開けて外へ。

　既に日も昇った後だが、その行く末を心配する気にはなれなかった。

「……………………はぁー」

　その吐き出された息は、何のためのものだったか。

　わかったのは自分が限りなく失敗をしてしまったということ。あんな風に、そうとわかるほどに怒りを露あらわにしたルーミーなど初めて見た。

　そして、もう一つ。

　自分の手足が止めようもなく震えていることを自覚しないわけにはいかない。

　魂が壊れゆくその瞬間の寒さを、シーモアはどうしようもなく覚えている。

　その感覚が直感よりも高い信頼性で保証してくれていた。

　魂と呼ぶのか命と呼ぶのかは知らないが、吸血鬼が吸おうとしていたのは間違いなくあれだ。吸血鬼の飢えを満たすのはあれであり、吸血鬼とは血を通じてあれを餌とする生き物だ。

　あれを吸われることは人にとって致死的な現象であることもまた、どうしようもなく事実であるとわかる。死という概念のディテールすらわかりそうなほどの接近が、あった。

　だからこそ、ルーミーは人の血を吸おうとしてこなかったのだろう。

「ルーミーが血を吸ったら、相手は死ぬのか…………死ぬんだろうなぁ…………」

　少しだけ吸うなんて妥協点は存在しない。

　吸血鬼が飢えを満たすということは、人の命を奪うことに他ならないのである。




「注文は？」

「………………」

「ご注文は？」

「………………ん、あぁ」

　問いかけを聞き逃していたらしい。シーモアは顔を上げる。

　ルーミーが出ていってしばらく後。あの空気の中ガレージに留まり続けるのも嫌で、かといってルーミーを追いかける気にもなれなかったシーモアが足を向けたのはホリデイであった。

「コーヒー。なるべく熱いので」

　極めて稀まれな事態として、本当にそれが欲しいと思いながら注文をする。

　頭の中に満ちている下らない失敗の記憶を、熱量によって焼いてしまいたい。

「あいよ。しかし、機嫌悪いのか？　珍しいな」

「別に。そういうわけじゃないですけど」

　背のない椅子の上で仰のけ反ぞれば、背骨がごきりとなった。

「仕事の電話、きてないですか？」

「お前が労働意欲に満ちているとは、ますます珍しい」

　店員が目を見開きながら、コーヒーを差し出してくる。

「さては、ルーミーちゃんと喧けん嘩かでもしたな？」

「返事をちゃんとしてから質問してください」

「電話はきてねぇよ。残念だったな。で、喧けん嘩かでもしたのか？」

「仕事の依頼がこないなんて、電話番号を借りている意味がないんですけど。困りますよ」

　お前はちゃんと返事をしないのか、と店員は手を叩たたいて笑った。

　シーモアがカップを持ち上げ、喉を焼くような温度のそれをぐびぐびと飲んでいると、しかしと店員が区切りを入れる。

「そういうことをいうなら、お前は家に電話を引くべきだろ。借り物に多くを求めるな」

「それ、貸している側がいいます、普通？」

「というか前も同じ話をしたが、なんで電話を自宅に引かないんだよ、お前は」

「………………。別に、なんていうか」

　返事の声が低くなったのは、コーヒーが熱すぎたせいばかりではなかった。

「家に沢山の線を引くと、それにがんじがらめになっちゃいそうな気がしません？」

　そういってから、同意を求めるつもりがないことを自覚する。

「僕はするんですよ。それだけです」

「はぁーん、わからない感覚だなぁ。電話線のあるなしが、そんなに邪魔になるか？」

　店員がカウンターを軽く叩たたく。

「もうこんなにも世界は区切られてるのに？」

「………………」

「お前のそれは学校にでも置いてくるべきこだわりだと思うぜ？」

「………………そですね」

　ごもっとも、とコーヒーを飲み干す。

　そうしてすぐに立ち上がったのは、日頃は気にもならない店員の軽口が、今の心を酷ひどく逆さか撫なでしてくると気づいたからだ。

　ここで怒ってしまったら、次に行くべき場所はもうない。ならばそれよりも先に、その場所から抜け出した方が賢明というものである。

「ごちそうさまでした。もう行きますね」

「おう、またこいよ」

　そうしてシーモアはホリデイから出ていこうとし、

「────なぁ」

　しかし、出ていくよりも前に声をかけられた。

　いつも席に座っている老婆、この店の主であるマデラによってである。

「成熟した個体が成長前の特徴を持ち続けること。三文字目がＯの七レター。なんだ？」

「………………はい？」

　それが彼女がいつも眺めているクロスワードの質問であることに思いつくには、少しの時間が必要だった。苛いら立だったように、こちらを見ないままのマデラが繰り返す。

「成熟した個体が成長前の特徴を持ち続けること。三文字目がＯの七レター。なんだ？」

　ちょっとの間考えてから、シーモアは答えを告げた。

「幼形成熟neoteny」




　ルーミーがガレージへ戻ってきたのは、太陽が西の果てに沈んでから少ししてのことだ。

　その時、シーモアは手元の鏡を覗のぞき込こんでいるところだった。ようやく出がけにルーミーが引ひっ搔かいていった傷を手当てする気になったのである。

　手鏡を使って怪我けがの具合を見て、それほど深くないことに安あん堵どしていたシーモアの背後へ、コウモリがひとかたまり落ちてくる。

　それはすぐに少女の姿へと変わって、無言で見つめてきた。

「……………………」

　時間はたっぷりとあったはずなのに、いざ彼女が戻ってくるというべき言葉はすぐに見失ってしまった。日頃は勝手に動いてくれる唇も、からからの息を吐き出すばかりだ。

「……………………何かいうことはないんですか？」

「あー、その、うん。今朝はごめ────」

　ん、と言い切る前に、シーモアはそれに気づいた。

　普段、鏡を使うことはあまりないし、身支度の際にルーミーがすぐ傍そばにいることも少ない。シーモアが鏡を使って、その真後ろにルーミーが立つなんて状況は今日が初めてのことだ。

　だから、今日、たった今、シーモアはそれを知ってしまった。

「──────」

　ルーミーが鏡に映っていない。

　言葉が途切れる。

　思い出したのは毎朝彼に訪れていた痛みと圧迫感の境目。それによってもたらされる目覚め。それは言葉もないままに培つちかわれた繫つながりであったはずだ。この家には幾つも鏡面があって、それでもルーミーはシーモアと一緒のエセックスに入ることを選んでいた。選んでくれていた。

　そう思って、いた。

　だがルーミー・スパイクは、今鏡に映っていなかった。

　シーモアが返事を詰まらせると、ルーミーはつまらなそうに肩を竦すくめた。

　彼女は覚えた失望感を隠す様子もなく歩き、エセックスの扉を開ける。そしてその中にいた姉妹をぽいと投げ出す。

「きゃあっ!?」

「うー!?」

　ニベルコルとリンは同時に小さく悲鳴を上げたが、すぐに押し黙った。それほどに静かなぴりついた空気をルーミーが放っていた。

　車に入ったルーミーが、身支度をし始める。

　その小さなルームミラーには彼女の姿が映し出されているのだろう。

　いつかにルーミーがいっていた言葉が、ふと記憶の中からまざまざと蘇よみがえってくる。

『吸血鬼は、棺かん桶おけに入って川を渡るそうですよ？』

　車とは金属で囲われた構造体であり、その内部は棺かん桶おけに等しい。ゆえに車に乗った状態ならばルーミーは流水を渡ることができる。吸血鬼としての特性を無視することができる。

　ならば無視できる特性は、一つではないのだろう。

「………………っ」

　かあ、と頭に血が上るのがわかった。

　朝に訪れる幸せな重さと痛み。

　ささやかな目覚まし。

　知らなかったし、知りたくはなかった。シーモアが感じていたあの緩やかな連帯が、勘違いと擦れ違いによってのみ生み出されていたものだなんて。ルーミーの中には『唯一自分の姿を写せる鏡を使う』だなんて合理性しか存在しなかっただなんて。

　そんなものを後生大事に自分は思っていただなんて、そんなことは。

　視界が赤く染まるシーモアへと、車の中でのんびりと髪をいじるルーミーが問いかけてくる。

「何かいうことはないんですか？」

　感情が思考を飛び越える。

「…………ないね」

「は？」

「ないね。君が何に怒ってるのか知らないけど、それについて語らなかったのは君だ。誰にも話しもしないのに、わかってもらおうだなんて考えは子供にしか許されないよ」

　いつもよりも速く回る舌を抑えようと思うものの、それはむしろ悲鳴染じみて加速していく。心臓が鳴らすドクドクとした警鐘が思考を上滑りしていく。

　対照的にルーミーは、その目を静かに細く歪ゆがめた。

「だから私が悪いっていうんですか？　一々教えてあげないとダメなんですか？　コンロは熱いから触っちゃダメですよ、とか。道路に走り出たら車に轢ひかれちゃいますよ、とか？」

「最初からそういう風に現あらわれたらしい君は知らないかも知れないけど、驚くべきことにね。人間はそうやって教わりながら成長するものなんですよ」

「それはすみませんでした。今度から料理を出す時も一つ一つ丁寧に冷ましてから出して差し上げますね、坊や」

「そうしてくれるといい。そうすれば毎日毎日、バクバク食ってる君が僕の分も食べ尽くしちゃうってことはなくなるだろうし──────」

「──────はい、ストーップッ!!」

　盛大に鳴らされる拍手の音と、シーモアとルーミーの言葉を搔かき消けすような大声。

　知らずに膨れ上がっていた泡がぱちんと弾はじけたような感覚。一瞬だけ呆ぼけ、二人で同時に視線を向ければ、ニベルコルは僅かに怯おびえを浮かべながらも腰に手を当ててみせた。

「私たちは寝起きなんだけど？　ケンカするにしても頭の回る時間帯にしてくれない？」

「…………」

「…………」

　シーモアとルーミーは無言のうちに目を合わせたが、それは何ら意思の疎通にはならず、単に針でつつき合うような気分を互いに味わわせただけに終わった。

　シーモアが鼻を鳴らし荒々しい足取りでガレージの外へと向かうのと、ルーミーが即座に姿を霧に変えて車から湧き出すのは同時。そのままシーモアは通りへと出て歩き始めたし、きっとルーミーもそうしたのだろうと姿を見ずに想像する。

　そうして、想像してわかった気になる自分がまだいることに激しい苛いら立だちを覚えた。

「ああ、もう！　とりあえずリンはあっちを追って！　バカ男の方は私！」

　背後から声が聞こえたが、シーモアの足はより早く彼を遠くへ運ぼうとするばかりだった。




　ニベルコルが追いついてきたのは、ガレージを出て五分ほども歩いてからのことだった。

「ちょっと！　待ちなさいよ！」

「…………」

「あぁ、もう！　これだから身長ばっかり高いやつは！」

「うげっ」

　背後から足音と、腰の辺りに衝撃。振り向かずに歩き続けていたシーモアに向けて、どうやらニベルコルは飛び上がって膝蹴りをしてきたらしい。

　流石さすがに無視できずに振り返ればそこに息を切らせたニベルコルがいた。シーモアが大股に歩けばその歩幅はニベルコルの倍近い。追いつくには殆ほとんど走る必要があったのだろう。

　僅かに歩く速度を緩めたシーモアの隣へとニベルコルが並ぶ。夜を迎えたばかりの街は賑にぎわい、喧けん噪そうが真綿のように周囲を包み込んでいた。

「で？　どうするの？」

「…………」

「返事くらいしなさいよ」

「…………。ニベルコル、よく見ると髪の根元は黒いんだね。その赤い髪って染めてるの？」

「話を逸そらすのがヘタクソか！」

　まじまじと髪の根元を覗のぞき込こんで感想をいうと、鬱陶しそうに手を振り回される。

「どうするって、それこそ聞いてどうするのさ。僕たちが揉もめた理由も知らないでしょ？」

「知らないわよ。けどいえるわ。アンタが悪い」

　それが余りにもさっぱりとした言い方なものだから、シーモアは常のひねくれ方も忘れて思わずすとんと納得してしまった。

　まぁ、そうなのだろう。

　自分が悪いのだ。

「…………わかってるよ」

　ルーミー・スパイクが吸血鬼であることだって、人を傷つけてきたことだって、これからも傷つけざるを得ないことだって。

　それに、ルーミーがシーモアのことを好きではないことだって、わかっている。

　あの日に交わした約束は、シーモアが愛を誓い、シーモアが傍そばにいるとそれだけの内容だ。シーモアが傍そばにいるから生きていくというだけで、そこにルーミーの感情は一切関係がない。

　きっと、ルーミーはシーモアのことを愛してはいない。

「わかってるなら────」

「………………でもさ、だって、僕、約束しちゃったんだぜ？」

「約束？」

「人を傷つけちゃいけません。殺しちゃいけませんって」

　はっ、と冬の空気よりも乾いた笑声が漏れ出した。

　ニベルコルは、ルーミーが吸血鬼であると知っていたのだったか。察している可能性はあるが、はっきり語った記憶はない。だがそれを気遣うような余裕も今のシーモアにはなかった。

「あの子は、人を殺さないと生きていけないっていうのに」

　吸血鬼なのだから、血を吸う怪物であることくらいは知っていた。

　だがそれがあんなにも致命的な現象だとは、思っていなかった。

　ルーミーが、一度として語ってくれなかったから。シーモアが一度として問いかけなかったから。ただ日常を穏やかに過ごしてきてしまったから。

　人を殺しちゃいけません。

　その約束はつまり、ルーミーに逃れ得ぬ飢えとその行き着く先を約束するのと同じことだ。

「………………いってくれれば」

　呟つぶやいて、足取りを速める。

　後悔の滲にじむ言葉は凍りつかずにべちゃべちゃと落ちるようで、このまま言葉を紡つむいでいけばその粘性に足を取られて前に進めなくなってしまいそうだったから。

　シーモア・ロードは約束をした。

　そうやって生きていこうと、ルーミー・スパイクに誓わせてしまったのだ。

　それがどれほどの重みになるのかもわからないままに。

　人を傷つけずとも、殺さずとも、血を吸うくらいはできると、そんな油断が自分になかったかといえば、とてもそんなことはいえない。

「いってくれれば──────」

　いってくれていれば、それを知っていたとしたら、何だというのだろう。

　自分で悟ってしまう。

　あの時ルーミーを絶望から掬すくい上あげようとするのならば、あの約束をするしかなかった。そう誓うことでしか、何もないシーモアはルーミーの過去の罪をすすげなかった。

　そして、それを覚悟した上で、あの時ルーミーは頷うなずいた。

　シーモアが何も知らずにいった言葉にもかかわらず。

「ええい、勝手に悩むな鬱陶しいわね！」

　直後、ニベルコルの蹴りがもう一発背中に入った。

「ぐあぁあっ!?」

「どうでもいいのよ、アンタの約束だの間違いだの。別に私、その辺のこと何も知らないし」

「…………だよね」

　苦笑したシーモアに、足早に前へと回ったニベルコルが指を突きつけてくる。

「アンタが間違ってるのは、アンタが対話を拒否したその一点よ」

　鼻先に伸ばされた指に、今度こそシーモアの足が止まる。

「対話を拒否なんて、別に僕は………………」

「した。したのよ。『それについて語らなかったのは君だ』なんて、不理解の責任を相手にだけ押しつける言葉が、拒否でなければ何だっていうの？」

　それは、確かにその通りの言葉であった。しかしそれを聞いて奥歯をぐっと嚙かみ締しめてしまうのは、先程頭に上った感情がまだそこに残っているからだろうか。

　そのことを見透かしたように、彼女にしては優しげな笑みをニベルコルは浮かべた。

　そして、その笑みにはとても似つかわしくない言葉を吐き出した。

「ねぇ、家族って意外と簡単に壊れるわよ」

　薄っぺらな響きの言葉が、心の内を浅く裂く。

「どっちに責任があろうが、どっちが悪かろうが、話を切ることが何よりダメなのよ。そんなことで、あっさりと家族は壊れるし、壊せるわ」

「…………。僕とルーミーは別に家族じゃないよ」

「なら尚なお更さらよ。バカじゃないの？　アンタが何に怒っているか知らないけど、それはあの人との関係性をドブに捨ててまで怒りたいことなわけ？」

「…………」

　シーモアは深く息を吸って、それから吐き出した。

　背筋を丸め、寝起きで結ぶ暇もなかったのかそのまま垂らされているニベルコルの赤髪をぐしゃぐしゃと搔かき回まわす。

「うわ、キモ！　触んないでよ！」

「なんか仲裁しなれてるね、君」

「当たり前でしょ。姉よ、私は」

「そっか、お姉さんか」

　そういいながら思い出していたのは、妹のことだった。

　かつて、家を出た。

　シーモアが下したたったそれだけの決断によって、これ以上なく歪ゆがんでしまった妹のこと。

　多分、自分が感じた共感と似たようなものをニベルコルも感じたのだろう。

　ニベルコルもまたきっと壊した側の人間であり、具体的には知るまいが、シーモアが同類であることには気づいている。

　息を吸って、吐き出す。

「ルーミーが出て行っちゃうのは、困るな。胃袋をすっかり摑つかまれちゃってるし」

「そういう利益で語るのがクールだと思ってるの、早めに治した方がいいわよ」

「バカだな。これは男の宿しゆく痾あなんだ。ハードボイルドが流行はやっているうちは治らないさ。そしてハードボイルドは永遠だよ」

「バカばっかりね」

　呆あきれたように溜ため息いきを吐く少女の姿は、妙に様になっていた。

　短く笑って、ようやく意識が落ち着く。

　自分の行動も迂う闊かつだったとは思うし、ルーミーの説明が足りていなかったとも思う。ただ、とにかく謝るべきことは理解できた。色々なことを先に投げ出したのは、自分の方だった。

　後はガレージに帰ってそのことをわびるだけなのだが、

「……………………」

「で？　反省したならアンタはなんでそこに突っ立ってるわけ？」

「いやぁ、その」

　ばつが悪く、視線を逸そらしてしまう。

「謝るのって、どうやったものかなって」

「…………今までの人生で謝ったことないの？」

「正直、あんまり」

　家で暮らし学校に通っていた頃にはあったかも知れないが、それらの記憶は既にほこりを被かぶってしまっている。街に出てからはめっきりそういう機会もなくなってしまった。

「あんなに日頃からモテる自慢話みたいなのをしてるのに？」

「ほら、大抵僕にとって、ケンカって関係の終わりとおんなじくらいの意味だったからさ」

「…………ほんとサイテー」

　さっきまでとは違った意味でべたりとした視線を向けられて、思わず肩を竦すくめてしまう。

　そのシーモアの顔をじっと見つめてから、ニベルコルが緩やかに首を振る。

「仲直りがしたいっていうのなら、知恵を貸してあげましょうか？」

「ありがたい！　いや、もう、超助かる！」

「アンタ、そんな感じでよく今日まで生きてこれたわね…………」







　ルーミー・スパイクは牢ろう獄ごくの中へと降り立った。

　ライカーズの地下。人には辿たどり着つけないはずの独房を、人ならざる彼女が踏むのはこれで二回目のことだ。

　そしてその主は、逆さまに彼女を出迎えた。

「おや、いらっしゃい」

　そういった死神は、天地がひっくり返った格好でぶら下がっていた。

　壁に張られたネットの天てつ辺ぺんへと片足を引っかけ、だらりと身体からだを垂らしていたのである。蜘蛛くもの巣すに捕つかまった蝶ちようのようにも、あるいはその巣すの主である蜘蛛くものようにも見えた。

　その首筋から立ち上る複層的な血の臭いを嗅いで、ルーミーの腹がくうと鳴る。

「大丈夫かい？　顔色が悪いようだけど」

「…………ケンカした」

　とルーミーがいったのはどうしてだったか。

　吸血鬼であるルーミーは人に同意や共感を求めない。何故なぜならば人という異種は彼女にとってそうした対象ではないからである…………少なくとも、おおよそは。

　だがそれでも誰かに言葉をかけたいとルーミーが願ったならば、その相手は目の前の女を除いて他にいなかった。

　死神を名乗る彼女が人間であることは間違いない。それは吸血鬼としての嗅覚が保証している。しかし彼女の印象はどこか通常の人間からは外れていて、人というくくりの中では最も怪物に近い存在であることもまた事実だった。

「ケンカ？　君とケンカをするなんて、命知らずな人もいるものだねぇ」

　そういった死神へと、ルーミーは訥とつ々とつと言葉を紡つむぐ。

　眠っている間に飲まされかけた血。殺しかけた男。突きつけられた否定と、そこからの逃亡。ルーミーの説明は経験の乏しさから不安定で、そこに加えて感情によって揺らいでいる。

　読み解きづらい言葉を辛抱強く聞き続け、やがて死神は酷ひどくあっさりと頷うなずいた。

「うん、それは君が悪い」

　あっけらかんとしたその口調に、ルーミーが一度瞬まばたきをする。

「…………私はそうは思わない」

「君はそうは思わないんだろうね。けれどやはり君が悪い。何故なぜならば君が吸血鬼だからだ」

　ネットから足を抜いた死神が、くるりと回って着地をする。長く部屋に閉じ込められているとは思えない、猫のようなしなやかさだった。

　彼女は素足をぺたぺたと鳴らしながら距離を詰めてくる。

「君は寝ているうちに血を吸わされたと怒っているようだけどね、本来その人──名前聞いてないね。なんとか君？　のそれは美徳だよ」

「寝ている女の口に指を突っ込むのが？」

「困っている人のために些さ細さいであれ血を流してあげられる感性が、だよ。たったそれだけのことを世の皆ができるのならば、この刑務所だって半分は空き室のはずさ」

　自虐的な呟つぶやきとともに、ゆらりと死神が手を持ち上げる。

「本来ならその人の無鉄砲で向こう見ずな優しさは善なんだよ。人の世の内側なら、ね。だから悪いのは君だ。そんな小さな優しさを致死性のトラップに変えてしまう君が悪いんだ」

　ぺたり、とルーミーの頰に死神の手が触れる。

　その手は微かすかに震えていた。

「だって、君は恐ろしい怪物なんだから」

　頰から伝わってくる微かすかな振動を、しばらくの間ルーミーは黙って受け止めていた。触れた皮膚からわかる感情が、目の前の死神が今、自分を心底恐れていると教えてくれる。

　ルーミーのその無表情は段々と歪ゆがんでいき、目は細められ、口は尖とがっていった。唾でも吐き捨てそうな表情で彼女は首を振って、触れている死神の手を弾く。

「死神は、なんで人を殺したの？」

「あれ、急に質問が変わったね。拗すねてしまったかな？」

「死神は、なんで人を殺したの？」

　あは、と死神は手を叩たたいて笑い、後ろへと下がる。ぐたりとその背中をネットへと預けて、

「理由ねー。色んな人がぼくにそれを聞いてきたよ」

「私は人じゃない」

「そうだね。記念すべき一回目だから、もう飽き飽きした質問にもちゃんと答えてあげる」

　死神の手がひらりと振られた。

「殺すから殺した。理由なんてそれだけだよ」

「なにそれ」

「君みたいな怪物だとどうかわからないけど、人が生まれて初めて立つ時って、別に立ちたいと思って立つわけじゃないんだよね。多分、本能とかそういうやつ」

　それはむしろ吸血鬼であるルーミーにはむしろ頷うなずきやすい話であった。何せ彼女はある日世界に自然発生し、その時には既に現在とほぼ変わらない姿と知識を備えていたからである。

　どうしてかなど関係なく、そういうものだからである。

「だから、ぼくはそういうものっていうだけ。多分ねー、赤ちゃんの頃の『立たなきゃ』って思う代わりに、『殺さなきゃ』って思っちゃったんだよ」

　だから殺した。

　シンプルな言葉で死神は動機を語り尽くした。数多あまたの死者を積み上げ、区画一つを燃やし尽くすに至った殺さつ戮りくに、その動機が見合っているのかどうかはルーミーからではわからなかった。

　ルーミーにわかるのは一つだけ。

　こんなにも異質な生き物ですら、ルーミー・スパイクという吸血鬼を恐れるのだ。

　近づくだけでその手が震えるほどに、吸血鬼というのは恐ろしいものなのだ。

　最近は、すっかり忘れていたけれど。

「………………次きた時に食べるから」

「あれ、前もそれいってなかった？　今日食べられるものだと思ってたんだけど」

「仲直りしなくちゃいけないから、帰る。じゃあ、お話の続きはまた今度」

　後ろ向きに歩いたルーミーが、壁にぶつかった瞬間そこに存在した影へと溶け込んでいく。その白い髪の先がつぷりと沈むのを見届けてから、死神は笑った。

「うん、また今度ね」







　ルーミーが戻ってきたのは、その夜が随分と深まってからのことだった。

　窓から入ってきたコウモリの塊が宙でわだかまり、ぼとぼとと落下する。その音が耳に届いた時にはそこにルーミー・スパイクが人の姿で立っていた。

　そう思ってから、思い直す。

　吸血鬼の姿で、立っていた。

　作業寝台の上で座っていたシーモアは、ほんの少しだけ首を動かす。

「…………おかえり」

「…………ただいま」

　まだ怒っていたらどうしようか。そんな風に僅かにびくつくシーモアへとルーミーは近寄ってきて、しかしその表情に怒りはなかった。彼女は自らの感情を持て余すように曖昧に口をとがらせ、シーモアの方を見て目を見開き、それから息を吐き出した。

「なんですか、それ？」

「あー、これ」

　そういってシーモアは自分の右隣を見る。

　そこには大量の雑多なものが積み上げられていた。一番下には調理器具が一式、その隣には箱に入ったままのネックレス、その上には茶葉の箱、新しい女性用の寝間着にライターや煙草と、それ以外にも様々に、商店で目につくものを片っ端から積み上げたような有り様だった。

「ニベルコルが、仲直りをする気があるのなら贈り物を準備しなさいってうるさいからさ」

　手を伸ばして山の中ほどに積まれていた、大きな新しい毛布を取り出す。

「何かを準備しようと思ったんだけど…………」

　シーモアはそれを膝の上でぐじゃぐじゃと折り曲げた。

「びっくりしたよね。君が欲しいものがわからなかった。それで思いつくものを片っ端から積んでみたら、この状態」

　山の中にあった筒状のケースのうちの一つが倒れてきて、こんとシーモアの頭に当たる。

　これらの荷物の中にはバーズアイ姉妹が『これを渡せ』とばかりに押しつけてきたものも幾つか含まれていて、そのケースもまたそういった類いのものだった。中身はポスターか何かだろうが、荷物の多さに辟へき易えきして、それを確かめてはいない。

　ルーミーはもう一度瞬まばたきをして、

「仲直り、したいんですか」

　シーモアは深く息を吸い込んで、なるべく素直に頷うなずく。

「うん。したい。君がそのために何か欲しいっていうなら、何でも渡すくらいに」

　そういうと、何故なぜかルーミーは機嫌を損ねたような顔をした。

　僅かに足を速めたルーミーが、シーモアのすぐ傍そばに立って見下ろしてくる。何でそんな顔をしているのかはわからないが、見た目ほど怒ってはいなさそうで少し安心する。

「私はシーモアさんが欲しいものを挙げろっていわれたらすぐにできますけど」

「噓うそだぁ。僕はこれでもミステリアスな男で通ってるし」

「今、喉渇いたからココアが飲みたいって思ってますよね」

「え、マジ？　怖……。吸血鬼って心を読める系の能力あったっけ」

「というか、こんなことを先にされてしまうと、今から私が『仲直りしたい』っていったら、なんだか、ものを欲しがってるみたいになってしまって嫌です」

「そういうの、君、嫌がるタイプなの？」

「覚えておいてください。嫌です」

「そっか。でもこれは知っておいて欲しいんだけど、僕は碌ろくでなしだからさ。ものを渡すと安心するんだよね。人間関係が金額で表せて」

「シーモアさん、そういうところほんとダメですよね」

　ルーミーとシーモアは顔を見合わせ、同時にくすりと笑った。

　仕方がないなぁ、と首を振ってルーミーがシーモアの手の中から毛布を取り上げる。どうやら柄がお気に召さなかったようで、彼女は渋い顔をしてから、

「じゃあ、仕方がないので欲しいもの──というか、して欲しいことをいってあげますね」

「頼むよ。助かる」

　そうはいったし、何を要求されても応じる気ではいたが、その次にルーミーがしたことはシーモアにとっては驚きに値することだった。

「失礼しますね」

　いうなり、ルーミーがシーモアのあぐらを搔かいた腿ももの上へと座り込んできたのだ。

「っ!?」

　重くはないが、驚いてしまう。肉付きは薄いのに柔らかな背中がシーモアの身体からだの前面へと押しつけられ、顎の下辺りにルーミーの銀の旋毛つむじが収まる。

　座り心地が悪いのか数度もぞもぞと尻を動かしてから、ルーミーはシーモアごと自分の身体からだを毛布で包み込んだ。そして首だけで振り返って、金色の瞳で見つめてくる。

「手、ちょっとこっちに貸してください」

「ん？」

　動揺を押し隠し、そういうことかとシーモアはルーミーの身体からだへと手を回す。

　そのまま穏やかに愛を込めてぎゅっと抱き締めれば、

「あ、そういうのはいいので。手はこっちです」

　無造作にそのハグは解かれた。

　右腕がルーミーの手によって導かれ、中ちゆう途と半はん端ぱな位置で止まる。多分、ルーミーにとって見やすい位置に持っていかれたのではないだろうか。

　落ち着かなくてもぞもぞと手を動かすと、きつく握られてしまう。

「────ふふっ」

「今なんで笑ったのさ」

「いえ、震えてないなって」

「まぁ、別に寒くないし」

　毛布にくるまれているし、膝の上にはルーミーがいるし。吸血鬼にだって体温はあって、ぽかぽかとした温かさが感じられる。

　そんな返事をすると、ルーミーはもう一度短く笑いを漏らした。

　それからシーモアの手にこそばゆい感覚が走る。どうやらルーミーが、その十本の指でシーモアの手や指を摘まんだり引っ張ったり、あるいは少し曲げてみたりと弄んでいるらしい。

　しばらく無言で耐えるも、結局口を開いた。

「ちょっとくすぐったいんだけど、何してんの？」

「動かないでください」

　ぺしりと手が叩たたかれてから、

「…………人間の手って、どんな感じなのかなって思ったんです」

「どんなって、そりゃ決まってるじゃん」

　片手に指は五本で、それぞれの指の先には爪があって。人間の手の造形なんて誰のものを見ても、個性こそあれ基本は変わらない。

「私、吸血鬼なので。人と吸血鬼がおおよそ同じ形なのは知ってますけど、人というのがどんなものなのかも知ってはいますけど、でも、よくは知らないんです」

「………………。そっか」

「そのくらいのことも知らないんだなって、思い知ったので」

　だから人間の手が見たくなった、のだろうか。

　熱心にシーモアの手を表にしたり裏にしたりするルーミーの後頭部からは、その内心を読み取ることはできない。きっと自分の手と見比べても大きな違いはないが、違いがないということを知る機会すら彼女にはなかったのだ。

　ルーミーが息を吐き出したのが、手の甲にかかる空気の流れでわかった。

「私はそんなくらいのことも知らないので、多分これからも知らないことだらけなんだと思います。違いもわからないので、先に注意することもできませんし」

「…………。ルーミー、もしかして今謝ってる？」

「仲直りはしたいです。喧けん嘩かをする前に、私たちは話し合いをすべきでした」

「そうだね。似たようなことがあったら、今度は誰かと話そう」

「自分と、とはいわないんですね、シーモアさん」

「僕はダメなやつだからね。僕でもいいけど、僕じゃなくても他の誰かにでも話して欲しいなって、そう思うよ」

　そうですか、とルーミーが頷うなずき、その髪の毛がシーモアの顎をくすぐった。

「だから、少しだけ待ってください。私が悩んでいることも、色んなことを知って、そのうちちゃんと結論を見つけますから」

「そっか」

　彼女がそういうのならば、そうなのだろう。

　これで仲直りだった。

　彼女の過去も、交わした約束が生み出す葛藤も、それを彼女が引き受けるというのならばシーモアに否定できる言葉はない。

　とにもかくにもこれで一旦は着地だと、シーモアは静かに安あん堵どする。

　安あん堵どをすると、途端に胸の内の悪い虫がうずき出すのが彼の悪い癖である。

「とりあえず、人間の勉強からです。それと、自分の勉強も」

　などとしかつめらしくいうルーミーが面白くて、思わず左腕もルーミーの腰へと回す。

「人間の勉強っていうならさ。お互い服を脱いで、身体からだをまさぐってお勉強でも────」

「あ、人間のこの指ってこっちに曲がります？」

「────ぐあぁああああああ!?」

　直後、指を変な方向にねじ曲げられたシーモアの悲鳴が響いた。

「シーモアさん、相手が否定できる状況でだけ悪い冗談をいう癖、やめた方がいいですよ」

　ルーミーが膝の上にいたことは、シーモアにとって幸いだっただろう。

　少なくとも、そういった時のルーミーの心底呆あきれた顔は見ずに済んだからだ。







「お兄ちゃん、機嫌いいですね？」

　フランがそういったことで、シーモアは自分が僅かに笑みを浮かべていたことに気づいた。

　思わず自分の頰を触ってから、

「お、わかる？　わかっちゃう？」

「あー、はいはい。わかりました。なので説明しなくていいです」

「なんだよ、もっとちゃんと聞いてよ。普段の覗き魔ピーピング・トムはどうしたのさ」

「私は私の知りたいことだけを知りたいんですよ。惚気のろけ話は別なところでやってください」

　フランにひらひらと手を振られてしまう。

　正直、誰にでもいいからルーミーの話を聞いて欲しい気分だったが、諦めることにしよう。

「煙草、よろしく。一番安い奴やつ────よりも一つだけ高い奴やつを」

「そういえばお兄ちゃん、知ってます？　もうすぐ抗争が起きそうなんですよ」

「…………へえ？」

「ヨハン・ヨアヒム・ウルブリヒト。以前お兄ちゃんにはこの名前を伝えましたっけ？」

　その名前も、積み上がった悩み事のうちの一つだ。

　顔を引ひき攣つらせる彼に対して、フランは浮き立つ内心を抑え切れていない口調で語る。

「ブラッド・ファミリーの幹部の人なんですが。ここしばらく姿を消しているんですよね」

　この街を搔かき回まわす五つのマフィアのうちの一つの名前を、フランは口にする。

　最初に『ヨハン・ヨアヒム・ウルブリヒト』の名を告げてきた、あの狼おおかみめいた男のことを思い出す。そういえばあいつもどこかのマフィア──多分ブラッド・ファミリーの所属なのだったか。いや、それは噓うそで、マーダー・インクの所属だったか。

　マーダー・インクは兼業可の企業なのかどうかを、シーモアは思わず真剣に悩んでしまう。

「姿を消した、ってことは次に見つかるのはドブか海か墓だな。その辺りは探した？」

「と、思うじゃないですか。どうも敵対勢力に襲われたとはいえないみたいなんですよね。争った形跡がなくて、なんなら自分から姿を消したみたいですらあるって」

「じゃあ、バカンスだね。この街の血なまぐささに飽き飽きして、どっか田舎で畑とか堆肥とかの臭いが嗅ぎたくなったんでしょ」

「そうかも知れないし、そうじゃないかも知れない。だから抗争が起きかけているんです」

　黒色の瞳の内側で異常な情熱を滾たぎらせるフランとは逆に、大仰に溜ため息いきを零こぼしてしまう。

　幹部が姿を消したというのは、決して些さ事じではない。その目的が全く不明で、どこにいるのかもわからないともなれば尚なお更さらに。あらゆる疑念と疑心暗鬼が『いない』という虚無を囲んで沸き立ち、今頃マフィアに所属する奴やつらは夜も眠れない有り様だろう。

「…………その情報、前は教えてくれなかったのに今日は教えてくれるんだ」

「時間が経たちましたから。情報はいつだって生ものです。腐って売れなくなるよりは、食べられるうちに無料で配ってしまった方がきっと面白くなります」

「こっちは道を歩いていたら、顔面にパイを叩たたき付つけられた気分だよ……」

「楽しいですよね。きっとまた抗争の季節がやってきます」

　というか、とシーモアはフランが用意した煙草の箱を手に取って、そのままその手をフランの頭へと伸ばした。煙草を抱えた掌てのひらを、ぐりぐりとその旋毛つむじへと押しつける。

「みぎゃぁ!?」

「────そんな危ないやつの情報を寄越せって僕にいってたのか、お前は！」

「いやいやいやいや、実際危険かどうかはまだ断言できる段階にないっていうか、ていうか頭やめて背筋がぞわって、ぞわって、みぎゃぁああああっ」

　妹に悪戯いたずらをするようなつもりでやってみたが、意外な弱点が見つかった。身もだえするフランを見て、今後はこいつに困らされたらこうしようとシーモアは決意をする。

「全く。銃声で目が覚めない夜がもっと続いてくれればよかったのに」

「またまた。そんな世の中がきちゃったら、お兄ちゃんの仕事も激減ですよ」

　くたりとカウンターに突っ伏すフランに、咄とつ嗟さに反論が思いつかずシーモアは踵きびすを返かえした。

「またどうぞー」

　フランの挨拶を背後に、少し遠くへ停とめた車に向けて歩いていく。

　そうしながら考えていたのは、家にいるバーズアイ姉妹のことだった。

『怪しいですよ、あの子たち』

　出がけに、潜めた声でルーミーはそういった。

『そうかな。家も持たないただの可哀かわい想そうな子たちに見えるけど』

『あの子たち、私が怒って出ていく時に霧になったのを見ても驚かなかったんですよ？』

『…………』

『怪力くらいはまぁ、そういう人としてごまかせるかも知れません。けど、霧になるのは無理です。私が怪物であると知ったはずなのに、あの子たちは何もいいません。怪しいです』

『…………。まぁ、そのくらいならまだ、たまたまといえなくもなくも』

『たまたま怪しげな双子が、たまたまマフィアに追われて、たまたまこのガレージに辿たどり着ついたんですか。たまたま怪物を見ても驚かないような鷹おう揚ような気質まで備えて』

『…………。なるほど。偶然って重なるもんだね！』

『素直ですか！』

　そんな会話を、したのだ。

　彼女たちがやってきてからもう数日が経過し、事件は僅かに停滞を見せている。

　その理由や原因を推測しながらシーモアは角を曲がり、

「そろそろアレの決着の付け方も考え始めるべきかもな────────」

　そこで、どんと人にぶつかった。

「おっと、すみません」

　シーモアとぶつかったのは一人の男だった。

　整えられた短い髪の毛と、高そうなスーツ。細身な身体からだはあっさりと折れてしまいそうに貧弱なものに見える。

　その男が、隈くまに縁取られた目を向けてくる。

　男が、何かをいった。

「──────が悪いんだ」

　ぱん、と乾いた音が響く。

「────────────は？」

　一瞬だけ、シーモアは胸に熱を意識した。

　反射的に視線を下げたシーモアが見たのは、自分の胸に開いた真っ黒い穴だった。

　銃創だった。

「────────────は？」

　ごぷ、と口から血が溢あふれる。

　撃たれた、と理解したのは雪と泥とゴミに塗れた道路へ顔面を突っ込ませてからのことだ。

　何故なぜ、と思考が走る。

　不穏さは僅かに感じていた。原因のわからないトラブルと、解決の見えない混迷。自分が撃たれるという事態は常に頭の片隅にはあった。

　だがそんなものはこの街で生きて、運び屋をしていくならばいつだってつきまとうもので、だからこそ撃たれないように立ち回る術もシーモアは知っていた。

　だというのに、撃たれた。

　こんなにも短絡的な展開で。

「──────────」

　何かをいおうと思った。

　けれど言葉は口から鼻から、血の泡となって零こぼれ落おちるばかりだった。

　男の銃の腕は確かだったようで、弾丸は狙い過あやまたずに心臓を貫いていた。男がこちらをじっと見つめている。男が先程と同じ言葉を繰り返す。今度はきちんと聞こえる。

「お前らが悪いんだ。これで、お父様も帰ってくる」

　どういう意味かを、問い返すことなどできるはずがない。

　心臓の鼓動はもう聞こえない。手足の先から忍び寄る寒さを意識することもできない。思考が暗闇に飲まれていき、その暗闇を恐れる心すらもが暗く沈む。

　死ぬ。

　そう実感しながら、シーモアにはもう指一本を動かすこともできない。

　ああ、でも。

　最後に少しだけ惜しむ気持ちが生まれる。

　今買った煙草も、ポケットのマッチも、こんな風に寝転んで、湿気ってしまっただろうか。

　謝るためにシーモアは唇を動かし、

「ねぇ、────────」

　それがお終しまいだった。







『抵抗するな。従え』

　そうしてニベルコルは目を閉じて、唇をキツく引き結び。

　それでも、ほんの僅かに誰かと願って──────

「────────はっ」

　目が覚めた。

　いつもの悪夢を見ていたことを、ニベルコルは知った。

「うー？」

　いつの間にか眠っていたらしい。シーモアたちが仲直りして、ガレージへと戻って、それからの記憶がない。髪も解かないまま寝てしまったようで、結び目の辺りに鈍い痛みがあった。

　ニベルコルの頭を腿ももの上に載せていたリンが、その指で髪を撫なでてくる。

「心配しないで。大丈夫よ」

　まだドクドクと鳴る心臓と、止まらない冷や汗。

　それらを気合いでねじ伏せながら、ニベルコルは笑顔を浮かべてみせた。

「起きましたか？　もうじきシーモアさんも帰ってくるので、ご飯の準備をしましょうか」

　さも落ち着いてそうな口振りで、部屋の掃除をしていたルーミーがいってくる。

　だが、とニベルコルは目を細めた。

「上機嫌ね」

「そんなことないですよ」

　とルーミーは首を傾かしげるが、その手はシーモアが贈り物として買った毛布をしっかりと握り締めている。足取りは軽く、声音にもどこかウキウキとした調子が滲にじみ出でていた。

　そのことに全く無自覚なように振る舞っているルーミーに、思わず苦笑した。

「…………アンタも、意外とわかりやすいのね」

「何のことかわかりませんけど。目覚ましが必要なら、コーヒーでも淹いれましょうか？」

「いいのかしら」

「いいんですよ。最近はコーヒー豆が余ってしまって。そのうち悪くなっちゃいますから」

　そう表現されるとありがたみがない。まるでゴミ捨てのような口調である。

「じゃあ、お願いするわ」

「ちょっと待っててくださいね。うーん、久しぶりだからうまく淹いれられるでしょうか」

　牧歌的な口調でルーミーがコンロの方へ。

　ニベルコルは立ち上がると、妹のリンへと微笑ほほえみかけた。

「そうだ。リン。ちょっと表に行ってきて。シーモアが、新聞を回収しておいて欲しいって」

「うー！」

　姉に何かを頼まれたことを心底喜ぶように、ぴょこんとリンは立ち上がり、シャッターを開けにいった。その様子は丸っきり子犬のようで、その大柄な体たい軀くに反した印象に笑ってしまう。

「さて────」

　ニベルコルは一度屈伸をし、それから手を伸ばした。

　シーモアが用意した贈り物の山の中へ。

「────ああ、うん」

　それを摑つかむ。

　細くて長い包みのうちの一つ。ニベルコルが彼に押しつけた仲直り用の贈り物。それらに紛れこませて室内へとそっと転がしておいた、外見上は判別のつかない包み。

　それを、解く。

　こちらを向かないままルーミーが問いかけてくる。

「ニベルコルさん、お砂糖とかはいります？　ミルクは切らしてしまっているんですけど」

　ニベルコルは内側から目的のものを取り出す。

　彼女の手に握られたのは一本の長い木の棒だった。

「甘いものは、いらないわ」

　一本の白木の杭だった。

　どくどくと心臓が脈打つ。

　冷や汗が背中から止まらない。

　手は今にも杭くいを落としてしまいそうで、足は恐怖に竦すくみ動かなくなってしまいそうだった。

「ええ、そんなものは、いらないの」

　だが、彼女の背中を押したのもやはり恐怖であった。

『逆らうな。従え』

　そうして、ニベルコルは一気に駆け出す。

　とたた、と響いたその足音が聞こえたのか。ルーミーが振り返る。振り返ろうとした。

「………………？」

　しかしそれよりもニベルコルの方が一瞬早かった。

「──────────っ！」

　白木の杭くいは、まるで導かれるかのようにルーミー・スパイクの胸を貫いた。少女の細腕であるのに、その服を破る方がよほど抵抗を感じたほどに、あっさりと身体からだを貫通した。

　吸血鬼の心臓がある場所を。

　定められた吸血鬼の死因が。

「………………………………え」

　ニベルコルが密着したルーミーの背中。その背中越しに、呆ぼう然ぜんとした声が聞こえる。

　びちゃびちゃと散った音は、ルーミーの口と鼻から血液が噴出した音だろう。

　刺し貫いてなお止まらぬ震えが、杭くいを通じてルーミーの傷口を広げる。ついにニベルコルの手は杭くいを握り続けることができなくなり、離すと同時にルーミーもまた崩れ落ちた。

「────────────────────────」

　ずるりとガレージの床に崩れたルーミーの姿は、枯れ落ちた花を思わせた。

　その白い髪は自身の血にまみれ、瞳からは光が失われている。殺した、と心の冷静な部分が呟つぶやく。両手に残る余りにも淡い手応えは、しかし機械油のようにこびりついて離れなかった。

　心の別などこかが呟つぶやく。

　誰か。

　だがその答えはどうしようもないほど知っていて、だから彼女はそれを思い出した。




「抵抗するな。従え。哀れな子供よ。お前には────」

　男が身体からだをすり寄せてくる。生臭い息が顔にかかり、膨らんだ股間が太ふと腿ももに触れる。

　走る車とその車体で稼か働どうするエンジン。背中の下にその脈動を感じながら、そんな無機質なものになれればいいのにと夢想する。

　そうしてニベルコルは目を閉じて、唇をキツく引き結び、

「………………」

　それでも、ほんの僅かに誰かと願って──────

「従え」

　それでも、やはり誰かなんて現あらわれなかったのだ。

　誰かが車に乗って助けにきてくれることもなかったし、妹が自分に追いつくこともなかった。ただどうしようもない現実だけが、男の姿となって自分にのしかかってくるばかりだった。

　世界とはそういうものだと知っていたはずなのに、泣きそうな気持ちがどこかにあって、そんな自分に失望してしまう。

　自分の行く末を想像するのも嫌で、ニベルコルは意識を暗闇に投げだそうとする。

「こちらを見ろ」

「…………」

「こちらを見ろ」

　しかし現実は、ニベルコルの想像よりも少しだけ狂っていた。

　頰を叩たたかれて、目ま蓋ぶたを下ろしていたニベルコルは開く。汗を浮かべた中年の男の顔が間近にある。そこにあるのは止めどない興奮と、狂騒の色。

　なのに、未いまだに襲われていない。

　そうニベルコルが理解するのを待ったのでもないだろうが、男が唾を飛ばしながら口を開く。

「女、私に従え。私にはやるべきことがある」

「…………」

「女、知っているか？　あぁ、無む知ち蒙もう昧まいなものよ。それでもお前は知らなければならない」

　そこでニベルコルは気づいた。

　男の目は、彼女を見つめていない。

　血走り、瞳孔が開ききった男の目は眼前のニベルコルではなく、どこか別な場所に焦点を当てている。何かに夢中な顔。何かで頭がいっぱいなためにすぐ前にあるものすらもが頭の中にきちんと入っていないという様子。

　まるで恋をする乙女のような熱量で、男がいった。

「吸血鬼がいるのだ」

　かあ、と熱い息が顔にかかる。

「吸血鬼がいた。いる。そう私は知った。だから私は滅ぼさねばならない。吸血鬼を！　私が！　私がそういう存在であるからだ！　吸血鬼は本当にいたのだ！　わかるか!?」

　吸血鬼、と一言口にする度に男の口調は激しくなり、股間はますます怒張する。

　男が何をいっているのかも、何を意図しているのかもニベルコルには把握できていなかったが、一つだけわかることはあった。

「は！　は！　は！　私が『吸血鬼狩り』であるがゆえに！　その一族の裔えいであるがゆえに！」

　目の前のこいつは、吸血鬼がいるということに本気で欲情しているのだ。

　かと思えば、次に口を開いた時にはすでに元のねばつく冷静な口調を取り戻していた。

「協力しろ。お前は私の手足となって吸血鬼を滅ぼすのだ」

「ど、どうして、私が…………？」

「理由などない」

　切り裂くような言葉は、絶望と同じ重さがあった。

「そんなものは、ない。たまたまお前がそこにいたからだ。だが断るのならば、お前とお前の妹に絶望を教えてやろう。私にはそれができるし、それができる部下も幾らでもいる」

　はは、と乾いた笑いが内心で漏れた。

　もしかしたら実際に音にしてしまったかも知れない。

　わかっていた話だ。世界がこういうものだということは。その巨大な機構は自分達とは無関係に回っていて、だからそれに磨すり潰つぶされてしまうこともある。

「抵抗するな。従え。私に従って、お前は明日、攫さらわれた振りをし、いや、実際にごろつきに攫さらわれ、そこを助けられ、ある男に取り入り、その家にいる吸血鬼を討ち滅ぼすのだ」

　前に磨すり潰つぶされそうになった時には、逃げ出した。妹を連れて、路上を家とすることによって、逃げ出すことに成功した。

　男が高らかに歌い上げる。

「吸血鬼、滅ぶべし」

　そして今度も、逃げ道はよくわかっていた。




「うー！」

　ガレージの入り口から声が飛び込んできて、ニベルコルは我に返った。

　新聞を取りに行ったリンが戻ってきたのだ。彼女はぼんやりと佇たたずむ姉と、その足下に倒れ伏した血ち塗まみれのルーミーを見て、目を見開く。

　失敗した、と内心で舌打ち。

　本当はもっと早くこのガレージを出て、リンを連れて逃げるつもりだった。こんな血なまぐさい光景を妹に見せたくはなかった。

　長い前髪の下で、リンの赤い目が見開かれている。

「あ、う………………？」

　だがニベルコルも、人を──あるいは人ではないがそれらしい存在を手にかけたのはこれが初めてだ。衝撃は長く重く後を引き、額からはだくだくと汗が噴き出し続けていた。

　それでも、とニベルコルは気を取り直す。

　痕が残るほどに袖で強く汗を拭い、無理矢理に平素の顔を作る。そこに転がる死体と死の実感から目を逸そらして、妹に笑いかけた。

「何でもないの。大丈夫」

「う、うー」

「説明はできないけれど」

　ニベルコルは一度として、リンに説明をしなかった。

　怪しげな男に脅されたことも、ルーミー・スパイクを殺すことも、そのためにシーモア・ロードに取り入ったことも。彼女はただ純粋に、信じていただけだ。男と共謀してルーミーが行った狂言の誘拐も、その後シーモアに取り入った偽りの日々も。

　誘拐犯も、吸血鬼も、マフィアも、この世界の汚いもの全てがこの純粋で優しい妹から遠ざかってくれればいいと願う。

　そのためならば誰だって殺せるし、殺した後に笑うことだってできた。

「うん。大丈夫だから」

　ルーミーの死体に近づこうとするリンの前に立ちはだかって、その大きな身体からだを抱き締める。

　震えていたのは、リンの身体からだだったか、自分の身体からだだったか。

「さ、いきましょ」

「う、うー？」

「大丈夫だから。大丈夫」

　リンの疑問に、やはりニベルコルは答えなかった。ただガレージの出口へと向かう。

　あの誘拐犯と交わした約束は無事に果たした。

　もう自分たちがあいつに追われたり、脅されたりすることはないだろう。

　今のうちに、このガレージの家主が帰ってくる前に逃げなければ。ニベルコルの頭にあるのはそればかりで、彼女の足取りは速かった。

　いや、一瞬だけニベルコルは室内へ戻る。素早く視線を走らせて、手頃な金目のものを探し、リンの傍そばに転がる毛布へと目をつけた。それを丸めて抱え込む。改めて出口へと向かう。

　足音がシャッターへと向かい、後には静寂だけが残された。







「う、うわぁあああああああああああああああああっ!?」

　静寂が破られて、シーモア・ロードは自分の意識がまだ保たれていることを知った。

　心臓を撃ち抜かれたのにおかしなことだ、と思ってからその思考もおかしなものであることを自覚する。何せ心臓を弾丸が破壊した経験など、ついさっきの一度きりである。先例がないのだから、案外このくらいは意識が保つのが普通なのかも知れない。

「うわぁ、ぁああああ、ああああああああああああああああああああああっ!?」

　それにしても、うるさいし長い。

　余りの不快感にシーモアは眉間へと皺しわを寄せ、うなされるように一度首を振って、

「──────あれ？」

　それで、いつの間にか立ち上がっている自分を自覚した。

　思わず目を見開く。これは流石さすがにおかしい。撃たれてから意識がどのくらい残るかは知らないが、心臓を撃ち抜かれてから立ち上がって首を振って目ま蓋ぶたを持ち上げるのは明らかに変だ。

　そうして、シーモアは見た。

　立ち上がった自分の姿を。

　血の汚れ一つない身体からだを。

　ぽっかりと開いた胸の穴を。

　壁から地面から、まるでそれ自体が意思を持つように勝手に胸の穴へと戻る自らの血を。

「──────んん？」

　そんな光景を見たことがある。ルーミー・スパイク。この世界にたった一人の吸血鬼。彼女の再生めいて胸の傷は縮んでいき、ぽろりと銃弾が吐き出されたのを最後に完全に塞がった。

　残されたのは穴の開いた衣服と、つやりと元通りの胸の皮膚。

　つまるところ、生き返っていた。

「………………………………」

　シーモアはじっと自分の身体からだを見下ろしてから、たっぷりと黙り込み、そして叫んだ。

「うわぁああああっ!?　なんだこれぇええええええええええええっ!?」

　さっきから聞こえていた叫び声も、やはり同じ理由だ。

「うわぁあああああ!?　化け物ぉおおおおおおおおおおおおおおっ!?」

　襲撃者である若い男が、致命傷を負ったはずなのに平然と──平然としているように見える──立ち上がったシーモアを見て、驚きよう愕がくしている。非現実的な恐怖を前に限界を迎えた若者が、叫び声とともに逃げ出す。その手から、シーモアを撃った銃が落ちた。

　自分よりも動転している人を見ると、ちょっと冷静になれるのはどうしてだろうか。

　あるいは、その若者と違ってシーモアには幾らか原因を知っていたからかも知れない。全く見たこともない現象というのと、見たことがある現象というのでは少しばかり違ってくる。

「………………これ、かなぁ」

　冷静さを取り戻したシーモアは、胸元を指で引ひっ搔かき、服を開いて露出させた。

　そこにあるのは傷痕。

　あるいは傷痕とも呼べない何か。抉えぐられた心臓と、それを埋める白い肌。シーモアの本来の色よりもずっと澄んだ白色は、素知らぬ顔で傷口を包み込んでいる。

　首を振る。

　まぁ、帰ってから聞けばいいだろう。

「そういえば、っと」

　歩き始める前にシーモアは一度、若者が立っていた辺りへと歩み寄る。

　彼が落としていった拳銃を拾い上げた。安全装置をかけてから、その銃を手の中で転がす。

「………………」

　シーモアの目が眇すがめられたのは、その銃口に傷痕を見て取ったからだ。

　意図的に刻まれたとわかる、深い溝。スカーフェイス。ナイフか何かでつけられたそれは、特定のマフィアに所属する人員が帰属意識の表れとして行う行為の一つである。

　つまり、ブラッド・ファミリーの。

「………………なるほど、ね？」

　何かがわかるような。やっぱりわからないような。

　シーモアは首を振って、その拳銃をポケットへと滑り込ませた。歩き出す。どちらにせよ家に帰らなければならないようで、

「あぁ、その前に煙草も買い直しか」

　ポケットの中でぐじゅりと湿った音がして、もう一度首を振った。







「それを持っていかれるのは、困りますよ」

　目が覚めて、真っ先にそういった。

「…………………………ッ!?」

　驚きよう愕がくの気配を感じながら、彼女は立ち上がる。

　ルーミー・スパイクは、立ち上がる。

「せっかく、シーモアさんが自分で買ってきてくれた毛布なんですから」

　その胸の中央には今だ白木の杭くいが突き刺さり、ぼとぼとと血を流し続けている。人間であっても吸血鬼であっても間違いのない致命傷。

　しかし現にルーミーは立っている。その瞳で、まさにガレージから出ようとするニベルコルとリンをしっかりと見つめている。口くちの端はに笑みすら浮かべている。

　ニベルコルがぱくぱくと口を動かし、喘あえぐようにいった。

「な、なんで…………アンタは、吸血鬼は、それで死ぬって…………」

「ん？　あぁ、『吸血鬼は白木の杭くいで心臓を打たれれば死ぬ』ですか」

　伝承から生み出されたルーミー・スパイクは、伝承に則した異常な能力を持つ代わりに、伝承通りの弱点も持つ。

　鏡には基本映らないし、太陽の光で滅ぼされるし、流水は渡れないし、白木の杭くいで心臓を貫かれれば死ぬ。間違いなくそうだ。

「けど、残念なことに────」

　身を震わせて、ルーミーは自らの身体からだから杭くいを抜いた。

　そして露あらわになった傷口へと、躊躇ためらいもなく両の手を突っ込む。息を吞のむニベルコル姉妹の前で、みちみちと肉の裂ける音を響かせながら、その傷口の内側を露あらわにしてみせた。

「────心臓は今、貸し出し中です」

　そこには、何もなかった。

　本来ならば脈打っている心臓はなく、ただぽっかりとした虚無だけが広がっていた。杭くいで打たれたからそうなったのではない。杭くいで打たれる以前から、彼女はその身のうちに心臓を収めていなかったのだ。ニベルコルは茫ぼう漠ばくとした肉のうちの暗闇を見つめながら、そう直感する。

　ルーミーは傷口をぐちゅりと、まるで服の裾でも押さえるように恥ずかしそうに潰した。

「ちょっと前に、色々ありまして。私が心臓を壊しちゃった人がいたんですよ。死んでしまうと困るので、その人に私は心臓を譲ったんです」

　その右手で触れた心臓の温かさ。

　ルーミーの手すらも押しのけようとする強い脈動の力。

　それをルーミーは覚えている。その時にした約束が、未いまだにルーミーを生かし続けている。

「だからごめんなさい。心臓を貫いたら死ぬ、というのは今の私にはできない死に方です」

　心臓を貫かれれば死ぬという言葉も、そこに心臓がなければ何の意味もない。

「そんな、無茶苦茶が、────────っ」

　ニベルコルの声が最後まで続くことはなかった。

　彼女の身体からだがにわかに立ち上った霧に絡からめ取られたかと思えば、入り口からガレージの最さい奥おうへ、ガレージを縦断するように飛んで壁へと叩たたき付つけられていたからだ。

「──────────がっ」

　骨の軋きしむ音と、ガレージの外壁が震える音。その騒音を厭いとうようにルーミーは眉を顰しかめてから、吹き飛ばされた瞬間にニベルコルの手から離れた毛布を受け止めた。自分の持ち物に臭いをつける犬猫のような仕草で、彼女はその毛布へと顔を擦なすり付つけた。

「う、うー！」

「はい？」

「うあー、あー！」

　首を傾かしげたルーミーへと食ってかかったのはリンだった。

　事情も把握できないながら、姉が傷つけられたことだけは理解した彼女がルーミーの前へと立ち塞がろうとする。

「邪魔ですよ」

　何の興味も見せないままにその隣をルーミーはすり抜けた。まるで木石でも避けるかのような、リンに全く価値を見み出いださない避け方だった。

　一歩、ルーミーが近づくごとに霧の密度が増し、ニベルコルへとかかる圧迫は強くなる。

「それにしても、あなたが私を殺そうとしてくれてよかったです」

　その圧力は既に限界へと達しつつあり、彼女の顔は青黒く鬱血し始めていた。

「────────っ！」

「食べても許される相手、なんて。私を殺そうとした相手より相応ふさわしい人はいませんもんね」

　もしかしたら、と思わないでもなかったのだ。

　ルーミーは、ニベルコルに殺されそうになる可能性を認知していた。肌で感じていた白木の杭くいの脅威であるとか、ニベルコルの視線から感じられる殺意だとか。

　だがルーミーは意図的にそれを見逃した。

　消極的に、この展開になることは内心で歓迎していた。

　そして期待通りに、食らってもいい相手が転がり込んできてくれた。

　くう、とルーミーの腹が鳴る。

「あぁ、お腹なかが空きました」

　もう一歩。

　ルーミーが唇の端を舐なめたのがきっかけだったか、あるいは姉の身体からだがへし折れそうになる音が響き始めたのがきっかけだったか。

「う、」

　僅かに逡しゆん巡じゆんを覗のぞかせていたリンが、その瞬間に全てを振り切った。人の域を超えたその身体能力でもって身体からだを捻ひねり、爆発的な速度で無防備なルーミーの背中へと拳を繰り出す。狙いが頭ではなく胴なのは、そこならば殺さない程度に威力を落とすことができるからだ。

「ぁああああああっ！」

　それに対するルーミーの反応は極めて明快だった。

「邪魔ですよ」

　首を僅かに捻ひねって振り返り、軽く手を振るだけ。

　全身を躍動させたリンに反して、まるで虫でも払うかのようなシンプルな仕草。

「────────────ッぁあ!?」

　だというのに、吹き飛ばされたのはリンの方だった。

　体格に勝る方が、より威力を込められる形で、真剣に攻撃を繰り出した。それでも押し負けるのは、偏ひとえに吸血鬼という存在が理由に他ならない。

　間にあった棚を破壊しながら壁へと叩たたき付つけられたリンを見て、ルーミーは首を傾かしげる。

「多分あなたも人間ではないんでしょうが、無駄ですよ。格が違います」

　人々が願って生み出された怪物は、必然的に人々の願いの量に応じた力を得る。

　多くが願えば強くなる。強く願えば強くなる。

　そしてルーミー・スパイクを生み出したのは史上最悪にして史上最大の死者を生み出した戦争と、それへの人々の思いだ。リン・バーズアイがどんな事件に応じて生まれた怪物であったところで、純粋な出力の差がそこには存在している。

「別に私はあなたを食べる気はないので、そこで大人しく────」

「うぁああああああああっ！」

「────話、聞いてます？」

　再び飛びかかってくるリンを、ルーミーは心底面倒臭そうに再び片手で打ち払う。

　リンが壁に叩たたき付つけられる。

　即座にリンはもう一度跳躍した。

「うぁああああああああっ！」

「あなたも怪物の類いならわかりますよね？　あなたは私には勝てませんよ」

　もう一度。

「ああああああああああああああっ！」

「あなたみたいな子を殴ると心も痛みますし、そこで大人しくしていてくれませんか？」

　もう一度。

「あああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

「ねぇ、あなたがそうして飛びかかってくることに、何の意味があるんですか？」

　もう、一度。

　一撃一撃が人ならば必死の反撃を入れられ、リンはすでに満まん身しん創そう痍いだった。その額は裂けて血が噴き出し、手足はガクガクと震え立つことすらもままならず、内部のどこかを痛めたのか呼吸の調子すらもが狂っている。

　それでも、リンは爛らん々らんと光る赤い目をルーミーに向け続けていた。

　ルーミーはその視線を受けて、肩を竦すくめる。

「ダルいですね」

「あああああああああああッ！」

「あぁ、はい。もうそれでいいです」

　殴ることは不可能と判断し組み付いてきたリンを、今度はもう打ち払いすらしなかった。

　身体からだにリンが絡からみついている状態のままで、ルーミーは平然と歩き出す。

　リンが全身の力を込めてもその身体からだは小揺るぎもしなかった。持ち上げることもできない。止めることもできない。ほんの一瞬の遅延すらも作り出せない。リンが組み付いていなかったとしても全く変わらない足取りで、ルーミーは足を前へと進める。

　その動きに人並み外れた巨きよ軀くを持つリンが振り回される様子は、滑稽ですらあった。

「あー、あー！　うー！」

　背後からかかる声と、小さなしぶき。

　首筋にかかった液体に振り返れば、リンが涙を流していた。泣きながら歯を食いしばり、ルーミーを止めようとする。万力のごとき無意味な力が込められ、傷口から血が噴き出す。

「何泣いてるんですか？　私、あなたの姉に殺されそうになった側なんですよ？」

「うー、あー、あー！」

「まぁ、いいか。それでニベルコルさん。あなたの方ですね」

　ついにルーミーはニベルコルの眼前へと立つ。

　くう、とルーミーの腹が鳴る。

　壁へと不可視の力で押しつけられ続けるニベルコルは、ボトボトと涙を垂らしている。閉ざされた口の内側で何かを言ってるようなので、ルーミーは僅かに彼女にかける圧力を緩めた。

「どうかしました？」

「ち、違うの………………」

「違うって何がです？　まさかうっかり転んで杭くいが刺さっちゃったとかいいます？」

「り、リンは何も知らないの………………！」

　絞り出すように、いや事実として不可視の力に押し潰され、肺から空気を絞り出されながらニベルコルはそう叫んだ。

「あんたをこ、殺そうとしたのは私が勝手にやったことで…………だから、リンは何も知らなくて…………私とは違うの。だから、その子を殺すのは………………！」

　次の瞬間に自分が殺されるかも知れないことも、ルーミーがリンを殺す気はないといっていることも、ニベルコルは知っているはずだ。

　だがそれでも、その言葉はいわなければいけなかったのだろう。

「う、うあー、あ！　あー！」

「……………………あぁ、はい。そうですか。リンさんに関しては何いってるのかわからないですしね。じゃあ、それが人生最後の言葉ということでいいんですね？」

　ルーミーがそういうとニベルコルは一瞬息を詰まらせる。

　それから、彼女は笑った。

　いつかにルーミーも見たことがある、死しに際ぎわの人間がそれでも作ろうとする、蠟ろう燭そくの最後の一瞬またたきのごとき笑顔だった。

「愛してるよ、リン」

　ルーミーからは見えなかったが、応じるリンも必死に笑顔を作るのが気配でわかった。

　姉が末期に見るのが悲しい顔ではないように、泣きながら笑うのがわかった。

「………………、うー！」

「…………………………………………………………」

　今度こそ、ルーミーは黙り込んだ。

　本来それは食事のために口を使うから、自然と生み出される沈黙だったはずだ。

「…………………………………………………………」

　だがルーミーはすぐに動こうとはせず、ただじっと黙ってニベルコルのことを見上げていた。

　愛している、という言葉を心の内で嚙かみ締しめていた。

「…………………………………………………………」

　ルーミーはただ沈黙し、その小さな少女を見上げ、考えて、考えて、

「…………………………………………………………。人間って感じですね」

　そういった。

「やめにしましょうか」

　ふい、とルーミーは視線を逸そらす。

　たったそれだけでニベルコルのことを壁に縫い止めていた圧力は消えた。

「えっ」

　といった少女がべちゃりと床に落ちるのと、慌ててリンが駆け寄るのは同時。

「うー！」

　ルーミーはその二人を眺めながら、食事にありつけなそうで不満げに唸うなる腹をそっと撫なでていた。耐たえ難がたい空腹がまとわりつき、意識を占拠しようとしてくる。

　だが、今は何だか、何も喉を通りそうにもないのも、やはり事実だった。

「え、あ、どうして…………？」

　リンに支えられたまま、こちらを見上げたニベルコルがいってくる。そこには望外の幸運に対する喜びと、急な展開に対する戸惑いと、理由もなくこみ上げてくる涙があった。

「んー、そうですね」

　何故なぜ、自分は急に食べられないような気がしたのだろうか。

　そんなことを考えようとするが、それをきちんと言葉にするにはルーミー自身の語彙が足りていなかった。曖昧な言葉を発するのが嫌で、だからこういう時には、とルーミーは適当なことを喋しやべってばかりの同居人の真似まねをすることにする。

「裏切りとか、だまし討ちとか、心臓を貫くとか。そういうの、二回目なんですよね」

「………………は？」

「二回目のことでうだうだ悩むのって、お寒いらしいですよ。だからやめとこうかなって」

　その言葉の意味をニベルコルもリンも理解できなかったのだろう。煙けむに巻まかれた顔をする少女たちから、ルーミーは離れてガレージの中を歩き出す。

「わからなくていいですよ。とりあえず私はあなたたちを殺す気はないってことで…………」

　言葉を切ってから、首を傾かしげた。

「…………とりあえず、部屋の片付けを手伝ってくれません？」

　主にリンとルーミーが好きに暴れたせいで、ガレージの中は大変な有り様だ。

　化け物でも人でも、それの片付けが気け怠だるいのは間違いなく共通する事実だった。







「ただいまー」

　といいながらシャッターをくぐり、シーモアは首を傾かしげた。

　なんだかガレージの中の雰囲気がおかしい気がする。

「お帰りなさい」

　と応じてくれたルーミーはいつも通りとしても。

「………………お帰り」

　ニベルコルはべそを搔かいたように目を赤くし、ちょっとおどおどしている。

「うー！」

　リンは態度こそいつも通りだが、明らかに全身に怪我けがをして、手当を施した痕跡がある。

　後よく見ればガレージの中に置かれているものの配置が随分と変わっていた。まるで室内のものを一度ぶちまけた後に、改めて並べ直したかのようだった。

「もしかして、何かあった？」

「………………う、うー」

　気まずげに視線を逸そらされてしまった。

　次にニベルコルに視線をやる。

「もしかして、何かあった？」

「………………私からいうことはないわ」

　微妙な回答である。

　最後にルーミーをしっかりと見て、

「何かあった？」

「何もないですよ」

　ルーミーは変わらないまぶしい笑顔でそう答えた。

　顎へと手をやって、考える。どうだろうか。何かがあったのかも知れない。ニベルコルとリンは実際怪しげな二人組だし、その腹の内に何かを抱えている様子も見せていた。それが変化するような何かが、シーモアが撃たれたり生き返ったりしている間にあったのだろうか。

　それを追及するかどうか悩んで、最終的にシーモアは頷うなずいた。

「何もなかったなら、いっか！」

　よしとすることにした。








三　誓った言葉の再崩壊









「…………『吸血鬼狩り』ヨハン・ヨアヒム・ウルブリヒトぉ？」

　ポケットの中で潰れてよじれた煙草のような声をシーモアは出した。

　突然の銃撃を受けた翌日。心臓を撃ち抜かれた割に元気よく起きてからのことだ。ガレージの中にいるのは彼、ルーミーとニベルコルの二人。リンは現在外でエセックスを洗っている。

　リンが同席しないことを望んだのは、他ならないニベルコルだった。

『私がシーモアのところにきた本当の理由を説明する』

　そう語ったニベルコルは本心からいっているように見えたし、同時に本心からその理由とやらについてリンには知られたくないように見えた。

　そして、ニベルコルは語ったのである。

　シーモアと出会う以前に彼女はヨハン・ヨアヒム・ウルブリヒトによって誘拐されていたこと。そこで脅しを受け、ルーミー・スパイクを殺すことに協力するよう求められたこと。ヨハン・ヨアヒム・ウルブリヒトが自らを『吸血鬼狩り』の一族と名乗ったこと。狂言の誘拐によってシーモアを誘い込み、まんまとガレージへと潜り込んできたこと。

　ニベルコルの顔は真剣そのもので、そこには記憶から蘇よみがえってきた恐怖の色も浮かんでいる。

「そう。ヨハン・ヨアヒム・ウルブリヒト、よ」

　だが、それにしても、

「『吸血鬼狩り』…………」

　ヨハンとやらがブラッド・ファミリーに所属するマフィアであることは既に聞いている。

　どれだけ本気でヨハンがそんなことをいっているのかは知らないが、どんな馬鹿げた発言であれ、実際に力を持つ危険な男がそんなことをいっている時点で警戒しなければならない。

　だが、それにしても、

「『吸血鬼狩り』………………………………」

「う、うるさいわね！　わかってるわよ！　私だってこんなアホみたいな言葉いいたくないわよ！　実際にそう名乗られちゃったんだから仕方ないじゃない！」

　顔を真っ赤にしてバンバンと椅子代わりの缶を叩たたくニベルコル。

「シーモアさん、いじめちゃ可哀かわい想そうですよ」

　普段はエセックスが停とめられている広いスペースに寝そべったルーミーが、ニコニコと笑いながらそういってくる。そんなところに寝て汚れないのかと思わず見み遣やってしまうが、よく見れば彼女は僅かに床から浮いていた。その長い髪もふわふわと宙を揺れている。

「いじめてなんてないよ。それにしても…………」

　以前から大して真面目に隠そうという意欲は感じられなかったが、何というか、ニベルコルの前であるのに酷ひどく露骨に『吸血鬼である』といわんばかりのルーミーの姿だ。

　今の話からしてルーミーが吸血鬼であることは、前から知っていたようではあるが

　そう思って視線をニベルコルの方にやれば、

「…………………………ひっ」

　そこには異常に顔を引ひき攣つらせた少女がいた。心なしか、そのツインテールの先も怯おびえた犬のように丸まっている。

　ここも、わからないところではある。

　マフィアに脅されてルーミー・スパイクを殺しにきた。その事情は理解したし、正直なところさしてシーモアには怒る気が湧いてこない。状況的にかなり追い詰められていたこともあるし、そもそもとして『人間が吸血鬼を殺す』ということ自体が想像の外側にあるせいだ。

　わからないのは、それがニベルコルから見ての発想ではない点である。

　どうしてそれを白状する気になったのか、それがわからない。幾らか仲良くしていたつもりも、決定打になるには足りないだろう。

「それで…………」

　ニベルコルが先程口にした言い訳を、シーモアは繰り返してみせる。

「…………突然優しい心に目覚めたニベルコルは、ルーミーを殺さないために白状した？」

「そう。さっきそういったじゃない。聞いてなかったわけ？」

「……………………突然優しい心に目覚めた？」

「目覚めたのよ。驚きよね」

　頷うなずいて見せながらも、少女の目線は頻しきりに寝転がったままの吸血鬼の方を彷徨さまよっていた。

　何かあったのかな。

　あったんだろうなぁ。

「まぁ、いいか。了解。これで話は随分わかりやすくなってきたね」

　バラバラに飛び散っていた事件が幾らかのまとまりを見せてきた。

　少なくとも狼おおかみめいた男が追い、フランが探し、バーズアイ姉妹のトラブルの原因となった人物が一つの線に整ったのだから、理解のしやすさは段違いだ。

「その歳としもわきまえずに『吸血鬼狩り』とかいってるアホなガキをどうにかする。これでとりあえず、一旦の解決くらいには────」

「────ガキ？」

　言葉を遮って、ニベルコルが首を傾かしげた。

「ガキって、誰のこと？」

「ヨハン・ヨアヒム・ウルブリヒト。若者だろ？　僕とそれほど歳としが変わらないくらいの」

　自分を撃った人物。

　それを思い出しながらシーモアがいうと、ますますニベルコルの顔は怪け訝げんそうに歪ゆがんだ。

「何をいってるのよ。あの男は中年のおっさんだったわよ。結構体格はよかったけれど」

「…………………………」

　思わず、シーモアも彼女に角度を合わせるように頭を傾けてしまう。

「まぁ、仕方ないですよ、シーモアさん。若い子から見たら、年上なんてみんなおっさんみたいに見えるんですから」

「いやいや、そういうのじゃないわよ！　どう見ても五十は超えてたわよ！」

「因ちなみにこの中で一番若いのは実は私です。何せ戦後生まれ。生きてる人は大体おっさんおばさんに見えます」

「えぇぇっ!?　その格好で幼児なの!?」

「若いんです」

　ぶい、と逆さに寝転がったままでルーミーがピースサインをしてみせている。

「確かに、お前の生まれを考えればそうなのかも知れないけどさ…………」

　シーモアは苦笑しながら、顎の辺りを軽く擦った。

　ルーミーとニベルコルの間で何かがあったのとほぼ同時に、シーモアは心臓を撃たれて死にかけた。だからあの若者が『吸血鬼狩り』ヨハン・ヨアヒム・ウルブリヒトに他ならないと勝手に思っていたが、どうにもニベルコルの言葉とは食い違う。

　事件の流れに無関係というのも出来過ぎだが、しかしだとしたらあの男は誰なのだろうか。

　シーモアはしばらく考え込んでから、

「…………モテる男は辛つらいなぁ」

「は？　寝言がいいたいなら今から寝る？」

「ダメですよ、ニベルコルさん。おっさんになると若い頃の栄光に縋すがりたくなるものです」

「手厳しい。後、僕はまだ若いので。そこのところよろしく」

　ぴしりと指を指してみせると、呆あきれたように首を振ってニベルコルは立ち上がった。

　ガレージの外へと行こうとする背中を、しかしシーモアはふと呼び止めてしまう。

「ねぇ、ついでに一つ聞いておきたいんだけどさ」

「何よ」

　トラブルは多々あれど、ニベルコルとリンにまつわるものに関してはおおよそ理解ができた。それは即すなわち、解決への道筋が描けるということと同じ意味だ。

　あるいは、解決など不可能であるという結論が出るということと。

「君たちさ、これが終わったらどうするつもりなの？」

　シーモアの問いかけに、ニベルコルはぴたりと足を止めた。

　止まりはしたが、しかし彼女は振り返ろうとはしなかった。伸びた影の微かすかな揺れだけが、彼女の感情を示している。

「どうって？」

「そのままの意味。事件が解決すれば、僕の仕事も終了。そうしたら…………また元の仕事に戻るわけ？　それとも、家に帰るとか。あるんでしょ、家？」

「家に、っていうのはないわね」

　相変わらず気持ちを隠すのがヘタクソな少女だ。

　強いて平板に作られた声音は、そうしなければいけなかったことを露あらわにしてしまっている。

「それだけは、ない」

　硬質な光を帯びたニベルコルの目が、こちらを捉えた。

「へえ。因ちなみに、その理由は聞いていい？」

「なんで今なら教えてくれると思ったのよ」

「そろそろほら、好感度も上がってきただろうし。いけるかなーって？」

「念のためにいっておくけど、そんなに上がってないわよ」

　マジかよ、とシーモアは瞬まばたきをしてみせる。

　その背後から声がした。

「私も知りたいですねー」

　ルーミーの言葉に、ニベルコルは肩を跳ねさせる。

「ひっ…………。う、うん。わかったわよ」

「君たちの力関係、どうなってるんです？」

「仲良しなんです。ねっ？」

　顔を青ざめさせながら頷うなずくニベルコルとルーミーが仲良しならば、戦場というのはきっと誰も彼もが仲良しの素敵な空間に違いない。

　とはいえ、本気で拒むつもりもニベルコルにはなかったのだろう。彼女は渋々と、しかし問いかけられるのをどこか待っていたような調子で口を開いた。

「別に、特別な事情なんてないわよ」

「特別じゃないその事情を聞きたいんだ」

「……赤い目の子が生まれた。それだけ」

　それだけ、と相あい槌づちを打とうとしてから思い直す。自分の身近に銀の髪やら金の目やらを持った子がいるからといって、それを当たり前のことだと思ってはならない。

　人ならざる身のルーミーに、そのことを説明した方がいいのかと一瞬視線を動かすが、彼女は思った以上に真剣な顔でニベルコルの言葉を聞いていた。

「赤い目の子が生まれて、責任がどうの原因がどうのって揉もめて、それでお終しまい。家族がお終しまいになったの。…………責任なんて、誰にも取りようがないのにね」

　断片的な説明を頭の中できちんと想像する。

　一般的な家庭に生まれてしまった、赤い目の子供。しかもその妹は成長するにつれて──有り体な表現を強いて使えば──異形を露あらわにしていく。

　それが家族というものにどれくらいの負担を与えるのかは、想像ができなかった。

　ただ『それだけで』と軽々に頷うなずけない重さがその想像には伴ったことは間違いない。

「だから私は、最後の家族を守るために家を出たの。住む家は失ったけれど、家族を全部は失わすに済んだわ」

　同情と賞賛と共感と。幾つかの言葉のパターンを思い浮かべてから、最終的にシーモアは一番乾いた手触りのするものを選ぶ。

「つまり君のその赤い髪は、家を出た時に染めたんだね」

　先天的に赤い目をした妹と、その傍そばにいる後天的に赤い髪をした姉。

　まがい物であっても、丸っきり孤独ではないという事実はそれなりの慰めになる。

　ニベルコルが髪を梳すいて、抜け落ちた数本を指先で弄ぶ。根元が随分と黒くなってきたそれらを見て、眉間に皺しわを寄せてから、

「何よ。文句あるの？」

「いや、似合ってると思う。いいね」

「そ」

　返事は短かったが、それでよかったのだろう。長い返事を考えさせるよりは、ずっといい。

　シーモアは膝に手をついて立ち上がって、

「さて、と。そろそろ僕も仕事に行こうかと思うんだけど」

「じゃあ、ニベルコルさんとリンさんにお留守番を頼みましょうか」

「………………あれ、ルーミーもくる？」

　シーモアに続いて立ち上がったルーミーを見て、首を傾かしげる。

　なんとなくここ最近シーモアとルーミーは一緒に行動をすることが少なかった。仲なか違たがいではなく、ニベルコルやリンが一人で家にいるタイミングを生み出さないようにするためだ。

　しかしルーミーは緩やかに笑って、ニベルコルに首を傾かしげてみせる。

「お留守番、お願いしますね？」

「わかってるわよ…………」

　何があったら、たった一日のうちにこんな力関係が成立してしまうのだろうか。

「まぁ、いいか。行こう、ルーミー」







　カメラ・グライムズは逃げていた。

　夜の静寂を女の足音が刻む。そしてその刻まれた静寂は、すぐにより大きく荒々しい足音によって潰される。

　カメラにいつか自分がこうなるという予感がなかったかといえば、噓うそになるだろう。毎晩のように支払いもせず遊び、非合法なことにも手を出し、あらゆる人種と知り合って、時には知り合うだけでは終わらずに更に遊んだ。そうした行為を積み重ねていけばいつか報い──前時代的な言葉だ──があるかも知れないと、ちらとでも思わなかったといえば噓うそになる。

　だが彼女は若く、容姿に恵まれていて、それらの要素だけでその報いは帳消しにできた。

　できて、いた。

「………………はッ、はッ」

　犬のように短く切れた息が口から吐き出される。

　つまり、日々があの特権を自分から奪ってしまったのだろうか。そんな思考が頭を過ぎる。遊あそび呆ほうけるうちに若さは彼女の手の内からするりと抜けていった。だから今カメラは追われていて、捕まればきっと二度とは浮かび上がれない暗闇の中へと引きずり込まれるのだ。

　もつれそうになる足で地面を蹴って路地を曲がる。街灯が長く伸ばした影が、ターンに沿って壁を優雅に滑る。それが酷ひどく気に障さわる。

　そうして逃げて、逃げて、帳尻あわせから逃れようとして、

「………………あッ？」

　誰かの胸板へと鼻はな面づらからぶつかったのは、その時だった。

　前もまともに見ずに走っていたカメラは、堪らずその場で転がる。ぶつかられた男──仕立てのいいコートと鋲びよう打ちされたトランクを携えた中年──は、ずれた眼鏡を押さえて呟つぶやいた。

「おや？　大丈夫ですか、お嬢さん」

「あんた、どこ見て────」

　そう叫びかけたカメラの顔が青ざめる。

　追跡者の足音がすぐ真後ろへと迫っていることに、気づいてしまったからだ。

「カーメラー。手間かけさせんなよぉ。どこまで追わせんだ、オイ」

「テメェ、逃げ切れると思うなよ！　夜は長ぇんだぞ！」

　女の腰ほども太さがある筋肉質な腕をこれ見よがしに見せた、二人組の男である。引ひき攣つった悲鳴がカメラの喉から漏れた。

　男たちはずかずかと、自分たちがこの夜の王であることを疑わない足取りで近づこうとし、

「失礼。ちょっといいですかな？」

　しかしその前に立ちはだかる姿があった。

「どういった事情かはわかりませんが、女性に乱暴とは感心しませんな」

　カメラとぶつかった、中年の男である。

　追跡者の二人は顔を見合わせ、それから何をいっているのかわからないというように古くさい帽子を被かぶった目の前の中年を眺めた。次いで、笑い声が響く。

「おいおい、おっさん。誰だか知らねぇけど、邪魔すんなよ」

「ヨハン・ヨアヒム・ウルブリヒトと申します」

「知らねぇよ。いいのかぁ、邪魔して。俺らの後ろにゃカッサダガ・ファミリーがいんだぜ」

「どなたがあなたたちの後ろにいても、正しい市民としてやるべきことは決まって────」

　中年──ヨハンの言葉は最後まで続かなかった。

　何故なぜならばその終わりを待つことなく、追っ手のうちの一人がその腕でヨハンの腹を殴りつけたからだ。カメラは咄とつ嗟さにキツく目を閉じる。

　ヨハンの呻うめき。男たちの笑い声。次いで降り注ぐ暴力。そういった音を想像して身を固くするカメラだったが、けれど耳に届いたものは想像とは違った。

「う、ぐあああぁあああ!?」

　そう声を上げたのは、殴りつけた若い男の方だった。

　驚き目を開ければ、殴った腕を押さえて地面に蹲うずくまる男が目に入る。対照的にヨハンはその立ち姿を全く揺らがせないまま、帽子に一度触れた。

「殴り方がなっていませんな。それでは拳を傷いためてしまいますよ」

「テメッ、コラ、ふざけんな────」

　もう一人が慌て拳を振り上げるも、やはりそれは届かない。

　再びの拳はヨハンにあっさりと止められ、ヨハンはその手を握り締める。男の悲鳴が上がる。ぎしぎしと、ヨハンの握力が男の骨を軋きしませる音が耳まで届くようだった。

　悲鳴も暴力も、露とも思っていない口振りでヨハンが微笑ほほえむ。

「さて、続けられますかな？」

　男たちがつまらない捨すて台詞ぜりふを吐きながら逃げていったのも、仕方がない話だろう。

　路地に静寂が戻ってくる。カメラはほっと息を吐き出して、それから差し伸べられた手を摑つかんだ。見た目とは裏腹にがっしりとした手が、カメラの身体からだを引き上げてくれる。

「あ、ありがとう…………。助かったわ…………」

「夜道は危ないですよ、お嬢さん。出歩くにしても道は選ぶことです。いつも私が通りかかるとは限りませんから。ご迷惑でなければ安全な辺りまでお送りしましょう」

　ヨハンがいったのはそれだけだった。

　恩着せがましい言葉も、謝礼の要求も、調子に乗った自慢話もなし。速やかに歩き出そうとするヨハンは、彼女の目には半ば神様か何かのように見えた。

　とにかく、生き残れた。追われていた恐怖は心の底まで冷え切らせていて、今までの人生ではついぞ無縁だった反省の念をカメラは抱く。今日帰ったら薬も酒もなしに寝て、明日はきちんと日のあるうちに起きよう。そうして仕事を見つけて、まともな生き方をするのだ。

　ヨハンを追って歩き出しながら、ひょいと覗のぞき込こんでカメラは男の顔を見み遣やる。

「私、カメラよ。ありがとうね、おじさん。今度あったらサービスでも──────」

　激烈な衝撃がカメラの身体からだを貫いたのは、その時だった。

「──────かッ!?」

　突如として跳ね上がったヨハンの左手が、カメラの喉元を摑つかんで持ち上げ、その身体からだを路地の壁へと叩たたき付つけたのだ。カメラの爪先は完全に地面から離れ、全体重が喉へとかかる。

　事態も理解しないままにもがくカメラへと、ヨハンの目が向けられた。

「──────カメラ、だと？」

「ひッ」

　そこには異質な熱があった。

　理由もないのに、まるで恋のようだと直感する。ぐずぐずに煮詰まって、自分も周囲も何もかもにその熱量を伝でん播ぱさせていく、病のような感情。

　ぎち、と歪ゆがんだ笑みがヨハンの口元に浮かぶ。

「カメラ！　カメラ！　カァァーミラ！　は！　は！　は！　そのような偽名でこの私が騙だまされるとでも思ったか！　吸血鬼カーミラめ！」

「な、何を────」

「このおぞましき！　最低の化け物！　吸血鬼め！　どうしたこんな夜に、人の血でも吸おうとさまよい出てきたか！　『吸血鬼狩り』たる私の前に姿を現したのが運の尽きよ！」
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　ヨハンの腕に爪を立てようとするが、その分厚い筋肉には何の痛つう痒ようをもたらすこともできなかった。喉にかかる圧力は刻一刻と増していき、思考に白くもやがかかり始める。開いても開いても息を吸えない喉が、爆発しそうなほどの熱さを訴えていた。

「ああ、我が一族の技術の粋！　吸血鬼滅殺闘技をお見せしよう！」

　左手でカメラを固定しながら、ヨハンがその右腕を後方へと伸ばす。全身を利用して真後ろにまで拳を振りかぶるような異常な構え。涙のにじむ目でそれをカメラは見つめる。吸血鬼滅殺闘技。聞き慣れない言葉だが、その拳に宿る威力は想像がついた。

　押し潰されていく思考が理由を求める。どうしてこんなことになったのか。自分の人生がこんな路地裏で、こんな唐突に断たれようとしているのか。

　ヨハンの腕が筋肉によって盛り上がる。拳を握り締めるぎちぎちとした音が耳へと届く。

　弓から放たれた矢のごとく拳が飛んできた瞬間に、カメラは正しくその理由を理解した。

「────────ああ」

　これはただの理不尽だ。

「吸血鬼、滅ぶべし」

　直後、ヨハンの拳が女の顔へと炸さく裂れつし、カメラの意識は永遠の断絶を迎えた。







「んー、治ってないな」

　信号待ちの間に前髪を搔かき上あげて、シーモアはそう呟つぶやいた。

　後部座席で体育座りをしたルーミーが、身体からだごと傾かしぐ。

「どうかしたんですか？」

「ちょっと怪我けががね」

　昨日、心臓を撃ち抜かれ地面に倒れ伏した時、シーモアの顔は強したたかに叩たたき付つけられることとなった。幾らかは雪が衝撃を和らげてくれたが、それでも額には青あざが残ってしまっている。

　そう、残っている。

「………………心臓、借りてるんだっけ？」

「正確には貸しているともちょっと違いますけど」

　破壊されたかつての自分の心臓と、そこに埋め込まれた吸血鬼の心臓。

　その事情についてはおおよそ聞いていた。あの若者に撃たれて死ななかったのも、偏ひとえに人ならざる心臓がそこにあったからだろう。

「その割にこっちの怪我けがは治らないなぁ。半分くらい吸血鬼だっていうのに」

「それは違いますよ。心臓が吸血鬼のものなのと、存在が吸血鬼になるのは全然別です」

「そうなの？　アレじゃないの？　半吸血鬼ハーフ・バンパイア。ロマンがあるよね」

　丸っきり小説の設定を口にするような口振りに、ルーミーは呆あきれ顔がおで首を振る。

「違います。私みたいな存在は、本質的には物語に近いんです。そこから生み出され、形があるだけですから。だから心臓を貸しているというよりは」

　人に向かって説明するのが初めてなのか、ルーミーの声音には少し曖昧さがあった。

「心臓を形作っていた物語、心臓の起源をシーモアさんに譲り渡したんです。私の心臓がそのままシーモアさんの中にあるわけでもなくて。半吸血鬼を作るなら……作ったことないですけど……逆に存在をまるごと物語に取り込む必要があったので」

「なるほど。わからん。とりあえず生きてるならいいや」

「…………勝手にやった私がいうのもなんですけど、動じないんですね、シーモアさん。心臓が他人のものになっているんですよ？」

「自分の心臓なんて見たことないしなぁ。変わったところで、って感じ。まだエセックスのエンジンがすり替えられてた方がびっくりするかも」

　アクセルを踏み、エンジンの回転数を上げる。心臓なんて見たこともないものよりも、そちらの方が余程リアルで切実だ。

「物語、ねぇ…………。そういえば一つ聞いていい？」

「この流れで一つしか疑問が浮かばないシーモアさんに驚いてますが、どうぞ」

「『吸血鬼狩り』って、いるの？」

　それはニベルコルから話を聞いた時から頭につきまとっていた疑問だった。

　彼女が噓うそを吐いているかどうかはわからないし、多分吐いていないのだろうなとも思う。だがそれにしても、『吸血鬼狩り』という言葉が頭の中でうまく当てはまらない。

　ルームミラー越しに見えるルーミーの顔は、眉一筋すら動かない。

「いるんじゃないですか？　いるってニベルコルさんがいってましたし」

「それはわかるんだけど…………だって、君って世界最初の吸血鬼だろ？」

　血と願いと物語が編み上げたその姿を、シーモアは遠慮なしに見つめる。

「じゃあ、『吸血鬼狩り』の一族って何だよ？」

　戦後この世界に生まれたルーミーは、いってしまえば幼女の類いだ。中年男性であるらしいヨハン・ヨアヒム・ウルブリヒトと、その一族との間に因縁があるとはとても思えなかった。

「そんなところにシーモアさんが疑問を持つとは意外ですね」

「僕は本来、こういうとんちきワールドに関わるタイプじゃないんだよ、知ってた？」

「答えなんて決まってるじゃないですか」

　ルーミーが微笑ほほえむ。

　あるいはその仕草は、彼女の口こう腔こうに生えた牙を見せる。

「私はこの世界に最初に生まれた吸血鬼ですが、私が生まれる前から吸血鬼という存在は、精緻なディテールとともにこの世界にあったんですから。いない吸血鬼がいるんですから、いない吸血鬼を狩る人だっていてもおかしくないですよ」

　その意味をしっかりと考えてからシーモアは呟つぶやく。

「……………………それは、妄念じゃないか？」

『吸血鬼狩り』の一族はいたのだろう。

　だが、吸血鬼はいなかったのだ。

　一族と名乗れるほどにこれまでの歴史の中で吸血鬼を殺してきて、そのための何かを積み上げてきていたところで、それはただ虚無を箱一杯に詰めるだけの作業だ。

　詰めるだけの作業をしてきてしまった男が、いるのだろう。

「人がどう呼ぶかはわかりませんけど、シーモアさんがそういうならそうなんでしょうね」

「………………。また、けったいなやつもいたもんだな」

　茶化すようにいってはみたが、言葉から想起された口の中の苦さは消えなかった。

　壊れた社会と、壊れた家族。正しいことが正しくいてくれないその歪ゆがみと痛み。それをシーモアは知っている。知っているから、想像ができてしまう。

　無自覚に手を伸ばした先はおやつだった。ニベルコルがよく食べている影響で持つようになったチョコレートを手に取り、かじる。

　そのまま振り返らずに、

「いる？」

「いりません」

　返事に含まれる嫌な滑らかさを、シーモアは見落とした。

　だからもう一度、似たようなことをいってしまった。

「美味おいしいのに」

「……………………食べると、かえって辛つらいので」

　不意に、背筋につららを突き刺されたような感覚だった。

　やはり凍りついたように動かない美貌のままで、ルーミーが口を僅かに動かす。その端には牙がある。キツく自分の唇を嚙かみ締しめているのも、見える。

「だから、いりません」

　急に、と考えてすぐに訂正する。

　これは急に現あらわれた現象ではない。彼女はずっとそれを堪えてきていて、そして今不意にそれが表に出てしまっただけのことだ。

「……………………そっか」

　呟つぶやいて、もう一度チョコレートをかじる。

　人を最後に食べてからおおよそ四週間。既にルーミー・スパイクの飢えはそこまで進行しているのか。空腹を抑えるために人間の食べ物を口に運ぶことすら堪えきれないほどに。

　自分で解決するから、とシーモアの膝の上でいった日のことを思い出す。少なくとも未まだ彼女がそれを解決できていないことは間違いないらしい。

　いつまでに。

　どうすれば。

　それすらもわからないのに、破綻が近いことだけはわかっている。

「…………………………」

　何かをいおうと思って、やめた。

　何がいえるというのだろうか。

　自分を食べさせることもできない。飢えを解決する手段も知れるはずもない。そんなシーモアが何をいったところで虚むなしいばかりだ。

　唇についたチョコを舐なめ取って、甘いと囁ささやく。

　ルーミーは窓ガラスにその額を預け、流れる風景をぼんやりと眺めていた。

「…………シーモアさん。この車、どこに行くんです？」

　シーモアはありったけの気力を振り絞って、苦笑した。

「…………どうだったかな」

　この後どうしたい、だなんてよくニベルコルに問いかけられたものである。

　仕事の真っ最中だというのに、シーモアはまるで自分が迷子であるかのような心地がした。無数のビルにも無数の路地にも、行くべき場所が見み出いだせなくなってしまいそうだった。







「車、好きなの？」

　エセックスの運転席でシーモアがそう問いかけのたは、翌日のことだった。

　今日の彼の助手席は珍しく埋まっている。リン・バーズアイがその長身を折り畳むようにしてそこに座っているからだ。

「うー」

　その赤い瞳は先程から頻しきりに動き回っていた。車窓の外を流れていく風景や、信号待ちの時にハンドルの縁を叩たたくシーモアの指や、道路を走っていく車が吐き出す白い煙なんかの上を。長い前髪越しでもわかるほどに顕著なその動きは、少しばかりくすぐったい。

「そっか。なら今度は普通にドライブしようか。用事とかない状態でさ」

　今度も笑ってくれるかと思ったが、しかしリンはその眉を曖昧に下げた。

「うー…………」

「ん？　ドライブ、好きじゃない？」

「あー。えー」

『えー』と独特な力の込め方でリンは口にする。

　彼女と暮らし始めてから少し経たつ。その音が彼女の限られた語彙の中で何を指しているのかくらいは、わかっている。

「あぁ、お姉さんが」

「むぅー…………」

「別に責めてないよ。僕みたいなのの車に乗りたがらないのは、至極普通の反応さ」

「むぅー…………」

「そっちも怒るのか。難しいな」

　ドライブに行くなら姉も一緒に行くべきだが、ニベルコルはシーモアの車には乗りたがらない。その反応は当然のものだが、シーモアが自分を卑下するのも好きではない。

　そんな想像をする。きっとそれが全てではないが、大きく外してもいない。そのくらいにこの少女の反応はわかりやすい。シーモアのような人間が生きている世界では得え難がたい素直さだ。

　しばらく車を走らせてから、一軒の雑貨店の前で停とめる。そこはガレージから幾つものブロックを超えた先、ちょっと買い物というにしては遠すぎる店である。

　車から降り、ポケットから煙草の箱を取り出す。すっかり軽くなった箱を適当に振れば、中から思った以上の勢いで煙草が飛ぶ。慌てて両手でそれを摑つかみながら、

「じゃ、買い物に行ってくるよ。車の番、頼んだ」

「う！」

　元気よくリンが頷うなずいて、少し安心する。

　シーモアが今日やってきているのは、ブラッド・ファミリーの支配領域のまっただ中だ。空気に満ちる濃密な暴力の気配はかえって街から細かな騒動を駆逐しているが、それでも誰も見ていない状態で車を路上に停とめておきたい土地ではない。

　その点、車の傍そばに立つリンはうってつけの人材だった。こっちの頭を摑つかんで握りつぶせそうな女の子に、積極的に絡からみにいく男は少ない。

　手を振って、シーモアは雑貨店の中に。

　たとえ誰に見られたところで咎とがめられたり襲われたりする立場ではないというのに、それでもちょっとだけ緊張してしまう。

　そんな胃に悪そうな店にわざわざ買い物にきたのにも、当然理由があった。

「ヨハン・ヨアヒム・ウルブリヒト。ヨハン・ヨアヒム・ウルブリヒトね…………」

　消えたマフィアの重鎮。

　その影響のほどを自分の目で実際に確かめるためだ。

　夕ゆう陽ひが鮮やかならば翌日は晴れるように、夏の訪れの前に蟬せみたちが街路樹に摑つかまり始めるように、抗争というものにも予兆はある。

　雑貨店で売られるワインの量というのも、そうしたもののうちの一つ。

　抗争ともなれば多くの人が動員され、長期間にわたって拘束される。ワインは彼らにとって水であり、消毒剤であり、気付け薬であり、心のよりどころであり、夜の供である。

　抗争の空気が近づけば、彼らは大量のワインを買い始める。そしてその影響は店に並ぶワインの量に幾らかの影響を与える。

　特に、こういうマフィアの支配が色濃い地域では。

　店をゆっくりとした足取りで歩き、ワインが並べられる棚の前に。禁酒法がいかに有名無実化したとはいえ、こうも堂々と酒が売られているのは、流石さすがマフィアの直轄地というべきか。

　一番安いワインを探しているような素振りで瓶を摑つかんでは離し、並べられている量を調べる。過去の経験から予測を組み立て、やがてシーモアは一つのワイン瓶を手に取った。

「起きるね。決して近くはないけど」

　緊張状態が高まってきているのは間違いない。

『楽しいですよね。きっとまた抗争の季節がやってきます』

　笑っていた彼女の言葉が裏付けられてしまった。たまには外してくれてもいいのに。

　買った瓶の首を摑つかんでそのまま店を出て、そこでシーモアは足を止めた。

　はやし立てるような子供の声が、幾つも重なって聞こえてきたからだ。

　車の傍そばでリンがおろおろとしている。彼女の周囲を複数の子供が囲み、頻しきりに声を浴びせていた。それがのっぽやらオトコ女とからかう類いであることを確認してから、溜ため息いきを零こぼす。

　それから大股に近づいて、適当な子供の頭をごんと叩たたいた。

「何やってんだ、ジャリども」

　突如として後ろから現あらわれたように見えたシーモアに、子供たちが悲鳴を上げる。彼らは蜘蛛くもの子を散らすように、すぐに走り去っていった。

　その背中を眺めてから、もう一度溜ため息いき。

「リン、大丈夫？」

「う、うー…………」

「困ってるなら呼んでくれればよかったのに」

　そういってから、これは余り自分らしい発言ではなかったかなと首を傾かしげる。

「あー…………」

　リンはただ困ったように首を傾かしげるばかりだ。

　というか、とリンのその縦に長い身体からだを眺める。

「それ以前に、自分で追っ払うべきだったと思うけどな」

「うー、あー」

　苦い顔と、横に振られる首。

「暴力が嫌い？」

「うー」

「君がそれでいいならいいけどさ」

　といいながら、今度は過剰に自分の言葉が尖とがっているように感じられ、反省する。

　難しい。

　リンは丸っきり子供で、ともすれば赤子にでも話しかけるような言葉を使いそうになる。その甘く不格好な言葉遣いを避けようとすると、今度は声音が厳しくなりすぎる。

　彼女の無む垢く性せいと寡黙さはこちらの姿を写す水面か何かのようで、その前で見せるべき姿をシーモアは決められない。少し前までこんなことを感じなかったのに、今は戸惑いが前にくる。

　その責任はリンにあるのではなく、自分自身にあるのだろう。

「ま、とりあえず帰ろうか」

「あう」

　扉を開けて車へと促すと、リンはちょっとだけ澄ました顔で助手席へと入った。

　その姿に小さく笑ってから、呟つぶやく。

「それにしても、暴力が嫌い、か」

　想像していたリン・バーズアイの精神性とは、幾らか異なる言葉だった。

　少なくともシーモアが考えていた通りの精神を彼女が有していたならば、ああいった子供に絡からまれるような事態においてリンは暴力で解決したはずである。

　何故なぜなら、彼女はそうして生きてきたのだから。

　バーズアイ姉妹は生きていくのに必要な金を稼ぐために、男を騙だましてその金品を奪ってきた。彼女たちの生き方は利益のための暴力を肯定している。

　リンは言葉こそ曖昧だが、決して頭が悪いわけではない。

　ならばその辺りについて、彼女はどう折り合いをつけているのだろうか。

「しかし僕、こんなこと考えてる場合なのかなぁ…………」

　運転席へと回る僅かな、リンには聞かれない間かん隙げきに言葉を落とす。

　問題は山積みで、一番重要なルーミーの飢えについてすら、解決策は全く見えてきていない。

　だがこの辺りの歪ゆがみが彼女たちのその後──この騒動が終わった後ニベルコルとリンがどうしたいのかに関わってきそうなことも確かだ。

　かっこよくなりたい、とシーモアは思う。

　難しい問題も、些さ細さいな問題も、問題にすらなっていない問題も。あらゆるものを快刀乱麻と片端から解決していけるような、そんな圧倒的なかっこよさが、欲しくて仕方がない。

　だが、シーモア・ロードはやっぱりシーモア・ロードでしかないし、

「そもそも、かっこいいって、なんだろうね」

　その言葉はどれほど繰り返しても言葉のままで、具体的な像に結びつくことはなかった。

　そうした煩雑な想念は、車のドアを開いた瞬間に投げ捨てる。

「さ、車を出すよ、リン」

　軽薄な笑みで顔を覆う。

　自分の顔はかっこいい。

　少なくともそれだけは知っている。







「どうして美人局つつもたせをしていたのか？」

　その質問に居心地の悪さを覚えたように、ニベルコルは一度身じろぎをした。

　その肩と、普段よりも高い位置で括くくられた髪の毛がシーモアにぶつかってくる。仕方がない。流しに向かって二人で肩を並べているのだから。

「そうそう。今更だけど、疑問に思ってさ」

　シーモアの住むガレージには一応衣食住を保てるだけのインフラが用意されており、一応流しと呼ばれる場所も存在している。

　ただそれは壁かべ際ぎわに取り付けられた配管も剝むき出だしの蛇口と、床に区切りを作っただけの簡素な排水溝の総称であり、やはり『一応』と表現するのが何よりも適切といった風ふ情ぜいのものだ。

「本当に今更ね………………ちょっと、ジャガイモの芽はちゃんと取ってよ」

「芽？　芽ってどれ？」

「そこの！　黒いやつ！　それ食ったら死ぬわよ！」

　今度は意図的に肩をぶつけられて、しゃがみ込んでいるシーモアはぐらりと身体からだを揺らす。

　彼女の前で『紅茶くらいは淹いれられるようになりたい』といったのはいつのことだったか。かっこつけていった言葉の後始末を、実に明確にニベルコルは求めてきた。

　流しに二人揃そろってしゃがみ込み、二人揃そろって包丁を握っている現状がそれである。

「しっかりしてよね。後、その質問、前に答えたじゃないの」

　向こう側が透けそうなほどに薄く、ニベルコルの手の中でにんじんの皮が剝むかれていく。

「この街で子供二人がお金を稼ごうと思ったら、手段なんて限られてるからよ」

「まぁ、そうは聞いていたけど」

　シーモアは不格好に包丁を動かす。さくり、さくりと一枚のチップスのような分厚さのジャガイモの皮が落ちていく。すっかり小ぶりになったジャガイモを指先で弄びながら、

「僕、てっきりその案ってニベルコルとリンの二人で考えて決めたんだと思ってたんだよね」

　幾らこの街でも、ストリートチルドレンが稼ぐための選択肢が美人局つつもたせしかないわけではない。だから男をおびき寄せて殴るというのは、二人の総意と倫理観の摺すり合あわせによって生み出されたものなのだと、そう思っていた。

　けれど、思い出すのはからかってくる子供に対してうろたえるばかりだったリンの姿。

「あのお仕事を考えたのはさ、ニベルコル。君がメインでしょ」

　殴って金を奪うことも、殴る相手も、姉が決めた。

　そうでなければどうにもおかしい。リン一人ならば、飢えようと落ちぶれようと路上で暮らすことになろうと、誰かを殴るなんて選ばなかったに違いない。

「それが？」

　ニベルコルの手が止まったのを見て、シーモアは慌てて言い足した。

「別に悪いってんじゃないよ。単に、不思議なだけ。君が殴る相手を決められる状態にあったなら、どうして美人局つつもたせなんてしたのかなって」

　リン・バーズアイ。彼女の異常な膂りよ力りよくを、思い出す。

「極論、美人局つつもたせの工程って要らなくない？　あの子なら、誰が相手だって殴り倒せるでしょ。もっとお金を持っているやつを、さっさと殴った方がよかったんじゃないかなって」

　その方が効率がよく、暮らしが楽で、しかも自分の身を危険にさらす必要もなかった。

　そしてそんなことを思いつかないニベルコルではないから、こうして聞いているのだ。

「楽しいおしゃべりもいいけど、手は進めてよ。夕飯の準備なんだから」

　ニベルコルの答えには、夕食の準備さえ終えてしまえばこの面倒な質問に答えないで済むという思惑が隠す様子もなく滲にじんでいた。

「大丈夫大丈夫。僕は器用な方だし、こんなのコツを覚えたらすぐ終わるよ」

「信用ならないわね…………」

　首を振って、ニベルコルは足下に置いたボウルの上でにんじんを切っていく。

「そりゃ、リンが本気を出せばわざわざ男を油断させる必要なんてないわよ。暴力だけで食べていくことができるし、私が頼めばそうしてくれると思うわ」

　暴力で金を稼いでもいいし、暴力を売り物にしてもいい。

　その選択肢をニベルコルは知っている。

「でも、妹をそんなものにしたくはないじゃない」

　乾いた声音でニベルコルがいった。

「暴力で生きていこうと思ったからって、誰も彼もを殴りつけるような子に、あの子をしたくなかったの。『悪い人なら殴っていい』は、私が持ち得た最大限の優しさの提示よ」

「…………そのために、わざわざ美人局つつもたせを？」

「ええ。だって私みたいなのに手を出そうなんてやつは、殴ったっていい悪いやつだもの」

　無制限の暴力。

　最低の倫理観。

　そういうものを妹に与えたくなかったというのは、わかる。それが路上においてニベルコルの描ける優しさの限界だったことも。

　だけど、それでも少しこう思ってしまう。

「そんなことのために？」

　いってから、失言だったと思った。

　きっと睨にらみつけられる。もしかしたら今日の料理教室は中止かも知れない。そう思いながら視線を動かさずにいると、しかし予想に反して返事があった。

「…………だって、あの子の家族を奪ったのは私なのよ」

　掌てのひらの中から砂が零こぼれ落おちるような、思わず出てしまったというような声だった。

　次いで身を固くする気配。今の言葉は、ニベルコルが表に出すつもりのなかった言葉なのだろう。そうわかりながらシーモアはジャガイモの皮と身をそぎ落とす指を止める。

「僕の聞いた話だと、君の家族は君が逃げる時には壊れてたって話だったけど」

　一呼吸おいて、ニベルコルは肩を落とした。

　意地を張るほどの気力すら残されていない、老婆めいた動きだった。

「壊れていたんじゃないわ。壊れかけていたの。壊れかけていた、だけ」

　ざく、と不規則に切られたにんじんが落ちる。

「あの子を家から連れ出すことに決めたのは私のエゴ。あんな家の中にあの子を置いておきたくなかったのは私のエゴ。だから私は、あの頃よりもあの子を幸せにする責任があるの」

「まるであの子のお母さんみたいなことをいうね」

「…………奪ったものに責任を持つなら、私はあの子の母親で、父親で、家で、それ以上よ」

　ざくざくと包丁が動き、にんじんを切り終える。

　手を打ち鳴らして、掌てのひらについた水滴やゴミの類いをニベルコルは打ち払った。数度それを繰り返す。潔けつ癖ぺき症しよう染じみた、執しつ拗ような動きだった。

「あの子の価値観を守るのに美人局つつもたせをする必要があるなら、するわ。私にはその責任がある」

　そんなことはない、とシーモアはいおうかと思った。

　ニベルコルがそんなことをせずともリンはきっと暴力に頼りきりにはならないし、ニベルコルが家族を壊してしまったわけでもない。

　それに、リンが生まれたことの責任をニベルコルが取る必要もない、とも。

「ちょっと、話してる間に手を止めないでよ。準備がいつまで経たっても終わらないじゃないの」

　だがそう実際に口を開くよりも前に、ニベルコルにそういわれてしまった。

　シーモアは苦笑して、包丁をきちんと握り直す。唇に集中する代わりに、刃先に集中する。

「待ってよ。大丈夫。もうそろそろコツが摑つかめるはず」

「アンタの発言、全然信用ならないんだけど」

「まぁ、そういわずに…………」

　手の中で包丁を握り直し、頷うなずく。

「うん、こんな感じかな」

　する、と躊躇ためらいなく両手が動いた。包丁の刃がジャガイモの表面を滑り、抵抗なく削そいでいく。ほんの数秒で、殆ほとんど一繫つながりになったような皮が流しへと落下した。

　シーモアは、満足げに首を回す。

「どうよ。僕ってこう見えてできるやつでしょ──────痛っ!?」

　ニベルコルの足が尻へとぶつけられた。

「なんかムカつく」

「理不尽！」







　逆さまのルーミーは、死神に問いかけた。

「死神って、どうやって人を殺してた？」

　逆さまの死神は、その問いかけにあっさりと答えた。

「草刈り鎌で。首を落とすのが多かったかな。『死神』ってあだ名も、そこが由来だね」

　ルーミーが少し久しぶりにライカーズ深部の独房を訪れれば、彼女は今日もまた部屋の網へと足を引っかけてぶら下がっていたのである。

　今日は彼女が降りてくるのではなく、ルーミーの側が視線を揃そろえた。つまり超常的な力によって、ルーミーが天地をひっくり返して天井へと立ったのだ。

「鎌。こだわりでもあった？」

「別に。どう死のうが死は死だよ。そこに意味を見み出いだすのは残された周囲の人であって、死んだ当人にも、殺した当人にも、それは関係のない話さ」

「鎌なんて使ってたのに？」

「最初に人を殺そうと思った時、丁度手元にあったからね。それが鉛筆だったらぼくは今頃ガリ勉ウオンクとでも呼ばれて、それがピストルだったら保安官ガン・スリンガーだっただろうね」

　いいながら死神が網から足を抜いて、着地しようとする。

「そこにさして意味はないのは、死と同じさ」

　しかし彼女の足が刑務所の床を捉えることはなかった。網から壁へと投げかけられている暗い影が突如として実体を持ち、彼女の足首を絡からめ取ったからだ。

　ぶらり、と死神の身体からだが吊つるされる。

　彼女を壁へ磔はりつけにした当の本人であるルーミーは、さして興味がなさそうに頷うなずいていた。

「ふぅん」

　しかし興味がないのなら、こんなことはしないのだ。

　もっといえばその言葉を紡つむがせたのは興味そのものではなく、それ以外の何かがある。

　そこから言葉を続けようとしない彼女に対して、死神は苦笑した。一緒に暮らしているらしい誰かの苦労が忍ばれる、と聞こえないように独りごちてから、

「それで、どうかした？　何か悩み事かな？」

　返事のように、くう、とルーミーの腹が鳴った。

　ルーミーはほんの少し首を傾かしげて、それから頷うなずく。

「悩みじゃないけど、この前、殺そうと思った子を殺せなくて」

「へえ、怪物らしくもない話だね」

「うん。私、思ったよりも人間が好きなのかも知れない」

　思い出すのは泣きながら愛を囁ささやく少女。

　その純粋な姿が、胸を貫かれ血を吐きながら愛を謳うたった男と重なる。

「だから少し、他の人間の話も聞きたいなって。迷惑だった？」

「まさか」

　まぁいいかと思考を脇に置いて、死神は微笑ほほえむ。

　逆さまのまま両腕を広げれば、その反動で身体からだがくるりと回りそうになった。

「吸血鬼に身の上話を聞いてもらえるなんて、貴重な機会だよ。それにぼくに興味を持ってくれる人も最近では減ってしまってね。好きなことを聞いてよ」

「いいの？」

「もちろん。なんでも語っちゃうよ」

　ルーミーは『じゃあ遠慮しないで』といったし、実際に遠慮はしなかった。

　ルーミーの矢継ぎ早な質問や、些いささか以上に無遠慮な質問に、死神も素直に応じた。それは状況と内容を無視すれば、学校の昼休みに少女たちが顔を寄せ合ってする会話のようだった。

　その隙間で、腹の音が鳴るのも、やはり。

　幾つもの問いと答えを積み重ねて、不意に湧き出てきたルーミーの好奇心はやがて満たされたらしい。彼女は──この地ち下か牢ろうでは珍しく──はっきりと笑みすら浮かべていた。

「うん、ありがと」

「満足していただけたなら何より」

　思っていた以上の質問の量に少し憔しよう悴すいした死神が頷うなずくと、ルーミーの姿は影へと解けた。

「それじゃあ、また」

　その気配が部屋の中から消える。

　くう、と腹の音だけが最後に残る。

　同時に死神の足首を固定していた影も消え、彼女は頭からどしゃりと床に落ちた。

「うーん、大丈夫かな、あの子」

　足を壁に投げ出すようにして寝転がった死神は、がらんどうだけが残された部屋の中で呟つぶやく。

「遂ついにぼくを見逃す理由すらいわなくなっちゃったけど」

　本心から心配しているようにも、嘲弄しているようにも聞こえる曖昧な声音だった。

　それから起き上がって、改めてベッドで寝直した。







「改めて思うけど、吸血鬼っているのねぇ」

　そうニベルコルが呟つぶやいたのは、珍しく四人で買い物をしに出かけた夜のことだった。

　以前から連絡をくれていた車屋が、そろそろ取り置きをしておくのも限界だと伝えてきたためである。車のホイールを買うために、シーモアたちは揃そろって街を歩いている。

「今更？」

　とニベルコルの呟つぶやきに反応しながらも、しかしシーモアは苦笑していた。

　シーモアもニベルコルもリンも、傍はた目めにはとてもカタギの人間に見えない。明らかに普通には暮らしていない。

　だが、それでも、その異質さはルーミーにはとても及ばないのだ。

「いますよ。目の前にいるじゃないですか」

　そういって振り返るルーミーは、その美しさを増している。

　常日頃から彼女は常軌を逸した美貌を備えているが、夜を迎えればさらに別格だ。世界が彼女に従い、夜が彼女を讃たたえる。そうとしか思えない風格を彼女は自然と身にまとっている。

　こうして月夜に立つ彼女を見せて『吸血鬼』と呼べば、多くの人が納得してくれるだろう。

「いるとはわかっていたし、聞いていたけど、本当にいるとは思わないじゃない」

「まぁね。そんなことで信じてちゃ、この街には神様だって悪魔だっていることになるし」

「そうですか？　あなたなら信じてもよさそうだと、思ったんですけど」

　ルーミーの金色の目が、少しだけ動く。

「だって、あなたの────」

「────うー」

　リンが小さく唸うなった。

　言葉を遮るように差し込まれたうなり。その意図を誤魔化すためか、もう一度唸うなり声がする。

「うー」

「そうですか。そういう感じでしたっけ？」

　適当にルーミーが頷うなずいているのがわかる。

　わかる、が、シーモアは口を開かない。

　問いかけるべきではないと理解している。ルーミーのその言葉に反応してニベルコルは眉間に皺しわを寄せ、リンが身を固くしたのがわかっていたからだ。

　何かつつき回すべきではないことに、触れかけている。

　シーモアは咄とつ嗟さに何か話題でも逸そらせないかと視線を彷徨さまよわせて、

「あ」

　前方で、空へと上る風船を見た。

　どうやら通りを歩いていた子供が手を離したらしい。赤い色をしたそれが、風に揺られてふわりと持ち上がる。子供のおもちゃが、人の届かない高みへと上っていく。

「あ」

　という声はもう一つ、すぐ傍そばから聞こえた。

　そして同時、白い影が滑るように動き出す。歩調と移動距離が一致しない奇怪な足取りで、ルーミーが壁を駆けたのだ。

　平然とビルの壁を走ったルーミーの指先が、風船の紐ひもを摑つかむ。

「おー…………」

　小さく呟つぶやくシーモアの袖が、不意に引かれた。

「ちょ、ちょっと、いいわけ？」

　ニベルコルが、その顔を引ひき攣つらせていた。リンもまた、その後ろでおろおろしている。

「いいって？　子供の風船を取ってあげるのは偉いよね」

「そうじゃなくて、皆見てるわよ!?」

　ルーミーは壁を滑り、その天てつ辺ぺんで立った。壁に対して垂直に足をつけている。

　その姿は辺りの人々に当然目撃されていて、風船を放してしまった子供は歓声を上げ、それ以外の多くの人の間では戸惑いの声が広がっていくところだった。

　吸血鬼が、目撃されている。

　そのことを認識し、その上でシーモアは肩を竦すくめる。

「んー、まぁ、いいんじゃない？」

「いいって、どうするのよ！　吸血鬼が知れ渡っちゃったりしたら！」

「逆に聞くけど、それって何か困る？」

　問いかけに、一瞬ニベルコルは声を詰まらせた。

「でもっ、何が起きるかわからないわよ!?　あの子、人間として暮らしてるんじゃないの!?」

「難しいね、その辺りのことは」

　少女から向けられる実直さに、微笑ほほえんでしまう。

　手振りでリンにも、気にしなくていいと示した。

「僕はね、別にルーミーを人間として扱いたいわけじゃないよ」

「一緒に暮らしてるんじゃないわけっ？」

「暮らしてるよ。ルーミーがそう望んでるからね。そして彼女は賢いから、自分がああやって異常に振る舞えば、周囲にどう見られるかくらいはわかってるさ」

　程度や影響を正しく理解しているかはわからないが、自身が異常であることくらいはルーミーも知っている。

「それでも彼女がああして普通に振る舞うなら、僕は別に止める気はないよ」

「………………せめて、人間らしくして、騒動を起こさないようにとは思わないの？」

「それも、難しいよね。吸血鬼と人間の境って、どこなんだろうね」

　ルーミーに重ね合わせるように、右手を伸ばす。そこに触れた指の感触を思い出す。

「ああして壁に貼り付くのは吸血鬼だけど、じゃあ、例えばあの子が美しいのは吸血鬼なのかな。いつも健康なのは？　治るからって身体からだを雑に使うのは？　髪が銀なのは？　味付けの濃いものが好きなのは？　人として振る舞わせるなら、そういうのも捨てさせないとダメ？」

　その境目を正しく見定めることはできない。

　それを定めようとすれば、きっととても恣意的になる。作った境目は人と吸血鬼を正しく区別するのではなく、人にとって酷ひどく都合のいいものになる。

「僕はね、別にあの子に便利にいて欲しいんじゃないんだ。ありたいように、あって欲しいだけなんだ。知られたいのなら知られればいいし、知られるのならば知られればいいよ」

　シーモアはじっと高い場所にいるルーミーを見つめていたために、その隣のニベルコルの表情を見落とした。

　彼女が僅かに唇を嚙かんでいたことを、見落とした。

「………………それは、子供の意見だわ」

「そうかな。そうかもね」

　そうしてシーモアはのんびりと伸びをして、

「うー、あー！」

　リンが慌てたように叫ぶ声がした。

　ぱっと目を見開けば、いつの間にか地面間近まで降りてきたルーミーが、風船を手渡した後、興奮した様子の子供に手を差し伸べている。

　まるでこの後、子供を連れてビルの上まで歩くかのように。

「うわっ、あれはヤバい！　あんな危ないのは普通にダメだろ！」

「うー！」

「止めろ止めろ！　ニベルコル、手伝って！」

「あー、もー！　どいつもこいつも！」

　ばたばたとシーモアたちは駆け出す。

　ルーミーがどう見られたがっているかは自由だが、それはそれとして、人命がかかりかねない危険な行為を迂う闊かつにするのはやめて欲しかった。




　目の前で揺れるホイールを見ながら、シーモアは呟つぶやいた。

「高い買い物だったけど、結果的にはタダだね」

「うー？」

「はぁ？」

　その言葉に反応したのはホイールを担かついだリンの隣を歩く、ニベルコルである。彼女は激しい勢いで振り返り、そのツインテールの先端がシーモアを打つ。

「買い物とは聞いてたけど、こんなものにあんなに浪費するだなんて！」

　自分の目が届く範囲で浪費は揺るさんと、その吊つり上あがった目は雄弁に語る。

「こんなのって…………放出品のワイヤーホイールだよ？　滅多にないんだよ？」

「別になんでもいいけど、この輪っか、もう車についてるじゃない。なんでわざわざ買うのよ」

「信じられない…………。この軽量化の粋を尽くしたワイヤーホイールを、普通のホイールと同じに扱うだなんて…………。ねぇ、ルーミー？」

「話振らないでくれますか？　咎とがめるつもりはありませんけど、私にもわからない話ですし」

　隣を歩いていたルーミーにすげなくそういわれて、味方がいないとシーモアは肩を落とす。

「すごいのに……タイヤの重量も減って燃費がよくなるから、長い目で見れば得なのに……」

「それ、何万キロ走った頃の話？」

「…………」

「黙って誤魔化そうとするのやめなさいよ！」

　そういったわけで、買い物の帰りであった。

　放出品のホイールを買いに行ったその帰り道。他の乗客とともに車に乗せるには流石さすがに余ってしまうため、今はその円盤はリンが担かつぎ、四人で夜の街を歩いている。

　部品を流してくれた車屋は下町にあり、必然的にこの辺りは夜も人通りが多い。リンがその身体からだで流れを裂いてくれていなければ、数多く肩をぶつけることになっていただろう。

「大体、ヨハン・ヨアヒム・ウルブリヒトの話も終わっていないうちから大きな買い物なんて。節制って言葉は知らないの？」

「まぁ、それは確かにそうだけど、でもヨハンの話はそう遠くないうちに解決するよ」

「…………どういう根拠で？」

　ここで『バカなの？』みたいな反応ではなく、一応理由は聞いてくれるようになった辺り、ニベルコルと仲良くなったといえるのかも知れない。

「もうじき抗争が起きる。複数の筋から確かめて、まぁ間違いのない事実だよ。今日は起きなかったけど、明日には起きるかも知れない。明日じゃなくてもいつかは起きる」

「あの男が姿を消したから、よね？」

「その通り。ヨハンを中心にして疑心暗鬼が渦を巻いているからね。だから抗争が起きれば、必然的にそこが最も力に晒さらされる」

「うー？」

「そういうこと」

　頷うなずいて、足を速めてニベルコルたちの先に回る。振り返って、後ろ向きに歩く。

「抗争さえ起きれば、そこでヨハンは間違いなく殺される。時間は僕たちの味方だよ」

　ニベルコルとリンは顔を見合わせて、それを喜んでいいものか迷うようにした。

　それからその子供めいた逡しゆん巡じゆんを取り払ったニベルコルが、髪を払って笑う。

「アンタがいうと本当になりそうだから、不思議だわ」

「うー」

「ま、僕は確信が持てたことしかいわないからね。自然とそうなるよ」

「決め顔でいったところ悪いですけれど」

　声が割り込んでくる。

　ルーミーが首を傾かしげ、その薄っぺらな肩を見せるようにして笑っていた。

「シーモアさんが適当なことをいうのはいつものことですよね」

「そんなことないよ。僕はいつだって真剣さ」

「その言葉自体が適当です。それに、時間が私たちにとって味方だっていうのなら────」

　その視線が、シーモアの後ろへと逸それた。

「────その敵を倒しにくる人がいるのは必然です」

　ルーミーたちの足が止まる。

　シーモアもまた立ち止まる。

　それから彼は、ぎしりと身体からだを軋きしませるようにして振り返った。

「………………お前が」

　そこに、男がいた。

　視界に入ってきたその男が、その人物であることは疑いようがなかった。

　老いの出始める年齢にしては鍛えられた体たい軀くも、丁寧に撫なでつけられた髪も、片手に携えられた大きなトランクも、品のいい高級そうな帽子も関係がない。

　ただ、その目が。

　ルーミーのことを捉え、その内側で感情を沸騰させる、どろどろとした瞳こそが彼が『吸血鬼狩り』であることを何よりも雄弁に語っていた。

「ヨハン・ヨアヒム・ウルブリヒト…………！」

　男──ヨハンは瞬まばたきもせず、呟つぶやく。

「────────ああ」

　人通りの中だというのに、まるで耳元で囁ささやかれたかのような、怖おじ気けの走る声音だった。

「吸血鬼。吸血鬼！　吸血鬼！　吸血鬼!!　遂ついに出会えたか！　は！　は！　は！　私は辿たどり着ついた！　我が血筋が受け継ぎし宿敵よ！」

　そんな熱量を向けられても、ルーミーの表情は露とも動かなかった。

「ああ、我が受け継ぎし技術体系！　ただ君のためだけに用意された殺さつ戮りくの力！　吸血鬼滅殺闘技を君に見せて──────」

　言葉の終わりを待たずして、ルーミーがその指をついと動かす。

「それ」

　直後、路面が泡立った。

　いや、実際に弾はじけたのはその表面に存在していた影の方だ。平面であるはずの黒色が突如として波は濤とうのごとく立ち上がり、異常事態に上がる人々の悲鳴をよそに、ヨハンを飲み込む。

　湧き上がる波に吞のまれそうになったリンが、ニベルコルを小脇に抱えて大きく飛びすさるのが視界の隅に入った。彼女たちはそのまま群衆へと紛れる。

　ルーミーはハエでも払ったかのように無感情に、

「お終しまいですね。じゃあ、帰りましょ──────」

　しかし今度言葉を最後まで言い切れないのは、ルーミーの方だった。

「無駄ァ！」

　影が内側から消し飛ぶ。

　まるで見えないパレットナイフで絵の具をこそぎ落とすかのような光景だった。打ち払われた暗闇の内側から現あらわれたのは、傷を負った様子もないヨハンである。

　その片手には、トランクから取り出したとおぼしき小さな瓶がある。

　ずくり、とシーモアの心臓がうずく。人のものならざる心臓が。その瓶に入っていた液体が、今まさに影を退けた透明なそれがなんであるかを、直感によって理解する。

「聖水ッ!?」

「この程度の備えもないと思ったのかね！」

　再び爆発的に上がる悲鳴。慮外の暴力が今振るわれたことを理解した群衆が四方八方へと逃げ出し、対照的にヨハンは放たれた矢のごとく駆け出す。

　シーモアたちの方へ。

　ルーミーの方へ。

「会ぁぁああああいたかったぞォお！　吸血鬼ィ！」

「そう。知らないけど」

　ルーミーがその指を髪へと差し入れ、数本を引き抜く。ふう、と吹きだした息に乗せて飛ばせば、地に触れる頃にはその銀の毛は銀の狼おおかみへと姿を変えていた。三体の、その体高がシーモアの肩ほどもある狼おおかみが、同時にうなりを上げる。

　お前そんな能力あったのかよ、と驚くシーモアだが、状況は彼の突っ込みの隙すらない。

「は！　は！　は！　身外身！　届くものか！　そんな曲芸が！」

　一瞬たりとも立ち止まることなく加速したヨハンが、その右手を振るう。がしゃりと機構が作動する音とともに、トランクに設けられたスリットから飛び出したのは一つの拳銃だった。

　男と狼おおかみの交錯は、シーモアの目ではほとんど追うこともできなかった。

　だが狼おおかみが着地した瞬間、あるいは飛びかかった瞬間、傍そばを駆け抜けようとした瞬間に弾丸が放たれたことは間違いない。重なった幾つもの銃声が夜の闇へと吸い込まれた頃には、狼おおかみたちはそれぞれに倒れていた。獣の死を確認したヨハンが、その手から銃を放り投げる。

「その程度、想定内だとも！」

　まさかこんなにもあっさりと狼おおかみが退けられるとは思っていなかったのだろう。ルーミーが珍しいことに、その表情ではっきりとわかるほど驚きを露あらわにする。

　そしてそれ以上に詳細に状況を把握することはできなかった。

　何せヨハンはこちらへと駆けてきて、それを阻はばもうとした狼おおかみを倒したところなのだ。

　気がついた時には、眼前に彼が迫っていた。

「いッ──────」

　シーモアとて、喧けん嘩かの素人しろうとではない。積極的に参加することは少なかったが、路上に住んでいた頃には巻き込まれることも多くあった。

　が、それでもヨハンはまるで別格だった。

「下がっていたまえ、少年」

「──────が!?」

　気がついた時には、倒れ伏していた。

　遅れてせり上がってきた熱と痛み、そして吐き気が、横っ腹へと蹴りを叩たたき込こまれたことを教えてくれる。まるで砲弾でも当たったかのような気分になる一撃だった。

　横倒しの視界の中でヨハンがルーミーへと迫る。

「………………」

　ルーミーが僅かに目を細める。

　その時、シーモアは気づいた。ルーミーのその指先が、霧となって流れている。黒い気体は地を這はってヨハンの背後へと回り、そこで一本の針のように形を成していた。

　死角からの一撃。

　霧の針が、その見た目とは裏腹な必殺の威力を込めて突き出される。

「──────わ」

　しかしそれもやはり、届かない。

「はっ！　戦闘は不慣れかね、吸血鬼！」

　トランクを右手へと持ち替えたヨハンが、その手を後頭部へと回していたからだ。トランクに一体どんな加工がなされているのか、針がその表面で弾はじかれ、砕かれる。

　そしてそれがそのまま攻撃への構えとなった。

　全身を利用して腕全体を身体からだの後方へと持っていくような、異常な振りかぶり方。その先で握られたトランクが音を立てて開く。内側から飛び出してきたのは、トランクの全長とほぼ等しいような巨大な銀色の刃だった。

　心臓が絶叫する。吸血鬼としての部分が、その刃に対して致命的な悪お寒かんを覚える。

　ヨハンの全身がぎちぎちと音を立て、スーツを内側から裂かんばかりの筋肉が盛り上がる。

「吸血鬼、滅ぶべし」

　だがそれでも、シーモアは少しだけ余裕を持って眺めていた。

　ルーミー・スパイクは吸血鬼である。彼女の身体能力は人間を超えており、しかも霧や影へと姿を変えることができる。

　彼女の眼前でヨハンは構えを取っており、その武器は明らかに吸血鬼に最悪の結果をもたらすだろう。けれどその刃が届くことはない。ルーミーはその一撃を回避することができる。

　そう、思った。

「────────」

　しかし、ルーミーは動かなかった。

　ただその顔には微笑ほほえみがあった。

「────────そっか」

　ルーミーは動かない。

　受ければ死ぬ。食らえば死ぬ。それは吸血鬼であれば避けようのない致命の一撃。それを認識していないはずがないのに、彼女は立ち尽くしている。

　何故なぜ、と叫ぼうとしたが、言葉にはならず、ただ口から唾が吐き出されただけだった。

　そうして一瞬の、夜が明けてしまいそうな長い沈黙があって、溜ためられた右腕が放たれる。

「吸血鬼、滅ぶべ──────────────!?」

　そのヨハンの横よこっ面つらに、円盤が叩たたき込こまれた。

　ほとんど一筋の光となって見えるほどに速度のついた円盤状の何かが、ヨハンの頭を捉える。壮絶な音。ヨハンが吹っ飛び、転がっていく。

　その彼がさっきいたところへと落ちたのは、ついさっき買ったワイヤーホイールだった。

「うー！」

　通りの向こう側、円盤投げの選手のようにその手を振り抜いたリンが唸うなる。

　そうであるような気はしていたが、ヨハンは平然と立ち上がった。ごきりと首を鳴らしてから、彼は着弾の衝撃で落ちた帽子を拾い上げる。とても人間とは思えない耐久性。

「どうして邪魔をするんだい？　私は吸血鬼を討ち果たそうとしているだけだというのに」

　そこで、ヨハンは小さく目を見開いた。

「おや、君は…………。君のお姉さんには我が使命を手伝ってもらったからね。是非とも今度お礼をいわせてくれたまえ」

「…………うー！」

　まるでちょっとした仕事の手伝いをしてもらったとでもいいたげな、誘拐や脅迫といった、そこにあった経緯をまるで無視した言い方だった。

　それからヨハンは嘆息。

「どうやら、もう時間のようだね。今日は挨拶程度に留とどめておこうか」

　遠方から幾つも車の音が近づいてきている。警察か、あるいはマフィアか。この辺りから逃げ出したうちの誰かが通報をしたのだろう。

「ではまた。君を滅ぼす日を楽しみにしているよ」

　身を翻ひるがえしたヨハンは、すぐに街路の暗闇へと飲み込まれて消えていった。

　シーモアがよろよろと立ち上がろうとすると、隠れていたらしいニベルコルが支えてくれる。

「ほら、しっかりしなさい。私たちも逃げるわよ」

「…………だね」

　周囲は一転して静寂に包まれ、夜がどこまでも続くような錯覚を覚える。

　そのただ中に、ルーミーはただ立っていた。

　その視線は、ヨハンが消えた暗闇を追っている。




　ガレージへと辿たどり着つき、シーモアは一度よろけた。

　蹴られた場所がずくずくと熱を持ち、破裂しそうな錯覚。正直今すぐに意識を手放したいくらいだったが、シーモアにはまだいうべきことがあった。

　ふらつく身体からだを、壁に手をついて支える。

「ちょっと、バカなの？　さっさと寝るか病院行きなさいよ」

　返事はしなかった。

　代わりに、呼びかけた。

「おい、ルーミー」

「………………。どうか、しましたか？」

　その平然とした声音がどうしようもなく神経をささくれ立たせて、瞬間的にシーモアはポケットからそれを取り出す。

　シーモアの手の中には拳銃があった。

　先程、ヨハンが狼おおかみを殺すのに使い、投げ捨てていった拳銃である。握ったことのないほどの大口径の拳銃を、しかし片手で支えてしっかりとルーミーの頭へと向ける。

「シーモア!?」

「うー!?」

　無視する。

「ルーミー。さっき、どうしてあんなことをした。いや、しなかった？」

　吸血鬼の少女が首を傾かしげる。

「何のことです？」

　引き金を引いた。

　銃弾が飛び出し、ルーミーの顔を穿うがつ。それどころか拳銃としては異例なほどの大口径の弾丸は、少女の小さな顔を内側から弾はじき飛ばした。

　銃声が尾を引き、やがて消える。

　消えた頃に、ずるりと音が立った。

　知っている。この拳銃に入っているのは祝福された、吸血鬼用の弾丸ではない。心臓がそれを教えてくれている。

　だからずるずると湿った変形が起こり、ルーミーの顔が再生されることは知っていた。

　変わらない美しい顔が、少し拗すねたように問いかけてくる。

「…………。何をするんですか？」

　今度は拳銃を少しだけ下げる。

　狙いをつけたのはその胴体──ルーミーのまとう衣服だ。知っている。吸血鬼の再生能力が及ぶのはその身体からだの範囲のみで、服が例外であること。それに以前の騒動で壊れてしまった服の代わりをルーミーは新しく買かい揃そろえ、その服をとても気に入っていることも知っている。

　引き金をもう一度引いた。

「…………。だから、何をするんですか？」

　今度の返事は背後から聞こえた。

　ルーミーが一瞬にして移動をし、シーモアの背後に回ったのだ。どころか彼女の手の中には一つの銃と、一つの弾丸が収まっている。たった今シーモアが撃った銃と、弾丸である。

「やっぱり、な」

　ルーミー・スパイクに対して拳銃というものは有効打にならない。その弾丸を上回る速度で彼女は動くことができるのだから。

　だからこそ、思い出す。

「なら、どうして…………」

　刃を構えたヨハンの姿。その前で立ち続けるルーミー。今の吸血鬼にとってはおもちゃ程度の拳銃ではない。明らかに最悪の結果を招くとわかる武器を前に、それでも動かない彼女。

「どうして、ヨハンの前では逃げなかった…………！」

　それをシーモアは糾弾として口にした。

　あの時、マーダー・インクにまつわる血みどろの騒動の中で、彼と彼女は生きるように約束をした。罪の重さにもがく吸血鬼へと、それでもと人間が語った。

　あの約束は確かだったはずなのに、と。

「どうしてって」

　しかしルーミーは首を傾かしげる。

　自分の思いついたことを確かめるような口振りはどこかたどたどしく、しかしそこには迷いも後ろめたさもない。

　あの日彼女が苦しんだような、痛みは見えない。

「私の前に立った、から？」

　長い髪の毛が、ただただ垂れ落ちる。

　その色は暗闇にあってなお輝くようで、シーモアは見つめているのが辛つらくなり、目を細めた。

「ねえ、シーモア。私、人間が好きです。あなたが好きにしてくれました」

　だから、と言葉が継がれる。

「私、誰のことも踏みつけにしたくないんです。私の前に立つような、強い信念は特に。そう思っているんだって、あの時気づきました」

　だからあなたも、あの男も、殺さなかった。

　そうルーミーが呟つぶやく。背後でニベルコルがぎくりと身体からだを硬くする気配がいた。やはり彼女たちの間には何かがあったのだろう。だがそれはもう、今となってはどうでもいい。

「信念って……あいつはいもしない吸血鬼を殺すために自分を鍛え続けてた、壊れた男だぞ」

「それでも私の影や狼おおかみを退けたその力は、すぐに身につくものじゃないですよ。どれだけ鍛えれば人間があれをできるのか、私にはわからないです。それに…………」

　衒てらいのない笑顔をルーミーは浮かべた。

　揶や揄ゆでも皮肉でもなく、心からの親愛を込めて彼女は笑う。

「壊れているだなんて。あの時、約束を交わしたあの時、シーモアさんは壊れていなかったっていえるんですか？」

「──────」

「心臓を貫かれても、信念を砕かれても、全部が噓うそだっていわれても、こんな私に生きてといったあなたの正気を、一体誰が保証してくれるんですか？」

　だから、とやはり言葉を継ぐ。

　それが誰しもに共通する論理であるように、ルーミーは平然と語る。

「私は人間が好きです。あんな風に美しく何かを貫ける、人間という存在を私は誰も踏みつけにしたくありません。だって────」

　怪物だ、とシーモアは食い縛った歯の隙間で呟つぶやいた。

　こんな純粋性は、およそ人の持ち得るものではない。

　これは怪物だけの純粋性だ。

「────あなたがそういってくれたから」

　約束と思い出の美しさを語るルーミーの唇は青ざめている。

　くう、彼女の腹の音が響いた。自分の腹を軽く撫なでたルーミーが、苦笑して歩き出す。

「ごめんなさい。今日はもう疲れたので、私は寝ますね。おやすみなさい」

　その背中を見送りながら、シーモアは何もいうことができなかった。

　ハシゴを登ったルーミーがベッドへと身を投げ出す音がする。急に疲労感が押し寄せてきて、シーモアはガレージの壁に寄りかかった。手から拳銃が滑り落ちていく。

「………………だからって、死んでもいいっていうのかよ」

　二人の会話中はひっそりと黙り込んでいたニベルコルが、そっと側に寄ってきた。

「とりあえず今日はもう寝なさいよ。怪我けがだってしてるんだし」

「………………」

「さっきの会話、ほとんど事情がわからなかったんだけど、説明するつもりある？」

「ない」

「そ。じゃあやっぱり寝なさい。リン、ちょっと手伝ってくれる？」

「うー、あー」

「今日はほら、特別に車の座席も譲ってあげるから」

「うー！」

　シーモアの身体からだはぐいとリンによって持ち上げられ、しかし想像したよりはずっと丁寧な仕草で車の後部座席に横たえられる。

「ほら、大丈夫？　しばらくは起きてるから、痛すぎたりしたらいって。医者を呼ぶくらいはしてあげるわ」

「うー。えー。あー」

　扉を閉めるよりも前、ニベルコルがそっと頭を撫なでてくる。

　その優しさにどこかばつの悪さを覚え、シーモアはのそのそと身体からだを丸め、走った痛みに小さく呻うめいてからいった。

「ところで、君たちが壊したホイール代、後で請求していい？」

「ちょっと、噓うそでしょ!?」

「うあー!?」

　噓うそだよ、と小さくいうと、勢いよく扉が閉められた。

　小さく笑ってから、目を閉じる。

　意識は急速に暗闇へと飲み込まれ、座席を貫通してどこまでも沈み込んでいくように思えた。







　肉体的にもたらされる腹の痛みと、精神的にもたらされる頭の痛み。それだけを現実へのよすがとして、シーモアはどうにか朝──これは正しい意味の夜明け──を迎える。

　のそのそと起き上がり、車から出て顔を洗う。着替えてすぐに手は車のキーを探し、そしてそのついでのようにそれが手の中に収まって、そのことを思い出す。

「………………あー、そんな日か」

　がらんとしたガレージに独り言はよく響いた。姉とひとかたまりになって寝ていたリンがその音に反応して顔を上げたので、別にいいと手を振ってみせる。

　二階ではルーミーがまだ寝ているだろうし、昨日は一騒動あって彼女たちも疲れているはずだ。これから仕事ではあるが、わざわざついてきてもらうような内容でもない。

「行ってくるから。大人しくしててね」

「…………うー」

　言葉をきちんと理解したのかどうか。リンの目ま蓋ぶたが持ち上がった時と同じ速度で落ちていき、くたりと床に伏せる。

　シーモアはなるべく静かに、それでも騒々しくシャッターを開けて、エセックスを外へ。

　それから、気鬱さによって溜ため息いきを零こぼした。

　昨日のヨハンとの遭遇に加えてもう一つ、悩みの種があったことを思い出す。それは少し前にホリデイで渡された荷物。助手席でコートと重ねて置かれた一つの封筒。

　シーモアを倉庫代わりとして使っていた荷物の、届け日が今日だった。

　鋭角に角を曲がりながら、思考が逸それていく。目の前の憂鬱な仕事から目を背けても、代わりに頭に浮かんでくるのは別な憂鬱だけだった。

『私は人間が好きです』

　その言葉をいわせたのが、自分との約束であるというのがどうしようもなく気鬱だ。

　ハンドルに寄りかかるように背筋を丸める。

「同じなのかなぁ…………」

　ルーミーに心臓を握られながら、それでもと叫んだシーモアも。

　いもしない吸血鬼を殺すために、屠と龍りゆうの技を極めたヨハンも。

　どこか人ならざる視座から、丸っきり平等に天てん秤びんに乗せればそれらは同じ重さなのだろうか。

　否定するための言葉を探してみたところで、それらは全て人の言葉でしかない。

「同じなのかもなぁ…………」

　程なくしてシーモアのエセックスは止まった。

　そこは何の変哲もない工務店の前だった。一度ポケットからメモを取り出し間違っていないことを確認。書類を脇に抱え、コートを着るかどうか迷ってから、そのまま外へと出る。

　風が強い。息が長く早く流れる。

　外に出て一秒で、コートを着るべきだったかも知れないと後悔し始める。さっさと工務店に入ってしまおうと歩き出し、しかしその足はすぐ止まることとなった。

「あ、あの！」

　背後から声がかかったためだ。

「…………はい？」

　振り向くよりも前にシーモアの顔には、自動的に笑顔が作られる。

　背後にはまだ年若い少女が一人立っていた。細い身体からだを品のいいシャツで包み、頰には少しばかりのそばかすが残る年頃。大学生であるシーモアの妹よりは、更に年下だろう。

「どうかしましたか？」

「そ、その、その脚本を返してください！」

「…………脚本？」

　シーモアの手の中で、がさりと封筒が音を立てた。反射的にぎくりとしてから、これは仕事中に自分から詮索したわけではないのでセーフと納得させる。

　少女がもどかしげに首を振る。

「その脚本は、お父さんのものなんです！　だから、返してください！」

「と、いわれても…………」

　困惑を深めるシーモアの後ろで、今度は扉が開く音がした。

「おう、運び屋さん、きてくれましたか！　時間ぴったりですな！」

　工務店の扉を開けて、身体からだの縦横の幅が同じような大男が姿を現した。

　同時、シーモアの目が細められる。扉の隙間から工務店の中が見えたためだ。住居も兼ねているらしいその建物の内側には複数の男たちがいて、その男たちからは臭いがした。

　日陰と血の臭いだ。

「噂うわさに違わぬ仕事ぶり。実にありがたい！　では、荷物を頂戴しましょうか」

「あー…………」

　シーモアは封筒を手の中で持ち上げて、それから視線を横へと動かした。

「ダメです！　渡しちゃ、ダメです！」

　少女が叫ぶ。

　なんとなくわかっていた話ではあるが、この少女は仕事の依頼人ではないらしい。

「お嬢さん。またきたのかね。困りますよ、そうやって何度もこられちゃ。こっちだって仕事があるんですから」

　大男が大仰に首を振る。

「わ、私のお父さんの脚本を返してください！　あなたが持ってるのはわかってるんです！」

「知らない話だなぁ。あなたがそういうから、この前警察に調べさせてあげたじゃないか。それで何も見つからなかったんだろう？」

「この前はそうでしたけど、ほら！　その人が持ってるじゃないですか！」

　自分の方を指さされて、シーモアは封筒を眺めた。

　大体わかった。やはりこの男はマフィアで、少女は脚本家か何かの娘らしい。ラジオ放映が始まって以来、いい文章に対する需要というものはうなぎ登りである。ある程度以上の値段が見込める脚本を目的になら、非合法の暴力が働いたところで何もおかしくない。

　表情を変えないシーモアに、瞳の端に涙すら浮かべた少女が必死に言い募ってくる。

「お願いします！　その脚本が、お父さんが遺のこしてくれた最後のものなんです！　もう、私にはそれしかないんです！」

「運び屋さん。その子のことはお気になさらず。あなたはあなたの仕事をしてください」

　純粋な言い分としては男の方に理が感じられることは、少女にもわかっているのだろう。彼女は手を伸ばして、シーモアの服の裾を摑つかんできた。

　こちらを見つめる瞳には切実な感情が滲にじんでいる。

　そこに噓うそがあるとは思えない、直線的な感情だった。血を吐かんばかりに少女が訴えてくる。

「お願いします…………！　私から、家族を奪わないでください！」

　口振りからして、既に少女の父親はなくなっているのだろう。

　そうして遺のこされた脚本を、マフィアが非合法の手段で奪った。警察によるガサ入れを避けるためにシーモアが使われた。

　事情はわかる。想像がつく。

　それが間違っていて、危険な行為であると理解した上で、少女がここにいることもわかる。そうするだけの愛情を彼女は父親に対して抱いていた。

「…………………………………………はぁ」

　そうしたこと全てを理解した上で、シーモアの口から漏れたのは溜ため息いきだった。

　車のエンジンをかけっぱなしにしていてよかったと思う。男の声からも少女の声からも意識を逸そらして、淡々と続くエンジン音へと耳を馴な染じませる。

　ただただ、気鬱だった。

　きっと少女の言い分は正しい。本来彼女の手の中に収まるべきだった父親の遺品は、不当に奪われてマフィアの手の中に収まった。それはどうしようもない悲劇だ。

　だが、と思ってしまう。

　この場から逃げ出すための手間。少女の発言の裏を取る手間。マフィアによる追撃をかわすための手間。少女やシーモアがこの後も無事に生きていけるように落としどころを探す手間。仕事を確実に達成するという、その信条を変えるための手間。

　あらゆる手間にもまた想像がついてしまう。

　シーモアの肩には今ですら多すぎるほどのトラブルが乗っていて、脳のう味み噌そが蜂の巣に変わったような気分なのだ。これ以上の何かを詰め込みたくなどない。

　吸血鬼の心臓から流れる血が、死者のように冷たければよかったのに。

　そうすれば少女の手を払う自分の手に、痛みなど覚えなかったに違いない。

「はい。こちら、依頼を受けていた書類です」

　シーモアは滑らかに工務店へと歩み寄り、男に封筒を渡した。

「あなたは正しい決断をしましたよ、運び屋さん」

　代わりに別な封筒を受け取る。

　わかりやすい大きさ。中身は紙幣だろう。

「カッサダガ・ファミリーはあなたの味方です。また仕事を頼みますよ」

「………………。それは、どうも」

　エセックスの方を向いて、すぐに後悔した。

　少女がただそこに立ち尽くしていたからだ。

「……………………どうして」

　その暗く、うろのようになった瞳を見るのが嫌で、シーモアは足早にその傍そばを通り過ぎる。その隣を抜ける時に、もう一度聞こえた。

「……………………どうして、ですか」

　そんな言葉には意味がないとわかりながら、シーモアは返事を短く口にする。

「別に、死にはしないじゃないですか」

　父親の遺品を失ったって。

　家族がなくなったって。

　そうして全てを置き去りにして、運転席へ。尻の下にある一定の振動だけを頭の中に流し込みながら、車を発進させる。工務店も、カッサダガ・ファミリーとやらの男も、脚本家が遺のこした娘も、その脚本も、距離を取ってしまえば何も見えなくなる。

　しゃっくりのような笑いが口から漏れ出たのは、二つ目の角を曲がった頃だった。

「は、『死にはしないじゃないですか』だってさ。はは」

　死にはしないだろう。

　死にはしない、だけだが。

　あんな言葉を人にかけていいのは、まだ一人で仕事をしていた頃のシーモアだけだ。その家に吸血鬼やら家出少女たちやらを住ませるよりも前。死にはしないだけで満足していた頃の。

「はは、は、はははははっ」

　シーモアはしばらくの間笑い続けた。

　吐き気がするくらいに笑い続けた。

　それから、ごんと額をハンドルへと叩たたき付つける。クラクションと、一瞬の車のふらつき。顔を上げてハンドルを握り直しながら、じんじんとした痛みを感じる。

「ねぇ、ルーミー」

　人ならざる純真を抱えた怪物に、シーモアは聞こえないとわかりながら囁ささやく。

「人間って、そんなに純粋でもないみたいだよ」

　血を吐きながら叫べたあの日の自分が今ここにいたのならば、あの少女のことも見捨てなかったのに。死なないから、なんて言い訳をその口から吐き出すこともなかっただろうに。

　そうして車を止める頃には覚悟は決まっていた。

　細かいことはさておいて、さっさと今回の騒動を結末へと導くための覚悟が。

　どんな劣悪な手段を選んででも、ヨハン・ヨアヒム・ウルブリヒトを殺すための覚悟が。







　道路を照らしていた街灯が消える。

　だが日はまだ昇らない。明け方の暗闇に沈む街灯が夜明けを待っている。

　そんな時間にシーモアは車から降りた。

「よし、と。付き合わせて悪いね」

「うー…………！」

　車の中から返事が聞こえる。

　リンのものだ。声こそ勇ましいが、彼女はまだ年若い少女。既に夜よ更ふかしと呼ぶべきかもわからない生活だが、眠気ばかりは誤魔化しがたいらしい。頻しきりに目を擦っている。

　書類の配達を行ったその日のことである。シーモアはリンを誘って車に乗り、目的の場所へとやってきていた。まだ夜が浅かった時間帯にきた、工務店の近くの区画である。シーモアに続いて車から降りようとしたリンを、手付きで止める。

「留守番を頼んでいいかな。この辺りは安心して車を停とめられる場所じゃないし。僕が帰ってくるまで、そこにいてくれると助かるよ」

「うー。うー？」

　素直に頷うなずいてから、リンが首を傾かしげる。それも仕方のないことだろう。彼女には今ここに連れてきている理由を何も説明していない。

　説明できないようなことを、今しようとしている。

　そんな感情を全てシーモアは笑顔の内側へと押し込む。

「ちょっと出かけてくるだけ。仕事さ」

「うー」

「じゃあ、頼んだよ。もしかしたら遅くなるかも知れないから、その時は先に帰ってて。…………車は運転できないよね。その時は車を置いていっていいから」

　不安げな顔をしたリンに手を振って、夜の街を歩き出す。

　例の工務店までは三ブロックほど歩かねばならない。

　煙草に火を点つけ、そのほのかな温かさを感じながら頭の中を整理する。

　ヨハン・ヨアヒム・ウルブリヒトはマフィアであり、ブラッド・ファミリーの人員だ。そして彼は同時に『吸血鬼狩り』の一族であり、ルーミー・スパイクの存在を知って全てを投げ出した。マフィアとしての仕事を全て放棄し、因縁の相手である吸血鬼を付け狙い始めた。

　それが、この街に不穏な空気をもたらしている。

　マフィアの幹部が理由もなく行方をくらましているのだから、当然のことだ。実際には妄念に駆られての行動だったとしても、周囲にそれが理解できているとは思えない。

　大事なのはブラッド・ファミリーに、他のマフィアが疑念を向けているというその一点。

「人は…………やっぱりいるよなぁ」

　工務店が見える街角までやってきて、シーモアは近くの壁へと寄りかかった。夜も終わりに近いというのに工務店には煌こう々こうとした明かりがつき、その内側では人の気配がする。

　宿泊施設も兼ねているらしいそこには人が常駐しているのだろう。

　つまり、カッサダガ・ファミリーの人員が。

「昼間のあのおっさん、隠す様子もなくマフィアだったしな」

　堂々と口にされたこの街の五大ファミリーの名を思い出し、シーモアは顔を顰しかめる。同時にあの少女のことも思い出してしまったせいだ。

　ともかくとして、これでよかった。

　最初の段階は超えた。ここに誰もいなければ無駄足になってしまうところだった。

「次は、あの中に忍び込む手段、か」

　シーモアがここにきた理由を達成するためには、誰にも見られずにあの建物の中に入る必要がある。数時間前にきた時、一瞬だけ内部の構造は見えたが、それだけでは流石さすがに不安だ。

「どこかの窓から覗のぞき込こんで……まあ、厳戒態勢ってことはないだろうし……」

　煙草を吐き捨て、踏みにじる。

　そうして手段を考え始めて、

「──────ッ」

　全身が粟あわ立だった。

　シーモアが立つ道路の角。そこへと繫つながる一本の路地から、見るからにカタギではない男が姿を現したからだ。

　そこにシーモアがいると気づいてのことではない。単にどこかへと出かけていた男が工務店へと戻ってきただけなのだろう。だがそんなことは関係がない。マフィアの施設である工務店を、明け方にじっと見つめる若者。そんな不審な存在をマフィアが見逃してくれると思うのは誤りだ。命を取られはしまいが、今日の計画は中断せざるを得ないし、警戒されてしまう。

　逃げ出すか、と瞬間的に思案するシーモアだったが、しかし現実は彼の思考を裏切った。

「……………………？」

　マフィアの男が、通り過ぎた。

　シーモアの存在に気づきながらも声をかけなかった、という様子ではない。角に立つシーモアが──そんなわけはないのに──まるで目に入らなかったとでもいうような動きだ。

　その袖が擦れそうな距離を、マフィアの男はただ歩いていく。その姿は工務店へと吸い込まれ、消えた。すぐに工務店から複数の男がシーモアへと駆けてくるようなこともない。

　無意識に息を詰めていたシーモアは、どっと肩を落とす。

「どういうことだ……？」

　気づくはずのシーモアに、しかし気づかなかった男。

　その理由を考え、そしてすぐに見み出いだした。何故なぜならばその答えはシーモアに限りなく近い距離で、どくどくとリズムを刻んでいたからだ。

　つまり、吸血鬼の心臓が。




　工務店の裏の扉が、がちゃりと開いた。

　シーモアがたった今そこをノックしたのだから、当然のことだ。この夜よ更ふけに一体誰が訪ねてきたのかと、訝いぶかしげな男の顔が突き出される。

　その時、シーモアは戸口のすぐ脇に立っていた。

　突き出した庇ひさしが作り出す影の中。そこにじっと身体からだの動きを止めて立ち尽くしていた。

「こんな時間に、どこのどいつが………………」

　顔を突き出したマフィアの男が、首を巡らせる。

　右から左へ、ゆっくりと。

　その視線が影に立つシーモアの上を這はっていく。

「……………………なんだよ、悪戯いたずらかよ」

　這はっていき、そして、やはり何も起きなかった。

　男が背中を向け、扉から手を離す。自然に閉まっていこうとした扉の隙間へと、シーモアは滑り込む

「セーフ」

　と口の中で呟つぶやいた。

　同時に、なるほどと思う。

　心臓がどくどくと動いている。吸血鬼の心臓が。

　つまりこれは、そういうことだ。

　ルーミー・スパイクが影に溶け込んでいるのを、シーモアは見たことがある。影を操ったり、姿を変えたりしているのも。その一部である心臓がシーモアに埋め込まれているのだから、シーモアが微かすかにそれに似たようなことをできるようになるのも、ある種の必然だろう。

　姿が消えたわけでもない。影に潜っているわけでもない。

　だが、どうやら影の中にいるシーモアは見通せないらしい。

　暗闇に馴な染じんでいる。

　そんな言葉が思い浮かぶ。

「便利ー…………かなぁ？」

　こんな状況でもなければ使えなさそうだけど。

　ともかく、そんな自分の性質に気づいてしまえば忍び込むのも簡単である。噓うそだ。簡単ではない。幾ら世界が夜で、室内には影がつきものだろうと、見つかれば即座に命に関わる場所を平然と歩いていけるわけがない。

　どこまで隠してくれるのかもわからない曖昧な能力に、それでも縋すがる。

　どうにか最上階の、恐らくそれだろうと思う扉へと辿たどり着ついた時には、全身が緊張によって汗びっしょりになっていた。

「……………………はぁー」

　深く息を吐き出して、それからもう一度吸い込んだ。

　中に人がいる気配を感じながら押し開く。踏み込んで、その誰かが反応するよりも早く接近した。暗がりから出る時に、ずるり、と柔らかな繭を破るような感覚があった。

「な、誰だ──────ッ!?」

「動かないでください」

　室内の誰か──昼間に顔を見た太った男が振り返るよりも前に、シーモアは椅子に座ったその背中へと手を添えた。

　即座にポケットから、それを取り出す。

　────ヨハン・ヨアヒム・ウルブリヒトが落としていった、大口径の拳銃。

「あ、間違えた」

　ヨハンの拳銃を戻して、改めて。

　即座にポケットから、それを取り出す。

　────いつか、シーモアの心臓を撃った若者が落としていった拳銃。

「これが何かわかりますね。重ねていいますが、動かないでください」

　ごり、と銃口を後頭部に当てれば、流石さすがのマフィア。男は抵抗する素振りをやめた。

　これで目的はほとんど達成された。

　シーモアはゆっくりと息を吐き出す。

「ふぅー……。ここまでくるの、結構大変でした」

「お前、誰に手を出しているのかわかっているのか…………？」

「あなたのお名前は知りません。でもカッサダガ・ファミリーの人とはわかってますよ」

「な、何が目的だ…………？」

「んー、説明するのはちょっと難しいです。けど、ここで死ぬあなたには関係ない話れすね」

「………………『れすね』？」

「撃たれたいんですか？」

　もう一度拳銃を突きつけ直す。

　だがその銃把を握る手が汗でぬめるのを、自覚せざるを得なかった。

「………………これでいいんです」

　うるさいほどの心臓の音をエンジンとしてイメージする。

　この街には行方不明のマフィアの幹部がいる。その周りでは疑心暗鬼が渦巻いている。一度抗争が起これば、その矛先はその幹部へと向けられることは間違いない。

　そして、シーモアの手の中にはブラッド・ファミリーの拳銃がある。

　ここでこの男を殺すのだ。

　そうすれば現場に残されるのはブラッド・ファミリーの刻印がされた──その先端をスカー・フェイスにされた拳銃と、カッサダガ・ファミリーの死体である。

　いつかは確実に起きるが、いつかでしかない抗争が、明日起きる。

　明日起こせる。

　ルーミー・スパイクを狙える男を、殺せる。

「………………だから、これで」

　緊張でからからに乾いた唇を、シーモアは一度舐なめた。

　何かがうるさいと思えば、まるで犬のように喘あえぐ自分の呼吸だった。舌が回っていない。視界がくらくらとする。足下まで波打ってきたように感じられる。

「………………………………これで」

　シーモアが幾ら真っ当な人生を歩んでこなかったとはいえ、殺人とは無縁だった。

　以前人を車で轢ひいたことはあったが、あれは緊急事態であったし、ある程度の手加減はできた。自分で制御する車という構造体だったからだ。

　今手の中にある拳銃は余りにも凶器として完成されていて、そこには何の遊びもない。

　撃てば死ぬ。確実に死ぬ。まさか吸血鬼の脳などと目の前の男が言い出すことはあるまい。

　そして今ここで行われる殺人は、利益によるものだ。絶対にこの男を殺さなければいけない理由があるわけではない。究極論としてはマフィアであれば殺す相手は誰でもよくて、ただそこにいたからというだけで、シーモアは彼を選んだ。

　シーモアが、この名前も知らない相手を殺すのだ。

「や、やめてくれ…………頼む…………」

　おかしなものだ、と床に落ちた雫を見て思った。

　涙の色は、少女もマフィアも変わらない。

「いいや、殺します」
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　そうして呼吸を一つ。

　シーモアは軽すぎる引き金へと力を込めて、

「────────うー」

　その手が、上から握られた。

「ッ!?」

　撃ち出されるはずだった弾丸が、出ない。シーモアの手ごと包み込まれた拳銃が、力任せに押さえつけられているせいだ。スライド機構が動かないのだから、弾も出ない。

　もう一度、声がする。

「うー」

　気がつけばすぐそばにリンが立っていた。

「リ、リンっ!?　何を!?」

　暗い前髪の下で赤い瞳だけが煌こう々こうと輝いている。彼女はその幼い相貌には似合わない、酷ひどく落ち着いた顔つきで、ゆっくりと首を振った。

　その返事よりも前に、マフィアの男が動く。

　事態を何も把握できているはずはないが、自分に向けられていた銃が外れたことだけは理解したらしい。男は振り返りながら手を机の中へと突っ込む。

　しまった、と内心で舌打ち。咄とつ嗟さにシーモアは拳銃を再度男へと向け直そうとして、

「──────」

　リンが、息を吸い込む音が聞こえた。

「──────■■■■」

　その口が紡つむいだのは、奇怪な音だった。

　人の喉から湧き出したとは思えない、何かあり得ざるべき論理に基づく音の連なり。

　異形の言語。

　同時、室内に何か小さなものの気配が溢あふれた。

「────────────────ッ!?」

　何も見えないのに、何かがいる。小さな影の中や、自分の頭の後ろや、小物の下なんかに。酷ひどく異質なのに、どこか身近なそれら。さざめきのような笑い声と聞こえないほどに微かすかな足音が押し寄せてきたと同時。

　虚こ空くうに銀の粉が舞い散るのが、見えた気がした。

「うえ、あ…………？」

　ごとん、と音がする。

　マフィアの男が昏こん倒とうした音である。先程までの激高具合とは裏腹に、倒れ伏した男は子供のように健やかな顔で眠っていた。安穏とした寝息がシーモアの耳にまで届いている。

　何故なぜ、と思うがそれが先程の言葉と銀の粉によって引き起こされた事態であるのは、直感的に理解することができた。

「………………え、っと」

　シーモアはふらつき、壁へと寄りかかった。

　部屋の中央に立っているリンへと視線を注ぐ。

「なるほど」

　発想が繫つながる。

　どこかで覚えていた既視感の正体がわかる。巨大な身体からだ。人ならざる力。不自由な言葉と、世界に対しての不調和。

　多分、『双子』ではないのだ。

　リン・バーズアイはニベルコル・バーズアイと双子ではない。実際には彼女は、ニベルコルが生まれた後にその傍そばへと現あらわれた。

「入れ替わるのに失敗したのか、入れ替わり子チエンジリング」

　ありふれた伝承だ。生まれた子供が、ある日入れ替わる。姿形は同じなはずなのに、昨日までとは明らかに違う誰ががそこにいる。そうした子供は成長するにつれて不和をもたらし、やがて妖精の世界に引き取られるか、どこかへと消えていく。

　そんな入れ替わり子チエンジリングという伝承が、あるのだ。

　その伝承の失敗例が、きっと彼女だ。入れ替わるはずだった子供がこの世界に現あらわれ、しかしこの世界から消えるはずだったニベルコルもまた残ってしまった。

　双子として生まれたのではなく、途中で双子になった。

　それは、家庭も壊れるはずである。そんな異常に晒さらされれば。

　リンは酷ひどくばつが悪そうに、微笑ほほえんで首を傾かしげた。

「うー」

　つまりリンは願いによって実体化した入れ替わり子であり、

「………………ん？　違う、か？」

　それは、妙だ。

　入れ替わり子は伝承の一つだが、吸血鬼と同じかといわれると疑問が残る。それは吸血鬼のような存在というよりは現象であり、つまり実際に願われた怪異の存在とは────

『正かぁーい』

　壁を背にしているはずのその後ろから、声がした。

『いるのよ』『私たちはいるの』『私たちはこの世界に』『妖精ってあなたたちは呼ぶのね』『その子も私たちが生み出したのよ』『私たちはあなたたちの隣人』『どこにもいない隣人』『よろしくね』『迷子の魂』『これまでも』『これから』『これからもよろしくね』

　甲高い無数の声が連なる。

　見えないが、誰かがいる。

「そ、っか。いるのか。いるんですか」

　妖精たちが、いる。

　戦争で流された血と束ねられた祈りが吸血鬼を生み出したように、これまでの歴史のいつかの血と祈りがそれを生み出していたのだろう。

　シーモアたちが知らないまま、この世界に住んでいたのだ。

「急にメルヘンな真実を突きつけてくるの、やめて欲しいな…………」

『私たち違うわよ』『空想じゃないの』『いるんだもの』『いるならそれはただの友達よ』

「頭痛ェ…………。いや、けど、とにかく」

　突然のカミングアウトに動揺はしているが、事態は何も変わっていない。

　とにかくあの男をどうにかして殺して、抗争を巻き起こさなければ。そう思って壁から離れて立ち上がろうとすると、リンが再び首を振った。

「────■■■■」

　再び響く、どこかの──多分妖精の言語。

　なるほど、と理解する。リンが喋しやべれないのは、シーモアが中国語をきちんと発音できないのと同じことだ。彼女は妖精に生み出された子供であり、先んじて妖精の言葉を覚えていた。だから人間の言語が舌に馴な染じまなかったのだろう。

　そんなことを考えていたシーモアの髪が、くいと見えざる小さな何かに引かれる。

『ダメダメ』『殺すなんてつまらないわ』『そういうのダメ』『もっと楽しいことしましょ』

　ぎゅる、と何かの渦巻きを感じた。

　直後、部屋の中が弾はじける。

『きゃはは』『きゃは』『きゃははははは』『きゃははは』『きゃはははははははは』『きゃはは』

　マフィアの男がベッドへと叩たたき付つけられ、その髪がベッドの柱や布ふ団とんの繊維の隙間へと絡からまる。部屋中のものが飛び上がって、その過程で砕け欠けていくこともせずに踊り狂う。牛乳といわずワインといわず水といわず、室内の液体の類いが同時に炸さく裂れつして腐臭を撒まき散ちらす。

　まるで一年のあらゆる祝祭が押し寄せてきたような狂乱が吹き荒れ、やがて収まる。

　収まった時には、混こん沌とんに満たされた部屋の中央にリボンを巻かれた拳銃が鎮座していた。

『これで十分じゃない？』

　妖精の問いかけと同時に、リンが首を傾かしげていた。

「…………そうかな？　まあ、そうか」

　これだけふざけた事態が巻き起こり、現場には別なマフィアの銃が残っていたのだ。殺さなかったところで、抗争の原因となり得ることは間違いないだろう。

　それに、もう時間もない。

　部屋の外からばたばたと駆け寄ってくる複数の足音が聞こえる。これだけの騒ぎが起きていたのだから、外の人々も流石さすがに気づいたらしい。

「うー」

　リンが手招きをするので寄ってみれば、ひょいと襟首を摑つかまれた。

　そのまま彼女は窓を開け、窓枠へと足をかける。

「あー、まぁ、そうなるよね。お手柔らかに？」

「うー！」

　リンは返事とともに、室外へと飛び出した。




　騒がしい工務店を背後に置き去りにして、歩き続けてしばらく。

　エセックスが随分と近づいた頃には、シーモアも平常心を取り戻していた。どうにか目的は達成できたし、ヨハンは程なくしてこの街からいなくなることだろう。

　まだその姿を見せない太陽の、しかしその先触れが東の空を明るくする。その色が目に染しみて、シーモアは目元を擦ってから欠伸あくびを漏らす。

　それから言葉に迷いながら、足を止めて、口を開いた。

「ねぇ、リン」

　彼女は今日のことをどこまで理解しているのだろうか。

　シーモアが人を殺そうとしたから、咄とつ嗟さに止めた。そのくらいの理解だった場合、この後に彼女の前で口にする言葉には気をつけなければいけない。今日のことが全てある男を殺すためだったなんてことは、臭わせてもいけない。

　しかし、その疑問は振り返った彼女の顔を見て、消えた。

「う」

　そういった彼女は、微笑ほほえんでいた。

　その笑顔がどこか薄っぺらく、存在感がない。鏡でよく見る顔だ。その表情をしているのだから、つまり、彼女は全てを知っているのだろう。

　自然と納得する。

　何せ彼女は喋しやべれないだけであり、彼女の年頃がどれだけの賢さを持てるのかは、彼女の姉がよく教えてくれている。

　だからシーモアは、口にする質問を変えた。

「リン。君はどうして路上生活なんてしてるの？」

　これはリンには少し予想外なものだったらしい。

　彼女がその分厚い前髪の下で目を細める気配がした。

「うぅー？」

「君の姉が路上生活をしてる…………そうすることを選んだ理由はよくわかる。多分、君、お姉さんの前であの手の能力を使ったことないでしょ」

「うー」

　そうだろう。そうでなければおかしい。ニベルコルは、リンにその異常に高い身体からだ能力以外の力があることは、知らないに違いない。

「だからあの子は家族を守るためには路上に出ざるを得なかったし、君を怪物にしてしまわないためには美人局つつもたせをするしかなかった。そうだろ」

　だとすれば、リンの動機がわからない。

「君は、どうしてその能力を姉に見せないんだ？　その力で生活を営もうと思わないんだ？　それを使えば暴力以外のもっと素敵で楽な手段で生きられるし────」

　息を吸う。

「────ニベルコルも、美人局つつもたせなんてしないで済んだのに」

　暴力しかないから、暴力に制限をかける。ニベルコルの思想はそういうものでしかなく、それ以外の楽な手段があればそちらを使いたかったに違いない。

　そして彼女が今日見せた力は、それに他ならない。

「どうして────」

『ダメですよ』

　返事は、すぐ背後から聞こえた。

　いつの間にか、リンが自身の口元を押さえている。まるでその内側にいる誰かへと囁ささやきかけるように。そしてその口の動きに遅れて、背後から声がする。誰かに教えてもらった伝言を読み上げるように、甲高く歪ゆがんだ声が。

『ダメです。それはできません』

「…………なんで？」

『だって、だって────』

　リンの瞳が、揺れた。

『────お姉ちゃんは、家を捨てたんですよ？』

　呼吸が小さく乱れる。

　リンの存在によってバーズアイ家は崩壊し、そうしてニベルコルはリンを庇かばうために──彼女一人では生きていけないと思ったからこそ家族を捨てて路上生活を始めた。

　では、リンが自身の能力を知ったのはいつだったのだろうか。自分がどれくらい、何ができるのかを把握したのはいつだったのだろうか。

　例えば、それが家を出たよりも後だったとしたら。

　姉が家を捨てたよりも後に、妹が自分は一人で生きていけるのだと、姉がそんなことをする必要はなかったのだと知ったとしたら。

『ダメです。教えちゃダメです。知っちゃダメです。私がお姉ちゃんに家を捨てさせたのに、それが全部無駄だったなんて、教えちゃダメです』

　そんな言葉が脅しではなく懇願のように聞こえてしまう。

　それがリンをどうしようもなく哀れに見せた。

「………………だから、能力を隠しているのか？」

『そんな事実を教えてしまうくらいなら、ずっと二人で路上にいます』

　リンが自分の口から手を離し、背筋を丸める。

「うー」

「………………わかったよ」

　シーモアは首を振った。

「いわないよ。いったところで、誰も幸せにならない」

　自分の無意味な献身を知ることになるニベルコルも。

　虚構の姉妹関係を壊されてしまうリンも。

　ならばあらゆる言葉は心の内に沈めて、口からは空っぽだけを吐き出しておくのが正解だ。

「うー！」

「さ、帰ろうか」

　促せば、リンは元気よく手を振って歩き始めた。その姿はどこまでも無邪気なものに見えるし、実際、彼女が無邪気であることは事実なのだろう。

　ただ、純粋ではないというだけで。

　その背中に決して聞こえないように、追って歩き出しながらシーモアは呟つぶやく。

「しかし────」

　言葉が、苦い。

「────まるで不幸になるために一緒にいるみたいだね、君たちは」







　ぶちり、ぶちり、と音が響いていた。

　ガレージのロフトで眠るルーミーが、自身の唇を嚙かみちぎる音だ。剝むき出だしになった犬歯が何度となく自身の皮膚と肉を食い破り、そして同じ回数だけ修復されていく。

　そんな行動をするほどに、彼女は飢えている。

「………………はぁ」

　シーモアは一瞬だけその姿から目を逸そらし、がらんとしたガレージを見た。ニベルコルとリンは室内にはいない。これからする話の内容を思い、一旦出かけてもらっている。

　近くの作業机へと腰掛ける。そうしてから、以前はものをどかさないと座れなかったなと思い出す。人とものが増えているはずなのに、家の中は以前よりも秩序だっている。

　そこに少しばかりの居心地の悪さを覚えてしまうのは、どうしてか。

　とにかく、とシーモアは手を伸ばしてルーミーの肩を揺すった。その眉間に皺しわが寄って、ゆっくりと目ま蓋ぶたが持ち上げられる。

「おはよう、ルーミー」

「おはようございます、シーモアさん」

　寝起きがいいというよりは、眠りが浅かったのだろう。

　起きたばかりだというのにルーミーは憔しよう悴すいした様子に見え、そしてその目の下にはげっそりとした隈くまがあった。首元で、先日仲直りの際に送ったネックレスが揺れている。

　きちんと立ち上がろうとした彼女を手で制する。たったそれだけのことをさせるのにすら躊躇ためらいを覚えるほど、少女は疲れ切っていた。

「あ、お仕事ですか？　そういえばあの書類の荷物の届け日って、今日ですよね？」

　その話はもう昨日終わったよ、と言いかけてやめる。

　ヨハンに襲われて以来、彼女は眠り続けていた。それは回復のための眠りというよりは消耗を避けるためにはそうするしかないといったものに見えていたが、実際そうだったらしい。

　シーモアは両手を組み合わせて、単刀直入に切り出す。

「ヨハンは…………あの壊れた吸血鬼狩りは死ぬよ」

「………………どういうことですか？」

「そういう風に状況を整えた。だから近いうちに、多分来週は迎えずに死ぬんじゃないかな。それと…………」

　できる限りその言葉がフラットに響くように、声音を作る。

　乾いた手触りの言葉を零こぼす。

「ルーミー。誰かを殺そう」

　ルーミーが目を見開くのが、わかった。

「限界だよ。どうしようもない。君は人を食くらう怪物で、その性質は持って生まれたものだ。誰にだって責められるようなものじゃない」

　ガラガラと身のうちで何かが崩れ落ちていく音がする。

　あの日の約束を自分で蹴り飛ばし、踏みにじる。粉々に砕いてゴミにする。

　それでも仕方がない。

　だってシーモアの言葉によって目の前の少女が今まさに苦しんでいて、その対策なんてきっとこの世に存在しないというのに、他に何ができるというのだろうか。ずっと先送りにして、奇跡みたいな解決策がありはしないかなんて思いを抱いていたが、そんなものはないのだ。

「君が誰かを殺しても、そこに罪はないよ。誰かに責められても、それは責めた誰かが僕みたいなバカだってだけだ」

　だから、という言葉は喉に引っかかった。

「ヨハンでもいい。どこかの囚人でもいい。死んでも、誰も悲しまない人間なんて、悲しいことにこの時代には幾らでもいる。それを、食べよう」

　一度咽むせてから、口元を袖で擦る。口の中がカラカラで、一つ一つの音がバラバラに落ちていくみたいに感じられる。

「僕が君を縛った。でもそれは間違いだった。だからもう許すから、その決断を誰にも責めさせないから、君は自由になって、人を──────」

「──────思い上がらないでください」

　ぶわ、と全身に悪お寒かんが走った。

「勘違いしているみたいですけど、シーモアさん」

　ルーミー・スパイクが、顔を上げている。

　彼女は座っていて、シーモアよりも小柄であるのに、まるで台風を見上げるような心地がした。怪物としての存在感が増していき、みしみしと室内を軋きしませる。

「な、何を…………」

「あなたの言葉は私を救ってくれました。でもあなたが私の今を、私がこうあることを選ばせたわけじゃありません。あなたに肯定されて、私が今の私を選んだんです」

　金色の瞳が、ギラギラと輝く。

「人間の価値を知って、人間が好きになって、それを尊重する自分を、私が選んで私が許したんです。あなたの許しなんていりません。そんなものがあったところで何も変わりません」

　その身体からだを震わせているのは、怒りなのか高揚なのか。

「今の私を捨てるなんて、私が、私を許せません」

　次の瞬間、ガレージの中を超常の風が吹き荒れた。

　強烈に顔に吹き付けてくるそれにシーモアは目をキツく閉じ、そして開いた時にはベッドの上にルーミーの姿はなかった。

　足を支えている力が抜けて、ずるずると尻を落とす。

　シーモアはしばらく額に拳を押しつけてから、天を見上げた。煙草を吸いたかったが、手を伸ばすのも億おつ劫くうだった。

「…………………………失敗した」

　わかっていたはずだったのに。

　シーモアはルーミーに誓った。愛の言葉を伝えた。

　だが、それだけだ。

　思い入れは不均衡で、感情は不整合で、シーモアとルーミーは決して同じ思いと同じ気持ちを抱いて暮らしていたわけではない。

　そうだと知っていたはずなのに、見誤った。

　主体というのが何よりも大事であると知っているのに、それすらも見誤った。

　的外れな救済の言葉を告げ、約束を投げ捨てたシーモアの姿は、ルーミーにはどう見えただろうか。人ならざる純真を今も抱え続ける彼女には。

「あぁ、クソ」

　抗争が近い。ヨハンの死も近い。

　その状況で、ではルーミーならば何をする？

「クソ、クソ。何かが、起きるぞ…………！」








四　壊れた恋の再構築









「おや、いらっしゃい」

　ルーミーが部屋に入ると、死神はそう気楽そうに声をかけてきた。彼女の手元には食事のトレーが置かれており、かちゃかちゃと金属のぶつかる音がする。

「………………」

　くう、とルーミーの腹が鳴る。

「どうかしたのかな？　また喧けん嘩かでもした？」

「………………」

　くう、とルーミーの腹が鳴る。

「随分と心乱れている様子だけど。大丈夫？　今日はぼくが君の話でも聞こうか？」

「………………」

　くう、とルーミーの腹が鳴る。

「そんな風に動揺を見せてたら、ダメだよ。そんなんじゃ────」

「………………」

　くう、とルーミーの腹が鳴る。

　ルーミーは死神の言葉の続きも待たずに、よろよろと歩き出した。歩幅と移動距離が一致しない奇妙な移動。首元でネックレスが揺れる。そのまま彼女は死神へと手を伸ばして、

「────ぼくでも殺せちゃうよ？」

　首が飛んだ。

　見えたのは銀色の一筋の光と、振り抜かれた死神の手。それが視界の中で逆さまになって、それでルーミーは自分の首が切断されたことを知る。粘つく血が撒まき散ちらされる。

　くるくると回転して飛ぶルーミーの首が、そのまま口を開いた。

「ちょっと、不安になって」

「わ、喋しやべるんだ。怪物だねぇ」

　死神が手を伸ばしてルーミーの首をキャッチする。そうされたことでルーミーには自分の首を切断した凶器が見えた。

　死神が握っているのはスプーンだった。

　スプーンでもって、金属ではあれど刃物ではないそれでもって人型の生物の首を両断せしめたことの異常さを、吸血鬼は意識しない。

「私、人が好き」

　部屋の床に死神があぐらをかき、その膝の上にルーミーの生首を載せる。

　どん、と無造作に頭の上に肘をつかれても、ルーミーは大した反応を見せなかった。

「へえ、そうなんだ。奇遇だね。ぼくも人間が好きだよ」

　背後で首のないルーミーの胴体が倒れ、吹き飛ばされたネックレスが床へとぶつかった。

「でも私を人間が好きにしてくれた人が、嫌いになってしまいそうなことをいって」

「擦れ違いだねぇ。人にはよくあることさ」

「私は…………」

　人間が好きだ。

　人間の純粋性を美しいと思った。

　だからそんな純粋性を尊べる自分を、自分で選んだ。

　それでよかったし、それであの運び屋の男も喜んでくれるはずだったのに。そうした言葉をきちんと紡つむぎ出すのには疲れ切っていて、結局首から離れた腹が鳴るだけだった。

「まぁ、そういう時に自信をなくしちゃうのはよくわかるけどね」

「そう、かな」

「それで、ぼくに会いにきたんだ？」

　頷うなずく代わりに、ルーミーは一度瞬まばたきをする。

「といわれても、ぼくにできるアドバイスなんて限られてるけど」

　何せこの有り様、と死神は独房の中を示してみせる。

　彼女が今回の騒動についてもどこまで把握しているかは怪しいものである。情報はルーミーからしか与えられないし、吸血鬼の口から語られる情報は断片的すぎる。

　それでもわかることくらいはあると、死神は微笑ほほえんだ。

「何かに迷ったのなら、その代表例を見ればいい」

「どういうこと？」

「詐欺師のことを知りたいのなら、詐欺師の一人に会えばいい。殺人犯が知りたければ、殺人犯の一人に。この時代の代表たる殺人鬼を知った今の君なら、殺人鬼だって語れるはずさ」

　死神がルーミーの髪を摘まみ、血によって濡ぬれそぼったそれをひゅるひゅると回す。

「君が人のことを計りたいというのなら、会うべきは君がそうと思う人さ」

　そういわれて、ルーミーの頭に真っ先に思い浮かんだのはシーモアの姿だった。

　だが彼は今は、当てにならない。彼から向けられた否定の言葉──ルーミーが否定だと受け取った言葉は、彼女の心の中に未いまだに響き続けている。

　だからその次を選んだ。

『吸血鬼狩り』。

　純粋に限りなく近い、壊れた男。

　会えば何かわかるのだろうか。そんな風に思うが、身体からだは正直なもので既に立ち上がっていた。首もないままに動き出した身体からだが、死神の手から髪の毛を抜き取り、摑つかむ。

　部屋に飛び散った血が蒸発する。

　切断面へと押しつけられた時には、ルーミーの首はしっかりと繫つながっていた。

「ありがと。ちょっと会ってみる」

「お役に立てたなら何より」




　車を伝い街へと繰り出したルーミーは、道路へと降り立った。影から湧き出すように現あらわれた少女の姿に一瞬ざわめきが広がるが、それに対しては極めて無頓着だった。

　夜の始まりの街を、足早に進む。

　その早さは、怯おびえた動物を思わせるものだった。

　腹で渦巻く飢餓感はすでに限界で、今喉元にあるのが吐き気なのか食欲なのかもわからない。表面上は無感情に、しかしその実切実にルーミーは街を見回し、適当なビルを見繕う。

　ルーミーがやがて目をつけたのは周囲のビル群から一ひと際きわ高い、石造りのビルである。

「………………あれでいいか」

　呟つぶやいてから、思い出す。

　一つ確かめておかねばならないことがある。

「こうして、こう」

　ルーミーは両手を空を包むように動かし、そして開いた。

　彼女の手の中に生じたのは、一匹のコウモリだった。

　時折ルーミーがコウモリの集団に姿を変えたり、ヨハンと相対した際に狼おおかみを呼び出して見せた技術と同じことだ。かつてない量の祈りで呼び出されたルーミーは、狼おおかみやコウモリに姿を変えるというありふれた伝承ですら、最も拡大解釈された形で行使することができる。

　ヨハンから『身外身』と的外れに呼ばれたそれをルーミーはそっと空へと放つ。

　その姿をじっと見送ってから、ルーミーは心中で、そのコウモリとの繫つながりを切った。

「────こう」

　それは人にはない、怪物のみが持つ感覚の類いだ。ルーミー・スパイクが多くのコウモリに変じた時、そのコウモリの群れはルーミー自身である。一匹がルーミーなわけでもなく、どこかに本体があるわけでもなく、見えない繫つながりによって留とどめられたひとかたまりのコウモリたち全てが、ルーミー・スパイクという一個人を表している。

　その繫つながりは、こうして一匹だけで生み出したコウモリにも感じている。感じていた。

　それをたった今、ルーミーは切断した。

　自身の持つおおよその能力を本能という形で理解しているルーミーだったが、わざわざこんなことをするのは初めてのことだった。

　その結果を、ルーミーは見る。

　通常の人間ならばとうに見失うほどの暗闇と距離を、金色の瞳が貫き通す。

「うん、大体わかった」

　そこにコウモリは、変わらずにいた。

　そのコウモリは既にルーミー・スパイクとは関係なく、それがたった数秒前に生じたものであるということを無視してしまえば、世界に数多あまたいる他のコウモリと変わらない存在だった。

　本体との繫つながりを切断されたところで、怪物によって生み出された子は独立して存在できる。

　コウモリの姿を見送ってから、ルーミーは諦めのような色をした吐息とともにいった。

「まぁ、あの子で大体わかっていたけど」

　あれもまた怪物の子である、ガレージに同居している大きい方の少女を思い出す。

　何らかの怪物に作り出され、そして今となっては彼女はそれとの繫つながりを失っている。それでもあの怪物の子が存在し続けているのだから、この結果には予想がついていた。

　思い出しているのは、心臓のこと。

　それだけが最後まで心配だったが、それもまた杞き憂ゆうと確かめられた。

「よし、始めようか」

　この後にルーミーがどうなろうと、シーモアに渡した心臓は存在し続ける。

　あの心臓は既に吸血鬼という物語とは別にあり、だからかつて本体であったルーミーの身に何が起ころうと関係ない。

　ルーミーはゆっくりと両手を広げる。

「………………………………」

　その両手から、服の下から、髪のうちから、影の中から、湧き出すものがある。

　先程生み出したものと同じ、コウモリである。

　先程とは違うのは、その発生が一匹では終わらず、地面から噴き上がる奔流のごとく続き、数千とも数万ともつかない群れへと膨れ上がった点だった。

　街中に突如として出現した奇怪なコウモリの群れに、人々の悲鳴が上がる。

　だがそれにルーミーは頓着しない。ただ群れに命令を下す。

「さあ、行って」







「…………なぁに、お兄ちゃん。また恋の悩み？」

　ホーンズビー・シガーストアでシーモアを待っていたのは、そんな冷たい一言だった。

　同時に蔑むような視線を向けられれば、流石さすがにちょっとへこむ。

「溜ため息いきの一つくらい許してくれよ…………」

「二つまでは許しましたよ。でも三つ目は流石さすがに鬱陶しいですねー」

「マジ？　そんなに吐いてた？」

　無自覚だ、重症だ、と溜ため息いきを零こぼしてそれが四つ目であることに思い至る。

　ルーミーが姿を消してから数時間後のことである。この状況で姿を消した彼女が一体何をしでかすかわからないために、バーズアイ姉妹も連れて街を巡って探していたところだ。

　その全てが空振りに終わったから、こうして絶対にいないだろうフランのところまでやってきてしまっているわけだが。

「車に二人も女の子を連れて。そんなんだとルーミーさんに嫌われちゃいますよ？」

「やめろ。今その言葉はすげぇ刺さる」

「というか、あの子たちもこっちに連れてくればいいじゃないですか」

　シーモアはエッセクスの方を見た。ニベルコルとリンに、ダメだったと表情で伝える。

　そうしてからまた首を元の方向に戻し、

「あいつみたいな子供に、お前みたいなのの相手はまだ早い」

「あいつって…………大きい方の子はこの前連れてきましたよね？」

「だから小さい方の話をしてるんだよ」

　シーモア程度の相手に煙けむに巻まかれるようなニベルコルを、この摑つかみ所どころのない少女に引き合わせれば絶対にトラブルになる。

　ともかく最後の当てが外れ、シーモアはがっくりと肩を落とす。

　ついでのように口にしたのは、この状況でも確認しておかなければならない事態だった。

「………………フラン、抗争って起きるか？」

「あ、お兄ちゃん！　絶対何かやったでしょ！」

　フランの口調が突然跳ね上がった、それは怒りではなく興奮を表していた。

「起きますよ。絶対に起きます。ブラッド・ファミリーとカッサダガ・ファミリーがぶつかり合うのは、もう絶対です」

「………………。そうか」

「これでヨハン・ヨアヒム・ウルブリヒトも引っ込んではいられないでしょう。何せブラッド・ファミリーには彼の息子も残されていますし────」

　ぴくり、とその言葉を聞いてシーモアの眉が動いた。

　何かを思考するよりも早く、記憶が蘇よみがえってくる。心臓を弾丸が破壊する感覚。向けられた拳銃。スカー・フェイス。

　未熟そうな、若者。

「────ヨハン・ヨアヒム・ウルブリヒトに、息子がいるのか？」

「あれ、お伝えしてませんでしたっけ。いますよ。名前は、えーと」

　フランが手元の記号だけが並ぶメモをがさりとあさってから、

「ホレス。ホレス・ウルブリヒトですね。父親に比べれば大した人じゃないから、思い出すのに時間がかかってしまいました」

　そういえば、撃たれた時にそんな言葉も聞いていたような。

　それがどういうことを意味しているのか。きちんと考えを深めるよりも前にフランがカウンターへと突っ伏した。

「それで、お兄ちゃん。今度は何をいってルーミーさんを怒らせちゃったんですか？」

「僕が怒らせたのは確定かよ」

「決まってるじゃないですか。お兄ちゃんに非がないなら、お兄ちゃん、絶対こんな風に必死に追ってないと思いますし」

　ぐうの音も出ない。

「…………別に。なんというかな。ルーミーは人間が好きなんだそうだ。僕はそれを失望させちゃった。それだけ」

　情報屋にこんなことをいってしまう辺り、心が弱っている自分を自覚する。

　つまらない悩みを口にしてしまったとシーモアは言葉を取り消そうとして、しかしそれよりも早くフランの方がつまらなそうに唇を動かす。

「人間を好き、なんて私は嫌いな言葉ですけどね」

「へえ、君に嫌いな言葉があったんだ」

「私が嫌いな言葉は爆弾、セロリ、『人間が好き』です。覚えておいてくださいね」

　絶対に今考えたラインナップだ、と苦笑する。

「大体、そんな言葉あり得ないんですよ。お兄ちゃん、例え話であれですけど、私がそこの角の家に住んでいるジョナサンさんを好きだっていったらどう思います？」

　指さされた家をシーモアは見み遣やる。

　別になんてことのないアパートだ。シーモアはその家に誰が住んでいるかを知らないし、これまでフランとの会話に上がったこともなかっただろう。

「どこの馬の骨だ、そいつ。お兄ちゃんにちょっと面を見せなさい」

「うわぁ、思ったよりも反応が気持ち悪いですよ、お兄ちゃん」

「つっても、知らない相手だしなぁ」

「私も知らないです。あそこの奥さんが私のところで煙草たばこを買っているので名前だけはお聞きしたことありますけど。二十七歳の新聞記者の方らしいですよ」

「あやふや…………。というか、それは好きっていえるのか？」

　世の中には新聞記者という職業が好きで好きで仕方がない人もいるのかも知れないけれど。

「そういうことですよ。知らないものは好きになれないんです」

　我が意を得たりとばかりにフランは頷うなずく。

「そして、人間を知っている人なんて、この世にはいないんですよ」

「……………………あー」

「真に人間を好きというのなら、この世界の全部の人間を知らなきゃダメです。まぁ、そこまではいわずとも、人間という総体を語れるくらいには。そんなことは私にも無理ですし、私に無理ってことはみんな無理です」

「自信過剰…………とは言い切れないのが嫌なところだなぁ」

　シーモアの知る限り、フランのようなメモ魔は他にいない。彼女ですら人間を知らないというのならば、語れる人間などどこにもいないのだろう。

　あるいは、これも無知がもたらす言葉か。

　フランにこんなことを実際にいったら、『それはお兄ちゃんが情報屋というものを知らないからですよ』といわれてしまうかも知れない。

「ルーミーさん、人間を知らないんですねぇ」

　辟へき易えきとしたように、フランが舌を出す。

「人間を好きだなんて、それって何も好きじゃないっていってるのと似たようなものですよ」

「貴重なご意見どうも。フラン、君実は見た目よりも三倍くらい歳としを取ってたりしない？」

「それ頷うなずいたらお兄ちゃんがショックを受けちゃうじゃないですか」

　ごもっとも、とシーモアは肩を竦すくめて、

「────────ッ」

　ぞわりとした悪お寒かんが背筋を走った。

　弾はじかれたように振り返る。振り返った先では同様の感覚を覚えたのか、ニベルコルとリンもまた、車の扉を蹴飛ばすように開けていた。

　見つめる視界の先。

　夜の空の暗闇。

　それが常にもましてなお暗い。雲うん霞かのごとき何かが宙を埋め尽くし、光を遮っているのだ。

　その黒色が小動物の無数の集まりによって生み出されているのだと理解するまでには、少しの時間が必要だった。

「何だ、あれ…………？」

　その正体がわかりながらもそういってしまったのは、余りにも常軌を逸していたからだ。

　空を埋めるほどの膨大なコウモリの群れ。それが視界の中にある一ひと際きわ高い石造りのビルを取り囲み、覆い尽くしていく。

　ビルが黒色に飲み込まれる。

　そんなことを引き起こせる存在を、シーモアは数えるほどしか知らない。

「……………………ルーミー！」

　シーモアのすぐ近くで笑声が弾はじける。

「あはっ、何あれっ。なんですかあれっ！　すごい、あんなの初めて見ます！」

　そのフランの場違いに軽やかな声が、意識を上滑りしていく。







　くう、とルーミーの腹が鳴る。

「うん、できた」

　ルーミーは自らが作り上げた成果を見上げて、満足げに頷うなずいた。

　そこはかつてビルだったものだ。

　今はもうビルは見えない。何故なぜならばその周囲をコウモリが十と重え二は十た重えと取り巻き、円を描いて飛んでいるからだ。今はもうそこは、嵐のごときコウモリの塔にしか見えなかった。

　ビルの中にいた人々も、近隣の人々ももういない。空を埋め尽くすほどの大群。それをビルといわず街といわず飛び回らせたのだから、人々が逃げ出したのも当然のことだろう。

　誰もいなくなった街でルーミーはゆっくりと手を下ろす。

「これできっと、くる」

『吸血鬼狩り』が。

　ヨハン・ヨアヒム・ウルブリヒトが。

　これだけの規模で異変を起こしたのだ。誰も彼もにこの騒ぎは伝わり、その中に間違いなくあの男も含まれている。

「………………お腹なか空いた」

　くう、とルーミーの腹が鳴る。

　能力を行使したことで、より飢えが近づいている。視界がぐらぐらと安定せず、吐き出した息は熱いのに身体からだは冷えていっていた。

　そうしてルーミーは無人のビルへと入り彼のことを待ち受けようとして、

「おい、ちょっと待て」

　そう声をかけられた。

「…………？」

　ビルへの道を塞ぐように立っていたのは、狼おおかみめいた男だ。

　マーダー・インクにいた頃の同僚であり、今となっては単なる他人となった人物。

　彼が、剣けん吞のんな目つきでこちらを睨にらみつけている。

「どうかしましたか？」

「やってくれたな、お前ら」

　お前ら、と呼ばれてルーミーはもうろうとした思考に少しだけおかしさを覚える。

　自分とシーモアはいつの間にか、そうやってくくられる関係になっていたらしい。運送業者とだけ名乗る相手と、同じガレージに住んでいるだけの間柄だったものだから、そこには名前がなかった。名前がないものだから、ひとくくりとしてはあまりイメージしていなかった。

　口をほころばせた彼女に何を思ったのか、狼おおかみめいた男が怒りを見せる。

「この野郎。抗争を起こしやがって。お前らは一般人だから殺すことにクラウディアさんは同意してくれねぇが、終しまいには俺が殺すぞ」

「…………そこ、どいてくれます？」

　くう、とルーミーの腹が鳴る。

　狼おおかみめいた男は拳銃を抜き放つ。一触即発の空気を滲にじませ、男が牙めいた犬歯を覗のぞかせる。

「お前、それがいえる立場だと思ってんのか。つーかあのにやついたガキはどこいった。一言いってやらないと────」

　くう、とルーミーの腹が鳴った。

「────邪魔」

　ルーミーが指を振る。

　直後、狼おおかみめいた男は車にでも轢ひかれたように吹っ飛んだ。

「ヴェぁああああああっ!?」

　道路の反対側まで男の身体からだは一直線に跳ね、そしてビルの壁面を砕きながらめり込む。どぼ、と男が血を吐くのがわかる。死んだか、気を失ったのだろう。その身体からだから力が抜ける。

　それっきりルーミーは男への興味を失った。

　彼女は淡々とした足取りで歩き、ビルの中へ。入り込んだ瞬間にその姿は影へと溶け込み、すぐに屋上へと現あらわれた。

　ヘリポートも兼ねているらしいがらんとした屋上。

　その落下防止用のフェンスの上へとルーミーは腰掛け、その足を揺らす。

「まだかな。まだかな」

　澱よどむ思考と眩くらむ視界。

　その中でも言葉だけは軽やかに作っておきたいと思うのは、どうしてだろうか。少し前まではそんな自意識もなかったはずなのだけれど。

　時間がじりじりと溶け落ちていく。

　ぶつり、と自分が自分の唇を嚙かみ切きっていたことを、口に流れ込む血で知る。

　流れ星が一つ流れていく。

　そうしてルーミーの足が何百往復かした頃、待ち人が訪れた。

　最初それはビルの周りを巡るコウモリによって知覚され、ついでビルの中の影を踏まれたことで接近がわかった。その次には足音と血の臭い。

　最後に、その姿が視界へと入ってくる。

「呼び出しにしては過激だったな、吸血鬼よ！」

　ヨハン・ヨアヒム・ウルブリヒトが、その片手にトランクを携えて現あらわれた。




「あは」

　と無自覚にルーミーは一度笑みを零こぼした。

　その口の隙間から涎よだれが零こぼれ落おちる。目の前に立つそれはまるで生き物というよりも血を包んだ皮袋のようであったし、そもそもとして吸血鬼にとってその両者は同じ意味だ。

　だが、と唇をきつく嚙かむ。

　それが男なのであると意識する。それが生き物なのであると意識する。それが人間であるのだと意識する。強く念じて、白濁する意識を明確にし、ようやく世界が正常に見えてくる。

　あるいは、吸血鬼にとっては異常に見えてくる。

「この私を呼び出したということは、償いをする気になったか！　吸血鬼よ、その罪深い命を浄化する覚悟は決まったか」
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「覚悟なんて────」

　以前の自分ならどう答えていただろうか、と想像する。

　必要ない。

　そんな言葉が真っ先に浮かんだ。あるいは『できている』かも知れない。だがそのどちらも今の自分には相応ふさわしくなくて、今のルーミーの言葉は舌が勝手に選んだ。

「────わからないです。でも、あなたに聞きたいことがあって」

　ヨハンがその言葉を聞いて周囲に目を走らせたのは、何らかの罠わなを疑ってのことだろう。

　言葉の隙間を縫って、ルーミーが不意打ちをすることを警戒したに違いない。だがそれは杞き憂ゆうで、ならばとばかりにヨハンは口を開いた。応じない理由もそれほどなく、そして語れば語るほどに時間が過ぎる。やがて朝が訪れるのだから、時間は今はヨハンの味方だった。

「なんだね。命乞いの言葉ならば聞き飽きたぞ」

「どうしてあなたは私を狙うんです？」

「やはり、命乞いか」

「いいえ。だって、あなた気づいていますよね」

　ルーミーはろれつの回らなくなっていく舌を、必死に制御する。

「吸血鬼なんて、この世にいなかったんですよ」

「………………」

「あなたの一族は虚無を積み上げてきて、私とあなたには何の関係もないんです。あなた、それは気づいていましたよね？」

　それに根拠があった訳ではなかった。

　だが妄念に囚とらわれていても、愚かではないヨハンが、これまでの人生で一度もその疑問を抱かず、またその疑問に正しい答えを見み出いださないままにきたとは思いがたかった。

　果たして、ヨハンはしばらくの間顎を撫なでてから、ゆっくりと口を開く。

「知っていたさ。そんなことは」

　彼の手からごとりとトランクが抜け落ちた。

「だから私はこの業を息子には伝えなかった。一族に伝えられた技は私の代で絶やし、後は普通に生きていくつもりだった。そうだろう。こんな技術、生きていくには不要だ。資金のためにマフィアを始めたという辺り、私の祖先はよほど頭がおかしかったのだろうね」

　ひゅう、と呼吸の音が響く。

「────────だが」

　持ち上がったヨハンの瞳は、変わらずに燃えていた。

「今となってはそんなことは関係がない。息子に伝えずとも、私が『吸血鬼狩り』であることには変わりなく、そして君が吸血鬼であることも間違いのない事実だ」

　ヨハンの足がトランクの側面を蹴り飛ばす。

　トランクの内側から二つの拳銃が機械仕じ掛かけによって飛び出し、それを彼は両手に握った。

「わかるかね。成長とは！　進歩とは！　前に足を進めることだ！　それは残すものを置き去りにして、進むべき一歩を選び取ることだ！」

　ルーミーのそれが無自覚であったのと裏腹に、ヨハンは自覚的に、心の底から笑った。

「過去など置き去りにして私は進もう！　私が何によって作られたかも関係がない！　君がどうして吸血鬼なのかも関係がない！　君は吸血鬼であり、私は『吸血鬼狩り』だ！」

　そうとも、とヨハンが哄こう笑しようする。

「私はなれる！　なるのだ！　純粋なる『吸血鬼狩り』に！」

　微笑ほほえんだルーミーが応じる。

「────そう」

　足を振って、フェンスから降りる。

　屋上へと爪先がついた瞬間、彼女の足下から液状の影が湧き上がった。

「素敵です。証明してくださいね、人間の純粋さを」







「ああ、クソ！　絶対何か起きてるぞ！」

　シーモアは口角泡を飛ばす勢いでそういった。

　先程から視界の先で、何度となく力の気配がしている。人間の身体からだが本能的に悲鳴を上げ、吸血鬼の心臓が歓喜するような波長。

「じゃあもっと急ぎなさいよ！」

「うー！」

　背後で同行しているニベルコル姉妹が、同時に煽あおってくる。そうやって揃そろって右手を挙げていると、確かに姉妹だと感じさせるものがあった。

「できる限り急いでるんだ、け、ど！」

　信号が赤へと変わった交差点へと突っ込み、クラクションを浴びながら進行してきた車を回避する。大きくエセックスが蛇行。

「くっそ、都会の車、半分くらい廃車になれ！」

　限界まで速度を出しているはずなのに、視界の中で一向にビルが大きくなってこない。

　いや、そこにあるのはもうビルではなく、コウモリの群れに覆われた影でしかないが。

　ビルまで直進する道路へと入り、僅かに身体からだの力を緩める。速度を落とさないことだけを意識しながら、追突しそうになる前方車両だけを躱かわしていく。

　そんな時間だったからだろう。

　不意に頭の後ろから声がした。

「ねぇ、シーモア」

「何だよ。手が空いてるなら煙草取ってくれると嬉うれしいんだけど」

「どうして、アンタはビルに向かってるの？」

「…………どうして？」

　視線をルームミラーに向けて、すぐに前に戻した。

　その声は単なる茶化すような響きではなく、真剣さが伴ったもので、煙草を取ってもらうのは諦めることにする。

「そりゃあ、だって、ルーミーが何かを起こしてるんだぞ。行かざるを得ないだろ」

「でもそれって、ルーミーさんが望んでしていることじゃない？」

　これだから子供は苦手だ。

　いうべきではないことばかりを指摘してくる。

「ルーミーさんが自分で望んで出ていって、自分で望んで騒動を起こしているのよね。じゃあ、それに対してアンタはどうして、何をいうの？」

「何をいうのかはわからないけど────」

　何をいう権利もないことは、わかる。

　そんな言葉が心の中に浮かぶ。

　シーモアとルーミーは一緒に暮らしていたが、それ以上でもない。もしかしたらあったかも知れない繫つながりも、きっとついさっき壊れてしまっただろう。

　だからシーモアはルーミーに何をいうべきでもないし、何をいうだけの立場でもないが、

「………………僕、妹がいるんですよ」

「へえ？」

「でも僕って生まれた時から兄だったわけじゃなくて、きっと妹が生まれた時に兄になったわけでもなくて、それでもどこかで兄になったんですよ」

　単なる生物学的な意味じゃなく、とつけ加える必要はなかった。

　何故なぜならば似たような感慨を、ニベルコルはもう既に知っているからだ。彼女の隣で、彼女に妹として選ばれた少女が、表情を少しだけ硬くしているのが見える。

「妹なら、こういう時に口を出しても何も思わないだろ？」

「………………ルーミーさんを妹にしたいってんなら、普通に引くけど」

「そうじゃなくてさ」

　別にそれでもいいけど。

　笑って、すぐに表情を引き締める。

「そういうのに、なりたんだよね。ルーミーと。口を出したり、出されたりさ。意見が食い違う度に出ていくんじゃなくて、ちゃんと話し合えるような関係を」

　それをサボったツケとして積み上がっているのが、あのコウモリの塔なわけだが。

「今、ここで行かなかったらそうはなれない。だろ？」

　ニベルコルがしばらく、ルームミラー越しにこちらを見つめてきているのがわかった。車が揺れた拍子に乱れた髪の毛も気にならない様子で、真剣に。

　それから、彼女は運転席の背もたれをばしんと叩たたいてくる。

「じゃ、急ぎなさいよ！」

「そうだね」

　もう限界まで踏んでいるとわかりながら、ペダルを踏む足に力を込めた。







　ルーミーは両手を打ち合わせる。

「わん」

　直後、屋上を覆う影から伸び上がったのは、空の月を吞のまんばかりに巨大な狼おおかみの顎門だった。

　それが、彼女へと接近しようとしたヨハンを飲み込む。

「──────はっ、はぁ！」

　だが意味がないことも理解している。

「どうした、もう芸は出し尽くしたかね、吸血鬼！」

　銀色の輝きが内側から狼おおかみを切り裂く。トランクから飛び出してきた巨大な刃である。

　ヨハンのルーミーに対する闘争は、既に二分が経過していた。

　二分。僅かボクシングの一ラウンドに満たない時間。その間にヨハンの身体からだを幾つもの攻撃が掠かすめ、彼の身体からだの端々からは血がだくだくと流れている。

　だが彼が相手しているのが史上最悪の怪物、吸血鬼であり、彼がまだ五体満足でいることを思えば、それは奇跡といっていいくらいの善戦だ。

　もっとも、当のヨハンはその『奇跡』という言葉を否定するだろうが。

「──────吸血鬼滅殺闘技ィ！」

　ルーミーの能力が異常なものならば、ヨハンはそれに異質な格闘技術で対抗する。

　あらゆる動作と行動が、人ならざるものを対象に取ることを想定した格闘術。そんなものがこの世に存在しているとルーミーは知らなかったし、その厄介さも今まで知らなかった。

　ヨハンの銃が火を噴く。

　それを避けようという判断が吸血鬼にはない。ルーミーは銀でもなく脅威に感じない弾丸をそのまま顔面で受け止めて、

「っ？」

　頭部で炸さく裂れつした爆発によって眼球と視界がまとめて失われた。

　それが着弾時に爆発する特殊な弾丸であったことをルーミーは知らない。脅威にならないからこそ、避けようという発想に繫つながらなかった。そしてその隙をヨハンは見逃さなかった。

　気配を感じたルーミーが振り回した幾つもの影の鎌も虚むなしく、ヨハンは地を滑るようにして接近する。

「さあ、届くぞ吸血鬼！」

「まだ」

　ヨハンの足が長く伸びたルーミーの影に踏み込む。

　そのヨハンの足が、ずぶりと沈んだ。

　コンクリートに表面的に広がっているはずの影が、まるで沼のごとくぬかるむ。ヨハンの足を取ってそのまま手でも足でもへし折ってやろうと、ルーミーは影を操り、

「それもまた想定内だ！　我が妄念を甘く見てくれるなよ！」

　ヨハンがその腕を一振りした。

　ヨハンの袖に仕込まれた薬剤が擦り合わされ、閃せん光こうを放つ。瞬間的に広がった光が地面から影を打ち払い、ヨハンの足が解放される。

　ぎちり、とヨハンが腕を振りかぶった。

「吸血鬼滅殺闘技ッ!!」

　構えられた刃が、爆発的に突き出される。

　が、

「遅い」

　その刃がルーミーを貫くよりも前に、ルーミーの身体からだが霧となって弾はじけた。

　拡散したルーミーの姿を銀の刃は捉えることができない。そのまま悠々とルーミーはヨハンから距離を取り直そうとして、

「──────それも当然、想定済みだとも」

　ヨハンは、その右手を開く。

　そこに握られていたのは小さな球体。

　爆弾。

　ルーミーがその爆弾を認識した瞬間、それが弾はじけた。

「…………………………………………ッ!?」

　屋上を爆炎が覆い尽くす。それが常ならぬ炎であることを証明するようにその色は青く、そこから噴き出す煙はそれ自らが輝いていた。

　たっぷりと数秒間もその爆弾は世界を焼いて、やがて消え去る。

「…………………………………………ごほっ」

　爆風を食らったルーミーは、屋上の隅に転がっていた。

　その有り様は酷ひどいものだった。

　爆炎には銀や聖水が混ぜられていたのだろう。彼女の髪も手も足も焼け落ち、ぶすぶすと焦げた臭いを漂わせている。通常ならば回復していくはずのその怪我けがは、一向に治る様子を見せない。聖性が肉体をむしばんでいる。

「これは、予想外でした」

　それもそうだろう。

　屋上を巻き込む爆発はルーミーを焼いたが、それ以外も当然焼いた。

　起爆した当の本人だって、そうだ。

「………………くはっ！」

　ヨハンもまた凄惨な様子だった。

　そのスーツなどには防炎の加工もされていたようだが、至近距離の火炎を完全に防ぎきれるようなものではない。その整えられていた髪の毛は焦げ、眼鏡は落ちている。皮膚がぶすぶすと溶けて、彼が身じろぎをする度に焦げ跡がボロボロと零こぼれ落おちた。

「ああ、この程度、安いものだとも。君に対して手傷を負わせるためならばな」

　それでも、眼球の光は失われない。

「どうだね、これが、私だ！」

　吠ほえられた言葉を、ルーミーは淡々と受け止めた。

「うん。すごいですね」

　それが虚構のものであると認識した上で、彼はここまでその技術を研ぎ澄ませてきた。あらゆる人を羽虫のごとく散らせる吸血鬼に、その牙を届かせた。

　ヨハンが片手にトランクをぶら下げて近づいてくる。

　手足が動かない。身体からだに食い込んだ銀の破片によって能力が阻害されているのか、まともに何かの力を行使することもできそうにない。

　歩み寄ってくるヨハン。

　その顔は笑顔かと思ったが、しかし熱によって固まったような眼球ではよく見えなかった。それでもその表情は笑みではないように、見えた。

「さあ、さよならだ。吸血鬼」

「そうですか」

「その呪われた生を、地獄ですらないどこかで悔いるといい」

　そうしてヨハンが片手の刃を振りかざして、

「待て！」

　銃声が鳴り響く。

　くう、とルーミーの腹が鳴った。







「待て！」

　叫ぶなりシーモアはポケットから銃を抜き放った。

　以前ヨハンが落としていった拳銃を、そのままヨハンへと向ける。片手で構えて引き金を引くが当たる気はしなかったし、実際弾丸は見当違いの方向へと飛んでいった。

　それでも、ルーミーから少し距離を離すことには成功する。

　ボロボロに焼け焦げた、既に半死半生といった有り様のヨハンがこちらを見てくる。

「おや、危ないよ。今ここはこの街で最も危険な領域だ」

「うるせぇ。ルーミーから離れろ」

「…………うーん。吸血鬼の魅了かな。仕方がない。君はもう、」

　言葉が切れた瞬間、ヨハンは既に目の前にいた。

「救えないね」

　爆発的な速度で突き出される拳が、しかし止められる。

　背後から回された手と、そこに握られた鉄パイプ。それがヨハンの拳を阻はばんだのである。

「うー！」

「おっと、君もいたか」

　リンが鉄パイプを構えた。階段を上る間、小脇に抱えられていたニベルコルが下ろされる。

「理解に苦しむなぁ。魅了された君にいっても無駄なことだろうけど」

「うるせぇ。リン、少しだけ頼んだ！」

「うーあー！」

　勢いのいい返事。

　大きく振り回された鉄パイプに、ヨハンが距離を取る。

　とはいえいつまでも余裕があるとは思えない。何せ、相手はルーミーにこれほどの怪我けがを負わせるほどの男である。どれほどの間、リンが彼を相手取っていられるかは正直読めない。

　拳銃をニベルコルへと渡し、始まった格闘の脇をすり抜けてシーモアは屋上の隅へ。

　手足をだらりと投げ出した吸血鬼へと駆け寄る。

「ルーミー！」

　ルーミー・スパイクは、その目ま蓋ぶたを微かすかに震わせた。

「どう、してここに」

「喋しやべらないでいいよ。逃げよう」

　シーモアはルーミーの手を握る。

　多分、何もかもが失敗だった。

　もしかしたら正しかったはずの約束さえ、その後の人生が失敗へと変えてしまった。

　だが、それでもシーモアは覚えている。

　人間のことを知りたいとふれ合った、その手を覚えている。

　皮膚が焼け、ざらざらとした手触りに変わってしまってもなお、その感触は思い出せる。今はもうそれだけの理由で十分だった。

　だというのに、ルーミーはシーモアから手を引き抜こうとする。

「だ、めです。私は…………」

「いいから！」

「だめなんです…………早く…………」

「うるさい、大丈夫だ。どうせあいつはもう殺されるか、捕まるんだし」

　これだけの騒動が起きてしまったことをどうにか前向きに捉えるのならば、ヨハンが凶器をビルの内部で振るってくれたことだろう。

　流石さすがにこの規模の爆発を言い訳もなしに起こせば、警察ももう無視してはいられない。マフィアの幹部であることを加味した上でも、確実にヨハンは逮捕されるだろう。

　時間は味方だ。

　後は逃げ切ってしまえばどうにかなる。

「だから、まだ死んじゃダメだ！」

　まだ、とシーモアはいった。

　それが『もう』なんて言葉の追いつくことがない『まだ』であることを理解しながら。

　そうしてシーモアはルーミーの身体からだを抱え上げようとして、

「────────だ、め」

　どん、と強く押された。







　ルーミー・スパイクはもうろうとする意識を必死に消し去ってしまおうとしていた。

　シーモアがきてくれていることはわかっている。

　そのことに自分が喜びのような感情を覚えていることも。彼はいった言葉を捨て去り、保ったはずの信条を崩し、それでもどこかの一線だけは保とうとしている。

　その輝きは、あの日と変わらずに美しい。

　──────だというのに。

　くう、とルーミーの腹が鳴った。

　だというのに、この空腹感はなんだろうか。

　飢餓感はなんだろうか。

　くう、とルーミーの腹が鳴った。

　ダメだ、と思う。

　意識を失ってしまえれば、と思う。眠りのうちにこの空腹感ごと自分という存在が絶えてしまえばいいのにと、そんなことを心から願う。

　シーモア・ロードを美味おいしそうと感じる、自分なんて。

　くう、とルーミーの腹が鳴った。

　腹の底からふつふつと湧き上がってきた熱が、意識を犯す。ありもしない心臓がどくどくと鳴っている錯覚をする。口と胃袋だけの生き物に自分が変わってしまったような気分がする。

　くう、とルーミーの腹が鳴った。

「喋しやべらないでいいよ。逃げよう」

　シーモアが何かをいっている。

　その言葉が聞き取れない。自分が何か返事を口にしているはずなのに、それがわからない。

「いいから！」

　おかしなことをいってはいないだろうか。

　お腹なかが空いただとか、あなたを食べたいだとか、そんな酷ひどい言葉を彼にかけてしまってはいないだろうか。

「うるさい、大丈夫だ。どうせあいつはもう殺されるか、捕まるんだし」

　何かを答えている。

　だが、やっぱりもう、何もわからない。

　わかることは一つだけ。

　お腹なかが空いた。

　だから、それは必然的な訪れだった。

　いつかは迎えるはずだった、ずっと先送りにしていた限界。

　それがたった今、訪れた。

　それだけの話。

　本能が理性を食い尽くす。ルーミー・スパイクとしての存在が失われ、ただ吸血鬼としての存在となった少女が目を覚ます。

　ルーミーは、それでも最後の力を振り絞る。

「────────だ、め」

　せめて逃げて欲しいと、目の前の男の胸を押した。







　そうして、吸血鬼が目覚めた。

　ゆらり、とルーミーが立ち上がる。

　ただそれだけの仕草だというのに、リンに向かって拳を構えていたヨハンも、鉄パイプを投とう擲てきしようと振りかぶっていたリンも、銃を不格好に握り締めていたニベルコルも、そしてルーミーに押されて転がったシーモアも、同時に動きを止めた。

　さながら天から注ぐ梟ふくろうの視線に気づいたネズミのような仕草。

　そうせざるを得ないだけの重圧が、ルーミーからは放たれていた。

「…………………………」

　ルーミーは何も語らない。

　ただ両手を下げて、立っているだけ。

　その姿から視線が離せない。視線程度の動きであれ、その吸血鬼を刺激しかねない行動をすることを、本能が恐れている。

　その場の全員が感じていた。

　今、自分は餌として見られていると。

「…………………………」

　天を仰いだルーミーの喉が、びくびくと痙けい攣れんしている。

　全身から止めどなく汗が流れていく。歯がガチガチと鳴る。尻餅をついた不自然な体勢のまま、シーモアは呼吸すらもせずに目を見開いていた。

　初めて見る。

　この異質さ。

　この恐怖。

　これこそがあらゆる虚飾を剝ぎ取り、その性質を完全に表出させたルーミー・スパイクなのだろう。

　吐きそうで、泣きそうで、漏らしそうだった。

　大嵐や雷雨に対して感じる畏怖が、人の形をして目の前にある。

　そして、それでもなおヨハンは踏み込んだ。

「────────吸ッ血鬼ィいいいいいいいいいいい！」

　屋上を蹴り飛ばす音が響き、矢のごとくヨハンが駆ける。

　その右腕が引き絞られ、その右手がトランクを握る。展開される巨大な刃。吸血鬼を殺すためだけに鍛え上げられた聖なる刃金。妄念というのか蛮勇というのかはわからないが、それが人を超えた何か研ぎ澄まされたものに動かされてのことだったのは、間違いがなかった。

　全身を筋肉が一回りも分厚く盛り上げ、その全霊を込めた一撃を繰り出す。

「吸血鬼滅殺闘技ッ!!」

　ルーミーは、ただゆらりとその人差し指を持ち上げた。

　その指先が、ついと刃に触れる。

「……………………」

　直後、消し飛んだ。

　ヨハンの刃も、トランクも、拳も、腕も、肩も。

　その全てが粉みじんとなった。

「────────────ッ!?」

　肩までを丸く抉えぐり飛ばされたヨハンが、顔面から地面へと落ち転がっていく。屋上のフェンスにぶつかって止まった彼の顔は、驚きよう愕がくに彩いろどられていた。

　当然だろう。

　ヨハンの持つ刃は本来邪悪なるものを退け、それを問答無用で死に至らしめる。そんな性質を持っているはずだったからである。

　いや、『はず』ではない。現にシーモアの心臓はその刃に対して恐怖を覚えていた。確かにそれは、吸血鬼を滅するためのものだった。

　だが届かない。

　だが足りない。

　それは純然たる出力の差である。

　人間と吸血鬼の差が。刃の持つ聖性に対する少女の持つ悪性の量の差が。その間を埋めるはずだった努力や鍛錬や準備や相性を全てねじ伏せた。

　それだけの話だった。

　ゆらり、とルーミーが仰のけ反ぞっていた顔を、下ろす。

「────────────────────」

　瞬間、世界が絶叫した。

　ルーミー・スパイクという存在の圧力に耐えきれないように、世界が振動している。悲鳴のような音が鳴り響く。

　ルーミーの表情には何も浮かんでいないのに、その瞳には理性がない。

　ただ食欲にだけ支えられた顔が周囲を睥へい睨げいする。

　死ぬ。

　衒てらいもなく恐れもなく、そうであると理解する。

　この怪物は人を食くらうだろう。その飢えを満たすためには人の血を啜すするしかなく、そしてその行動を押おし止とどめていた理性は既に弾はじけ飛んでいる。

　この中の誰かが。

　あるいはこの場の全員が。

　ともすればこの街のあらゆる人間を。

　その飢えに押し流されるままに、それが消え去るまで止まらない。そんな未来を、背筋を走る悪お寒かんが教えてくる。

「────────────────────」

　世界が振動する。

　シーモアは喘あえぐように口を開き、必死に息を吸い込もうとした。だがルーミーが放つ重圧は物理的な力を伴うように、まるで空気が入ってこない。

　視界の隅でリンとニベルコルが重なり合って倒れている。かばい合っているという可能性もあるが、その姿は大海に浮かぶ棒きれのごとく不安定だった。

　酸素が足りない。

　思考が巡らない。

　シーモアはぜえぜえと呼吸を切らしながら、ゆっくりと意識を手放そうとし、

「ご、はッ」

　誰かが立ち上がる音がした。

　その傷口から血液を噴き出させながら、ヨハン・ヨアヒム・ウルブリヒトが立ち上がる。腕が消し飛んだ衝撃は、その体内までも傷つけているだろう。その立ち姿は先程までの威風堂々たる気迫の欠片かけらも残っておらず、しかし今にも倒れそうながらも決して倒れはしなかった。

　この状況ですら吸血鬼に対して殺意を燃やすのか。

　そのことに感慨を抱こうとしても、感情すらもが重圧に潰されていく。

　ゆるりとヨハンが片手を持ち上げる。彼のスーツから、球形の爆弾が幾つか転がり落ちた。

　それはこの屋上を焼き、ヨハンを焼き、ルーミーを焼いたものときっと同じだ。その爆弾は、きっと効果があるのだろう。何せ今もルーミーの怪我けがは治癒していない。燃え落ちたものはそのままなのだから、あの無防備な立ち姿に爆弾をぶつければ効果があるに違いない。

　同時にきっと、ヨハンもこの場にいる全員も燃え尽きるだろうが。

「………………ごほ、ッ、ああ」

　ヨハンは転がった爆弾へ視線を向け、しかし、それだけだった。

　拾い上げもしないまま、彼は一歩を踏み出す。じゃり、と屋上が鳴って、ただその音に反応するようにルーミーの首が巡る。

　食欲がヨハンへと向けられる。

「ああ」

　その視線を受け止めて、どうしてかヨハンは笑った。

　彼は一瞬だけ視線を後ろへと向ける。その先にいたシーモアを見て、ニベルコルを見て、リンを見て、彼は呟つぶやいた。誰に届けるでもない呟つぶやきを、シーモアは聞き取ってしまう。

「ああ、そうだ。私は、こうなりたかった」

　ヨハンが駆け出した。

　その拳に何の意味がないと知りながら、ただ拳だけを握り締め。

　その先で吸血鬼に食われると知りながら、躊躇ためらいもなく。

　ルーミーもまたそのヨハンへと両腕を広げる。

「────────────────────」

　世界の絶叫が鳴り響く。

　駆け寄るヨハンと、抱擁するように迎えるルーミー。それらを霧と、影と、コウモリと、轟ごう音おんが包み込み、全てが視界から覆い隠されて。

　そして、消えた。




　目を覚ました時、全身はまるで千年の眠りから覚めたように痛んだ。

「………………ぐ、ぁ」

　だが実際にはほんの数分か、長くとも十分くらいしか経たっていないとすぐに気づく。空からはもうコウモリたちが失われていて、月の高さは記憶にあるものとほとんど変わりがない。

　ぎしぎしと軋きしむ身体からだを引き起こし、立ち上がる。屋上の隅ではニベルコル姉妹が重なり合って倒れている。意識を失っている彼女たちがきちんと呼吸をしていることを確かめてから、シーモアは屋上に他に人影がないことに気がついた。

　ルーミー・スパイクも、ヨハン・ヨアヒム・ウルブリヒトも、そこにはいない。

　それを認識して、すぐに足を引ひき摺ずるようにして駆け出す。

　人のいないビルを屋上から地上階まで。その間に何度となく転び、階段を転げ落ちることとなったが、全身は氷水から上がったように麻ま痺ひしていて、そこに痛みはなかった。

　息を切らしたシーモアが、しばしの後にビルを出る。

　なんとなく、そこにルーミーがいることは知っていた。

　そしてもう、ヨハン・ヨアヒム・ウルブリヒトがいないことも。

「…………………………」

　再び露あらわとなった月の光の下、ルーミーがその両手でヨハンを持っていた。

　既にヨハンが事切れているのは一目見ただけでわかった。

　その年老いた首筋には深く無残な嚙かみ痕がありありと刻み込まれ、しかしまだ真新しいそれからは血の一滴も垂れていない。

　ヨハンの顔は穏やかだった。その抉えぐり飛ばされた肩口と、首の傷さえなければ、あるいは老衰によって死んだのではと思わせるほどだった。

　それを成したルーミーが、その口元の血をゆっくりと舐なめ取る。

「…………………………」

　ルーミーの顔は、あらゆる表情が抜け落ちていた。

　ヨハンと同じ無表情であるのに、そこにあるのは絶望であり、失望であり、あらゆるものが砕け散った後に残るがらんどうだった。

　荒い呼吸の中で、シーモアは想像する。

　そうありたいと思った姿を失い、そうあって欲しいと思った相手を食い殺し、ただ生きているというだけの状態が残されたその時。

　人は、吸血鬼は、一体何を思うのだろう。

「…………………………こんなの」

　ごとり、と音を立ててヨハンの死体が落ちる。

　ルーミーがその両手で顔を覆う。

　死体の傍そばでそうする光景は、どこまでも醜悪だった。命を糧かてにして生きようとあがくその姿は、何の言い訳もできないくらいに汚らしかった。

　いつかの疑問に、シーモアは自分で答えを見み出いだす。

　ものを食べるのを見られるのは恥ずかしがらないのに、排はい泄せつを見られるのは恥ずかしがるのが不思議なのではない。

　ものを食べるのを見られることを、恥ずかしがらない方が不思議なのだ。

　それは排はい泄せつやその他生きていくのにともなうあらゆることと等しく、醜悪な行為である。

　生きるということへの嫌けん悪お感かんをありったけ詰め込んだ吐息を、ルーミーが吐き出す。

「こんなことをするために、私は………………」

　溜ため息いき。

　それからシーモアは首を振って、

「帰ろう」

　その言葉がまるで鞭むちのように感じられたのか、ルーミーは身を震わせた。

「わ、私はどうしたらいいんですか。どうなればいいんですか。どうしたら、こんなことをしてまで、そんな、私は、私を肯定できません」

　できる返事は淡泊で、素っ気ないものだけだった。

「わからないよ」

　わかっていたら、きっとこんな場所にはいない。

　それでもシーモアは足を止めずに、ルーミーへと近寄る。その距離がほんの一メートルほどまで近づいた頃、ルーミーがもう一度口を開いた。

「帰って、どうすればいいんでしょうか。私はこれからも、こうして人を食べて生きていくしかないのに。願った純粋にすら辿たどり着つけないと、わかってしまったのに」

　きっとルーミーは、今日死ねれば幸福だったのだろうなと思う。

　人の純粋性を尊ぶその精神が、肉体のもたらすあらゆる欲求をねじ伏せて、美しいままで死ねたならば。

　だが彼女は人を食った。

　生きたいと、願ってしまったのだ。それがどれほど哀れで、自分で自分の心を犯すような真似まねだと理解しながら、それでも心か身体からだかその両方かが、生きようと願った。

　変われなかった。

　彼女は変わりきれず、その果てが今だった。

　返事はやっぱり同じ言葉になった。

「わからないよ」

　わかるのはきっとこれからもルーミーは人を食べることと、彼女の願いはもう永遠に叶かなわないということだけだ。

　それでも、と息を吸う。

「それでも生きるんだよ」

「どうして」

　糾弾でも、質問でもない。

　空疎な疑問だけが詰め込まれた声は、まるで風船のような手応えがした。

「…………それは」

　本当の答えはきっと、わからない、だ。

　そんなものは誰にもわからない。

　何故なぜならば思った通りに、純粋なままで生きられる人間など誰もいないのだから。純粋との差がわからないのだから、不純の意味すら見み出いだせない。

「…………そうだな」

　だけど、とシーモアは思う。

　妹のために家族を壊し人を騙だます姉も。姉のために人を傷つけ噓うそを吐き続ける妹も。修練と虚無を積み上げ、その果てに吸血鬼を殺すという目的すら握り続けられなかった男も。

　誰も彼もが、不純なままで生きてきたのだ。

　その理由も、今ならば少しだけわかる。

「じゃあ、こんな理由ならどうだ？」

　シーモアは手を伸ばし、ルーミーの手を握った。

　肯定しなくてはいけない。

　ルーミーの懊おう悩のうを真しんに理解できる人間なんて、どこにもいない。共感すらも許さない断絶がそこには確かにある。

　だが、不公平なのだ。

　人もまたあらゆる不純に塗れて生きていく中で、吸血鬼にだけ、その醜悪さが人の死として突きつけられている。

　その不公正さを、シーモアは知っている。

　滑らかな手を、握った。その礎いしずえが足下に転がる死体とその血であることをわかりながら。そうしてルーミーの瞳をしっかりと見つめる。

「ねぇ────」

　だから、肯定できるようにしてあげなければならない。

　好きなままで、美しいままで、純粋なままではいられない自分を、なあなあに、曖昧に、妥協していくための言葉を。

　そのための言い訳を。

「────君は、これから僕を好きになる」

　ルーミーの瞬またたき。

「………………は？」

「好きになるんだよ。僕のことを。もう『人間が好き』なんて舐なめたことはいわせない」

　心にもないお祈りを、シーモアは心の中で献げる。

「君は僕を好きになって、僕に好かれるように必死になる。僕の一挙手一投足のその全てが喜びや悲しみを意味するようになる」

　あれだけ日頃からあらゆる言葉の中でその尊さを讃たたえられる愛とやらが、こんな責任の押しつけのような行為にも耐えてくれることを願って。

　きっと大丈夫だ。

　だって誰もがそうして押しつけて、醜悪な生を歩んでいる。

「君は僕を好きになって、だから、君は平気になる。これから君が直面する全ての痛みも挫折も苦しみも、僕が傍そばにいるだけで平気なようになる。君はこれからも人を食くらう怪物のままで、何にもなれないけれど、それでも僕が傍そばにいれば平気なようになる」

　頭の中でヨハン・ヨアヒム・ウルブリヒトの瞳を思い出す。

「君は純粋ではいられないけど、僕が微笑ほほえみかければ、その辛つらさを我慢できるように、なる」

　あんな風に、熱量だけで愛と恋を歌い上げられればどれほどよかっただろうか。けれどそれで足りないことはわかっているから、シーモアは言葉を紡つむいだ。

「そんな風に、君は僕を好きになる」

　手に、力を込める。

「それで、どうかな？」
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　それは愛の告白でもない、最悪の言葉だった。

　呪いといってもいいような、暖かいだけの繫つながりだった。

　ルーミーはしばらくの間その繫つながれた手をじっと眺めて黙りこくり、やがてその顔から力を抜いた。遠く聞こえてくる喧けん噪そうに搔かき消けされてしまいそうな声がする。

「それで、いいんでしょうか…………」

「ダメだね。そんなことをいっているようじゃダメ。そんな疑問も浮かばないくらいに、心から僕に恋をしないと」

「大体、シーモアさんに恋をする理由って、ありましたっけ」

「あるでしょ。だって、僕だよ？　一緒にいて恋をしたくならないわけがないじゃん」

　すぱりと言い切ると、余りのアホらしさに堪えきれなくなったようにルーミーが笑った。

　空から散る雪片と同じくらいに淡いものだったが、それでも確かに笑った。

「……………………仕方がないですね」

　その言葉が生きるためのものであることを、ルーミーは間違いなく理解している。

　彼女にはここで全てを投げ出すこともできただろう。

　願ったものが手に入らないとわかったのだから、ここで朝まで立ち尽くすこともできた。

　それでも彼女が下らない言い訳を口にし、生きるための言い訳を握り締めることを選んでくれたことを、喜んでしまうのは、それもまた過あやまちだろうか。

　そうしなければいけないように、ルーミーは笑った。

「ええ、私は、あなたが好きになります。シーモアさん」

　銃声が響いた。

　ルーミーの頭が弾はじけ飛んだ。

「うわッ」

「わ？」

　顔の上半分をぐずぐずと崩れ落ちさせながら、ルーミーが首を傾かしげた。どうやら彼女を撃ち抜いた弾丸は普通のものだったようで、それは何ら吸血鬼への痛つう痒ようたり得ていなかった。

　振り返れば、そこに若い男が立っていた。

　いつかシーモアにそうしたように、あの日とは別の銃をこちらへと向けてきている。

　その瞳に宿る恐きよう慌こうにも似た怒りを見て、シーモアは彼の名前を思い出す。

「………………ホレス・ウルブリヒト」

　その名前は、彼が足下に転がっている死体の息子であることを意味している。

「お、前らッ！　父さんに一体何をした！」

　もう一度銃声。

　再び、ホレスがその怒りに駆られるように引き金を引く。幾つもの弾丸がルーミーの身体からだを穿うがつが、それが何の意味もないのは傍はた目めにも明らかだった。

「この化け物ッ！」

　銃の向きが変えられる。それが次に捉えたのはシーモアだった。

「この、人殺しがァ！」

　銃弾が吐き出される。

　しかしそれらがシーモアの身体からだへと届くことはなかった。

「………………」

　ルーミーのその髪が霧となって流れ、シーモアを覆ったからである。その表面で弾丸は受け止められ、宙でふわふわと浮き続ける。

　ルーミーの金色の瞳が、無言でシーモアを見つめていた。

　シーモアもまた、淡々とホレスを見つめていた。

　沢山言葉が頭の中に浮かんだ。その中には謝罪も懺ざん悔げもあり、同時に罵倒も軽蔑もあった。ヨハンを殺したのは間違いなくシーモアとルーミーの責任であるが、同時にヨハンもまた彼らを殺そうとしていた。

　何にせよ、それは部外者に何かがいえるようなものではなかったと感じて、同様に言い返すべき言葉もなかった。

　そして、ホレスの行動が全て無為に終わることもわかっていたことだ。

「…………シーモアさん、やっぱり、生きることって間違ってますよ」

　そう呟つぶやきながらも、彼女の霧は銃弾を止め続ける。

　シーモアもまた、頷うなずいた。

「そうだね。誰もが平等に、間違っている」

　正しい怒りを、間違った土壌で叫び立てるホレス。だが彼がどんな存在であったところで、結局のところ、シーモアたちは自分たちが生きることを肯定しなければいけないのだ。

「…………こ、このッ！　ふざけるな！　恥知らず！　貴様ら………………ァ………………？」

　叫んでいたホレスが、不意に意識を失う。

　ひょいと振られたルーミーの指がその原因であることは、間違いがなかった。崩れ落ち、しかし死にはしなかったホレスを、シーモアはしばらく眺めてから視線を元に戻す。

　そこではずるずるとルーミーの顔が再生されていた。

　顔の半分ほども崩れ落ち、身体からだにも何カ所も風穴を開けたルーミーが、くすくすと笑う。

「面倒、ですね」

　彼女の視線はシーモアと、そして自分の髪が受け止めた弾丸を眺めていた。

「生きていくのって、面倒ですね」

　自分ならば受け止める必要もない弾丸を受け止め、庇かばう必要もない人間を庇かばい、それでも彼女のその言葉にはどこか満足げな気配が滲にじんでいる。

　なのでシーモアも、ゆっくりと頷うなずいた。

「だよね」

「帰りましょうか」

「ああ。そういえば、帰る前にビルの上のニベルコルたちを拾わないと」

「あー、置いて帰ったら、怒られちゃいますよねぇ」

　完全に修復が終わった頭を、ルーミーが一度ぐるりと回す。こきりと骨を鳴らすその仕草はどうにも年寄りめいていて、シーモアは小さく吹きだした。

　ともかくとして、シーモアとルーミーは並んで歩き出した。

　朝が近い。








終　途絶えた僕らの再成長









「ぎゃぁあああああ!?」

　というような悲鳴と、同時にガラスの割れる音が響いた。

　ずっと上方から人間の身体からだが降ってくる。数メートル離れた位置へと落ちたそれを見て、顔を顰しかめた。嫌な音ともに地面に赤色が広がり、それに溶かされた雪が蒸気となって立ち上る。

　騒々しくはあったが、その騒音は気になりはしなかった。

　何故なぜならば、とうに辺りは似たような音で満ち満ちていたからだ。

「撃て、撃て！　殺せ！」「馬鹿野郎！　突っ込むな！」「ダグ！　ダグラス！　返事しやがれ！」「クソが！　生かしちゃ帰さねぇ！」「犬の餌にしてやれ！」「痛ぇええええあ!?」

　新年の最初の日に赴いたそれとは別な邸宅が、今日の戦場だった。

　その抗争の原因は、この前死んだヨハン・ヨアヒム・ウルブリヒトなのかどうか。

　考えても詮がないことだと思い、シーモアはすぐに思考を投げ出す。その原因がどうであり、決着がどうであったところで、関わる気などない。そういうのは、マフィアへの復ふく讐しゆうに燃える秘密結社にでも頼んでおけばいいことだ。

　今日も雪は深いが、今日はポケットのマッチを湿気らせてはいない。煙草たばこはたっぷりで、まださほど短くなっていないそれを惜しげもなくシーモアは雪の中へと投げる。

　そうなれば、彼の今日の悩み事は一つだけだった。

「…………ルーミー」

　今日もまたルーミー・スパイクがあの戦場の中に配達に赴いている。

　それは吸血鬼には近所の散歩とさほど変わらない道のりだろう。彼女を殺すために全生涯を献げて鍛えるような男は、幾らこの街でも一人で十分だ。そしてその一人はもういない。

　それはそれとして、心配する。

　心配だな、と思ってしまう。屋や敷しきの中を一人歩くルーミーを想像してそんなことを思うようになってしまったのは、果たしてどんな環境の変化によってか。

　不意に、ガラスの砕ける澄んだ音が聞こえる。

　シーモアは何本目かの煙草を吐き捨てて、肺の中に残った煙をまとめて吐き出した。見み遣やったのは邸宅の三階。

　そこに、ルーミーがいる。

　たった今ガラスを砕いた少女が、その先へと一歩を踏み出す。

　何もない空中に悠然とした一歩を預け、湧き出した霧によって階段を作り上げる。

　音もなく進むその足取りを、地上からシーモアは見上げるしかない。そして数歩目でルーミーもまたシーモアの存在に気づいたらしい。彼女はそのままゆっくりと地上まで来るものかともったが、しかしその足は地上数メートルの地点で止まった。

　じっとその金色の視線がこちらへ向けられている。

　シーモアが嫌な予感を覚えるのと同時、ルーミーが跳んだ。

「えいっ」

　今度は空中に霧のハシゴが生まれるようなことはない。

　その身体からだはあっさりと重力に捕まり、一直線に落下してくる。シーモアは思わずその場で両腕を広げ、落下してきたルーミーを受け止めた。

　受け止めようとした。

　どん、と強い痛みが胸に走るのがわかった瞬間には、落下に伴う衝撃を支えきれずにひっくり返っていた。背中から路上へと倒れ込み、盛大に雪が舞い散る。

「痛ッ……………………！　というか、危ないだろ！」

　シーモアの胸の中に、ルーミーはすっぽりと収まっていた。

　立ち上がる様子も見せずに手足を投げ出したルーミーが、無表情に首を傾かしげる。

「やってみたかったんです」

　その落ち着き払った顔に何か言ってやろうと息を吸い込んで、結局何もいわずに吐き出した。諦めて両手両足から力を抜き、地面に転がる現状を許容する。

「で、どんな気分だ？」

「んんー」

　呟つぶやいて、ルーミーはその額を擦なすり付つけてきた。猫が臭いをつけるような仕草だった。

「そんなに悪くないですね」

「はぁー…………。ま、おかえり。お仕事お疲れ様」

「はい。シーモアさん。ただいま、です」




「で、お前らは仲直りしたわけ？」

　と店員の男が問いかけてきたのは、仕事帰りにホリデイへと寄った時のことだった。

　シーモアとルーミーは思わず顔を合わせる。それから揃そろって首を横に振った。

「したんですっけ、シーモアさん？」

「どうだったかな。どう思います？」

「相変わらず、わからないなぁお前ら…………」

　ルーミーはシーモアを好きになってくれた。

　そうして生きることに折り合いをつけた。

　きっとそれには間違いがないだろうが、しかし逆にいえばそれだけだ。変わったことはそれほど多くない。ルーミーの態度も相変わらずで、主観的にも客観的も、恋人と呼べるような関係になったのかはわからなかった。

　そういうことはこれから決めていくのだろう。

　これからがある。今はそれだけで十分だ。

　不味まずいコーヒーを二杯差し出してきながら、店員がへらへらと笑みを浮かべる。

「そういえば、シーモア。この前女の子から感謝の電話がきたぜ」

「女の子？」

「心当たりないのかよ。『父の脚本を取り戻してくれてありがとうございます』だそうだ」

　シーモアは薄く目を開き、コーヒーを飲む動きを止めた。そんなことをしたつもりはない。あの女の子は明確に、自分で決めて見捨てた。

　だが同時に、そんな不条理な救いを可能とする存在があの場にいたことも思い出していた。

「それは僕じゃないですね。妖精のお陰ですよ、きっと」

「どうした、急にメルヘンじゃないか」

　メルヘンではない。そこにいるのならば、ただの友達なんだそうだ。いつかに聞いた言葉を思い出すが、それを口にすることなく、シーモアは首を振った。

　店員が首を傾かしげてカウンター奥へと戻り、しばらくの沈黙。

　ぼんやりとしていたルーミーが、コーヒーの入ったカップを両手で支えながら口を開く。

　そうしてその内容は、シーモアが丁度考えていたことと全く同じだった。

「ニベルコルさんとリンさん」

「ああ」

「多分、今日辺り出て行ってしまうと思うんです」

「だろうね」

　ヨハン・ヨアヒム・ウルブリヒトは死んだ。

　ホレス・ウルブリヒトは生きているが、幾ら彼が無謀な人間とはいえあれだけの猛威を振るった吸血鬼に対してそうそう手出しができるとは思えない。

　街には抗争が蔓まん延えんしているがそれはいつものことで、抗争の度に怯おびえて家に閉じこもっていてはこの街では年に数日も外出できない。

　つまり、バーズアイ姉妹はもうシーモアの家にいる理由はない。

　依頼は終わり、騒動もまた終わりを迎えたのだ。

　逆にいえば出ていく理由もないし、このままなあなあで居続ければシーモアたちも追い出すことはなかろうが、きっとニベルコルはそれをよしとしないだろう。

　出ていくとしたらそろそろだろう。

　きっとこんな日のこんな夜だろう。

　そんな予感は、あった。

「ルーミーは、どうしたい？」

「…………私は」

　ルーミーの指がカップを握り締める。

　彼女は口を開いて、閉じた。その長いまつげを伏せて、視線を曖昧に漂わせる。あの夜以来、彼女はそうすることが増えた。

　そんな表情はきっと純粋であれば、必要のないものだ。

　全てに対して答えが決まっていて、揺らぐことがないのならばそんな感情が働くことはない。ルーミーがそうして思い悩み、言葉に詰まる様子を嬉うれしく思ってしまうのは、些いささか性格が悪いだろうか。

　数秒経たって、先にシーモアが口を開く。

「なんてね。今日は聞いておいてなんだけど、答えは決まっているんだ」

「そう、なんですか？」

　ああ、と頷うなずく。

　妹のために危険に身をさらし続ける姉も、姉のために噓うそを吐き続ける妹も、気に食わない。

　きっと以前ならばそんなことは理由にはならなかった。

　そんなものは運び屋の仕事ではない、とそういっていただろう。

　だがシーモアは既に運び屋というだけの存在ではなく、隣にはルーミーがいる。彼女の隣ではできる限りかっこよくありたいと思うし、それ以上にシーモア自身が変わってしまった。

　義務とか責任とか、そういうことへ思いを馳はせてからやめる。

　これからやるのはそういう正しいことではなく、個人的な主義と主張の押しつけである。

「僕もそろそろ、大人になってもいい頃かなって」

　シーモアは椅子を蹴って、ひょいとカウンターの内側へと飛び込んだ。

「あ、お前！　マナー違反だぞ！　罰金払え！」

「うるさいですよ。ちょっと電話借りますね」

「お前に伝言は残ってないぞ」

　店員がそういってくるが、シーモアは首を振った。

　そうして受話器を手に取る。

「逆です。今日はかけるんですよ」







「…………………………はぁ」

　自分が一つ溜ため息いきを零こぼしたことに気づいて、ニベルコルは慌てて口を閉じた。

　隣のリンに聞こえていないかと横目で窺うかがうが、幸いにして彼女の頭は自分よりもずっと高い位置にあり、些さ細さいな吐息は届かなかったらしい。

　そのことにほっとしてから、改めて荷物を確認する。

「リン、忘れ物はないわね？」

「………………うー」

「そんなに落ち込まないでよ。わかってたことじゃない」

　いつかはこのガレージを出て行かなければいけないことは。

　そもそもとしてマフィアに脅され、吸血鬼を殺すなんて計画に加担した時点で、今回の騒動を生きて超えられるとは思っていなかったのだ。リンだけは健やかに生きてくれればいいとそればかりを考えていたのに、結果として現状はずっとマシである。

　ニベルコルも生きているし、リンに怪我けがはないし、このガレージにいる間は、想像していたよりも楽しかった。

「……………………うん」

　楽しかったな、と素直に思う。

　シーモアにあれこれと文句をつけたり尻を叩たたいたり、ルーミーの存在に怯おびえたり震えたり。そうして表現すれば碌ろくな生活ではなかったようだし、実際それは世間一般で想像する幸福とはかけ離れていた気もしたが、それでも楽しかった。

　家を出てからずっと感じていたどうしようもない重圧が、このガレージの中にはなかった。

　ニベルコルは慌てて息を大きく吸って、すぐに吐き出す。

　この思考はよくない。だからといってこのガレージに居続けることなんてできない。自分達がこのガレージにいた理由である騒動は、もう終わりを告げたのだ。

　だから、もう元の日常に戻る時間である。

「行くわよ、リン。………………あ、待って。その前に一つ」

　ニベルコルは足早に流しへと赴き、ポケットからメモを取り出した。

　紅茶の淹いれ方を、知っている限り詳細に、できる限りわかりやすくまとめたメモである。それをテープによってぺたりと壁に貼り、それが剝がれないことを確認して頷うなずく。

「うー？」

「気にしないで。ただの伝言だから」

　じゃあ、とそう口を開いてニベルコルは歩き出そうとし、

「……………………ん？」

　聞こえたベルの音に足を止めた。

　微かすかな金属の振動音がどこかから聞こえてきている。どこかといってもそう遠くではないし、そう大きな音でもない。

「うー！」

　リンがすぐにその音の発生源を見つけた。

　整理整頓されながらも、それでも山と積まれたガラクタの麓。そこに一枚の布で覆われた、機械らしき何かが置かれてある。

　恐る恐ると歩み寄って、少し悩んでからその布を取り去った。少なくとも彼女の記憶では、ここにこんな機械はなかったし、ここでこんなベルの音を聞くのも初めてのことだ。

　そして、その下にあったものはニベルコルの想定外のものだった。

　一台の電話である。

「………………なんでこんなものが？」

　そう呟つぶやく彼女の前で、辛抱強くベルは鳴り続けている。

　ニベルコルは辺りを見回し、それから受話器を取る。

「………………もしもし？」

　送話器から男の声が聞こえる。

『もしもし。Ｈ＆Ｆ運送会社ですか？』

「はい？」

『もしもし。Ｈ＆Ｆ運送会社ですか？』

　一度目では、電線を介したことによる音の歪ゆがみによって、気づかなかった。だが二回目に繰り返したその声音と、微かすかに混じった笑みで電話の向こう側にいる人物を悟る。

「………………シーモア？」

『もうバレたか。人の家の電話を取って、いけないんだー』

　子供のような口調での指摘に、妙に腹が立つ。

　ニベルコルは無意識に受話器をコツコツと爪で叩たたきながら、

「というか、アンタどっからかけてきてんのよ。それに、Ｈ＆Ｆ運送会社って何よ」

『ここは行きつけのお店。Ｈ＆Ｆ運送会社は僕の会社の名前だよ』

「アンタのって………………」

　シーモア・ロードは、フリーランスの運び屋のはずである。

　会話の内容に興味があるのか、とことこと近づいてきたリンが受話器に顔を近づけてくる。その頰を密着させるように並んだところで、シーモアの答えが聞こえた。

『最近まではフリーだったけどね。僕もそろそろきちんと生活をすべきかと思って、会社を立ち上げてみたんだ』

「それはまた急な話ね。それにどうして────」

『────それで』

　電話越しだからよくわからなくて。

　そんな言い訳を思い浮かべていることがわかるような、性急な言葉のつなぎ方だった。

『会社を立ち上げたはいいけど、人が足りなくて。仕事を多く受けたいのにそれを管理する人も、配達を手伝ってくれる人もいない有り様』

「そ。大変ね。これ何の話？」

『何の話っていわれれば、そうだな、その』

　受話器を一度持ち替える気配がして、それからはっきりとシーモアはいった。

『どう？　うちの会社で働いてみる気、ない？』

　頭が真っ白になった。

　それがどんな意味の言葉なのか、ニベルコルはすぐに理解したからだ。

「働いてみないって、それ…………」

『今なら社屋付き。まぁ、ガレージだけど。それに社用車付き。まぁ、そのガレージに停とまってる車だけど。何もわからない会社だけど、悪くないんじゃない？』

「そ、そんなことを、アンタにされる義理がないわ」

　声が震える。温かい、と思えばいつの間にか、リンが身体からだに腕を回してきていた。

『そうかな。そうかも知れないね。でも、僕はそういうの考えるの、一旦やめにしたんだ。言い訳が必要ならこうしておこう。これは君たちが払うべき報酬さ。依頼の代償として、君たちは労働をしなくてはいけない。僕の会社で、ね』

　続いた言葉の意味と理由は、半分もニベルコルには理解ができなかった。

『君たちの幸せを、勝手に決めて勝手に押しつけることにしたよ。思い合う不幸よりも、そっちの方がいいってことにしておこう』

　ニベルコルは空いている手で、送話器をキツく押さえた。

　そうしないと迂う闊かつな言葉が口から飛び出して、ダイナーにいるシーモアまで届いてしまいそうだった。嗚お咽えつだとか、歓喜の声だとか、あるいは感謝の言葉だとか。言い訳が嬉うれしかった。仕事だとか会社だとか、そういったものを自分に与えてくれようとしているそのことが、想像もしていなかったほどの喜びをニベルコルにもたらしていた。

　そういったものを全て喉の奥に押し込むための沈黙をどう受け取ったのか、電話の向こう側から慌てたような声が聞こえてくる。

『因ちなみに。Ｈ＆Ｆ運送会社のＨ＆Ｆは、人間と怪物ヒユーマン・アンド・フリークスって意味だよ』

　ぶは、とニベルコルは口から息を噴出させた。

「ダッサ！」

『だ、ダサくないだろ!?』

　笑い声を上げる。

　余りのダサさに思わず笑いが止まらないのだと、そんな風に聞こえればいいなと思った。

『で、どう？　一緒に仕事、してみない？』

　リンが密着しながら、からかうように『うー』といってくる。ニベルコルは唇を尖とがらせて、この電話の相手がもう少し困ってしまえばいいと、返事はしばらく黙っていることにする。

　そうしながら、まず、流しに貼ったメモを剝がそうと決めたのだった。








続　絶えた望みの再探索









　いつもの通りにライカーズへと降りたって、ルーミーは即座に異変を感じた。

　血の臭いが強い。

「………………」

　即座にルーミーは霧へと姿を変え、地下へと潜る。

　そしてその原因は、すぐに見えた。

　辺り一面に、血が広がっていた。

　入り口も、複雑な通路も、長い階段も、ところどころに設けられた部屋も、幾つもの扉も。

　その全てが血と肉で染め上げられていた。

　どれほどの数の死体が作られ、分解され、そしてどれだけの量の血が流されたのだろうか。人として姿を取り戻したルーミーが足を進める度に、その足下でぴちゃりと血のしぶきが立つ。

『どれだけ』はわからないが、『どこから』はわかっていた。

　だからルーミーの足取りは迷うことがなかった。

　彼女が辿たどり着ついたのは、死神がいる部屋だ。あるいは、その扉を開く前から、その言葉の時制が間違っていることはわかっていた。

　ルーミーは地下室の扉に手をかける。

　鍵はかかっていない。滑らかに開く。

「………………死神」

　そこは、空室だった。

　そこは、死神がいた部屋だ。

　ここまでの道とは裏腹に、その部屋には死体一つ落ちていなかった。まるで部屋の主はちょっとトイレにでも行っているだけかのように、清潔さが保たれていた。

　いや、一つだけ。

　テーブルの上に、それが凶器であることを示すように、血ち塗まみれのネックレスが置いてある。いつかにルーミーがつけてきて、ここに落としていったネックレスが。

　そしてその傍そばに、血で短い文章が書かれている。

『また会おうね』

　意味していることはシンプルだった。

　死神が、街に放たれた。








あとがき






　突然ですが世の中のあとがきは二種類にわけることができます。難しい話ではありません。

『ページ数に余裕があるやつ』と『ページ数に余裕がないやつ』です。

　今回のあとがきはなんと一ページだけ。余裕がないにもほどがある状態のため、ご挨拶もそこそこに謝辞へと移らせていただきます。

　というわけでお久しぶりでした、周藤[image: 蓮]です。『吸血鬼は祈らない②』でした。サブタイトルをつけるとすれば『幼形成熟の終わり』。噓です。




　以下謝辞です。

　毎回ページ数や締め切りの調整でお世話になっております編集の阿南様。毎回変なキャラクターをお願いさせていただいておりますイラストレーターのニリツ様。昼夜が狂った生活で迷惑をかけている家族。頻繁に連絡が不通になる私に辛抱強く接してくれている友人たち。

　そして何より拙作をお手に取っていただきました読者の皆様に、尽きない感謝を。




　SURFACE『さぁ』を聞きながら


二〇一九年十月吉日　周藤[image: 蓮]
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